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序 文

八頭町は鳥取県の東南部に位置し、東は若桜町、西と北は鳥取市、南は智頭町と接し

ています。兵庫県との県境に位置する扇ノ山をはじめとした山々に囲まれており、また、

八東川や私都川流域の平野部には水田や果樹園が広がるなど、古くから農林業が盛んな

地域です。

当地は、法起寺式の伽藍配置を持つ国指定史跡「土師百井廃寺跡」、八上郡の郡行跡

と推定される「万代寺遺跡」、須恵器の一大生産地である「私都古窯跡群」が存在する

など考古学的に注目される地域でもあり、歴史豊かな風土と自然に恵まれた環境にあり

ます。

この度、発掘調査を実施した「奈免羅 。西の前遺跡」は、八東川下流南岸に広がる水

田地帯にあり、昭和 50年代にその存在が確認されていたものですが、鳥取自動車道の

バイパス道路 (県道河原インター線)の改良1工事に伴い、現状での保存が困難となった

ため関係各機関と協議・調整を図り記録保存をすることとなったものです。

中世以降の開墾や耕作による削平で、遺構面の保存状態は必ずしも良好ではありませ

んでしたが、弥生時代中期の竪穴住居址、掘立柱建物、多量の土器、石器などの遺物が

確認され、数多くの貴重な知見を得ることができました。

本書は、この調査結果を報告書としてまとめたものです。この報告書が郷土の歴史を

理解する一助となり、また、文化財保護意識の高揚に役立つことを願うものであります。

文末ではございますが、本町の文化財保護行政におきましては、日頃より町民の皆様

はもとより、多くの方々のご協力とご理解のもとに進めておりますことについて御礼申

し上げるとともに、調査にあたりご指導・ご協力をいただきました鳥取県八頭総合事務

所県土整備局、鳥取県教育委員会文化財課、鳥取県埋蔵文化財センターをはじめとした

関係各位、地元関係者の皆様に対して深く感謝の意を表し序文とします。

平成 22年 3月

八頭町教育委員会

教育長 西 山 淳 夫



例   言

1.本報告書は、平成 21年度県道河原インタ‐線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として実

施した奈免羅。西の前遺跡の発掘調査報告書である。昭和 60年 (1985年 )に第 1次調査が実施され、

今回は第 2次調査となるため、書名は「奈免羅 。西の前遺跡Ⅱ」とする。

2.奈免羅・西の前遺跡は、鳥取県八頭郡八頭町船岡・下濃に所在する。

3.発掘調査の面積は、1区 425.162だ、2区 1445,381�、3区 4861.375� 、合計 6731.918∬ である。

4.調査期間は下記の通りである。

試掘調査  平成 20年 (2008)11月 19日  ～ 平成 21年 (2009)2月 26日

本格調査  平成 21年 (2009)5月 25日 ～  同 年   10月 30日

整理調査  平成 21年 (2009)6月 8日 ～ 平成 22年 (2010)2月 27日

報告書作成 平成 21年 (2009)11月 2日 ～ 平成 22年 (2010)3月 31日

5。 本遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成は、八頭町教育委員会発掘調査監理者の監督のもと、

株式会社島田組が実施した。

6.奈免羅・西の前遺跡Ⅱ出土の銅釧について、島根大学名誉教授の渡辺貞幸氏、熊本大学教授の木

下尚子氏に貴重な助言をいただき、木下尚子教授には所見を作成していただいた。記して感謝いた

します。

7.出土遺物の中の弥生土器の搬入系土器について、また、弥生土器の年代観、弥生時代の集落 。墓・

遺物観察について、財団法人鳥取県教育文化財団調査室長の松井潔氏にご指導とご助言をいただい

た。記して感謝いたします。

8.本文の執筆は、八頭町教育委員会の野田大和、株式会社島田組の井汲隆夫、島田裕弘、湊井達也、

結城香が協力しておこなった。文責者は文末に氏名を括弧内に記した。文責者の記していない箇所

は、序章・第 1章第 1節 。第 1章第 3節は井汲隆夫が執筆し、第 1章第 2節は島田裕弘が執筆した。

9.本報告書掲載の遺物接合・復元・実測・ トレースは、以下の者がおこなった。

島田裕弘、荒川和哉、角上寿行、結城 (以上、株式会社島田組 )

鎌谷都々子、倉掛みどり、古泉妙子、笹岡由美、西村美恵子、野島尚子、萩原美香、 藤田供子、

松本幸子、山普恵子

10.本報告書に掲載した遺物写真は、有限会社小谷写真館に依頼し、株式会社島田組調査員の指示

のもと同館のスタジオにて撮影した。

11.自然科学分析については、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼 した。分析内容は、柱根の樹種

同定と年代測定、出土銅釧の蛍光 X線分析、出土石器の岩石鑑定である。

12.発掘調査により作成された図面 。写真等の記録類、及び出土遺物等は、八頭町教育委員会に

保管されている。

13.奈免羅・西の前遺跡の発掘調査及び報告書作成にあたって、多くの方々からご指導、ご協力を

いただいた。感謝いたします。



1.遺跡の略称は「09NN」 とする。遺物註記及び記録写真

のフィルム註記等にはこの記号を用いた。

2.遺構記号及び遺構性格の区分は、以下の通りである。

SII堅穴住居跡  SB:掘 立柱鰹物跡

SD:溝・竪穴住居跡周溝・竪穴住居跡内小溝

SX:木憎墓  SKI土 坑

Piピ ット  DDi土 器だまり

他は、耕作跡、石垣跡、耕作溝、耕作溝群 (耕で略す )、

植物痕、 CJ木痕、土石流跡、決水跡、落ち込み、暗渠排水。

3.発掘調査時においては、検出遺構は区ごとに通し番号管

理し(1区 :1001、 1002、 1003… 、2区 :2001、 2002、

2003-・ 、3区 :3001、 3002、 3003… 。
)、 その後、遺構

性格が確定した段階で遺構性格ごとに番号をふり直した。

報告書掲載の遺構番号は千の位に各区の数字を入れ、1区

は 1000番台、2区は2000番台、3区は3000番台で示す。

4.本調査における測量記録は、世界測地系第V系に準拠し、

方位は公共座標北を示し、高さはLで記し海抜標高である。

5。 挿図 (図・遺物図)の縮尺は、図版の右下もしくは左下

にスケールバーを示し、バーの上に S=で縮尺率を示した。

「S=1:50」 ならば 50分の 1の意味である。

6.土層観察表は、層ごとに色調・土性・混入物・粘性・締

り等について特記事項を記した。色調については、農林水

産省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本色彩研究

所色票監修『新版 標準土色帖』を用いて、」IS notation

と日本語の対応土色名を記した。士陛については、粒土の

細かいものから順に、粘土、粘土質シル ト、シル ト、砂

質シル ト、細粒砂、中粒砂、粗粒砂、礫に区分した。単

に砂と表現したものは、粗粒砂 。中粒砂 。粗粒砂を含ん

でいる。粘土質シルトは、正確には堺占土を比較的多く含

むシル ト"、 砂質シルトは“砂粒を比較的夕く含むシル ト"

を意味する。混入物等に記された%の数値は『新版 標準

土色中的 の「図 1 面積割合」を参照した。

7.基本層序の呼び方は、1区は Ⅲl層、卜2層、Ⅲ3層…、

2区は 21層、22層、23層…、3区は 31層、32層、

3-3層とそれぞれ頭に区番号とハイフンを付した。ただし、

各区の文章中では区番号とハイフンを略すこともある。

例

8.本文中の遺構規模について、平面形の長軸と短軸、及び

確認面からの深さを (長軸 m×短車由m― 確認面からの深

さm)で表記する。

9,遺構実測図の縮尺は、土器類 (弥生土器・土師器・須恵

器 )が 4分の 1、 石器・石製品は大きさに応じて 3分の

1、 3分の 2、 4分の 1と し、玉類と銅釧は原寸で掲載し

た。須恵器は断面を黒塗りし、弥生土器・土師器 。玉類・

銅釧は白抜きとした。

10.石器断面の矢印が示すものは、以下のとおりである。

砥  面 :

研磨範囲 :←・―・―・→

敲打範囲 :←一―――一→

H.報告書掲載遺物の番号は、遺物実測図 。遺物観察表 。

遺物写真図版と、収蔵溜物本体の註記番号に共通する。

12.本報告書の遺構・遺物の時期比定は以下の文献を参照

した。

・弥生土器の編年…清水真-1992「因幡・伯者」『弥生

土器の様式と編年 山陽・山陰編』正岡睦夫・松本岩雄

編 木耳社

・千勺 |1水系の弥牛十器の編年…谷日恭子他 1991「第 4

章第 2節 遺物について」『岩吉遺跡Ⅲ』鳥取市教育委

員会 。鳥取市遺跡調査団、谷口恭子 2000「因幡におけ

る弥生時代後期から庄内式併行期の土器について」『庄

内式土器研究XXⅡ 』庄内式土器研究会

・弥生時代後期から古墳時代前期の甕の編年…河合章行

2009「第 5章第 1節 弥生時代後期から古墳時代前期

初頭の甕について」『鳥取県鳥取市青谷町 青谷上寺地遺

跡 10第 9次発掘調査報告書』鳥取県埋蔵文化財セン

ター

本文中で用いる「弥生時代終末期」は清水 1992の

Ⅵ期にあたる。「古墳時代前期Jは谷口 2000の 因幡Ⅵ

3期と因幡Ⅶ -1期を合わせた時期である。「弥生時代

中期中葉」は清水 1992の Ⅲ期、「弥生時代中期後葉」

は清水 1992のⅣ期に相当する。
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序 章

第 1節 地理的・歴史的環境

地 理  鳥取県八頭郡八頭町は、県の東部に位置 し、平成 17年 (2005)3月 に郡家町、船岡町、

八東町が合併 して誕生 した。八頭町は西条柿、花御所柿、二十世紀梨、 りんご、ぶ どう等の栽培が盛

んな「フルーツ王国」 として全国に名を知られ、風雪厳 しい山陰地方の中にあって、比較的気候が穏

やかで良水にも恵まれ、古から多 くの人々が住まう生活拠点であった。町内の東から西へ と清流を伝

える八東川は、鳥取県最大河川の千代川の支流のうち最も大きなもので、鳥取・兵庫県境の戸倉峠西

側に源を発 し、加地川 と春米川を合わせ、若桜町を貫いて八頭町へ至る。八頭町内ではさらに細見川、

大江川、私都川等が合流 し、隣接する鳥取市で千代川へ流れ込む。

奈免羅・西の前遺跡の所在する八東川南岸の船岡、下濃の地は、穏やかな傾斜の河岸段丘を形成 し

てお り、現在は風光明媚な田園地帯が広がっている。多数の小河川を束ねる八東川は大雨のたびに氾

濫に見舞われてきた川であるが、当遺跡の弥生時代中期の集落跡はこの八東川のす ぐ南岸にあ り、当

時の河道ラインが現在 と異なっていた可能性があるにしても、あまりにも川に近い。今次調査で、弥

生時代中期の集落跡 と墓域、竪穴住居跡内出土の鋼釧、弥生時代終末期から古墳時代初頭の大型の溝

群等が検出されたことは、逆に、八頭町の本格的弥生集落の形成は八東川 と密接に関わっていたとみ

るべきかもしれない。

縄文時代  町内には縄文時代の遺跡は概 して少ないが、その中で八東川の北岸にある西御門遺跡

(13)は 、磨消縄文 (福田 KⅡ 式平行、津雲 A・ 平城式並行 )の ほか縄文時代後期の深鉢を中心に、石匙・

石錘・打製石斧が出土 してお り、貴重な例 となっている。また、この西御門遺跡から川沿いの下流域、

八東川 と私都川に挟まれた丘陵上には後期の磨消縄文が出土 した万代寺遺跡 (11)があ り、さらに鳥

取市河原町の前田遺跡 (2)か らは福田 KⅡ 式 と思われる後期の上器が出土 している。

弥生時代  町内では弥生時代前期に比定できる遺構・遺物は、現在のところ確認されておらず、中

期以降になって出土例が増加する。弥生時代中期の遺跡 として、私都川左岸では、スタンプ文の施さ

れた弥生土器の出土 した山田遺跡 (16)、 前述の万代寺遺跡か らは竪穴住居跡 2棟 と木棺墓群が確認

されている。さらに、万代寺遺跡 と八東川を隔てた緩傾斜地には堅穴住居跡 1棟が検出された丸山

遺跡 (7)があ り、奈免羅 。西の前遺跡もこれらの遺跡 との同時性が想定できる。中期以降の遺跡 とし

ては、西ノ岡遺跡 (10)、 牧野遺跡、万代寺遺跡、奈免羅 。西の前遺跡及び同遺跡の東側に土器散布が

みられる上野遺跡 (9)があ り、当該地域の弥生期の集落の範囲はさらに拡大すると思われる。 これよ

り上流域では、若桜鉄道丹比駅周辺で後期 と思われる土器が採取されている。

千代川流域の弥生時代中期以降の遺跡は顕著で、河日付近には豊富な木製品が出土 した港湾都市・

青谷上寺地遺跡がある。千代川から八東川流域にかけて出土する弥生時代中期～終末期の土器には類

似性が強 く、いわゆる山陰系土器の中心地の一つとなっている。奈免羅・西の前遺跡の位置する船岡

の地名は江戸時代の船着き場に由来するとされ、これらの地域が船によってつながっていたことも想

定できる。

また、八頭町内では銅鐸の出土が 2例知 られてお り、一つは下坂銅鐸出土地 (15)で弥生時代中期

の四区画袈裟欅文銅鐸が出土 し鳥取県立博物館が所蔵 している。 もう一つは、破岩から出土 したと伝

えられるもので、江戸時代に安部恭庵によって書かれた『因幡志』に掲載されている図面から推定す
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ると、弥生時代中期後葉頃の高さ 70cm程度の突線組式袈裟欅文銅鐸の可能性が高いが、現存してい

ないため詳細は不明である。このほか、弥生時代後期の墳丘墓が、市場、下坂で確認されている。

古墳時代  古墳時代前期に比定される遺跡は町内ではほとんど確認されていないが、重枝で採土時

に 4世紀代の方格規矩鳥紋鏡が出土していることと山田遺跡で比較的古式の土師器の散布がみられ

る程度である。中期以降では、山ノ上 32号墳が 5世紀中葉から後葉の築造で比較的古く、周溝内か

ら供献土器と考えられる初期須恵器の樽型盟が砕けた状態で出土 している。三角文と波状沈線を陰刻

した精緻なものである。また、奈免羅・西の前遺跡に程近い万代寺遺跡に向かってのびる丘陵上には、

埴輪の囲暁が確認された久能寺 25号墳〈御建山古墳〉が知られ、径約 25m、 高さ約 3.3mの 規模であっ

たとされるが、現在は消滅しているので内部構造も含めて詳細は不明である。5世紀末から6世紀初

頭にかけての築造で、家形 。人物・動物などの形象埴輸と、底部調整を施していない円筒埴輪が確認

されており、当該地周辺の首長墳と位置づけられる。このほか、大江川右岸の丘陵上にある下荒神古

墳 (24)は 29m× 27mの方墳で、鏡、鉄刀等が出土しており、築造時期は不明であるが墳丘の状況

などからやや古い印象を受ける。

古墳時代後期には、私都川、八東川流域に多数の群集墳が造営され、古墳の総数は 500基以上に

及ぶ。その分布は、八東川上流域の若桜町との町境に近い日田集落から下流の山裾部に数十基が認め

られるほかは、概ね私都川流域、特に右岸の霊石山山麓と私都谷入口部分の丘陵上に集中してみられ

る。ほとんどが後期群集墳を構成する小規模円墳で、横穴式石室を内部構造としている。

八束川南岸で確認されている古墳の数はそれほど多くはなく、小規模な円墳が散見できる程度で

詳細が判明しないものが多いが、横穴式石室を内部構造とする古墳であったと推定されている皆原 1

号墳から果樹園の棚設置中に須恵器の高杯・杯・壺・提瓶等が出土 している。また、大谷平古墳 (25)は 、

直径 12.5mの 円墳で、河原石を野面積みして構築された片袖式の横穴式石室内部から、直刀、刀子、

鉄鏃、須恵器の高杯・杯 。壷 。提瓶等が出土し、出土品の明らかな数少ない古墳の一つである。この

ほか、奈免羅・西の前遺跡の包蔵地内で奈免羅古墳 (26)と 梨ノ木古墳 (27)が確認されており、横穴

式石室の側壁がわずかに残存 していた奈免羅古墳からは 7世紀初頭の須恵器高邦等、梨ノ木古墳か

らは勾玉や須恵器が出土している。いずれの古墳も消滅して詳細はわからない。

なお、霊石山山麓の古墳群からは、因幡地方を中心に分布する線刻壁画を伴 う横穴式石室が集中

して見つかっており、人物・綾杉 。木葉文が確認されている米岡 2号墳 (35)や鳥・弓 。綾杉文が確

認されている福本 4号墳が有名で当該地域の特徴の一つに挙げられる。このほか、福本 70号墳 (18)

は片袖式の横穴式石室を持つ終末期の八角墳であるが、石室内床面及びその付近から金鋼製馬具、金

銅製双龍環頭柄頭付鉄刀、青銅製匙、須恵器の邪・高郷・壺等、鐸付鉄剣、玉類、鉄鏃等の副葬品が

出土している。これらの壮麗な出土品は当該地付近でも希少であり、中央勢力や大陸との関係を知る

上でも極めて重要である。

また、前方後円墳についてみると、郡家 3号墳 〈寺山古墳〉(31)が全長 37.5m、 宮谷 1号墳 (32)

が全長 32mと やや大型であるが、そのほかは小規模なものが多く米岡 48号墳 (36)が全長 28m、 福

本 67号墳 (38)が全長 21m、 山路 1号墳 (33)が全長 27m、 山路 3号墳 (34)が全長 20mで、500基

以上の古墳総数に比して非常に少ないことがわかる。ちなみに、八東川と千代川との合流点である鳥

取市河原町には大型の前方後円墳があり、全長 60mの 中井 1号墳、全長 50mの八上 1号墳 〈獄古墳〉

(20)が確認されている。

０
０



白鳳時代～古代  国史跡に指定されている土師百井廃寺跡 (79)は、私都川北岸の緩傾斜地に築か

れた白鳳時代後期の古代寺院で、発掘調査の結果、法起寺式の伽藍配置であることが確かめられてい

る。塔跡は、心礎を含めた 17個の礎石がすべて残存しており、一部、土地を公有化して保存が図ら

れている。これまでの発掘調査で、軒丸瓦や平瓦、瓦製鴫尾等の遺物のほか、「因幡」の「幡」の字

をヘラ書きした文字瓦が見つかっている。土師百井廃寺跡の北東約 3kmの奥谷窯跡 (73)か らは同様

の瓦が出土しており、当廃寺の瓦を焼いた窯跡と推定されている。また、土師百井廃寺跡と私都川を

隔てた対岸に広がる丘陵地には、八上郡の郡衛跡と想定されている大型掘立柱建物跡が検出された万

代寺遺跡がある。同遺跡から出土した須恵器邪蓋。壺。円面硯等と同一形態のものが花原古窯跡群 (59)

の出土品の中にみられ、消費地と供給地のつながりが判明した貴重な例となった。

このほか、私都谷周辺には下坂古窯跡群 (74)・ 山田古窯跡群 (75)・ 花原古窯跡群 (76)・ 山路古窯

跡群 (77)・ 山ノ上古窯跡郡 (78)な ど多 くの須恵器窯跡が見つかっており、総称して私都古窯跡群と

呼ばれている。これら私都古窯跡群の北側に位置する鳥取市国府町は、古代因幡の政治・文化の拠点

であつた因幡国府が置かれた地であり、当該窯跡群が因幡国ないし八上郡の官窯として築窯され操業

されていたとも考えられる。

中 世  私都川、八東川の流域に広がる平野部を望む山上には、中世の山城や砦が多く確認されて

おり、谷の分岐点や交通路の結節点には拠点となる城が築かれている。八東川上流の若桜町は、但馬

や播磨地方との交通の要衝地であり、標高 446mの 鶴尾山の山頂に国指定史跡若桜鬼ケ城跡がある。

石垣や竪堀、郭などが残り、城下には城下町の町並みが良く残されている。また、私都谷の市場には

私都城が築かれ、竪堀や曲輪、郭などが良好な状態で残存している。毛利氏の居城で、天正年間、羽

柴秀吉の中国地方進攻により落城するまで動乱の中心にあったことが記録に残っている。

これら中世山城のほか、中世墳墓として山路 1号墓 (82)と 山路 2号墓 (83)が知られ、県道拡幅工

事に伴って発掘調査を実施した山路 1号墓からは、陶製蔵骨器や多数の五輪塔が出土しており、県

下における中世墳墓の発掘調査の先駆けとなっている。また、経塚も数例が知られており、下峰寺、

宮谷、新興寺、下野地内で確認されている。このうち新興寺経塚からは銅経筒 。鏡・白磁合子などが

出土しており、出土遺物が一括して県指定保護文化財となっている。(野田 )

第 2節 調査 の経緯

奈免羅・西の前遺跡は、鳥取県八頭郡八頭町船岡・下濃地内に所在する。当該地は、昭和 51年 (1976)

に鳥取県教育委員会 (以下、県教委 )の分布調査によって土器の散布が確認され、「奈免羅遺跡」と

して遺跡台帳、遺跡地図に登録 。記載されていた。

その後、昭和 60年 (1985)6月 に当該地で河川改修事業に伴う土砂採取がおこなわれた際、横穴式

石室の存在が明らかとなり、当時の船岡町教育委員会は、新たに見つかった「奈免羅古墳」と周辺の

開発区域について同年 10月 から緊急発掘調査を実施した。この発掘調査では、5基の溝状遺構と 3

基の土坑が検出され、弥生時代終末期から古墳時代の土器が多数出土、奈免羅古墳からは横穴式石室

の残骸と完存の須恵器高邪等が出土し、当該遺跡を「奈免羅 。西の前遺跡」として再登録した。

平成 20年 (2008)に 鳥取県が県道河原インター線道路改良工事を実施することになり、奈免羅 。

西の前遺跡包蔵地を含む広範な区域が工事予定地に組み込まれた。このため、緊急に工事対象区域内

の遺跡の有無を確認する必要が生じ、同年 11月 18日 から平成 21年 (2009)2月 26日 まで試掘調査
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が実施された。その結果、弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居跡や大型の溝などが検出された。

工事主体である鳥取県八頭総合事務所は、平成 21年 (2009)3月 3日 、文化財保護法 (昭和 25年法

律第 214号 )第 94条第 1項の規定に従い周知の埋蔵文化財包蔵地内での土木工事を実施 したい旨、

県教委教育長宛に通知 した。 これに対 し、県教委より盛土による道路設置工事に際しては事前の発掘

調査が必要 との指示を受け、関係諸機関の協議の結果、鳥取県八頭総合事務所からの依頼を受けて八

頭町が調査を実施することとなった。調査面積が 6000∬ を超える大規模な調査 となるため、町直営

による発掘調査は困難であるとの判断から、八頭町教育委員会の監理のもと、民間の調査機関である

「株式会社島田組」に当該業務を委託 して実施することになり、6月 16日 、県教委教育長宛に文化財

保護法第 99条第 1項の規定に従って発掘調査着手の届出を提出した。

遺跡名称については、昭和 60年次の調査で検出された遺構 との類似性や出土土器の時期も概ね同

じであることから、「奈免羅・西の前遺跡」の名称をそのまま使用 し、前回の調査 と区別 して今回の

調査を「2次調査」 とした。調査区を 1区 。2区・3区 とし、計 6731.918∬ の面積の調査に約 6ケ

月を要 した。9月 26日 に現地説明会を開催、 11月 13日 に現場作業を終了し鳥取県八頭総合事務所

へ と引き渡 した。

表 1 発掘調査工程表
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図2 調査区及びグリッド配置図
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第 3節 調 査 経 過

平成 21年 5月 25日 に準備工事に入 り、5月 27日 に 1区から重機による表土剥ぎを実施 し、5月

29日 から発掘作業員による人力掘削を開始 した。6月 12日 、発掘作業員の追加募集説明会を実施。

6月 19日 に現場事務所にて八頭町教育委員会発掘調査監理者 と株式会社島田組調査担当者一同によ

る第 1回行程会議を開き、以後毎週木曜日に現場事務所にて定例会議 としておこなうこととした。 1

区調査は 5月 27日 から 7月 1日、2区調査は 6月 1日 か ら 10月 19日 、3区調査は 6月 8日 か ら

10月 30日 まで実施 し、 11月 2日 から 13日 にかけて現場事務所等の撤収作業をおこなった。調査

区全景及び主要遺構の写真記録は、必要に応 じてラジコンヘ リによる 3回 の空撮 と高所作業車によ

る 11回 の俯敵撮影をおこなった。その他、随時、県教委文化財課による調査指導を受けると共に、

9月 3日 には八頭町文化財保護審議会委員の視察 (写真 1)、 9月 26日 には現地説明会を実施 して多

くの見学者を得た (写真 2)。

遺物接合や実測、報告書作成などの整理作業については、 11月 初めから船岡地内に整理作業事務

所を設け本格的に開始 した。途中、今回の調査で出上 した全国で 30遺跡、80例 目となる銅釧片 (有

鉤銅釧 )とこついてプレス発表をおこない、 12月 15日 ～ 21日 にかけて郡家公民館にて発掘速報展を

開催 した (写真 3)。 以降、発掘調査報告書『奈免羅 。西の前遺跡 Ⅱ』を刊行 し、平成 22年 (2010)3

月 31日 までにすべての委託業務を完了した。

なお、各調査区の流れは以下の通 りである。

(1)1区調査経過  5月 27・ 28日 、重機による表土剥ぎ。5月 28日 ～ 6月 9日 、第 1面。第 2面調査。

6月 9日 、第 3面検出。6月 20日 ～ 23日 、第 3面遺構調査 (プラン検出、プラン写真撮影、遺構半載、

セクション写真撮影、セクション測量、土層観察、遺構完掘、遺構完掘写真撮影 )。 第 3面全景写真

撮影 (高所作業車 )。 6月 23日～ 7月 1日、第 4面調査。7月 1日 、完了確認 (発掘調査監理者 )。

(2)2区調査経過  6月 1日 ～ 19日 、 トレンチ調査。6月 4日 ～ 12日、重機による表土剥ぎ・ プ

ラン精査。6月 12日 ～ 7月 2日 、遺物包含層 (第 5層 。第 6層 )掘削。第 1面プラン検出。7月 3日 、

第 1面プラン検出状況写真撮影 (高所作業車 )。 7月 4日 ～ 16日、第 1面遺構調査 (プラン検出、プ

ラン写真撮影、遺構半載、セクション写真撮影、セクション測量、土層観察、遺構完掘、遺構完掘写

真撮影 )、 7月 16日、第 1面完掘全景写真撮影 。第 1面平面図測量。7月 23日 ～ 8月 7日 、遺物包

含層 (第 7層 )掘削 。第 2面プラン検出。8月 7日 、第 2面プラン検出状況写真撮影 (高所作業車 )。

8月 7日 ～ 9月 3日 、第 2面遺構調査 (プラン検出、プラン写真撮影、遺構半載、セクション写真撮

写真 1 八頭町文化財保護審議会委員視察 写真 2 現地説明会
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影、セクション測量、土層観察、遺構完掘、遺構完掘写真撮影 )。 9月 1日～ 4日 、第 2面平面図測量。

9月 3日 、第 2面空撮 (ラ ジコンヘ リ、高所作業車 )。 9月 24・ 25日、現地説明会準備。9月 26日 、

現地説明会開催。9月 4日 ～ 10月 5日 、第 2面補足調査。10月 6日、大溝完掘写真撮影 (高所作業車 )。

10月 7日 ～ 15日 、第 3面確認 トレンチ調査。 10月 16日、第 3面全景写真撮影及び完了確認 (発

掘調査監理者 )。 10月 17・ 19日 、大溝埋め戻 し。

(3)3区調査経過  6月 8日 ～ 7月 7日 、トレンチ調査。6月 15日 ～ 7月 16日 、重機による表土剥ぎ・

第 1面プラン検出。7月 16日、西側第 1面プラン写真撮影、7月 17日～ 8月 6日 、遺物包含層 (暗

褐色砂層 )掘削・第 2面検出。8月 7日 、第 2面プラン検出状況写真撮影 (高所作業車 )。 8月 17日

～ 24日、耕作溝群調査 (ベル ト半載、セクション写真撮影、セクション測量、土層観察、遺構完掘 )・

第 2面遺構調査。8月 28日、耕作溝群完掘写真撮影 (高所作業車 )。 8月 31日 ～ 9月 4日 、東側第

2面包含層掘削 。遺構調査。9月 3日 、第 2面東側全景空撮 (ラ ジコンヘ リ、高所作業車 )。 9月 2

日～ 4日 、第 2面平面図測量、補足調査。9月 4日 ～ 17日 、西側・中央第 2面遺構調査 (プラン検出、

プラン写真撮影、遺構半載、セクション写真撮影、セクション測量、土層観察、遺構完掘、遺構完掘

写真撮影 )。 9月 7日 ～ 25日 、竪穴住居跡調査。9月 18日、第 2面西側空撮 (ラ ジコンヘ リ、高所

作業車 )。 9月 24・ 25日 、現地説明会準備。9月 26日、現地説明会開催。 10月 6日 、第 3面プラ

ン検出写真撮影 (高所作業車 )。 10月 7日 ～ 20日、第 3面遺構調査。 10月 20日 、第 3面西側全景

写真撮影 (高所作業車 )。 10月 20日～ 30日 、第 4面確認 トレンチ調査。 10月 30日 、完了確認 (発

掘調査監理者 )。

(4)整理作業経過  6月 8日 ～ 10月 30日、遺物洗浄作業。7月 8日 ～ 11月 3日 、遺物註記作業。

10月 2日 ～翌年 3月 31日、遺物実測作業 。遺物観察表作成 。報告書作成作業。

第 4節 調査 方法

遺跡調査略号  今回の奈免羅 。西の前遺跡 2次調査の略号は「09NN」 とし、遺物採取ラベル・遺

物註記の際の略号等にこの記号を用いた。

グリッ ド設定  調査予定地全域に国家基準座標 (世界測地系 )に よる 10mグ リッドを設定 した。

北西隅を Alグ リッド、東西方向に細長い調査区となるため、 Y軸方向を東に 1、 2、 3・ …、 X軸方

向を南に A、 B、 C・ … と記号をふった。

試掘 トレンチ設定・調査  発掘調査監理者の指示に従い、2区 。3区に幅 2mの試掘 トレンチを計

写真 3 発掘速報展 写真 4 3区 表土剥ぎ
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10箇所設定し、遺跡の遺存状態を確認した。その結果、弥生時代から古墳時代の遺物包含層が調査

対象区全域にわたって残っていることが確認された。

重機による表土剥ぎ (写真 4)重機 (バ ックホー )を用いて、現代の水田耕作土と圃場整備の際の盛

土層と整地層、さらに近世以降の耕作土を除去した。重機のオペレーターは発掘調査に従事した経験

があり高度な技術を有する者を選び、必ず調査員、発掘調査監理者の立会いのもとでおこなった。

遺物包含層掘削  表土剥ぎ終了後は人力による遺物包含層掘削をおこない、包含層内の遺物をグ

リッドごとに採取しつつ遺構確認面まで掘り下げ、プラン検出をおこなった。

プラン検出 。遺構マーキング・平面図略測・プラン検出状況写真撮影 (写真 5) 包含層掘削後、遺

構確認面を丁寧に精査し遺構検出作業をおこなった。検出された遺構については石灰によるマーキン

グをおこない、その平面形状を測量して平面図を作成した。また、遺構のプラン検出状況を写真撮影

によって記録した。

遺構ナンバ リング  検出された遺構について 1か ら順に通 し番号をふった。ただし、1区 では

1001、  1002、  1003・・・、 2区では 2001、  2002、  2003・・・、 3区では 3001、  3002、  3003・・。 と4桁

目に区番号を入れて、番号の混乱を防ぐよう配慮した。

遺構記号  遺構性格ごとの記号分けは、調査終了後、調査成果に従って新規にふりなおした。遺構

性格とその記号は、SI竪穴住居跡、SB:掘立柱建物跡、SD:清 。竪穴住居跡壁溝・竪穴住居跡内小溝、

SX:木棺墓、SK:土坑、Piピ ット、DDi土器だまりである。記号化しないものとして、耕作跡、石垣跡、

耕作溝、耕作溝群、植物痕、倒木痕、土石流跡、洪水跡、落ち込み、暗渠排水等の呼称を用いた。

遺構調査 :半載、セクション面分層・記録、セクション写真撮影、セクション図作成、完掘、完掘写

真撮影、完掘平面図測量、エレベーション測量 (写真 6) マーキングされた遺構ごとに遺構調査を

実施した。調査の手順は、半載、セクション面 (土層断面 )観察 。分層 。記録、セクション写真撮影、

セクション図作成、完掘、完掘写真撮影、完掘平面図測量とし、掘削調査の途中で出土遺物や特徴的

な検出状況のある場合は、その都度精査して記録をおこなった。ピットの半哉は原則として長軸に沿っ

ておこなった。溝もしくは溝状遺構についてはベル トを残して掘削した。直径 lm以上の土坑につい

ては十字半我によって調査した。竪穴住居跡はLL型でベル ト半哉をおこなった。

記録写真撮影  写真撮影は、6× 7カ メラ MamiyaRZ67 Ⅱを用いてカラーリバーサルフィルムと

白黒ネガフィルムによって記録し、控えとして 35mmのカメラ NikonFM2を 用いてカラーリバーサ

ルフィルムと白黒ネガフィルム、NikonD60デ ジタルカメラを用いた。撮影にあたり、35mmカ メラ

写真 5 1区 平面精査 写真 6 2区 大溝掘削
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とデジタルカメラで写し込みに、遺跡名・ 区番号・対象遺構 。撮影方向 。日付 。調査者名を記入し

て撮影し、その後、適性露出・半オーバー露出 。半アンダー露出の 3枚を撮影した。その後、6× 7

カメラでも適性露出 。半オーバー露出 。半アンダー露出の 3枚ずつ撮影した。作業風景写真撮影は、

オリンパスμ TOUGH-8000デ ジタルカメラを用いた。

平面図・断面図の図化 (写真 7)遺跡及び遺構の平面図は写真測量及び測量士による実測によって記

録した。断面図の作成はすべてデジタル測量によって測量士がデータを観測し、編集ソフトを用いて

図面編集をおこなった。測量士は、データ観測にあたって必ず調査員の指示に従い、平面図について

は各遺構の上端・下端 。中端・単点を、セクション図 。エレベーション図等の遺構断面図については

対象となるラインを記録した。また、調査区全体にわたって標高データを取得し、25cmコ ンタ図を

作成した。出土遺物の微細図の作成は、デジタル測量によっておこない、その図を調査員が校正した。

図面整理  測量士が、実測 。図化・編集した遺構平面図・遺構セクション図・エレベーション図、

トレンチセクション図、遺物微細図等を調査員の指示に従って編集・修正し、納品用の縮尺でレイア

ウト、出力し、納品物を作成した。出カデータは指定されたフアイル形式にそろえ、メディアに保存

して納品物とした。これらの図面のうち報告書に掲載するものについては、所定の縮尺 。線号になる

ように再編集 。再配置をおこない出稿した。

写真整理  調査員及び補助調査員が撮影し、アルバムに保存された記録写真は、遺跡名 。調査区・

撮影対象・撮影方位・撮影日がわかるように 1枚ごとに註記をおこなった。このうち、報告書に掲載

するものについてはフィルムスキャナーで読み込んでデジタルデータ化したものを出稿図版とした。

遺物整理 :洗浄・乾燥。註記・復元。
!由 出。実測・トレース・観察表作成・写真撮影・写真整理 (写真 8。 9)

出土遺物については洗浄・乾燥・註記・接合作業をおこなった。洗浄は、原則として土器ブラシと

スポンジを併用して水洗にておこない、脆い土器の剥離に注意しておこなった。石器の洗浄には擦痕

がつかないように注意した。土器の乾燥は水気を残さないように留意し、自然乾燥と室内でのエアコ

ンによる乾燥を併用した。遺物註記について、今次調査では土器細片が非常に多く、遺構記号と日付

のすべてを註記することは困難であると判断し、調査員と発掘調査監理者が協議のうえ、遺跡名 。調

査区・取り上げ番号のみを註記することとした。取り上げ番号とその内訳を示した遺物台帳は必ず遺

物の傍に置き、取り上げ番号と出土地点・採取日の対応関係がわかるように留意した。遺物接合・復

元作業は、現場採取時に遺存状態良好と記録していた遺物を優先的におこない、このうちさらに重要

と思われるものを選別して抽出個体とした。抽出個体については、実測、遺物観察表作成、トレース、

―

―

‐

‐

―

Ｉ

Ｌ

写真 7 1区 平面測量 写真 8 洗浄遺物の乾燥
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遺物写真撮影等、報告書掲載のための作業をおこない、さらに、あらためて報告書掲載の遺構記号を

追加で註記した。

土壌サンプル水洗選別  木棺墓の棺内相当部分の埋土、及び竪穴住居跡の中央土坑の埋土は、すべ

て土嚢袋に入れて採取し、孔径 341mメ ッシュの水切 りかごを通して水洗選別をおこない、微細な遺物

の採取を試みた。

記録整理  すべての検出遺構について、その検出位置、検出状況、遺構規模、遺構埋土、遺構性格、

附帯施設、工具痕の有無、所属面、他遺構との切り合い関係、出土遺物等について、調査員と補助調

査員が協議し、遺構一覧表 (遺構台帳)を作成した。

測量 。写真撮影 。遺物 ドッ ト採取  出土位置が重要 と思われる遺物については、光波測距儀を

用いて空間座標を記録 した。これを遺物の ドット採取と呼び、dの文字をつけて記録 し、1区では

d1001、  d1002・・・、 2区では d2001、  d2002・・・、 3区では d3001、 d3002・ … とした。

基本層序の記録  基本層序の観察は 1区 Tr.1～ Tr.4、 2区 Tr.1～ Tr.15、 3区 Tr.1～ Tr.6でおこなっ

た。調査直前のトレンチ確認では基盤層は一部しか確認できず、遺構調査を終了後、あらためてトレ

ンチとサブトレンチを併用して基盤層相当層まで掘り下げた。奈免羅・西の前遺跡は東から西へ流れ

る八東川の南岸にあり、八東川の氾濫源の範囲内に位置する。1区の下層では岩盤層と黄色粘土層を

基盤層として確認した。2区では弥生時代終末期～古墳時代前期前葉の遺物包含層である暗褐色・黒

褐色砂質シル ト層と、その下位の旧河床堆積層と思われる礫層を確認した。3区では調査区のほぼ全

域に広がる黒色土層 (無遺物層 )と 、その上位の暗褐色砂層 。黄色砂層 (弥生時代の遺物包含層 )、 黒

色土層の下位の明黄褐色砂層を確認した。

第 5節  調査体制

奈免羅 。西の前遺跡発掘調査の体制は以下の通りである。

奈免羅・西の前遺跡発掘調査体制

調査主体    八頭町教育委員会

調査指導    鳥取県教育委員会文化財課 。鳥取県埋蔵文化財センター

発掘調査監理者 八頭町教育委員会生涯学習課社会教育係   野田 大和

同 上            下田 智大

八頭町教育委員会生涯学習課文化財専門員  上田 哲夫

写真 9 遺物実測 写真 10 発掘調査参加者集合



現場管理人

測量技師

測量補助

主任調査員

調査員

補助調査員

大塚 賢治

平井 利尚

松村 直樹

半浦 聖智

川村 浩

光松 章

平井 聖子

井汲 隆夫

島田 裕弘

伊波 直樹

荒川 和哉

井上 裕香

角上 寿行

濃井 達也

結城 香

毛利 裕起

和田 竜一

安田 睦朗

中川 健二

大塚 一彦

猪上 春美

加藤千代美

木下 秀美

小山 晴美

下田茂登子

田中 公幸

中島 尚

西尾 美保

藤田 供子

前田 君枝

郵田 直美

山根美智子

吉田千賀子

株式会社島田組文化財事業部統括

株式会社島田組文化財事業部主任

同 上

同 上

同 上

株式会社島田組文化財事業部

同 上

株式会社島田組文化財事業部主任

株式会社島田組文化財事業部主任

同 上

同 上

同 上

同 上

株式会社島田組文化財事業部

同 上

同 上

同 上

同 上

株式会社島田組文化財事業部職 長

発掘作業員

安住 拓郎

今井 卓朗

川村美智子

倉掛みどり

佐々野敏衣

竹田千代一

谷口 隆信

中根 真

西村 直美

古田敏明

松長 敏彰

森田 輝子

山本 幸司

吉柳 真人

整理作業員

鎌谷都々子

萩原 美香

岡田 恭子

荻原紀美子

鎌谷都々子

古泉 妙子

佐々野弘幸

竹田 直道

田渕 修

中村 滝美

西村美恵子

古田 親憲

松本 容幸

山寄 恵子

山本 徳男

横山 浩一

倉掛みどり

藤田 供子

同 上

伊賀 博史

奥井 孝

岸田治興

小林 孝司

沢田純一

竹田 勝

徳田光彦

中村 秀志

八田星代

古田留美子

松本 幸子

山崎 健治

山本 洋一

若林まゆみ

古泉 妙子

松本 幸子

石上 節夫

奥田 満男

岸本 克徳

小林 宣子

清水 洋子

田中 愛

鳥谷 高代

南條 洋二

浜橋 伸一

堀場 俊朗

三田 浩司

山根 和巳

山本 優哉

若光 浩幸

笹岡 由美

山等 恵子

猪上美知子

川登 勇

窪田京子

笹岡 由美

竹内英子

田中 昭二

中原 瑞恵

西村 和美

古田和美

松島健三

村本 博

山根 善子

吉本 美佳
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第 1章 奈免羅・西の前遺跡 Ⅱの遺構 と遺物

概 要 奈免羅 。西の前遺跡は八東川南岸沿いに広がる複合遺跡である。今回の 2次調査の調査地

は東西に長く、1区～ 3区までは約 500mで ある。調査面積は、1区が 425,162だ 、2区は 1445,381だ、

3区は 4861.375∬ で、合計 6731,918∬ となり、八頭町で過去最大の発掘調査となった。

今回の調査で、弥生時代から古墳時代にかけて当該地周辺で栄えた大規模な集落遺跡の実態がみえ

てきた。2区からは弥生時代後期から古墳時代前期にかけての大溝 3条、弥生時代終末期の竪穴住居

跡 1棟 。掘立柱建物跡 1棟、布掘 り建物跡の思われる清状土坑 2基等を検出した。3区からは、弥

生時代中期の竪穴住居跡 15棟、弥生時代中期から中世までの掘立柱建物跡 8棟、弥生時代後期以降

と思われる木棺墓 4基等、多彩な遺構を検出した。2区の大溝群から出土した弥生時代後期以降の多

数の甕 。壷 。器台 。高邪 。蓋等の上器群は、地元の土器以外に、北近畿系土器・吉備系土器等の搬入

系土器を含み、鳥取県内の他地域ではみられない特異な様相を示す。また、3区出土の弥生時代中期

の土器と同時期と思われる石包丁 。石槍等の多様な石器群の出土は、弥生時代中期の生活を知る重要

な発見となった。さらに、3区の竪穴住居跡から出土した銅釧は、山陰地方で初、全国で 80点 目の

有鉤銅釧であることがわかり、弥生時代の八東川南岸が山陰全域の中でも特別な地位を占めていたこ

とがわかってきた。

以下で、各区ごとに、基本層序及び遺構と遺物の検出状況を報告する。

第 1節  1区 基本 層 序・ 遺構 と遺物

1区は発掘調査対象区のうち最も北東側に位置する。調査区南側に広がる丘陵上には八頭町下濃の

集落と耕作地が広がっており、その丘から北の八東川にむけて尾根状に台地が延びており、1区はそ

の尾根の先端近 くの傾斜地上にある。

第 1項 1区 基本層序 (図 3)

1区基本層序は Tr.1・ Tr.2で確認した。基盤層に相当するのが粘板岩質千枚岩の岩盤であり、岩盤

周囲には灰黄色もしくは灰黄褐色を呈する砂層 。砂質シル ト層 。シル ト層 。粘土層が堆積しており、

この黄色味を帯びた層に、暗褐色系の埋土の流路跡が切り込んでいるのが確認できる。この黄色味を

帯びた砂層を基盤層として、上位に暗褐色砂質シル ト層、その上に黒褐色砂質シル ト層が堆積し、そ

の上は耕作土と撹乱となる。調査区北西側にのみ、黒褐色砂質シル ト層上面に、にぶい黄色粘土粒混

じりの黒褐色砂質シル ト層が堆積する。

1区の基本層序は断片的で、2区・3区の基本層序を参考にして、これらの土層をまとめ直すと次

のように整理できる。

1-1層 黒褐色シル ト…現表土層、水田耕作土

1-2層 混合土…固場整備の際の盛土・整地層 本層の下部に 【1区第 1面】あり

13層 灰黄褐色シル ト…中世・近世 。近代の耕作土 上面が 【1区第 2面】

1-4層  にぶい黄色粘土粒混じり黒褐色砂質シル ト層…弥生～古墳時代の遺物包含層

(2区 ではこの時期に 27層・ 2-8層 が堆積か )

(3区 ではこの時期に 3-4層 。3-5層・計6層が堆積か )
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0中 01-5層 上には元は黒色土層があったと推測。

1-5層  黒褐色砂質シル ト層…黒色土層の下位層 上面が 【1区第 3面】

16層 暗褐色砂質シル ト層…漸移層 上面が 【1区第 4面】

1-7層  灰黄褐色～にぶい黄褐色土層 (砂・砂質シル ト・シル ト・粘土質シル ト)・
…基盤層相当層、

旧河道埋没土

1-8層  岩盤…粘板岩質千枚岩、八東川南岸の基盤層

第 2項 1区 第 1面～第 4面の概要 (巻頭図版 3、 写真図版 1)

1区では、第 1面から第 4面の 4段階にわたって調査した。以下で各面の概要を述べる。

【第 1面】 試掘調査の トレンチ内で、現地表面となる水田耕作土から30cm下で、中世以前の溝跡が

検出された。この溝の直上に黒褐色シル ト層が堆積しており、この層が遺物包含層の可能性があるた

め、この層の上面までを表土剥ぎで除去することになった。実際に表土剥ぎを始めたところ、この黒

褐色シル ト層の直上に暗灰黄色砂の堆積が確認され、これが帯状に伸びていたため道路状遺構として

調査 した。これが第 1面である。調査の結果、近代以降の水田整備の際のものとわかり、記録保存

して掘削除去した。

【第 2面】 第 1面の道路状遺構の下に堆積していたい黒褐色シル ト層は、南東側で石垣へとつながり、

その石垣裏込から近世の磁器片 。陶器片が出土した。黒褐色シル ト層は、近世以降に作られた石垣と

一体となった耕作土であり、石垣 。耕作土として記録して掘り下げた。耕作± 1・ 耕作± 2・ 黒褐色

シル ト層の土性と類似しており、同じ第 2面 として調査した。 耕作土中から黒曜石片が 2点検出さ

れた。2区・3区では出土していないが、 1区付近にのみ縄文時代頃の遺構 。遺物包含層があったの

かもしれない。

【第 3面】 第 3面は近世以降の耕作土を除去した面である。遺構確認面は、岩盤・灰黄褐色砂・黄

褐色砂質シル ト・暗褐色砂質シル ト・黒褐色砂質シル トと多様であ り、本来縦方向に堆積 してい

た層が輪切 りになった状態を示す。この第 3面に 4条の清が確認され、 1区北東端部にやや大型

の溝 SD1001が検出され、調査区北東から南西にほぼ直線的に延びる SD1002が 検出された。この

SD1002が、試掘調査で検出された細長い溝である。また、浅い溝 SD1003・ SD1004が短い範囲で

検出された。 SK1001・ SK1002・ SK1003は埋土中に礫を多数含み、埋土もかなり新しく、耕作地の

開削時の抜根や整地に伴うものと考えた。P1001・ P1002も、第 2面の耕作地に伴う遺構の可能性

が高い。土石流跡 1。 同 2は、岩盤から地面への変わり日に浅く挟りぎみに残った不整形の落ち込み

である。埋没状況が人為的とは思えないため、発掘調査監理者と協議の結果、土石流跡とした。

【第 4面】 第 3面確認面の北西側に、にぶい黄色粘土粒を含む黒褐色砂質シル ト層の広がりを確認

した。第 3面の SD1002は北東から南西へ直線的に延びるが、この溝を境にして北西側で地形が傾

斜 して下がり、そこに本層が堆積 している。この層の堆積状況を調べるため Tr 4を設定・調査 した

ところ、直下に SD1005と SK1009が遺存することがわかり、急速、この層を包含層掘削して第 4面

検出と遺構調査を実施した。第 4面では、SD1005の他、SK1004～ SK1009が検出された。この SK

群は土坑として区分したが、黒褐色砂質シル トを主体とし、いずれも遺物は未検出で、人為的遺構と

みなす積極的な根拠はない。
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T11土 層観察表

層吾弓  JIY雹
審

°n 層番号J翌餌
望遭審

°n    ■性混入物等 混入物等 混入物等 層番号 混入物寺

1 1緊暫
2翼鶏色
3 堺智
4  督ぜど
5 1鶴老

3

6盤 I

7 笹耀
8 2鏑渉
9 2錨愁
10  智洋占
」 1暴

と
2

惚 I鍵老
2

情 1望梶塊争
H盤 1

朽 鍔魏笹

"鍔皐笹
口 盤

1

18  2霙落宦
や 巽鶏色
20 怒農七
鰤 ぜ農色

22  蟹督奮
23  繕甚髯色
24  繕受髯色
25  !鍵督
26  繕甚髯含

" 1線瞥
閉 捉踏
29 にぶ沢黄橙色
∞ 捉踏

シルト 回場整備の際の盛土 整地層

珍珠  圃場整備の際の盛土 整地嬉

功 保  回場整備以前の耕作土

シルト 回場整備以前の耕作土

砂質シルト 角礫 剥離礫を多く含む

シルト 回場整備以前の耕作土

シルト 小礫微量、粘性あり、締り軟質

シルト基糧記聯
｀

シルト毎惟翼聯
｀

砂質シルト 撹乱層、粘性あり、締りあり

シルト 再堆積層、角礫・剥離礫多数、
・礫  締りあり

邦 轟携麓層
、角砕剥離礫奴

シルト矮蟹経
=駕

忌
ツ分粒

シルト 鍛 場茉推蓄語在蝶曇
｀

い、締り軟質

砂質シルト普り洸《諭狩態毬豪繰島陥

砂質シルト沼怒署甫れ彰是岳
色シル聰0%、

冽 珊勢 ′腱 潔 多
顔"謎 焔 確 r慈湛景

｀

砂質シルト制鉄鴇慾
色シルト少量、

絲 怒鍛靴蔦霧
ルト少量、

樹儲 認蟄をれ鰍≒筑ヽ議警
粘性やや弱い、締りやや軟質

砂質シルト
躍漁融 ザ託晶a尋島茄Fは

残つ

絲
小礫微量、粘性弱、締りあり

蹴跳; 飛線寂瞥途 、幣j録繁
カリ`

中粒砂 建嫉昼朋
色砂

砂質シルト撮建雪祭幕欧錠蜜
微量、

シルト 小礫微量、粘性あり、締りあり

細粒砂  シルト少量、粘性あり、締りあり

砂質シルト綜縁催謀符鍵確室尋薪跳鮨黙
あ∝

砂質ンルト 粘性弱、締りやや硬質

2監
普
A 砂質シルト羅匙室i縮鳥謝

の礫少、
7 5YR6/2  中粒砂・ 撹乱、褐色 灰色砂粒少量、

灰褐色   細粒砂  粘性あり、締りあり

7 5YR5/2  細粒砂・ 自然流路の理没上、

灰褐色   中粒砂  粘性あり、締りあり

7 5YR5/3  中粒砂・ 自然流路の埋没上、
にぶい褐色  細粒砂  粘性あり、締りあり

鍔繋渚雹 砂質シルト碁0歴島〒冷慕輯解
固

にポ済蟄亀色 シルト纂講堀縫箸還孫協
ョ習寓と u浣層離晶珠サ讃

上の堆積層、

プ婆治色 砂質シルト危性晶得ぢ讃
上の堆積層、

鍔婆洛色 砂質ンレト鵞惟晶綿サ讃
上の堆積層、

鍔婆瑠色 シルト露維隔鞣サ讃
上の堆積層、

藉7と 維あ離纂幹ぢ讃
上のItfa層 、

智肥 シルト繊蟄線窯鼻墜斎紹孵
7辞
摺醤
2 中紗 露纏累I糀歩讃

上の蝶層、

にポ済蟄名色稲移露維冨幹サ讃
上の堆積層、

にポド蟄亀色顕か 尾桂踏i報境耽律
量

図3 1区 基本層序セクション図

シルト 洪水性堆積層、粘性弱、締りあり

粘土質  小礫微量、粘性あり、
シルト 締りやや軟質

嫉シT紀程娩糊
量〕韻終｀

T1/Eシルト筵極冴廣弔餅統套
量、

岩盤  羹鐘篭楳笥認勧声
板岩質千枚岩

32

33

86

99

42

45

お 巽轟色
q 渓緊色
48 にぶ沫黄橙色
49に町髯き色
50 5済倉彗

Tr 2土 層観察表

籐号Л
理

的

シルト昇矮誘編戻燿9勇増∈契盈騒象
量、粘性あり、締りやや軟質

砂・礫・ 旧耕作土、黒褐色シルト20%、 円
シルト 礫少量、粘性あり、締りやや軟質

砂質  灰黄褐色シルト20%、 礫少量、

シルト 粘性あり、締りやや軟質

シフ琳 祭諮
シツ外中卸性肋、

か 鉛課残騎そ
量粘性やや

砂質シルト屋少″驚詩潜線纏i慕霰ぁり
砂質シルト昌φ力鼈岳活Ⅷ

麗号 J理
箸
m 」II

8 鍔粂亀鷲緋吻株驚罐鷲議獲新羅
貶5%、

9にポド蟄催色識 ,保

'鰐
坊銃茎群勧ξ鉄塚畳

色

10 にポ十跳色ど謀ウ保晟藝η漸斎暫ジカ舒手豊紗晟響
蝶

“に郎繋色絲 尿査咄 i瀧量`醐骰

柁 鍔羅 禁継 離彊き雫だ整堪毎
2～邪帥の

憎 〆撃治色砂質シルト轟花捩属撃盤慧献
少量、

W鍔難  囃 罐晏象岳期 老霰滉ぎ騒寧

" がき也 シルト籍惟煽ら縣辮
斑少量、

混入物守 混人物等

1ド巽七

2 〆晶笹
3にポ減蟄僧色
4ア轟亀
5 評鶏色
6 巽鶏色
7にポ済蟄倍色

辞昂
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第 3項  1区 遺構 と遺物 (図 4・ 5・ 6・ 10、 表 2)

1区で検出された遺構は計 22基で、内訳は以下の通りである。

第 1面 :道路状遺構 1基   第 2面 :石垣・耕作± 1基、耕作± 2基

第 3面 :溝及び溝状遺構 4基・土坑 3基・ピット2基・土石流跡 2箇所

第 4面 :溝 1基・土坑 6基

以下で、SD1001・ SD1002・ SD1005について記載する。(そ の他の遺構は、表 2を参照のこと。)

1区 第1面。第2面平面図

図5 1区 第2面石垣平面図・立面図

17-



図6 1区 第3面平面図

■ SD1001(図 7、 遺物図 1、 遺物観察表 1、 写真図版 2・ 46)

位置  第 1面 B52・ B53グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.744mで ある。

検出状況  調査区北側の撹乱を除去した際の南壁面で検出された。確認面は近世以降の耕作土を除

去した段階である。東北東側、北西側は共に調査区外へ延びる。

平面形状・規模  平面形は帯状で、残存長 5。973m。 幅 1.598mを測る。断面形は逆台形に近い形状で、

確認面からの底面までの深さは 0.252mで ある。底面レベルは東から西へ下がる。

埋土  南北セクション B―B'地点では 7層 に区分される。全体に黒褐色シル ト・砂質シル トを主体

層が多く、下層に円礫を多く含む層がある。溝内で左右の埋没過程に先後関係があり、溝の内面で流

路がふり変わりながら埋没したものと思われる。基盤層の岩盤をかすめ、東北東へと貫通している。

出土遺物  土器細片 12点が出土した。このうち 1点が 1で、

古墳時代前期の土師器甕の口縁部である。

還構の性格と帰属時期  溝である。帰属時期は出土遺物から

古墳時代前期と推測する。

遺物観察表 1

く1

Cm

遺物図1 5D1001出 土遺物

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 )

還物図

番号

図版

懇早

別

種

種

器
法量 (cFn/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

魯 備 考

I

ＳＤ

Ｏ

土師器

甕
驀高 :30～

外面 !口縁部～肩部ナデ

内面 1日縁部～顕部ナデ、肩部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

朴面 :明黄褐

勺面 :に ぶい橙

Fl類～ F2類
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SD1001 A A´ 土層観察表 SD1001 B B´ 土層観察表

離鶏 層鶉 J望
露
°n層番号 ソ‐と 土性 混入物等

“ 螺瞥 シルト繋跡 捲雛撃暑
｀

い、締り軟質

2奮

事権帯笞Ⅲ ンレト籍そsf;1路研奏サ協吾`

螂 笹

2 
シ レト

霰穆 繋 麟 謙 妊 催 、

2Ⅳ貶海 細粒砂・ 瘤夕望 主雰緩 基盤層麒
黒褐色  砂質シルト の黄色砂少量、粘性弱、締り弱

1量

据抵
3 シルト籍程縁灸第紛戯,2層

よ町粒多量
1酪
警 砂質シルト歳錫属建歪紀蓬畠亀爾語評

初外ブ
1撃
瞥 レレト姪経翻島陥絨?量

、礫の混入なし、
1竪1シルト礫籍経読f澪瑠罪

礫多数、

SD1001

SD1001

SD1001

SD1001

SD1001

SD1001

SD1001

翼鈴色 砂質ンレト翔し陪温ガ黒競
翼鈴色 砂質シルト潮鉄鴇愁争シレ略0%、

解  那 酬勢′魁 紀 雲
瑯督 帳歩 搬 綸鵜 半慾遂景

｀

鶴 色 砂質シルト潮鉄鴇鸞
色シレト少量、

怒渓豊名 継 船 鈴端
淋少鼠

鱗鼈 靴欣謬蟹紬辞 憩 錘、
粘性やや弱い、締りやや軟質

※ Aエ
タ
の 1層 及び22・ 23・ 24・ 25・ 26層 の上層観察は1区 基本層序TLlに掲載。

SD1001 C C′ 土層観察表

遺構番号  層番号 的能
週構番号  層番号

」lS nOtatlon
土性 混入物等

乱

　

乱

　

乱

撹

　

携

　

携

2

4

5

7

翌漕撞
た 砂質弦ルト霧みず緑亀源貨髯霧詩緞

1驚4旨老子 ンレト爾i!撃 :曇子ヽ1宿4指F)
7モ

,格併当
3 頒ンレト請鶴 糊

渤ト
7岳

ζ槽罷哲
8 嫉ンレト岳鶏確認黙:爾霧

渤ト
7買

措置
2 シルト晟量畑 次

｀
燃解

質シルト

盤警 砂質ンレト暴起身X銘赫解
シルト少量、

軽弟桑蛮 砂質ラ″卜解鎖,盤ぢ
黒髄ンレト燿、

1解  砂・礫尾捏亀
`罐

黄`褐色砂微量、
1躙 醒 墜躊景器 、鶴
1撃
瞥 砂号霊ンルト轟起彙(監Y!絡ぁり

ご封建繁進 ぎう″卜級駁繁隣 鱗
黄`褐色

1期
絲 薙跳 壽縛

量

弟活 チXと   岩盤  基盤層、粘板岩質千枚岩

SD1001

8

9

10

11

12

13

土石流跡2

SD1001

SD,001

SD1001

図7 SD1001遺構図
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■ SD1002(図 8、 写真図版 2)

ぐ＼＼黎遭属確認尋″盈暫を|::::乳穏ζとIド
に位置する。

検出状況  試掘調査で確認された溝で、近世耕作土

直下を検出面とする。溝の延長は両端とも調査区外へ

延びる。2区 SD2015につながる可能性がある。

平面形状・規模  平面形は細長い帯状で、残存長

19,702m・ 幅 0.397mを 測る。断面形は箱掘 りに近

い逆台形で、確認面からの底面までの深さは最深で

0.166mで ある。北西の八東川とほぼ平行して掘られ

ている。溝の底面レベルは北東から南西に下がる。

埋土  上層は、黒褐色粘土質シル トを主体とする。

下層は暗褐色砂質シル トを主体とする。

出土遺物  土器細片 26点が出土した。うち 1点が、

SD1002洋 A´ 土層観察表

超構番号 層番
= 土色名

SD1002

P1001

P10t12

10YR3/1

黒褐色

IOYR3/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

砂質シルト弓%吼津湛象啜堤壕号編縣乞】
嫉羽 縫魏甥秩畔副具黒略轟蒸

ルト

砂質シルト島攪協韓め匙象駆鍬託亀
ト

砂質シルト塩裡鳥驚欽驀島訂
レト少量、

SDl嘘 , 繋竜
れ ンント蓬蓬露簗翻

色砂質シルト%%、

朗∞2之 1盤ん シルト晟餐継 颯,娩
砂粒切ヽ礫

帥咄 17舗ピ
3砂質シルトτtt3奄毯介絡 ぅ勇編鳥影

帥∞92 7忌督匿
3砂質シルト盆逢欽民認

'シ

ルHO%、

図8 5D1002遺構図

SD1002 B B´ 土層観察表

遺構番号 霜番号
J盤 伽

S団∞21螺瞥 砂質シルト岳院r纏、堀霜環号斎零紀翁
S防∞22 娼桑桑争砂質シルト誠髯鰯4濯齋饂冨

ンレト

SD1002 C C´ 土層観察表

離器 層鶏 」
と訪

… 鞘 混入物等
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古墳時代前期の甕の回縁部破片である。

遺構の性格と帰属時期  溝である。帰属時期は出土遺物から古墳時代前期以降と推測する。

T「 4セ クション国

SD1005'SK1009(Tr 4)=L層 観察表

遺構番号 層番号
'理

°n 
土性 選構番号 層番号 混入物等

土色名

褐灰哲 砂質シレト

螺暫 砂質ンレト

1騒
瞥 砂質ンント

緞鎚 ラィ冽町ト

撹乱埋上、暗渠排水の掘方、小礫

微量、粘性あり、締りあり

洪水性堆積層、中粧砂・細粒砂20%、

にぶい黄色粘土質シルト粒2%散在、

粘性やや弱い、締りあり

SD1005埋 上、弥生土器片ごく微量、

褐色・灰色砂粧傲量、粘性あり、締りあり

SD1005埋 上、弥生土器片ごく微量、褐
色・灰色砂粒微量、粘性あり、縮りあり

躍糀 顔↓ィガレト

撃覇巽争顔シルト
2舗

暫
2顕ラィ瀾″ト

翌罷
猪 聯

蟹踏 聯

SK1009埋 土、褐色・灰色砂粒少量、

粘性弱、締りあり

黒色シルトブロック・粒微量、

粘性弱、締りあり

漸移層的、径 1～ 3cm大の礫少量、

粘性弱、締り軟質

基盤層、径5～ 10cm大の礫少量、黒褐

色粘土質シルト少量、粘性弱、締り軟質

基盤層、褐色・灰色砂粒少量、

粘性やや弱い、締りあり

SK1009  5

SD1005  9

SD1005  4

図9 SD1005。 SK1 009遺構図
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図10 1区 第4面平面図

■ SD1005(図 9、 写真図版 3)

位置  第 4面 B50・ 51、 C50・ 51グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 45,599mで ある。

検出状況  1区北西側にTr.4を設定 し土層堆積状況を確認したところ、清の断面と思われる落ち

込みを確認 した。第 3面の確認面となっていたにぶい黄褐色粘土粒混じりの黒褐色砂質シル ト層は、

河川氾濫等による洪水性の堆積層であり、同時に弥生～古墳時代遺物包含層であった。SD1005は こ

の層の直下で検出され、また SD1005の東側には楕円形の落ち込み SK1009が並存する。

平面形状・規模  平面形は帯状で、残存長8.100m。 幅 1.040mを測る。断面形は逆台形に近い形状で、

確認面からの遺構底面までの深さは 0.275mで ある。調整痕等は確認できない。溝の底面レベルは南

から北へ下がる。

埋土  埋土は上層が黒褐色砂質シル トを主体とし、下層は暗灰黄色シル トを主体とする。全体に褐

色砂粒・灰色砂粒を含む。

出土遺物  弥生時代の土器片 32点が出土した。いずれも細片であるが、うち 1点は弥生時代終末

期の甕の口縁部である。

遺構の性格と帰属時期  溝である。出土遺物と検出面から弥生時代終末期以降と推測する。
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遺物図2 1区 抽出遺構外出土遺物

♀______コ __―優ヨニ型_____―――ど唱Cm

/rヽ #

ttリr=,

遺物観察表 2

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 〕 蜘謡
版

胃

図

番
別
種

種
器 法量lcm/D 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

2 1
土石流跡 1

(1006)
2

器
片

石

剥

長さ 12コ

幅 ■3

厚さ :04

重さ ■ 1

黒曜石 ミ

3
C51

耕作土
2

器

片

石

剥

三さ ■ 1

属108

夏さ :04

三さ :02

黒曜石

4
Ｃ５

■
2 謎利期

長さ :56～
幅 :60

厚さ ■25
重さ 680

打製

剥片を素材 とし、湾曲する周縁部分に敲打によ り

両刃を作る

買岩 (新第三紀 ) 吸

外湾刃半月形石包丁

の粗割 り段階での破

損品か

5 1

B51

第 4層
黒褐色土

2
器

斧

石

石

長さ ■565
幅 77
厚さ :29

重さ :4940

打製

扁平な礫を素材とする

一側縁・刃部を敲打により成形

頁岩 (新第二紀 ) 灰 白

表 2 1区 遺構一覧表

遺構番号
通

号

場

番

現

し
遺構性格 面 Gnd 平面形 断面形 長軸 (m) 短軸 伸)

確認面から

の深き llnl
埋 土 備 考

道 道路状遺構
B51・ 52

直線状 逆口型 17600 0077 暗灰色砂粗粒P/・ 中粒砂主体 不明鉄製品、現代

PIO01 ピット 円形 U字形 0301 黒色シルト主体、灰白色粒微量
P1002に切られる、SD1002を 切る、

遺物なし
P1002 ピット B52 円形 0226 黒色シルト主体、灰白色粒微量 P1001を切る

石垣・耕作土 1003 石垣・耕作士
C51 ・52

石垣 :直線状、

耕作土 :長方形
階段状 2180 黒褐色砂質シル ト主体

棚国の石垣と耕作土、月巴前系染付磁器

片、近世
耕作± 1 耕作土 D50・ 51 隅丸長方形 ? 盤形 近世以降

耕作土 D50・ 51 隅丸長方形 ? 盤 形 003〔 ミ褐色砂質シル ト主体 近世以降
SK1001 土坑 3 円楕円形 皿 形 O06( 黒色砂質ンル ト主体、径 5～ 15cmの礫 礫集中、2面

土坑 3 楕円形 不整 U字形 黒褐色砂質ンルト主体、径 5～ 30cmの礫
壁面・底面に凹凸が多い、礫集中、遭

物なし
SK1003 土坑 3 円形 不整 U字形 黒褐色砂質シル ト主体 遺物な し

SDlO01 湾 直線状 逆台形 (5973 0252
上層 :黒褐色シル ト層主体、下層 :黒色シルト主体、

礫多数

土石流跡2に切られる、両端部は調査区外

に延びる、古墳時代土師器衰片以下 12点

SD1002 酒
C50・ 51

直線状 逆台形 黒色砂質シル ト主体 7uN生終末期～古墳時代の上器片 26点

SD1003 D50・ 51 直線状 浅い U字形 0194 黒褐色砂質シル ト主体 遺Mな し
SD1004 潜 C50・ 51 直線状 浅いU字形 031 黒色砂賀シル ト主体、径 05～ 3cmの礫少目 遺物な し

土石流跡 1 1006 上石流跡
C51・ 52

不整溝状 不整 U字形 黒褐色砂質シルト主体、礫・砂粒あり 水流痕が縞状残る

土石流跡 2 土石流跡 B52 不整溝状 不整 U字形 0861 黒褐色砂質シル ト主体、礫微量、砂粒あり

欠番 溝 3
C51

SD1005 湾
B50・ 51

C50 51 直線状 逆台形 0275 黒褐色ンル ト主体、径 5～ 30cm大の礫 小生時代終末期の甕片以下 32点

SK1004 1018 土坑 橋円形 不整 U字形
黒褐色砂質ンルト主体、黒色シル ト10%、 灰白

色粒微量
小生時代以前、倒木痕 ?

SK1005 土坑
B51・

C51
楕円形 不整 U字形 黒褐色砂質シル ト主体 弥生時代以前、倒木痕 ?

土坑 楕円形 U字形 0520 026( 黒褐色砂質ンルト主体、径 05～ 3cmの礫少量 弥生時代以前、倒木痕 ?

SK1007 1021 土坑 B52 円形 U字形 1100
③灰黄褐色砂質シル ト主体、径 05～ 2cnの礫

微量、②黒褐色シル ト主体、黒色シルトプロック

点在

弥生時代以前、倒木痕 ?

SK1003 土ln 円形 皿形 0760 黒褐色砂質シル ト主体、黒色シルトブロック少量 弥生時代以前、倒木痕 ?

土F4~ 楕円形 皿 形 シル ト主体、径 05～ 3cmの礫微量 祢生時代以前
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第 2節 2区 遺構 と遺物

2区は発掘調査対象区のほぼ中央、 1区 と3区の間に位置する。調査地の形状は東西に長い長方形

である。調査はトレンチ確認調査を含め 3面にわたっておこなった。

第 1項 2区基本層序

2区調査に先立ち、八頭町教育委員会発掘調査監理者の指示の下でトレンチ調査をおこなった。試

掘調査ではどうしてもスポット確認になってしまう。本調査区周辺では、遺物包含層の厚さに差があ

ることが予想される中、地層の対応関係が不明瞭とのことであった。このため、地層の繋がりと遺物

包含層の確認及び調査方針の検討が必要になった。

トレンチ設定  地層の連続性を確認することを主目的とし、調査区外周と中央にロングトレンチを

設定した。最初に南部を東西に縦断する 60mの長さのTr.1を設定した。本来は調査区南壁沿いに設

定する予定であったが、新設された U字溝の掘方を避けるために、調査区内に 3m寄せて設定する

ことにした。これを起点として、Tr.1中央にこれと直交する南北方向のTr.2を、西壁沿いにTr.3を、

北壁沿いにTr.4を設定した。表土剥ぎ終了後、東壁沿いにTr.5を設定し、遺物包含層の連続性と遺構・

遺物の遺存状態を確認した。

層序設定  地層の断面観察は、土色・土質・締り具合・混入物、及び堆積構造に注意しながら分層

した。細分された単位のうち、時代・堆積環境 。調査面等の違いなど共通性を示す範囲でグループと

した。調査時は現代から順に“第○層 "と して第 1層～第 10層 までの層序名を付 した。遺物取 り上

げや写真撮影等、記録に関わる層呼称にはこれを使用した。報告書作成にあたり、調査区名を頭に付

し2-1層 から210層 とした。

遺物包含層と調査面  調査区内の広範囲に薄 く水平に堆積する褐灰色砂質シル ト(26層 )に は、

微細な弥生土器 。土師器片が一定量含まれていた。このため、最初に調査すべき遺物包含層と認定し

た。この 2-6層掘削及びその除去面における遺構検出 。調査までを第 1面調査とした。2-6層 の下に

は、同じく遺物が含まれる 2-7層がある。北から南にかけて下がる堆積層で、弥生時代後期から古墳

時代前期にかけての遺物包含層であることを確認した。27層掘削及びその除去面における遺構検出・

調査までを第 2面調査とした。さらに下位の 28層 は基本的に無遺物層であったが、検出漏れ遺構

の確認のために別途 トレンチ調査を実施した。Tr,10～ Tr.15ま での トレンチの設定、最終基盤層で

ある 2-9層・ 2-10層 までの掘削及び遺構検出・調査までを第 3面調査とした。

セクション図  Tr.1～ Tr.5のセクション図を図 12～ 14に掲載する。地層名と基本層序の対応は

土層観察表を参照。

基本層序 (図 11～ 14、 表 3、 遺物図 3・ 4、 遺物観察表 3・ 4、 巻頭図版 6、 写真図版 4・ 5・ 46～ 48)

撹乱  本体工事 (県道河原インター線道路改良工事 )|こ伴う盛土層。調査地内に既に施工されてい

る U字溝・埋設管等の水利施設施工のための整地・撹乱・盛土層等。ブロック土を多量に含む撹乱

層で締 りが弱いのが特徴。

2-1層 (第 1層 ) 黒色極細粒砂を主体とする土壌層、耕作土と考えられる。本体工事前の現地表面

に形成されていた現代の水田耕作土である。今回の調査では現代耕作土の除去後に調査地の引き渡し

を受けているが、調査区中央部 lTr.2セ クション)に おいて一部残存を確認した。本来の表土と考え

24
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断面模式図

/ ,最

夕押

鋲
　
じ
、

氣
笏

/〃

られるうえ、2-2層 との層序関係が判明したため層序に組み込んだ。

2-2層 (第 2層 ) ブロック土と礫を含む、硬く締った灰色砂質シル トを主体とする撹乱層。圃場整

備時の撹乱及び整地層である。調査地全域に普遍的に存在する当層は、少なからず下位層を撹乱して

いる。撹乱深度は基盤層 (2-10層 )が高くなる北に向かって深くなり、部分的に無遺物層である 2-9

層にまで達する。

2-3層 (第 3層 ) 黄灰色細粒砂を主体とする土壌層である。2-2層 の撹乱のため残存状況は悪く、

2区東端にしか残存しない。特徴として砂粒の均等な分布と、層下面がほぼ水平に揃い下位層とは明

瞭に分層されることが挙げられる。この解釈として、砂粒の均等分布は層中がよく撹拌されたことを、

明瞭な層界はその撹拌の底を示すものと考えられる。これが水平方向に続くことから、当層の形成要

因は一定の撹拌行為の結果と推定される。したがって、当土壌層は耕作上の可能性が高いと考えられ

図11 2区断面模式図
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る。時期を判断しうる遺物は確認できなかったが、2-2層及び後述の 2-5層の時期所見から考えて、近・

現代の耕作土と推定される。

2-4層 (第 4層 ) オリーブ黒色砂質シル トを主体とする土壌層である。23層 と同様に砂粒の均等

な分布と、ほぼ水平に揃う層下面から耕作土と考えられる。上位層による撹乱のため残存状態は悪

く、調査区南西部に一部残存するのみである。遺物量は希薄であり、全て表面摩耗の進んだ細片遺物

である。これは耕作土内特有の出土状況といえる。これらの土器の大半は弥生土器もしくは土師器と

推定され、元は遺物包含層である下位の 2-7層 に帰属していたと考えられる。この状況は、耕作によ

る巻き上げ遺物が長期にわたる耕作を受けたことを示すに過ぎず、遺物による耕作時期判断は困難で

ある。したがって、当層の耕作時期は下位の 2-5層の時期所見を受け、近世以降としかいえない。

2-5層 (第 5層 ) 褐灰色砂質シル トを主体とする土壌層である。第 3・ 4層同様に砂粒の均等な分

布と、ほぼ水平に揃う層下面から耕作土と考えられる。層中からは整理用コンテナ 2箱分の遺物が

出土した。弥生土器・土師器に混じりわずかながら須恵器類 (古墳時代後期 )・ 施釉陶磁器が出土し

たことから、2-5層耕作時期は近世以降と判断される。土器類は上位耕作土と同じく表面摩耗が顕著

であるが、破片サイズはやや大きくなる傾向にある。これに対して下位層との比較では、同時期の遺

物を主体としながら破片サイズが細かくなっている。これは、2-5層耕作行為が下位層を大きく撹乱

したことを示す。21・ 22は碧玉製の管玉である。穿孔部に特徴がみられる。孔は円錐状、片側から

の穿孔であり、貫通時に生じた割れ円錐を研磨し面を整える。

調査時は 2区中央部から東部にかけて 2-5層 の掘削調査を実施した。本来は 26層 との遺物の選別

のための掘削であったが、東端部において南北方向の耕作溝を 1条確認した。

2-6層 (第 6層 ) 黒色極細粒砂～シル トを主体とする土壌層である。層相は下位層の土質を少なか

らず反映しており、古い時期の高まりである調査区北東部では粒度が高く礫が含まれるようになる。

薄いながらも 2区全域で広く確認される層であり、各 トレンチの断面観察からは当層が概ね水平方

向に形成されているのが確認できる。ほぼ水平に揃う層下面が広域に確認されることから耕作土の可

能性が高いと考えられる。同じ耕作土である直上の 2-5層 との分層根拠は、暗色の強さと遺物包含量

の多さである。層中からは整理用コンテナ 6箱分の遺物が出土した。包含される遺物は弥生時代後

期～古墳時代前期の土器を主体とし、わずかに古墳時代後期に属する須恵器も認められる。また、破

片の大きさも必5層に比較して大きなものが多い。帰属時期を決定できる遺物がなく調査所見からは

2-6層耕作時期は古墳時代後期以降近世以前としかいえない。26層 は、2区で確認しうる最も古い

段階の耕作土である。アは碧玉製の管玉である。孔内に段がみられ、両面からの穿孔であることがわ

かる。単独出土である。

調査時は一定の遺物量が見込まれることから遺物包含層として掘削調査し、この 2-6層除去面を第

1面 として調査を行った。第 1面で検出した複数条の小清は 2-6層を埋土とし等間隔に並行すること

から耕作関連遺構と考えられ、2-6層が耕作上であることの裏付けとなった。

2-7層 (2-7層 ) 灰黄褐色中粒砂～極細粒砂を主体とする堆積層である。締りが弱く粘性に富む。2

区北東部を除く全域に堆積しており、北東部から中央部にかけて南西方向に下がり、それに伴って層

厚は厚くなる。中央部～南西部が最も深く、南西端にかけては再び上がる。堆積状況を各 トレンチの

断面から復元すると 2区南東から北西方向に延びる溝状の大きな落ち込みが想定され、27層はそれ

を充填する堆積層と理解される。層上部には植生擾乱とみられる不明瞭・不定形な暗色土のブロック
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Tr i土 層観察表

層番号 混入物等 混入物等 埋上分類等

5Y5/2

灰オリーブ色

5Y5/1

灰色

25Y6/1
黄灰色

土・

～シルト 径 10cm以下の礫・プロック土多量

締り軟質

砂質  現代・園場整備関連層
シルト 中粒砂～粗粒砂・ブロンク土多量

径5cm以 下の礫少量、締り硬質

圃場整備以前耕作土

細粒砂  中粒砂少量、径5cm以 下の円礫微量

締り硬質

25Y5/1   砂質  現代・暗渠、粗粧砂～極細粒砂少量

黄灰色   シルト 径80cm以 下の円礫少量

5Y3/1   砂質  圃場整備以前耕作土

オリーブ黒色  シルト 中粒砂少量、径3cm以 下の円礫少量

土器細片微量

砂質  圃場整備以前耕作土

シルト 中線砂少量

極細粒砂 弥生～古墳時代遺物包含層(耕作土)

～シルト 東に向かって円礫増加、締り軟質

極細粒砂 第2面遺構埋土

～シルト 締り軟質

極細粒砂 第2面遺構埋土

～シルト 径20cm以 下の円礫多量、土器片少量

中粒砂～ 弥生～古墳時代遺物包含層

極祖粒砂 下方に中粒砂・東に向かつて円礫増加

締り軟質

10YR5/2  中粒砂～ 植生痕?

灰黄褐色  極細粒砂 径5cm以 下の礫・基盤層砂粒微量

下方に中粒砂増力H

25Y4/2  中粒砂～ 植生痕 ?

暗灰黄色  極細粒砂 径5cm以 下の礫・基盤層砂粒微量

下方に中粒砂増加

古上壊表層、粗粒砂～中粒砂少最

西に向かつて暗色が弱化・中粒砂が減少

古土壌表層

東に向かって中粒砂が減少

“
蟹 踏 賃呼耗整

径充m以下の円礫微量

碕 ll望

送ri経継あ喜謂譲屠銘 忌る
17  繕離   窪籍建患恵毒議中量

“ 緞鼈 鰹継5離霧～紳俳量

"纏 色 離 嵐講砂中顛 ∝mの礫蛙
知 tとミ 塩 理鋪建5憲 建縁中量、御 0祓 下の円礫微量

知 I蛋ミ螢色
22 1雲陥

締り硬質

細粒砂～ 基盤層、中粒砂中量

極細粒砂 締り硬質

極粗粒砂 基盤層

～中粒砂 径20cm以 下の礫多量、締り硬質

肌
　
錫
く２．２層　
鶴く２．３層

第8層

(23層 )

第8層

(2-8層 )

第9層

(29層 )

第9層

(歩9層 )

第9層

(29層 )

第10層

Q-10層 )

第10層

(210層 )

第10層

(210層 )

10YR4/1

褐灰色

10YR2/1

黒色

IllYR3/1

黒褐色

lllYR3/1

黒褐色

10YR5/2

灰黄褐色

25Y2/1  極細粒砂

黒色   ～シルト

25Y4/1  極細粒砂

黄灰色   ～シルト

撹乱

第4層

(2-4層 )

第5層

(25層 )

第6層

(26層 )

第2面

遺構埋土

第2面

遺構埋土

第7層

(27層 )

植生痕

植生痕

第8層

(28層 )

第8層

(28層 )

SD2012・ SD2013・ SD20141Tr l)土層観察表

層番号  J・■ピ
!    

土性            混入物等          埋上分類等…… フ   土色名     ……            '・ ‐ハ中―          ――/_I承 ,

1 蟹踏 堪矯亀5堡纂砕易量
径`躙cm以下の礫少量  sD2042 崇

2 蟹躍 堪結建姦径繋壌
の礫多量、粗粒砂中量

3  
管 習蒼  鰹紹 患

加工層、第Ю層ブロック上少量

SD2012

SD2012

25Y4/1  中粒砂～ 粗粒砂中量、径20cm以 下の礫少量
1   黄灰色  極細粒砂 遺構の範囲を提えたのみで未細分

詳細な断面記録は他セクションを参照

SD2013

25Y4/1
黄灰色

～ 料 紅少 径 30cn

極細粒砂 遺構の範囲を捉えたのみで未細分

詳細なLyl面記録は他セクションを参照

SD2014

Tr.1セクション図

崇

¬

図12 2区
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※SD2014土色はイ固別セクション図を参照

T14土層観察表

土色名
埋土分類鴛 層番号  …■

=B▽
    土性            混入物等          理上分類等

引 2量催P 甥 痙縮課の円離量   纏 )

柁 堺弟湿蛮 絲建あわ解浅黄色冽ブロック少量 奮卓篭)

憎 鞘 甥 マ観【諜臨    纏 )

“ 銚]齢駐あ雛監家聾考径20cm以下の礫が増加 霧塁篭)

朽
鉄 ζ 齢 建あ

髄 砂少筆 獅 以下の円礫少量  鶴 )

" mttA嶋蹄赫魚我託臨催邑    纏 )

,2撃1絲
協 離奮療詈幣堰第線 の円礫増加 密鴬篭)

憎 そ継 絲駐あ騒霧中量     奮瑯琵)

19 そ甚塞色 塩紗 莫走鵠握弩を猪賜下の円礫増力H 密瑯斑)

20だ娯ド警色違結建霧蓬鈴属札器辞解¶爾惹量、締り硬質  糾イ諮)

鰤 だポ済璧雹篭零難酵霙鶯逼かって80cm以下の円礫増加  縁イ鵞)

26Y5/1  細粒砂

黄灰色

5Y5/2  細粒砂～

灰オリーブ色  シルト

5Y5/1   砂質

灰色    シルト

5Y5/〕    砂質

灰色    シルト

5Y5/1  中粒砂～

灰色   極細粒砂

5Y5/1   砂質

灰色    シルト

5Y5/1   砂質

灰色    ンルト

10YR3/2

黒褐色   細粒砂

10YR3/呈

黒褐色   細粒砂

25Y3/1  中粒砂～

黒褐色  極細粒砂

現代 盛土

径 10cm以下の礫少量、締り軟質

現代・盛土及び境乱

径 10cm以下の礫・ブロック土多量

締り軟質

現代・U字溝掘方

径20cm以 下の礫・ブロック土少量

締り軟質

現代 υ字溝掘方、径20cn以 下の礫多量

ブロック土少量、締り軟質

現代・U字溝掘方もしくは圃場整備関連層

径20cn以 下の礫少量

現代・圃場整備関連層

粗粒砂～中粒砂・ブロック土多量

径5cm以 下の礫少量、締り硬質

現代・圃場整備関連層

粗粒砂～中粒砂・ブロック土多量

径30cm以 下の礫中量

第2面遺構埋上、極粗粒砂～中粒砂中量

径2cn以 下のブロック土少量

径 10cm以下の礫微量

第2面遺構埋土

極粗粒砂～中粒砂・径 15cm以下の礫中量

径2cm以 下のプロック土少量

古土壌表層、粗粒砂少量

東に向かつて径20cm以 下の礫増加

撹 乱

撹舌し

撹乱

撹乱or

第2層

第2層

(22層 )

第2層

(22層 )

第2面

遺構埋土

第2面

遺構埋土

第8層

(28層 )

14

16

貢灰色   極細粒砂

25Y4/1  中粒砂～

黄灰色   極細粒砂

葬

図13 2区 Tr.4セクション図
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響

響

蜘

響

蜘

Tr 5土層観察表

聖

禦

1響

m

SK2004伊r3)土層観察表

※SD2012・ SD2013・ SD2014・ SK2040・ p2071上 色はイ固別セクション図を参照

※SD2015・ SK2031・ SK2041上 色は個別セクンコン図を参照

※SD202015土色は個別セクション図を参照

ri2土層観察表 T13土 層観察表

層番号  ・̂■苫を
ユ    土性           混入物等         埋上分類寄~‐ ソ   土色名     ……           い^″ ,         ユエタソバコ

1 
銚 ζ 細鯵

濯待を線 の礫魁 締り硬質  蠅

5Y5/1   砂質  現代・U字溝掘方

2   灰色    シルト 径20cm以 下の礫 ブロック土少量    撹乱

締り軟質

3  蟹済占  鰹矯駐岳濯錠ギ訣業の礫多量        撹乱
4 

男   坊 詠  努毎 )秘 藝

育委員会試掘埋戻土
 撹乱

5 妥 色  功 昇 離 翠 籍 呼 謬 ゴ 愛鷺 :多量 霰宅岳 )

径5cm以 下の円礫少量、締り硬質

6 銚g 細醜 懸課陥 蹄 疹瑠篭)

7 1緋箸 功保 畢筋燿
甜徒    纏 )

84彗罫
1靭

弩危高京ξ葛転露誓凧3月難
D纏

)

9  評婆糧笹  堪始駐あ雫劣庭車短薪錯希
物包含層     第7;警

)

伸 評難 違籍建5雛あ車藝晴 紫民蹟豚竜加 悪甲話)

樹 2望1 
彎托整蓬尭評 の円礫微量

柁 Z整1 
違箱駐あ亮走替豪層を糧托需 の円礫増加

憎 2撃1 
程籍整患密翻紀推温戦輝粒砂減少

14  そ豊評色  違始建患恵恙霧中量
朽 藉譜色 靴膝 維轟握盤%婦下の酔勘
消だポ済贅七違鑑駐あ蓬特脇 量、締り硬質
1' ィ圭ぎ決撃色篭零難舷糠篭昂i燕室躍暫

て30cm以下の

層番号  フ・
■琶芝

…    ■性           混入物等         埋土分類等

5Y5/1   砂質  現代・U宇溝掘方

厨番号 層番号 混入物等 埋土分類等 屈番号  フ‐■4オ
マ…    ■性           混人物等         埋上分類等′・・‐ ′   土色名     … 】           `瘍 ハ物コ         ‐‐′′雰,

1黎 鰹籍懲5Υ建骸 饂 ★絵量 融極細粒砂 径2cm以 下の礫微量

～シルト 締り軟質

極細粒秒
締り軟質

細粒砂～ 古土壌表層

極細粒砂 中粒砂少量

中粒砂～ 古土壌表層

極細粒砂 粗粒砂中量

中粒砂～ 古上壌

極細粒砂 糧粒砂中量

粗粒砂～ 古土壌

極細粒砂 極粗粒砂中量、径10cmの 礫少量

中粒砂～ 基盤層

極細粒砂 粗粒砂中量、締り硬質

極粗粒砂 基盤層
～中粒砂 径20cm以 下の礫多量、締り硬質

1   灰色    シルト 径 10cm以下の礫・プロック上多量    撹乱

5Y5/1   砂質  現代・U字溝掘方
2   灰色    シルト 径20cm以 下の礫少量、プロック土少量  撹乱

締り軟質

3 ・
黎

1 
極細粒砂

電建雄 径硫m以 下の礫微量  孵 甚 )

6Y5/1   砂質  現代 圃場整備関連層        第2層

4   灰色    シルト 細かなブロック土・中粒砂～粗粒砂多量 (22層 )

径5cm以 下の円撰少量、締り軟質

10YR4/1   砂質  園場整備以前耕作土

褐灰色   ンルト 中粒砂少量

10YR2/1  極細泣砂 弥生～古墳時代遺物包含層(耕 作土)

黒色    ～シルト 北に向かつて径 10cn以下の円礫増加

10YR5/2  中粒砂～ 弥生～古墳時代遺物包含層

灰黄褐色  極細粒砂 下方に中lj秒 増加

北に向かって円礫増加、締り軟質

25Y3/1  極細粒砂 植生痕 ?、

黒褐色   ～シルト 粗粒砂～中粒砂中量

25Y3/1  極細粒砂 古土壊表層、粗粒砂～中粒砂少量

黒褐色   ～シルト 南に向かって暗色弱化・中粒砂が減少

25Y3/1  中粒砂～ 古土壊表層

黒褐色   極細粒砂 粗粒秒・径 15cn以下の礫少量

25Y4/1  中粒砂～ 古土壌表層

黄灰色   極細粒砂 粗粒砂・径ユ5cm以 下の礫中量

25Y2/1  中粒砂～ 古土壌表層、粗粒砂少量

黒色   極細粒砂 北に向かって径 15cn以下の礫増加

25Y4/2  細粒砂～ 古土壌

暗灰黄色  極細粒砂 粗粒砂～細粒砂中量

25V4/2  粗粒砂～ 古土壌、極粗粒砂中量

暗灰黄色   細粒砂  北に向かつて径20cm以 下の円礫増加

25Y6/4  中粒砂～ 基盤層、粗粒砂中量

にぶい黄色  極細粒砂 径 10cm以下の円礫微量、締り硬質

25Y6/4  極粗粒砂 基盤層、北に向つて径30cm以 下の

にボい黄色  中粒砂  円礫増加、締り硬質

シルト 径 iOcm以下の礫・ブロック土多量

締り軟質

第5層

(25層 )

第6層

(26層 )

第7層

(27層 )

植生痕

第8層

(28層 )

第8層

(28層 )

第8層

(28層 )

第8層

(2-8層 )

第9層

(29層 )

第9層

(2-9層 )

第10層

(2-10層 )

第10層

(2-10娼 )

撹乱

第2層

(22層 )

第2層

(22層 )

撹乱

第5層

(25層 )

第5層

(25層 )

第6層

(26層 )

第2面

遺構埋土

第2面

遺構埋土

第2面

遺構埋土

第7層

(27層 )

第9層

(28層 )

第8層

(28層 )

植生痕 ?

植生痕 ?

第8層

(28層 )

第8層

(28層 )

第8層

(28層 )

第8層

(28層 )

第8層

128層 )

第9層

(29層 )

第9層

(29層 )

第10層

(2-10層 )

第10層

(2-10層 )

5Y5/2

灰オリーブ色

細粒 砂 ～ 代・駆 土
25Y4/1
黄灰色

25Y3/2
黒褐色

10YR1 7/1

黒色

10YR1 7/1

黒色

25Y4/2
暗灰黄色

25Y4/2

暗灰黄色

25Y6/4
にぶい黄色

25Y6/4
にぶい黄色

25Y4/1  細粒砂～ 細かな第 7層 ブロック土多量      SK2004
5Y5/1   砂質  現代・圃場整備関連層

灰色    シルト 中粒砂～粗粒砂・ブロック土多量

径5cm以 下の礫少量、締り硬質

5Y5/1   砂質  現代・圃場整備関連層

灰色    シルト 中粒砂～粗粒砂・ブロック土多量

径5cm以 下の礫少量、締り硬質

25Y5/1   砂質  現代・暗渠、粗粒砂～極細粒砂少壁

策灰色   シルト 径30cm以 下の円礫少量

10YR4/1   砂質  圃場整備以前耕作土

褐灰色   ンルト 中粒砂少量

10YR6/2   砂質  圃場整備以前耕作土

オリーブ灰色  シルト 中粒砂微量

10YR2/1  極細粒砂 弥生～古墳時代遺物包含層(耕作土)

黒色   ～シルト 東に向かって円礫増カロ、締り軟質

25Y4/1  細粒砂～ 第2面遺構埋土

黄灰色   極細粒砂 第 7層 起源の細かなブロック土少量

締り軟質

隅 極細粒砂筆鰐 歯ギ省龍念拮給融円礫
10YR4/1   砂質  第2面遺構埋土

褐灰色   シルト 粗粒砂～中粒砂少量

10YR5/2  中粒砂～ 弥生～古墳時代遺物包含層

灰黄褐色  極細粒砂 締り軟質

25Y4/1  極細粒砂 古土壌表層、北に向かって中粒砂増力H

黄灰色   ～シルト 北に向かって暗色が強くなる

25Y3/1  中粒砂～ 古土壌表層

黒褐色   極細粒砂 粗粒砂少量

25Y3/1  極細粒砂 植生痕 ?

黒褐色   ～シルト 中粒砂少量

25Y3/1  中粒砂～ 植生痕 ?

黒褐色  極細粒砂 粗粒砂少量

10YR5/1  細粒砂～ 25Y7/3浅黄色シルトブロック少量

褐灰色   極細粒砂 締り軟質

#

黄灰色   極細粒砂 中粒砂微量

25Y4/1  細粒砂～

黄灰色   極細粒砂

Ｎ
Ｉ
＝
＝
＝
鸞
４
■

遺構埋上

遺構埋土

X66980

10
第8層

(28層 )    11
第8層

解

)12

遺構埋±    13
第9層

(29層 )    14
第9層

解  
“

(2-10層)   16
第10層

(2-10層 )

,4 慕

―
印

Ｎ
¶

刈
―

図14 2区 Tr.5・ Tr.2・ Tr.3セクション図

-31・ 32-



が散見される。 また、 これ とは別に層下部に

向かって部分的に暗色の濃淡がみ られ土層詳

細観察は困難である。土質的には層下部に向

かって粒度がやや高 くなる傾向がある。一定

の厚 さの中に明瞭な分層単位を見出せない こ

とから、連続性の強い自然堆積層 と思われる。

層中の遺物量は非常に多い。整理用 コンテ

ナ約 13箱分 の遺物が出土 した。特筆すべ き

はその出土状況で、接合関係を持つ破片が狭

い範囲に集中した り、完形に対 して 500/Oを 超

えるような大きな破片単独で出土 した りする。

そのような遺物の出現頻度 は高 くはないが、

このことは埋土 と基盤層が類似するために検

出できない遺構が存在する可能性を示 してい

る。

16は 土器転用の上製紡錘車である。甕もしくは壷の破片を円形に整え、中央に表裏から穿孔する。

17は 緑色岩製の石製模造品、剣を模ったものとみられる。表面を研磨により平滑に仕上げる。上部

の 2か所の孔は穿孔途中、未製品である。 10は 注口土器、壼形土器の肩部に長 く細い注目が付 く。

外面 と頸部内面を精緻なミガキで仕上げる。 11・ 12は 同位置から出土 した蓋 と甕である。口径が一

致することからセットの可能性がある。15は 高不、邪部外面上半部に 2段のスタンプ文で飾 られる。

上段は S字状文、下段は三角形をモチーフとする文様である。正三角形 と列点を組み合わせた特異な

文様である。特に三角スタンプは他に類例がな く、当遺跡 (集落 )オ リジナルの文様の可能性が高い。

調査時は、27層を遺物包含層 として包含層掘削 し、その除去面を第 2面 として調査を行った。

27層の遺物の出土傾向をみるために、甕口縁部 と底部について分類・統計処理を行った。甕口縁

部はその立ち上が り部の形態変化・施文の消長を、底部は平底から丸底への一連の形態変化を、弥生

時代後期から古墳時代前期にかけての時期的要素 と捉えた。統計結果からは、弥生時代後期後葉から

終末期が主体を占める中で、弥生時代後期前葉から中菓の要素を持つ破片が一定量含まれる点が注目

される。少数ながら古墳時代前期に属するとみられる個体も存在するが、これらは先に述べた検出漏

れ遺構に属する可能性が高いと考える。統計結果からは 2-7層 の堆積時期は弥生時代後期前葉から終

末期後半までとするのが妥当と思われる。ただし、調査によって確認できる遺構時期は基本的に弥生

時代後期後葉収降であ り、一部後期中葉にまで遡る可能性のあるものもある。 これにより、先の分

類による時期区分からは 27層堆積時期 と遺構 との時期的重複が少なからず発生 してしまう。 この理

由に関しての明確な方向性は示せない。検出漏れ遺構が相当数存在することを示すものかもしれない

し、遺構に含まれる遺物が 2-7層 由来の混入遺物である可能性もある。あるいは、この時期設定や分

類基準にそもそもの問題があるのかもしれない。いずれにせよ、遺物包含層 と見えざる遺構に対する

考え方に対する大きな課題であることに変わ りはない。

表 3 2区 27層 (第 7層 )出土土器分析表

甕口縁部

底部形態 時期区分 (要素 ) 底部数 とし率

平底
弥生時代後期前葉

～終末期

つ
０ 2150/c

尖底↓旨向
弥生時代終末期

～古墳時代前期
94 653%

丸底指向 古墳時代前期～ 19 1320/c

合計 144 1000%

口縁形態 (類 ) 時期区分 (要素 ) 破片数 ,ヒ :俸

A・ B
弥生時代後期

前棄～中棄
58 1170/c

・ D・ E
弥生時代後期

後棄～終末期
406 817%

F 古墳時代前期～ 33 6.6%

合計 497 10000/O

底部

33
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2-8層 (第 8層 ) 黒色中粒砂～シル トを主体 とする土壌層である。位置によってさまざまな土質が

み られるが、2-7層 直下の暗色帯を土壌層の複数単位 ととらえ 28層 として取 り扱った。27層 の下

位に普遍的に存在するため、同様の標高変化が見 られる。すなわち、北東部から中央部にかけて南西

方向に落ち込み、中央部及び南西部にかけて最 も深 くなる。その後、南西端にかけては再び上がる。

当層はその暗色の強さから旧地表面であった可能性が高 く、上面の標高変化は、そのまま当時の旧地

形を示 していると考えられる。特に、28層最下層部にみられるひときわ暗色の強い土壌層は、下位

の 210層 。2-9層 に対応する表層部 と捉えられる。土質的には側方へ連続的に して変化する特徴が

あ り、礫の包含状況 と充填物の粒度によって 2種に大別 した。 これは標高差による土質の違い と言

い換えることができる。高地部での土壌は、暗色が強 く礫質過多の傾向にあ り層厚は薄い。礫の包含

量は落ち込みに合わせて減少 し、最終的にほとん どなくなってしまう。礫のない低地部では、極細粒

砂～シル トが主体 とする土質に変化 し、暗色はやや薄 くなり、層厚及び粘性が増す。 この違いは、高

地部が離水 していたのに対 し、低地部は堆積が進行する環境下にあったことを示すものと考える。遺

物については、2-8層 からは石器 (23)が一点出上 したのみで土器類は皆無である。よって、その形成

時期は弥生時代後期以前 としかいえない。

遺物観察表 3

初
号

遭
番 調査区

遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/g) 特  徴 胎土 /羽 質

成

調

焼

色 備  考

6 2
N3よ

第 6層
3

弥生土器 回径 ■52
器高 ■02～

面

面

外

内
回縁部～頸部ナデ、体部ナデ・ ミガキ

ロ縁部ナデ、頸部～底部ケズリ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :浅黄橙

内面 にぶい黄絡

頸部～体部にかけて

歪みが大きい

2
N31

第 6層
3

石製品

省玉

長さ 09
幅 045
厚さ 04
重さ 02

円筒形

穿子し具は石針、孔の形態は円筒形、孔内に段あ

り、孔径 2～ 15mm
花仙山製碧玉 暗緑 両面 Ie類

2
N31

第 7層
3

器牡

一霊

弥 口径 :(247)

器高 :58～

外面 :口 縁端部キザ ミ後擬凹線文 5条後棒状浮

文、口縁部ナデ、頸部ハケ後貼付突帯

内面 :口縁部～頸部ミガキ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

通

両

面

普

外

内
橙

にぶい橙

2
M34
第 7層

3
土師器 日径 :(180)

器高 :80～
面

面

外

内
口縁部ナデ、頸部ナデ後ミガキ

ロ縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 0 5nlmの砂粒、

普通

普通

外面 :灰白

内面 iに ぶい黄〔

2
L35

第 7層
3

弥生土器

注口土器 】

注口径 ■ 1

外面 i頸部～体部・注回ミガキ

内面 :頸部ミガキ、体部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 :橙

11 2
M32
第 7層

3
弥生土器

蓋

つまみ径 〔48
器高 :66

回径 ■16

外面 iつ まみ部ミガキ、天丼部ハケ後ミガキ、日

縁部ナデ

内面 :天丼部ケズリ後ミガキ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 にぶい褐

内面 :灰褐

12 2
N32

第 7層
3

弥生土器

甕

回径

器高

最大

41
13～
イよ39】

画

面

外

内
回縁部ナデ後 ミガキ、頸部ナデ、体部ナデ

回縁部～頸部ケズリ後ミガキ、体部ケズリ

普通

～ 05mmの砂粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄橙

内面 :どこぶい黄橙

外面燥付着

13 2
L36

第 7層
3

弥生土器

裂

日径 (148)
器高 :39～

面

面

外

内
回縁端部擬凹線文 3条
回縁部ナデ、肩部ケズリ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

画

面

普

外

内
類ヽ

14 2
N32

第 7層
3

弥生土器

甕

日径 (225)
器高 ■11～

外面 :口縁部平行沈線文、頸部ケズリ・ナデ、雇

部ハケ後ナデ後波状文

内面 1回縁部ナデ、頸部ケズリ後ナデ、肩部ケヌ

リ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい橙

内面 :橙

71面煤付着

,1類

15 2
N31

第 7層
3

弥生土器

高郷

日径 ■48
器高 ■9～

外面 回縁端部ナデ、日縁部 S字状渦文・三角形

をモチーフとする文様 (鋸歯文の一種か )

後ミガキ、邪底部ハケ、脚柱部ミガキ

ロ縁部ナデ後一部ミガキ内面

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 i FEk

スタンプ文土器

16 2
M31
第 7層

3
品

車

製

錘

土

紡
径 ■9

厚さ :05

外面 :ミ ガキ

内面 :ハ ケ

特記 :内外両面から穿子L

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :灰黄橙

内面 :に ぶい褐

土器転用品

1フ 2
M33
第 7層

3
石製模造品

未製品

長さ も4

幅 ?15
厚さ 04
重さ 77

剣形

磨製、研磨痕あり

表面に未貫通の穿孔 2箇所、裏面に未貫通穿孔 1

箇所あ り

緑色岩 オリープ灰

18 2
M34
第 7橿

3
器

斧

石

石

長さ ■11

幅 655
厚さ ■3

重さ ■104

打製、両側縁・刃部に細かい剥離痕あり

繊形、刃部は弧状、断面は本葉形
頁岩 (新第二紀 ) 灰オ リーブ 旨製石斧未製品か

19 2
M30

第 7層
3

器

明

石

不

長さ ■55
幅 :67

厚き :40

重さ 478

一端に強い敲打痕・ 擦痕あり

側縁・一端にカロエに伴う剥離痕あり
頁岩 (新第三紀 ) 天白

百斧未製品あるいは
]口 石か
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調査時には 2-8層 は無遺物層 と理解 していたが、黒色土埋土の遺構を検出するために 2区北東部

においては 2-8層 除去面を第 2面として調査を行った。

2-9層 (第 9層 ) オ リーブ褐色中粒砂～極細粒砂を主体 とする堆積層及び土壌層である。28層 の

直下に堆積 してお り、2-8層最下層 とは地質的に一連の土壌単位 と解釈される。調査では遺構検出面

設定の都合上か ら 28層 とは区別 して取 り扱った。基本的に 2-8層 と同じく、高地部では礫質過多、

低地部では細粒砂～極細粒砂が主体 となる。 この低地部の層中には普遍的に細礫が含まれている。 こ

れは八東川の氾濫に起因する堆積があったことを示 してお り、氾濫堆積物の供給 と表層の土壌化を繰

り返 しなが ら層のかさ上げが進んだと考えられる。当層からは現時点では遺物は全 く出土 しておら

ず、その形成時期は不明である。

B
◎   20

第5層 20～22

第8層23

２２

①

劃

副

◎２‐

◎

口
回

⑤
―

m

遺物図4 2区 第S層 。第8層 出土遺物

m

敬

遺物観察表 4
遺物

番号
調査区

還構番号

(調査番号 】 卵謎
版

号

図

番

別

繕

種

哭 法量em/o 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色
備  考

2
２

層Ｎ３
細 螂趣

長さ :26

幅 :o95 ホ面:ナデ
踏
～ lmmの 砂粒、

少ない

普通

外面 i明赤褐

2
４

層Ｍ３
射

4 榔霊

長さ 295
幅 ■ 1

厚さ ■ 1

重さ :66

円筒形

穿孔具 は鉄針 、穿孔 先端部 に生 じた割れ 円錐を研

磨調整 、孔 は逆 円錐 形 +割れ円錐後研磨 、孔径 3
～ lmm

宅仙山製碧玉 暗緑
片面 Ⅱe類 +割れ円霊

研磨

2
５

層

Ｌ

第 靭艶

長さ :245

幅 :085
厚き :08

重さ 26

召簡形

宇子L具は鉄針、孔内表面は平滑、孔は逆円錐形 +

!」 れ円錐後研磨、子L径 3～ 15mm
花仙山製碧玉 暗緑

片面 こe類十割れ円錐

研磨

2
１

層Ｍ３
細

石器

石斧

長さ ■14
幅 :69

厚さ ゼ4

重さ ?H

仔製

副片を素材 とし、周縁部分を敲打 し整形

砂質頁岩 (新第二

紀 )

灰
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調査時は 2-9層以下を完全な無遺物層と判断し、最終基盤層として扱った。

2-10層 (第 10層 ) にぶい黄色粗粒砂を主体とする締 りの強い堆積層である。包含される礫が特

徴的で、径 20cmを超える大礫の多さが特筆される。層の標高変化は 2-8層・2-9層 と同様で、高地

部である 2区北縁及び北東部では特に礫が大きく、多くなる lTr.4・ 5・ 2セ クション )。 この礫質部

の堆積構造は礫の間に砂が充填されるいわゆる礫基質となる。また、礫の覆瓦構造 (扁平な礫の重な

り方 )か らこれらが東から西にかけての流れの中で堆積 したものと推定される。この流向は 2区の北

約 50mに 位置する現八東川のそれと一致する。これらの状況から 2-10層の礫群は、八東川の旧河床

であつたと推定される。これに対して低地部では、礫が希薄となり、細粒砂～極細粒砂を主体 とする

砂質土が堆積する。

2-10層からの出土遺物は皆無である。2-9層 と同じく完全な無遺物層であり、調査時は最終基盤層

として扱った。

基本層序まとめ―基本層序から復元される堆積及び土壌形成過程と調査における課題 ―

2区において地質的・調査手法的見地から分類 した基本層序について若干の考察を行うとともに、

現代に至るまでの土地の形成過程を考えたい。

2区で確認されたうち最も古い堆積層は 2-10層である。堆積層所見からは旧八東川の河床 とされ

ており、当時に形成された礫質部の高まりが後世まで大きな影響を及ばしていることが判明した。た

だし、周辺の地形形成の鍵となる 210層の形成要因に関しては不明点と課題が多く残る。礫質部が

旧八東川の流芯なのか縁辺の河原になるのかどうか、加えて、礫質部と砂質部標高差が大きくなる理

由に関しては不明なままである。調査で確認できる範囲では礫質部が砂質部の下に潜り込むように見

えることから低地部の底が一時の流芯であったと推定することもでき、砂質部は当時の流路内堆積物

と捉えることもできるが、2-10層の底と礫の分布状況及びその下位層の含めた断面確認をしていな

いため確証はない。

2-9層から 2-8層期にかけては、か10層が形成した窪みを充填する局面と捉える事ができる。層中

にはラミナなど自然堆積を示す構造は確認できず、土壌化がみられることからこの段階では流芯は移

動していたと考えられる。

2-10層直上の 2-9層 は堆積性土壌層と判断されることから、地表化しつつもある程度堆積が進む

環境下にあったと考えられる。堆積要因は八東川の氾濫に求めるのが自然であるから移動した流芯は

未だ近くにあったと推定される。次の段階である2-8層期になると層の暗色化が顕者になることから、

表層部は安定した地盤となり、堆積がほとんどない中で土壌化が進んだ結果と考えられる。ただし、

この傾向は標高の高い礫質部でみられる状況であり、低地部ではやや状況が異なる。低地部の 2-8層

の厚さは引き続き堆積が進んだことを示している。最下層の一群は高地部に同様、顕著な暗色化がみ

られるが、その上位層では極細粒砂を主体とする土質となり暗色も弱くなる。したがって、この段階

で環境が変化し低地部は湿地状態となっていた可能性が考えられる。

2-7層期は、地形的には前段階と同様、2-10層が形成した窪みを充填する局面と理解されるが、層

中に土器が確認されるようになる点においてそれまでとは明確に区別される。遺物所見からその形成

時期は弥生時代後期から終末期にかけてと判断される。地質的には下位の 2-8層 よりかなり暗色が弱

く、堆積速度が速かったものと考えられる。堆積が進行する段階においては安定した地表面ではなかっ
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たと考えられる。ただし、2-7層 上部は後世の土地改変によって大きく削剥・撹乱を受けるため、当

時 27層がどの高さまで堆積していたのかは不明である。しかし、少なくとも 2-7層上面帰属と思わ

れる遺構が相当数検出されることから、2-7層堆積の最終段階において、表層部はある程度安定した

地盤を形成していたことは間違いないだろうし、2-10層 が形成 した窪みもほとんど埋積していたも

のと推定される。

以降 2-6層から21層にかけては、層の形成要因がそれまでの自然主導から人為主導に切り替わる

ことが最大の変化点である。その主たる要因は耕作と考えられ、各断面とも土地改変のために下位層

を大きく撹乱した状況が確認できる。210層 の八東川旧河床に起因する高まりもどこかの段階 (調

査での確認は圃場整備時 )で削平を受け、耕作に適した平坦地に均されてしまったと考えられる。こ

れは、元は存在したであろう遺物・遺構が既に失われ、現地表からの旧地形復元は困難なことを意味

し、また、集落構築には本来好条件といえる微高地部分が既に失われてしまっている可能性を示唆す

るものである。

2-6層は今回の調査で確認されたうち最も古い時期の耕作土である。耕作に直接関係する遺構とし

て 2-6層に帰属する耕作溝が検出されている。その時期は包含遺物から古墳時代後期以降と判断され

るが特定には至らない。遺物内訳は弥生時代後期から古墳時代前期にかけてのものが圧倒的に多く、

元は 27層あるいは遺構内に帰属していた遺物が耕作や土地改変行為によって巻き上げられた状況が

窺える。これは、本来の遺構構築面が失われてしまっていることを意味しており、理論上は今回の調

査で検出された遺構は全て 26層除去面に帰属する可能性が高いことを示している。そして、層位上

において連続する 2-7層 と2-6層 を分かつ層界には、少なくとも弥生時代終末期から古墳時代後期ま

での時間が包括されることを意味する。

2-5層から 2-3層 までは 2-6層 に続 く耕作土である。2-5層 からは近世双降とみられる遺物が出土

しており、26層 と直接的な連続性を持たせることは難しいと考える。2区では中世に帰属する遺物

が皆無なことから、2-6層 と2-5層 の時期的な断絶はその間のどこかの時点で大幅な土地改変が行わ

れたことを示唆している。これに対して、弥生時代後期から古墳時代の遺物は一定量包含しているが、

これは 2-5層が耕作によって下位の 2-6層 を撹乱していることを示しており、上位の 2-3層 にかけて

土器の微細化 。表面摩耗が顕著になる傾向にある。

2-2層 はブロック土を多量に含む撹乱土で、昭和の回場整備に際して形成された層である。重機に

よって相当な規模の土地改変が行われたようで、下位層に対する撹乱が著 しい。第 1面ではキヤタ

ピラ痕と思しき走行痕やバケットの爪痕が確認されている。この段階で旧微地形は完全に失われるこ

とになる。

21層 は回場整備後に形成された現代耕作土である。今回の調査は基本的に旧耕作土を削剥した状

態で開始となっているため、Tr.2の一部でわずかに確認したにとどまる。

以上、調査で確認した最古層である 2-10層から現代にいたる 2-1層 までを層位所見に基づいて概

観した。最後に層序所見から判明した事実と課題点を列記してまとめとする。

まず、当然のことながら土地の形成には旧八東川が大きく関わっていることが明らかとなった。調

査区内が八東川本体となる時期があったこと(2-10層 )が半U明 し、川の流れが逸れてから (第 8・ 9層 )

は、高地部は地表化して土壌化が進む。これに対して低地部は時間とともに埋積が進行し、その最終

段階 (2-7層 )で 当該地にヒトが入ってくることが確認された。一方、2区の約 250m西に位置する 3
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区では、ヒトの活動は弥生時代中期から確認されている。この時期の違いの意味するところは不明で

あるが、そもそも 2区では弥生時代後期以前の遺物が皆無である。まさにこの時期が流路期であっ

た可能性もあることから、210層 の堆積時期と29層 。28層の形成時期の究明が課題として残る。

2-6層以降は堆積ではなく削平の局面である。耕作及び土地改変によって、旧地形はおろか場合に

よっては遺構・遺物等過去の情報が大幅に失われてしまっている可能性があることが判明した。

第 2項 2区 の概要

2区は今回の発掘調査対象範囲のほぼ中央、 1区 と3区の間に位置する。調査地の形状は東西に長

い長方形である。調査面積は 1445,381� である。調査はトレンチ確認調査を含め 3面にわたってお

こなった。

面ごとの検出遺構の内訳は以下の通 りである。

第 1面  耕作溝群 (溝 11)・ 土坑 27・ ピット 15

第 2面  掘立柱建物跡 1・ 竪穴住居跡 1・ 大溝 3・ 溝 6・

土坑 13(住居内土坑 。清状土坑含む )・

ピット56(建物構成 。住居内ピット含む )・

土器だまり3

第 3面 (ト レンチ調査 ) ピット 14・ 土坑 3

【第 1面】 耕作溝群 。土坑・ ピットで構成される面である。古墳時代後期以降の耕作土である 2-6層

を除去した段階で検出された。最も新しいのは耕作溝、それに切られる単独遺構は弥生時代終末期か

ら古墳時代後期に属する。遺構数が少なくその残りも悪かったことから、耕作地以前の遺構面の様相

を示すほどの成果は得られなかった。

記載遺構は、耕作溝群・SK2027・ SK2024・ SK2005・ SK2008。 SK2026・ SK2010である。

【第 2面】 建物・大溝・溝・土坑・ ピットで構成される面である。弥生時代後期から古墳時代前期の

遺物包含層である 27層を除去した段階での検出面である。建物類は掘立柱建物跡と竪穴住居跡が一

棟ずつしかなく集落の中心とは言い難い状況である、ただし、ピット、土坑類は当時の高地部とみら

れる調査区北東側に集中していることから、その延長である調査区の北側と八東川の間には遺構の広

がりが予想され、集落が展開する可能性がある。調査区東部で検出された 3条の大溝は調査区外に

延び八東川に接続するとみられる。弥生時代終末期を中心とする遺物が大量に出土しており、2区を

代表する遺構である。溝は切 り合いから時期差が想定され、時期幅は遺物所見から弥生時代後期から

古墳時代前期と考えられる。

記載遺構は、SD2015・ SB2001・ S12001・ SK2031・ SK2041・ SK2040・ 土器だまり2001・ 土器だ

まり2002・ SD2012・ SD2013・ SD2014‐である。

【第 3面】 第 2面調査後の補足確認目的のための調査面である。調査区全域を トレンチによる遺構

確認をおこなった。確認面は 2-8層 除去面である。結果、調査区中央から東部にかけて土坑・ピット

が少数検出された。これらは第 2面の検出漏れ遺構と位置付けられる。

記載遺構以外については 2区各面の平面図と2区遺構一覧表 (表 7・ 8)を参照のこと。
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第 3項 2区  遺構 と遺物

第 1面 (図 15、 写真図版 6)

第 1面は 26層を除去した後の遺構面である。調査区北部は 2-8層 を、中央部から南部では 2-7層

を検出基盤層 とする。一部、第 2面の調査に至る 2-7層 掘削時に追加検出された遺構もある。 これ

は、所見や時期観に基づ く検討の結果、第 1面に帰属させたものである。直接の帰属層である 2-6

層は調査区全域にわたって確認されるが、上位層による撹乱がひどく、層の残 りが良いとは言えない。

2-6層 は弥生時代後期から古墳時代にかけての遺物包含層、その性格は耕作土とされる。第 1面の標

高値は、北東部 46.272m・ 南東部 46.263m。 中央北 46.143m。 中央南 46.106m。 北西部 46.125m・

南西部 46.122mと なり、北東から南西にかけてわずかに下がる耕作面が想定される。

第 1面遺構は調査区西部に集中する。遺構は層位的帰属から大きく2つに分類でき、新旧関係が

明確である。

新しい一群は 26層を主体埋土とする耕作関連遺構である。これに該当する遺構として、調査区西

部において集中的に検出された耕作溝がある。重機掘削による表土剥ぎの際に一部掘り過ぎたため、

図面上は間が途切れているが、その延長方向から本来は繋がっていたものと考えられる。主軸方向か

ら大きく3つ に分類できるが、耕作時期を示すものかどうかの判断はできない。Tr,3断面観察にお

いて、純粋に 2-6層 下面に帰属する (検 出面での分層線が入らない )こ とを確認した。帰属時期は遺

物からは特定できず、層所見と同じ古墳時代後期以降近世以前となる。

古い一群は耕作溝以外の遺構である。先の耕作溝に切られることから、帰属時期は耕作以前となる。

遺構の分布や広がりに規則性はみられず、基本的に単独遺構としての評価しかできない。遺構埋土は

検出基盤である 2-7層 よりやや褐色が強いものが多い中で、SK2010に代表されるような、その遺物

の存在によって初めて認知されるものもある。特筆すべき遺構 としては、その遺物出土状況から古墳

時代後期から終末期の墓坑と想定される SK2027と SK2024が ある。調査地周辺には同じく古墳時代

後期から終末期にかけての横穴式石室を有する古墳とされる「奈免羅古墳」。「梨ノ木古墳」(ど ちら

も現在は消滅 )がある。2区では基本的にこの時期の遺物は皆無といえるほどに少なく、時期対応を

証明できる遺構も他に見当たらないが、当該期の周辺域が墓域であった可能性を示唆する成果であ

る。そのほか、時期のわかる遺構では古墳時代前期の廃棄土坑 と目されるSK2010がある。同形式別

個体の壺が複数個体分出土しており、その特異性が注目される。また、SK2026な ど出土遺物から弥

生時代後期後葉まで遡る可能性がある遺構が複数検出されたが、小破片であれば 27層の巻き上げ遺

物の可能性が高くなるため時期の判定には使用しにくく、2-6層 との時期幅を示すことしかできない。

ピット類には並びのみられるものはなく、建物は確認されなかった。

第 1面の遺構は残存状況の悪いものが多く、積極的に評価できないものが多い。耕作溝以外の第 1

面遺構 45基のうち、深さが 10cm以下のものは 25基、20cm以下のものを合わせると37基に及ぶ。

当時の遺構構築面が 2-6層耕作期までに大きく削平された結果 と考えられ、既に失われてしまった遺

構も数多くあるものと思われる。
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図15 2区 第1面平面図
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■耕作溝群 SD2001～ SD2011(図 16、 写真図版 6)

位置  2区 第 1面西半部、M30～ N32グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.059m～

46.187mで ある。

検出状況  第 1面調査時、2-6層を除去した段階で複数条の溝が検出された。溝の延長はTr,3上で

も確認されており、断面観察からは 26層 が帰属層となること、その他の第 1面遺構を切ることを

確認した。この埋土所見と一定間隔をあけて並行する状況から耕作関連遺構と想定されたため、その

他の第 1面遺構 とは区別して調査をおこなった。N31グ リッドでは、重機による表土剥ぎ段階で深

く掘り過ぎてしまい、この範囲の溝は確認不能となってしまった。

平面形状・規模  合計 11本の清が検出された。断面形は 11本 とも共通しており、浅い U字形を

呈する。西側は調査区外へ続く。各溝の規模 (検出長×最大幅 ―確認面からの深さ )と 平面形及び主

軸方向は以下の通り。

SD2001(5.386m× 0.335m-0.049ml西側にやや湾曲しながら延びる。N-11° 一W。

SD2002(1.684m× 0306m O.130ml直 線状。N12° 一W。

SD2003(6.061m× 0.330m-0,11lml直線状。N-90° ―W。

SD2004(5.870m× 0.329m-0.081ml直線状。N-89° ―W。

SD2005(6.098m× 0.376m O。 108ml直線状。N89° 一W。

SD2006(2.899m X O.350m-0,056ml直 線状。N90° 一W。

SD2007(9.576m× 0.340m-0.080ml南側にやや湾曲しながら延びる。N-70° ―W。

SD2008(7.893m× 0.297m-0.102m)南側にやや湾曲しながら延びる。酢64° 一W。

SD2009(5.371m X O.370m O.097ml南 側にやや湾曲しながら延びる。N-60° ―W。

SD2010(3.383m× 0,192m-0.066ml直線状。N-67° ―W。

SD20 H(4.408m× 0.278m-0.084ml西側にやや湾曲しながら延びる。N30° E。

SD2003と SD2008、 SD2004と SD2007は溝幅がほぼ同じである。緩やかに湾曲しながら延びる

溝をそのまま延長復元すると、そのまま繋がることから元は一連の溝であったと考えられる。溝の分

断原因は表土剥ぎ時の掘り過ぎのためである。清はその主軸方向から、南北方向のSD2001・ SD2002、

緩やかに湾曲しながら延びるSD2003～ SD2010、 これに直行するSD20 Hの大きく3つに分類できる。

埋土  埋土は基本的に 2-6層 と同じである。黒褐色土を主体とする中に、細かなブロック土が含ま

れる。このブロック土は検出基盤層である 2-7層 と考えられ、基盤層が巻き上げられた状況と捉える

事ができる。清によっては埋土の色調に若千の差異がみられる。2-7層 の包含量の違いによるものと

思われる。

遺物検出状況  百点以上の破片が出土しているがその大半は器表の摩耗の進んだ微細破片である。

基本的に 2-7層 から巻き上げられた遺物と考えられる。時期のわかる遺物では、SD2007・ SD20 H

から弥生時代後期の甕口縁部が出土している。しかし、細片かつ器表の摩耗度の高さから耕作時期を

示すものではないと考える。

遺構の性格と帰属時期  SD2003～ SD2010の 間隔は 3.5m～ 4m程度、平面図では等間隔で並行

する状況がよくわかる。埋土からは、27層起源のブロック土が注目される。耕作土である 2-6層 と

併せて考えると、耕作に伴う鋤跡などの遺構性格が想定される。これらの溝は耕作行為が 2-7層 に及

んだ痕跡である。2-6層 を埋土とする耕作関連遺構が検出されたことにより、26層 が耕作土である
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耕作溝群 土層観察表

層番号 V・
‐
1どこ…   ■性          混入物等′申…フ  上色名    ……          …′`″コ

1  
‖翫具瞥  極細粒秒

鶏鏃 ブロック上少量

図16 2区 耕作溝群遺構図

2 
管 習替  極細粒砂 細かな第掘 カ ック土中量

3 1襲
警 鰹猪鼈患

中粒砂中量、締り軟質

胆
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ことの補強にもなった。

遺構時期について、時期のわかる出土遺物は 27層からの巻き上げ遺物と考えられ、遺構の年代を

示すものではないと判断した。したがって、遺構の帰属時期は 26層 の時期をあてはめることしかで

きず、古墳時代後期以降近世以前までの時期幅を持つ。溝は主軸の違いよって時期差がある可能性が

あるが、直接の切り合いがなく遺物からの検討も不可能なことからそれ以上の評価はできない。(濃井 )

■ SK2027(図 17、 遺物図 5、 遺物観察表 5、 写真図版 7・ 49)

位置  2区 第 1面 K35・ 36グ リッドに位置する。帰属遺物確認面の標高は 46.300m付 近、遺構

プランの確認面の標高は 46.145mで ある。

検出状況  第 1面調査時に調査区北東端部において、10cm程度の大きさの須恵器片が集中出土し

た。2-6層掘削中において確認される須恵器の量はわずかなことから、須恵器集中部は遺構となるこ

とが想定された。複数回の平面精査による検出を試みたが、この段階で遺構は確認されなかった。周

囲の第 1面の検出基盤層は暗色の強い 28層である。遺構埋土が 2-8層 と類似するために検出困難と

なっていることを考え、須恵器出土範囲を段状に残し第 2面調査に移行した。第 2面 (第 7・ 8層除

去面 =2-9層 上面 )で再度検出をおこ/d― ったところ、須恵器出土範囲の中心部に楕円形の遺構プラン

が確認され、断面にも遺構プランから続く立ち上がりをかろうじて確認できたため、上層出上の須恵

器を包含する遺構と判断した。

平面形状 。規模  須恵器片の出土範囲は東西 1.5m。 南北 0,9m。 破片密度は中心部が最も高く、周

縁部にかけて低 くなる。遺構本体の平面形は楕円形で、長軸 1.873m・ 短軸 0.540mを 測る。この数

値は第 2面検出時のものである。断面の立ち上がりからは、第 1面換算で長軸 2.lm・ 短軸 1.2m程

度の遺構規模が想定される。主軸方向は N-30° E。 断面形は浅い U字形で、確認面から遺構底まで

の深さ (断面確認値 )は 0.195mで ある。

埋土  埋土は単層、黒褐色細粒砂を主体 とし、10cm程度の礫が含まれる。周囲の基盤層である

28層 と類似する。

遺物検出状況  上層部の遺物集中域で 20点以上の須恵器片が出土、遺構埋土内からは須恵器微細

片がわずかに出上 した。出土須恵器の 9割以上が接合され、須恵器横瓶 (24)が 1個体復元された。

外面両頂部のカキロと体部中央のタタキロが明瞭な個体である。歪みが著しく、外面には焼成時の自

然釉による他個体の熔着が複数個所で認められる。この中に須恵器蓋邪の口縁部熔着痕がある。直径

約 9cm、 小型の蓋郷である。この蓋郷と横瓶は共に古墳時代終末期、7c初め頃の所産と考えられる。

遺構の性格と帰属時期  遺構性格を考える上において、まず、須恵器横瓶の土坑帰属の厳密性につ

いて検討する。須恵器の出土レベルは 26層 と2-7層 の層界部に集中しており、平面分布は土坑を中

心とした広がりを見せる。土坑の復元範囲外の破片も数点確認できることから、破片レベルでは 2-6

層に帰属するものもあると思われる。ただし、2-6層 は耕作土とされており、層の形成は下位に対す

る撹乱行為によって成されるはずである。そして、2-6層 中においては他に須恵器の集中出土がない

ことから原位置から大きな移動はないことが想定される。よって、遺構に帰属していた横瓶が 2-6層

形成時の耕作行為によって破壊・分散した可能性を指摘できる。したがって、この横瓶は土坑に伴う

遺物であると考えられ、SK2027の 層位上の帰属は 2-6層除去面となる。次に遺構性格についてであ

るが、1.元は完形の横瓶が埋置されていた可能性が高いこと。 2。 その他の混ざりこみの遺物が皆
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※2‐○層は層序名(2区勢Э層)を 示次 詳細は基本層序項に記載

SK2027土 層観察表

禦 部

層番号 コ～
i整イ

ロ   土性          混入物等′山山'  土色名    ~…          V・ /ヽ "'

1 
督 継  細粒砂

菱誓繁痒ゑ彗

ЮCn以 下の礫少量

図17 SK2027遺構図
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遺物観察表 5

物

号

遺

番
調査区

遺構番号

(調査番号 ) 卵需
図版

番号

別

種

種

器
法量 (cm/81 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

2
SK2027

(2113)
5

須恵器

横瓶

日径 (110)

器高 283～
体部長径 394
体部短径 278

外面 i口縁部～頸部ナデ、体部タタキ後カキメ

内面 :同心円当て具痕あり

普通
～ lmmの 砂粒、

普通 黄灰

灰

暗

好

面

面

良

外

内

熔着痕が多い

自然rtが全体に付着

遺物図5 SK2027出 土遺物

無であること。3.検出プランが元の遺構形状を反映 している可能性が高 く、長軸 2m× 短軸 lm程

度の楕円形 と想定されることなどから考えると、後の耕作によって上部に破壊・撹乱を受けた墓坑の

残骸の可能性が考えられる。遺構の底に対 して横瓶の出土位置が高いことは、埋葬 と同時ではな く、

埋葬の最終段階以降に供献されたことを示す。

遺構の帰属時期は須恵器横瓶 とその熔着個体から古墳時代終末期 と判断される。

■ SK2024(図 18、 遺物図 6、 遺物観察表 6、 巻頭図版 3、 写真図版 7・ 49)

位置  2区 第 1面 M33グ リッドに位置する。帰属遺物確認面の標高は 46.100m付 近、遺構プラン

の確認面は 46.030mで ある。

検出状況  調査区中央部において、第 2面調査時、27層掘削中に完形の蓋杯が複数個体出土 し、

その遺物出土状況から検出漏れ遺構の存在が想定された。 この時点で既に遺物が浮いてしまっていた

が、周囲の面を揃えて遺構検出を試みた。その結果、遺構残存部断面上で掘 り込みが確認され、平面

上においても対応する遺構プランが検出された。遺構 として確認できたのは東端部の一部のみであ

る、西側は 27層掘削時に破壊されてお り規模は不明である。

平面形状・ 規模  確認 された形状か らは円形 もしくは楕 円形 と推定 され る、遺構規模 は東西

0.637m。 南北 0613m、 共に残存長である。断面形は皿型で、土器確認面から遺構底までは 014m

である。

埋土  埋土は上下 2層 に分かれるが、共に黒褐色極細粒砂を主体 とする土壌層である。下層はや

や砂粒が多 くなる程度で色調・土質 とも類似 してお り。堆積状況に違いはみられない。遺構確認時の

基盤層である 2-7層 と類似することから、遺構掘削土がそのまま埋め戻されたと考えられる。
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SK2024土 層観察表 SK2005土 層観察表

層番号 J.■性∵
ψⅢ  ■桂         混入物等・・‐ ソ  土色名    ~…

          …^・ ‐

1 そ甘]指争と!れ顕孫田紗甥歿撃錦ぢ々;;卜 re.

2 蟹滞ど 極細粒砂程耗蹴
図18 SK202牛 SK2005遺構図

m

遺物図6 SK2024出 土遺物

2蟹だ

遺物検出状況  上層から完形の須恵器杯蓋と杯身が 2セ ッ

ト、遺構の東端部からまとまって見つかつた (25～ 28)。 正位

の杯身の脇に裏返った蓋が並ぶ状態で出土した。割れてはいる

が元の形状を完全に保っている点から、原位置を保っている

とみて間違いない。この蓋邪の色調は 4個体 とも橙色系であ

る。一見土師器かと見間違うほどで、軟質な器表は還元焔焼

成されたとは思えない。 しかし、ロクロを使用 したその制作

技法はまさに須恵器のそれであるため、須恵器 として分類し

た。法量・形態は 4個体 とも共通しており古墳時代後期、Ⅱ

期後半に比定される。邪身内の充填土を別途洗浄したが、特

層番号 コ・こ遭花 混入物等

1  ‐薫繕也 極紳粒砂 中粒砂～細粒砂中量

纏鑑建あ第7層プロック多量

L

遺物観察表 6

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号〕

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量lcm/o 特  徴 胎土 /材質

成

誦

焼

魯
備  考

SK2024
(2069)

6
須恵器

郷蓋

ヨ径 ■50
ti高 :46

外面 :天丼部上半回転ケズリ、天丼部下半～口縁

部回転ナデ

内面 :回転ナデ

普通
～ 4mmの 砂粒、

普通

橙

橙

黄

黄

浅

浅

通

面

面

晋

外

内

違元焔焼成されて�
ない

SK2024

(2069)
6 籍婚

ヨ径 1140
器高 :41

最大径 ■60

外面 :立ち上がり～体部回転ナデk底部回転ケズ

リ

内面 1回 転ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :黄橙

内面 :浅黄橙

還元焔焼成されてヽ

ない

SK2024

(2069)
6

須恵器

不蓋

ヨ径 ■56
器高 :43

外面 :天丼部上半回転ケズリ、天丼部下半～回洞

部回転ナデ

内面 :回 転ナデ

普通

～ 5mmの 砂 粒、

普i爵

外面 :橙

内面 :浅黄橙

還元焔焼成されてし
ない

2
SK2024

(2069)
6 郷増

ヨ径 ■36
器高 ■5

尋大径 ■64

外面 :立ち上がり～体部回転ナデ、底部回転ケズ

リ
肉面 :回転ナデ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

外面 :淡橙

内面 :浅黄橙

還元焔焼成されてし

ない
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層番号 υ】

4追芝

ul  
■性          混入物等

 ́ 10Y3/1 _ら にコ 第7層ブロック土少量

SK2026土 層観察表

層番号 “
こ追芝

“   土性          混入物等

.  25Y3/1 転術郎樹、径20cm以 下の礫多量1  革括雹 極細粒砂甲ぜ浙板童 I  鷲商督 極紳粒砂凄花坊歩撞
2 蟹躍 鰹継患第7層ブロック土中量

図19 SK2008・ SK2026遺構図

に何も見つからなかった。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。遺構の確認範囲が限られるため、厳密な性格の言及は難しい

が、蓋邪から遺構性格の検討を試みる。最初に、帰属すべき検出面について検討する。遺構検出のきっ

かけは 27層掘削中における完形蓋不のまとまった出土である。2-7層 は古墳時代前期までの遺物包

含層で、それより新しい出土遺物は皆無である。したがって、追加確認されたこの SK2024は 第 1面

の検出漏れ遺構としても矛盾はない。次に、蓋郷確認時には遺構西側はよって大きく破壊された後で

あったが、その際には共伴するとみられる遺物はなかったことから、遺構に帰属する遺物は東端で検

出された蓋郷 4個体のみであった可能性が高い。また、検出された遺構形状からは、既に破壊され

た西方向に長軸を持つ楕円形の土坑であった可能性が想定される。以上の点から、SK2024は蓋イ 4

個体を副葬品とする土坑墓であった可能性を想定したい。そして、遺構の層位上の帰属は 2-6層除去

面となる。
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■ SK2005(図 18、 遺物図 7、 遺物観察表 7、 写真図版 7・ 49)

位置  2区第 1面 N30グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.H4mで ある。

検出状況  第 1面調査時、2-6層を除去した段階で検出された。

平面形状・規模  平面形は楕円形で長軸 0.942m・ 短軸 0.659mを 測る。断面形は盤形で確認面か

ら遺構底面までの深さは 0,018mで ある。

埋土  埋土は上下 2層 に分かれる。上層は砂粒を含む黒褐色細粒砂である。下層は黄灰色細粒砂

～極細粒砂、検出基盤層である 27層のブロック土が顕著である。土坑開削時の取 り残し土 (加工層 )

と思われる。

遺物検出状況  最も残りの良い遺物は土師器 (あ るいは弥生土器 )蓋 (29)である。その他の遺物は

微細破片である。体部細片が 5点出土した。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。帰属時期は出土遺物から古墳時代前期と推定される。断面観

察から、掘り込まれていることは証明できるが、それ以上の所見は示せない。

遺物図7 5K2005。 SK2006・ SK2026出 土遺物

0__…_,____―〔L“⊇_____――一二蛭や耐

SK2005:29
SK2006:32
SK2026:30・ 31

＼     イ~沙
ぬ ll＼ゝ _/)

遺物観察表 7

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量lcm/o 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色
備  考

ＳＫ

修
7

(土師器 )

蓋

つまみ径 〈26)
器径 :39

日径 :98

外面 iつ まみ部ナデ、天丼部 ミガキ

内面 :天丼部ハケ

密
～ 3mmの 砂 粒、

少ない

橙ぶに

橙

通

面

面

普

外

内

2
SK2026

(2072)
7

弥生土器

甕

日径 (222)
器高 :70～

外面 :回縁部～肩部ナデ

内面 :回縁部～頸部ナデ後 ミガキ、肩部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

褐黄明

黒

通
面

面

普
外

内
Dl類

SK2026

(2072)
7

弥生土器

甕

口径 (1861
器高 :44～

外面 :回縁部～頸部ナデ

内面 :回縁部ナデ、頸部ケズリ

普通

～ 3mmの 砂 粒、

やや不良

外面 !橙

内面 iに ぶい褐

外面煤付着

D2類

ＳＫ

Ｏ
7

石器

砥石

長さ ■285
幅 ■165
厚さ :565
重さ ■401

断面は短形

砥面 4面 砂岩 (新第三紀 ) 黄灰
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■ SK2026(図 19、 遺物図 7、 遺物観察表 7、 写真図版 49)

位置  2区第 1面 M35グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.220mで ある。

検出状況  第 1面調査時、2-6層を除去した段階で径 20cm程度の礫の集積部が検出された。遺構

の存在が予想されたが、平面上では確認できなかった。礫の多さからサブトレンチによる断面確認は

困難と判断し、2-7層掘削時に南半部を大きく段状に残して第 2面調査時に平・断面再確認をおこなっ

た。その結果、掘り込みの内側に礫が集中する状況が確認されたため、遺構として追加調査を実施し

た。

平面形状 。規模  平面形は不定形 。楕円形に近いいびつな形状である。長軸 1.208m・ 短軸 0.873m

を測る。断面形は不整 U字形で確認面から遺構底面までの深さは 0.371mで ある。

埋土  埋土は単層、黒褐色の極細粒砂を主体とし、大小様々な大きさの礫が不規則に混じる。わず

かに炭化物が含まれる。

遺物検出状況  弥生時代終末期に帰属するとみられる甕 (30・ 31)がある。その他の細片遺物は、

壷 2点・甕 12点・高邦 2点・器台 6点。甕の比率が高い。土器以外では、遺構底から長さ 10cm程

度の炭破片が出土した。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。礫の多さと、遺構形状が不整形なことから判断して、礫を捨

てることを目的とした土坑と推定される。帰属時期は出土遺物から弥生時代終末期以降と判断される

が、26層の時期によっては新しくなる可能性がある。

■ SK2006(遺物図 7、 遺物観察表 7、 写真図版 49)

位置  2区第 1面 N30グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.093mで ある。

検出状況  第 1面調査時、2-6層を除去した段階で検出された。

平面形状・規模  平面形は円形で長軸 0,892m・ 短軸 0.673mを 測る。断面形は盤形で確認面から

遺構底面までの深さは 0.038mで ある。

埋土  埋土は単層、オリーブ黒色極細粒砂を主体とし、下方にかけて、検出時の基盤層である 2-7

層のブロック土が増す。掘削土でそのまま埋め戻された状況と思われる。

遺物検出状況  32は砂岩製の砥石である。砥面は 4面。土器は微細破片のみである。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。帰属時期は遺構面所見からの判定となる。耕作溝以前、弥生

時代後期後葉から近世までの時期幅しか示せない。

■ SK2008(図 19、 写真図版 8)

位置  2区第 1面 N30グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.171mで ある。

検出状況  第 1面調査時、2-6層を除去した段階で検出された。

平面形状・規模  平面形状は楕円形、断面形状は U字形もしくは不整逆台形である。長軸 1.579m・

短軸 0.608m、 確認面から遺構底面までの深さは 0.250mで ある。

埋土  埋土は上下 2層 に分かれる。上層は黒褐色極細粒砂の主体土に、砂粒とブロック土が含ま

れる。下層は色調がやや明るくなリブロック上が増す。両層に含まれるブロック土は色調から 2-7層

起源と考えられ、当遺構は埋め戻された可能性が高い。

-51-



滋

ｓ
の
判

／

，
Ｐ
＝
●
Ａ^
じ

　

７
　

　

，
Ｖ

1面 2面 3覆野 4面

到 爽 SK2010土 層観察表

層番号 フ

括電 芝
…   土牲 混入物等

1  
貿 ダ督  極細粒砂 土器片多量

中

第4面主gF出 上状況国

中

m

「~~ユ

国
Ｆ
煮
る
０
国
Ⅸ
Ｏ
ｒＯ
ω
沃
ψ

33～361Ek抽 出遺物
A―GIEk同一個体を示す

図20 SK2010遺 構図

-52-

SK2010南 〕rdot分 布図



遺物検出状況  計数可能な土器点数は 16点である。 このうち、甕 2点・器台 1点が器種判定が可

能な破片である。明瞭に時期のわかる遺物はないが、鼓形器台の脚裾端部 とみられる破片から、かろ

うじて弥生時代後期後葉から終末期の様相が読み取れる。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。27層起源のブロック上が上下層 とも含まれ、それが下層に

かけて増える状況から掘削土による埋め戻 し行為が想定される。平面形状 と遺構規模から土坑墓の可

能性も想定 して調査を進めたが、副葬品と考えられる遺物はなく、埋葬施設の痕跡は見つからなかっ

た。遺構の短軸断面からは明確に掘 り込まれていることを確認できるが、底面の不整形さからは特に

形を意識 していたとは思えない。墓 としての根拠に乏 しく、その可能性は極めて低い。

遺構時期について、出土土器は微細破片であるため時期判定には適さない。 したがって、帰属時期

は遺構面 と層所見からの判定 となる。耕作溝以前、弥生時代後期後菓から近世までの時期幅 しか示せ

ない。(濃井 )

■ SK2010(図 20、 表 4、 遺物図 8、 遺物観察表 8、 写真図版 8・ 50)

位置  2区 第 1面 M31グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 46095mで ある。

検出状況  第 1面調査時、2-6層 を除去 した段階で土器片が多数露出したことで検出された。

平面形状 。規模  平面形は楕円形、断面形は皿形である。長軸 0.821m・ 短軸 0.608m、 確認面か

らの遺構底面までの深さは 0.230mで ある。

埋土  埋土は単層、黄灰色極細粒砂を主体 とする。埋土内に細片土器が多 く含まれる。土色・土質

共に 27層 と類似 してお り、遺物がなければ遺構の認識は困難である。

遺物出土状況  遺構からは、多数の土器片が出土 した。4回に分けて記録 した出土状況図からは、

土器片が土坑中央部を中心 として上部まで広がるように埋まっていたことがわかる。確認された器種

は、壺・甕・高郷・器台である。個体 としての残存率はそれほど高 くなく、最大のものでも口縁部か

ら体部上半までの接合にとどまる。

a.遺物の出土傾向  出土土器について帰属時期 と摩耗の有無による分類をおこなった。帰属時期

は弥生時代後期から古墳時代前期までの幅がある。弥生時代後期後葉 と古墳時代前期の上器遺物が多

く、弥生時代終末期の遺物は少ない。また、須恵器は確認されていない。摩耗については、器表・調

整がはっきり残存するものから、破断面が削れて丸 く/3-っ てしまっているものまで、遺存状態の差が

激 しい。土器片検討の結果、摩耗の有無は遺物の帰属時期や出土面 とは無関係であることが判明 し、

さらに、摩耗のある破片 とない破片の接合が確認された。

b.器種細分と抽出遺物  器種は壷の

割合が高い。個体 レベルで確認できた

壼は、 口縁部 に波状文を施 した もの 6

個体、肩部に突帯を有するもの 5個体、

それ以外 1個体、合計 12個体を確認 し

た。甕は口縁部 に平行沈線文を施 した

もの 2個体、施されていないもの 1個体、

合計 3個体を確認 した。 これ らの甕の

細片は破砕 され摩耗が進行 しているが

表 4 SK2010遺 物構成表

器 種 特 徴 時期要素 数 量 部 位 摩耗

〓里 波状文 弥生後期後菜 6個体 口縁部 有・無

突帯有り 古墳前期前葉 5個体 口縁部～体部 有・無

それ以外 1個体 口縁部 頸部 有・無

甕 沈線文有り 弥生後期後葉 2イ団体 口縁部 有

沈線文なし 弥生終末期 1個体 口縁部～体部 有 。無

器 台 大破片 ～弥生終末期 1個体 受部 筒部 無

器台・高邪 器種特定不能 10個体十 体部 脚 (台 )部 有・無

不 明 底部 (平底 ) 2イ団体 底部 有・無

糸田片 100点 + 体吉Б 有・無

つ
υ

貞
υ



接合可能であった。高不・器台はいずれも数個体ずつ出土 しているが接合できるものは少ない。出土

遺物の中から遺物番号 33～ 36を抽出した。35は壺である。口縁部に波状文・平行沈線文が施され

ている。波状文は櫛状工具を用いて施文 したとみられるが、その方法が特徴的である。通常の波状文

は、施文方向に対 して角度を固定 した原体を平行移動させることで波を表現する。 これに対 して、本

例では波形に対 して常に直交するように原体の角度を調整 してお り、波形頂点では内側を起点 とした

原体の回転によって折 り返 しをおこなっている。35と 同じ特徴を持つ壼破片を検討 した結果、類似

性の高い破片が、口縁部の長さの違い、波状文 と平行沈線文の施文順序の違い等で 5個体に細分さ

れた。34は壷である。口縁部は無文、屈曲部から外反 して立ち上がる。肩部に貼付される突帯は古

墳時代前期の要素 と判断される。当遺構内で最も新 しい遺物 と思われる。34と 同じ特徴を持つ壺破

片は、口縁の形態、突帯形状の微細 /d― 差か ら 4個体に細分された。直接の接合関係にはないが、 こ

れ と同系統 とみ られる壺破片は相当数出土 している。36は 壺である。複数の遺物検出面に跨る接合

関係を持つ個体である。 1回 目の検出で顕部の一部、4回 目の検出で口縁部の 3分の 2が 出土 した。

36の ように検出面を異にしながら同一個体 と判断される遺物を 10例確認 した。遺構埋土が単層であ

ることとあわせて考えると、SK2010の上器片はまとめて一度に埋められたと考えられる。

遺構の性格と帰属時期  破片遺物をまとめて埋める行為が想定されることから廃棄土坑 と考えられ

る。遺構の帰属層 と出土遺物についてはさらなる検討がな要である。

調査時には、遺物量の多さとその状況から一括性の高さを想定 し、土器埋納遺構などの性格を考え

ていた。 しか し、土器詳細検討の結果は、個体・時期的な一括性を否定するものであった。出土遺物は、

個体数の多さ、土器の帰属時期幅の広さを特徴 とし、さらに、土器の新旧と摩耗の有無に関連性が乏

しいことが判明 した。そのような土器片を一括廃棄するための掘 り込みが当遺構であるのなら、廃棄

に至る以前の土器の状況を考える必要があろう。

遺物観察表 8

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 珈需
版

号

図

番

別

種

種

器
法量やm/o 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色
備  考

2
SK2010
(2001)

8
弥生土器 口径 :(186)

器高 :93～
朴面 :回 縁部～頸部ナデ

有面 :回縁部ナデ、頸部ハケ、肩部ケズリ後ナデ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :浅黄橙

内面 :に ぶい構

2
SK2010

(2001)
8

土師器 口径 (244)

器高 ■08～

外面 :田 縁部ナデ、頸部ハケ後 ミガ+、 肩部突帯

貼 り付け後ナデ

内面 :回 縁端部ナデ、口縁部～頸部 ミガキ、肩部

ケズリ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

橙

橙

好

両

面

良

外

内

2
SK2010

(2001)
8

弥生土器 ０

一
四
４２

径

高
口

器

外面 :日 縁部ナデ後波状文、日縁部下端沈線文 2

条、頸部ミガキ

内面 :回 縁部ミガキ

密
～ 4mmの 砂 粒、

普通

良好

外面 :に ぶい黄橙

内面 :黄褐

2
SK2010

(2001)

(弥生上器 )

変

口径 :(332)

器高 ■34～
ホ面 :日 縁部～頸部ナデ、肩部ハケ後ナデ

内面 :回 縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

少ない

普通

外面 :灰白

内両 :浅黄

垂8～ 1lmmの 礫を

少量含む

54



時期を違えた土器が同じように破砕、摩耗を受ける状況としては、耕作行為があげられよう。当調

査で確認される最も古い耕作土は当遺構を切る 2-6層 である。当遺構埋土には 26層のブロック土が

含まれておらず、2-7層 に非常に近い。したがって、遺構構築面は後世に削平されたと考えられる。

埋土所見からは 2-7層 帰属遺構と判断されるが、2-7層 は耕作土ではないため、直接つなげることは

できない。可能性として、26層耕作前にさらに古い段階の耕作土を想定できればそこに帰属させる

ことができるが、調査を通じて 2-6層 より古い耕作痕跡を確認していないため憶測に過ぎず、土器摩

耗原因の特定には至らない。

そして、もう一つ考えなければならないことは。出土遺物から復元される器種構成が特殊であると

いう点である。他遺構や層掘削では確認できない特徴を持った壼が 11個体も想定される。この壷は

摩耗のない破片も多く、元々は別の遺構に属していた可能性が高いが、今回の調査ではこれらの壷と

関連を見いだせる遺構は検出されなかった。

遺構時期ついては、多数の上器片の中に須恵器が一点も含まれないことと、最も新しい遺物である

壺 (341を判定根拠として、古墳時代前期と判断できる。ただし、上記の検討から遺構が形成されるのは、

この壷が破砕 。摩耗を受けた後と考えられる。当遺構を切る 26層の形成時期は古墳時代後期から近

世までの幅が考えられるため、26層の時期次第では新しくなる可能性があることを補足事項として

指摘しておく。(湊井・島田 )

第 2面 (図 21、 巻頭図版 1・ 2、 写真図版 9)

第 2面は 2-7層 を除去した後の遺構面である。ただし、これはあくまで理論上の定義であり、実

調査では掘削状況に少し違いがある。Tr.1～ Tr.5の断面御察による堆積状況の確認からは、28層 と

同色の埋土を持つ遺構を確認しており、この検出には 2-8層除去、すなわち、2-9層を検出基盤層 と

する必要があった。このため調査北部では 2-8層除去面を第 2面 とした (図 21-点鎖線以北 )。

南に下がりながら厚 く堆積する 2-7層 には大きな課題がある。堆積時期は弥生時代後期前葉から終

末期後半にかけてとされるが、層中には古墳時代前期の遺物も含まれる。基本層序項では、埋土が検

出基盤層に類似するため検出しえない遺構についての可能性を示 した。2-7層掘削中においては土器

だまり2001な ど、明らかな遺物の集積がみられるにも関わらず掘方が確認できない遺構や、土器だ

まり2002と 大溝との関連の検討、また、各セクションにおける断面観察を通じて、第 2面遺構の層

位上の帰属は 2-7層上面もしくは 2-7層 中 (2-7層 堆積中の一時点 )とこなると判断される。これは、理

論上の検出面が、第 1面 。第 2面 とも 2-6層除去面であることを意味する。調査においては遺構検

出の必要性から27層を包含層として掘削し、その除去面において遺構検出をおこなった結果、堆積

の厚い南部では 30cm～ 40cmあ まり掘り下げることになった。第 1面検出時に平面上で把握 した第

2面遺構は 29層礫部を切る SD2015と 、埋土内の礫が帯状に延びることから検出された SD2012の
2遺構のみである。どちらの遺構も途中で途切れてしまい、完全な検出には至っていない。このよう

な大遺構でさえ検出がままならない状況から 2-7層の掘り下げは調査手法上やむを得なかったと考え

るが、そのために浅い遺構を破壊してしまったことは悔やまれる。

調査区南西部に残る高台は、第 2面未調査範囲である。この範囲は溝状の深い撹乱があったため、

既設 U字溝掘方の法面養生の必要性から、第 1面からの面下げは行わず表面遺物の回収のみとした。

第 2面の標高値は、北東部 46.197m。 南東部 46,058m・ 中央北 46.038m。 中央南 45,723m・ 】ヒ西
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部 46.066m、 南西部 45,880mである。東から西にかけてわずかに、北から南にかけては、27層掘

削のために大きく下がる遺構面である。遺構密度は北側に高い。この要因は南側 (27層 内)の検出

しえない遺構のためだけではなく、旧地形と密接に関わっていると考えられる。第 2面遺構の 700/O

を占めるピットの分布は北部に集中する。この範囲は最終基盤層である 2-9層 と210層が礫質になっ

ており、第 2面検出時には面に礫が露出していた。Tr 2・ Tr.5の セクションからは南から北にかけて

最終基盤層が高くなることがわかる。当時の地表面においてもこの範囲は高地部となっていたと想定

できれば、ピット類が集中するのは自然な状況といえる。ただし、礫質な地表面に集落を築くとは考

えにくく、また、遺構の存在は埋土内の礫密度の低さから認識されることが多かった。したがって、

当時の地表面はまだかなり高く、地表面に広がっていた土壌は少なくとも礫質ではなかったと考えら

れる。ピットの集中からは建物の存在が予想されるが、確認されたのは総柱の掘立柱建物跡 SB2001

と竪穴住居跡 S12001の 2棟 と、布掘建物の可能性のある清状土坑 SK2031・ SK2041のみである。

高地部を示す砂礫層は調査区の北東側に延びており、現八東川に沿って帯状の微高地を形成している

と思われる。集落はその方向に展開する可能性がある。

調査区南西から北東にかけて検出された 3条の大溝は、その規模 と遺物量から2区を象徴する遺

構といえる。固く締った砂礫層を 1.5m以上も掘り抜く労力は想像を絶するものである。大清は北東

方向への流れであったとみられ、八東川に接続していたものとみられる。出土した弥生時代後期から

古墳時代前期にかけての大量の土器は完形に近いものも多く、当該期の良好な一括資料である。さら

に、地方との交流を示す丹後や吉備の影響を強く受けた土器の出土も特筆される。

第 2面で、最も新しい遺構は SD2015で ある。調査区を東西方向に横断するこの清はその他の全

ての遺構を切っている。先の大清群とは明らかに異なる方向に延びることからも、局面の違いが窺え

る。時期決定に値する決定的な遺物がないが、400点を超える微細破片の中に須恵器が一点もみられ

ないことから、やはり古墳時代前期に属すると考えられる。

■ SD2015(図 22、 表 5、 遺物図 9、 遺物観察表 9、 写真図版 10・ 50)

位置  2区第 2面 M30～ L36グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 45,914～ 46.159mである。

検出状況  調査区中央のTr.2断 面観察において存在が確認された。埋土が検出基盤層である 28

層と同じ黒色土になっていたため検出は困難であった。礫の抜けている範囲を頼りに東西に延びる清

状遺構であることは確認できたが、検出は既に砂礫層が露出していた範囲を含めた 30m程度で、そ

の延長が全く不明であった。遺構プラン確定には、調査区中央から東部の高地部では 28層の、西部

の窪地部分では 2-7層の除去が必要と判断されたため、これを第 2面調査時の課題とした。2-8層掘

削中に、溝埋土は周囲の同色土に比べて乾燥が遅いことが判明した。これは粒度組成や有機物の含有

量の違いによる保水力の差と考えられ、大溝類 6D2013・ SD2014)と の切 り合い関係の判定根拠と

した。図 22中の一点鎖線の北側は 2-8層 の除去範囲を示しており、この外側では 27層が堆積して

いる。M30・ M31グ リッドでは 2-7層 除去後の精査において、27層に類似する埋上の清が検出され、

先に検出されていた部分と繋がった。これによりSD2015は 調査区を東西に横断する溝としてプラン

が確定した。第 2面主要遺構との切 り合い関係あり。SD2015は建物・大溝等、その他の第 2面遺構

を全て切る。

平面形状・規模  平面形は帯状で、検出長 63.409m。 幅 0.762m、 主軸は N-72° ―Eをふる。断面
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/SD2013 1

1鞘

SD2015セ クションa土層観察表

SD2015セ クションd土層観察表

層番号・ 埋篭電

m 
・

PI

25Y2/1 中粒砂～ 粗粒砂微量

黒色   細粒砂  径 10cm以下の礫微量

SD2015セ クションe土層観察表

SD2015セ クションf土層観察表

層鶉ユ
1整を

Dn .tF
混入物等

10YR2/1 中粒砂～ 粗粒砂中量

黒色   細粒砂  径 iOcm以下の穣中量

SD2015セクションg土層観察表

層番号 J→
どとど

n   
・

性      混入物等

1 黒褐色極転懲患糧雛鰈認 畳
2翠 鵬 糧権線 の礫少量

SD2015セ クションh土層観察表

層器鞘 選
m 艶 混入物等

1繕躍色鰹継患周ヒ物微量

SD2015セクション1土層観察表

層番号 ・Ⅵ磐
m   土遊

1鍔鶏笹樫籍鼈患締り軟質

※20層は層序名(2区第○層)を 、

SD2013‐ Oは別遺構埋土を示す

詳細は基本層序。遺構報告項に記載

層器盤撃
。n 難   麒塘

1  分鷲gl 
極細粒

整
～
糧協監教雫協駿秩曇

SE1201 5g

図22 SD2015遺構図

鞘

ケ形ィケィケィケラィケィティ%ィクケ形ィクククケ形/

鞘

層番号 コ・‐'flど・・   ■性      混央物等口再‐  ■色名    工に      にハ物す

1 2鼈1観
駐患盤躙

21催桑争
1細粒砂雛躙

SD2015セ クションb土層観察表

層番号 コ″.ド

どメ・   土性      混入物等酒苗つ  土色名    工に      照ハ,″,

1 2撃1観
建ぁ継緞

2督踏 細粒砂糧雛躙

SD2015セ クションc土層観察表

層番号 )彰∵どと…   ■性      混入物等
・

H口 つ
  土 色 名     

工 I工       
・・

●フヽ ン ヽ

1 2踏 1鰹
羅岳雛銃鴇観量

22黒催T細朋 継綴鞠籍



形は U字形で、確認面からの深さは最大 0392mを 測る。東端のセクション aと 西端セクション1の

比高は 30.lcm、 0.50/Oの勾配である。ただし、溝底面の標高は一定 しない。表 5に標高値の推移を示

した。概ね東から西にかけて下がっているが、東端～セクション g間での標高値は振れ幅が大きく、

やや低い値を示す。 この範囲の基盤は大礫が多 く含まれる砂礫層である。セクション cedの断面計

測値は周囲の標高値に比較 して高い値を示すことから、調査における礫除去や精査の繰 り返 しによっ

て面が下が り、結果 として掘 り過ぎになってしまった可能性が高い。

埋上  9ヶ 所のセクションを設定 し断面観察をおこなった。埋上の様相はその検出位置によって

2-8層系 と 27層系の 2つ に分類できる。調査区北東部の遺構埋土は 2-8層 に近い黒色～黒褐色土で

ある (セ クション a～ gl。 調査区西半部の遺構埋土は 2-7層土に近い暗灰黄色土である (セ クション

hel)。 共に堆積構造は確認できない。埋土内には一定量の礫が含まれ、わずかながら炭化物 も確認さ

れた。土色や礫の包含量がその場所の基盤層を反映 していることから、溝埋土は埋め立て行為による

人為的な形成層の可能性が高い。

遺物検出状況  破片遺物が多数出土 した。計数可能な遺物点数は 412点である。接合関係の乏 し

い表面摩耗の進んだ微細破片が大半を占める。破片は全て弥生土器もしくは土師器であ り、須恵器は

確認できない。その中で、SK2010出上の古墳時代前期重 と接合する摩耗 した破片が確認されたこと

が特筆される。遺物抽出は破片遺物のうち残存率の高いものについておこなった。口縁部に平行沈線

文が施される甕 (37・ 38)|ま弥生時代後期後葉の購属 とみられる。42は鼓形器台である。 Hk「台部外面

にヘラ状工具によって描かれる逆 U字形の線刻を 2つ組み合わせ M字形を成す。線刻土器について

は「弥生時代後期末葉～古墳時代前期初頭の鼓形器台を中心に施される」 とされ、本例はその特徴 と

一致する。

遺構の性格と帰属時期  溝である。垂直に近い肩の立ち上が りから溝幅は広 くても lm程度 と推測

引       Cm

遺物図9 SD2015出土遺物

遺物観察表 9

物

号

遺

番
調査区

遺構番号

(調査番号 )

道物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/gl 特   徴 胎土 /材質

泳
調

院
色

備 考

2
SD2015
(2005)

9
弥生土器

饗

日経

器高

９

一

面

面

外

内
口縁部平行沈線文、頸部～肩部ナデ

ロ縁部ナデ・ ミガキ、頸部～肩部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

良好

外面 ιこぶい黄褐

内面 にぶい褐

】類

2
SD2015
(2005)

9
弥生土器

(裂 )

口径 〈208)
器高 455～

外面 (口縁部平行沈線文 十ナデ消し、頸部ナデ

内面 :回縁部 ミガキ、頸部ケズリ

普通

～ 3mmの 砂粒、

普通

普通

外面 i橙

内面 i浅黄橙

外面煤付着

(C2類 )

2
SD2015

(2005)

弥生土器
日径 くH2)
器高■04～
最大径 (13判

面

面

外

内
口縁部～肩部ナデ、体部ミガキ

ロ縁部ナデ後ミガキ、頸部～体部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂粒、

多い

普通

外面 i褐

内面 :|こ ぶい黄糟

外面燥付着

2
SD2015
(2005)

(土師器 )

蜜

口径 〈126)

器高 :50～

面

面

外

内
口縁部～肩部ナデ後ミガキ

回縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 3mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄精

内面 |に ぶい黄糖

2
SD2015

(2005)

(土師器 )

甕

口径 :(140)

器高 58～
外面 :回 縁部ナデ、肩部ハケ

内面 :日 縁部ナデ、肩部ケズリ

やや粗
～ 2mmの 砂 粒、

普通

雪通

I・面 :暗褐

有面 :橙

42 2
SD2015
(2005)

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 60～
脚径 (168)

外面 :筒部～脚台部ナデ

内面 :受部ナデ、筒部～脚台部ケズリ、脚台部下

端ナデ

特記 :外面脚台部に線刻

やや密
～ 2mmの 砂 粒、

普通

良好

外面 :黄灰

内面 :淡黄
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表 5 SD2015検出面・底部 レベル推移表

|

薔臀冒       嘔    臀ョ     瀬     喜      層     サ   君      ヨ蓉
粘質基盤 ――――――→4… … ……… ……… …………………………礫質基盤 …  ……   …… …………   ……………Ⅲ

4620m

4610

4600

4590

4580

4570

4560

される。そ して、調査における範囲だけでも直線状に 60m

以上延びることを考えると、何か明確な機能を持つ遺構であ

ることは間違いない。遺構規模 と形状からは東から西に流れ

る水路の可能性が挙げられるが、断面観察からは水流があっ

た痕跡は確認できなかった。 しかし、溝埋土形成要因は人為

的な埋め立て行為 とされることから、SD2015が相当な長さ

の溝 として存在 したことは間違いない。

溝の遺構時期 について、SD2015は古墳時代前期前葉か

ら中葉の廃絶 とされる SD2013を切 り、古墳時代後期以降

近世以前の耕作土 とされる 26層 に切 られることか ら、古

墳時代前期 (中葉 )か ら近世の間の一時期の帰属 となる。ま

た、400点を超える出土遺物の中に須恵器が全 く含まれない

ことを加味 して、SD2015は古墳時代前期の帰属 と判断され

る。ただし、この溝はその他の第 2面主要遺構 と比較すると、

想定される流向や建物・大清を問わず全ての遺構を切ってい

る点が特殊 といえ、それ以前 とは土地利用形態の変化が想定

される。同じ古墳時代前期の帰属 としても、大溝の時期 とは

明確に区別 して考える必要がある。

もう一つ、特異な器種構成で注 目される第 1面 SK2010

出上の壼 と接合する破片が確認されたことによ り、両遺構

の繋が りが見えて くる。SD2015か らも須恵器は全 く確認で

きなかったが、SK2010と 同じく、帰属時期が新 しくなる可

能性も考えねば /d― らない。さらに憶測を重ね、SK2010項で

想定された 26層形成以前の耕作が成 り立つ とするならば、

SD2015をそれに伴 う用水路 と考えてもよいのではないだろ

うか。(湊井・島田 )

註 1 湯村 功他 1997『天高土井前遺跡』鳥取県教育文化財団調

査報告書 53(財 )鳥取県教育文化財団

SD2015端点詳細

SD2015遺構検出長 63409
cc名 険出標高 5点平均 蓑標高 5点平均

西端 4591召 45914 45624 45685
4591J 45916 45713 15702

4591判 45916 45718 45715
45920 45920 45752 45746
45920 45929 45769 45759
45934 45943 45777 45770
45958 45778 45781
45984 45969 45775 45786
45984 45970 45807 45789
45986 45978 45794 45795
45939 45980 45791 45799
45995 45983 45810 45797
45995 45986 45793 45784

27層・ 8層境界 46000 46011 45799 45788
;ec R 46000 45727 45769

46063 45998 45813 45769
45944 45714 45765
45984 46012 45791 45766
46029 45778 45765
46042 46024 45733 45768
46042 46043 45811 46766
46025 46051 45727 45770
46078 46071 45783 45779
46069 46095 45798 45775
46143 46122 45776 45778
46159 46109 45789 45789
46159 46109 45744 45789
46016 46090 45839 45784
46067 46061 45795 45779
46049 45751 45777
46015 46027 45764 45745
46019 46010 45734 45746
45983 45997 45682 45732

,ec d 45983 45997 45801 45730
45986 45991 45679 45734
46015 45753 45752
45986 46017 45757 45725
46041 45770 45742
46058 46032 45666 45726
46021 46045 45763 45724
46052 46051 45676 45711

46061 45745 45716
46071 45707 45720

,ec b 11 45687 45751
45785 45767
45833 45786

11 45825 45820
15 4609コ 45798 45828

46094 45857 45847
46052 46088 45829 45852

東端 46131 45925 45870
0217 0301

勾配 (% 03% 05%
勾配 (cm/m) 0342 0475
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■ SB2001(図 23、 表 6、 写真図版 11)

位置  2区 第 2面 M30グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 45.928m～ 46.075mで ある。

検出状況  第 2面調査時、27層除去面 (2-8層 上面 )を検出したところ 9基のピットが格子状に並

ぶ状況が確認された。検出した遺構埋上の類似性も認められたため関連性のある遺構群 と認識 し、そ

の配置か ら建物 と認識 し調査を進めた。他遺構 との切 り合い関係あ り。P2020・ P2021は SD2015

に切 られる。

軸方向 。平面形状 。規模  桁行 2間 。梁間 2間の総柱掘立柱建物跡である。主軸は N-84° ―Eをふる。

桁行長 3,740m。 梁間長 3.520m、 ほぼ正方形の建物が想定される。

SB2001は P2016～ P2024の 9基の柱穴で構成される。形状 と遺構規模は共通性が高い。柱穴は

全て円形で皿型の断面形状である。詳細数値 (長軸 X短軸 ―確認面からの深さ )は以下の通 りである。

P2016(0,813m× 0,679nl-0.165ml、  P2017(0.795m× 0.676nrO.115ml

P2018(0,718m× 0.667nrO.110ml、  P2019(0.674m× 0.572nrO.120ml

P2020(0.634m× 0.500nrO.220ml、  P2021(0.704m× 0.500nrO。 185ml

P2022(0.752m× 0,720■1-0,250m)、  P2023(0。 776m× 0.606nュー0.225ml

P2024(0,742m× 0.672nュー0.215ml。

コ

仏③郭

斗
コ四
◇

Ｎ
！
′
η
ぐ
＋
‐
　

赴③四7

SB2001柱 穴セクション土層観察表

層番号 ザ
Iョ峯ξ“   土性

禦

舛

1  暗灰黄色 極細粒砂
2 急炭留色 樫痛駐あ
3緞鼈 盤継あ
4緞鼈 鐵竃あ
5緞鼈 盤羅あ
6 急房髯乙 鰹籍建筋
7 急評蟹色 鰹蒲竃筋

径3cm以 下のプロック上中量

径3cm以 下のブロック土中量、粗粒砂

～中粒砂 径5cm以 下の礫少量

径3cm以 下のブロック上中量、粗粒砂

～中粒砂少量

径3cm以 下のプロック土中量

土署片微量

径3cm以 下のブロック上中量、粗粗砂

～中粒砂少量

糧粒砂～中粒砂少量

径10cm以下の礫微量

径3cm以 下のプロック土中量、粗粧砂

～中粒砂少量、径20cn以 下の礫微量

図23  SB2001遺構図
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P2020と P2021の平面規模は他と比較してやや小さ

くなっているが、これは、SD2015に切られ一部欠損す

るためである。

柱穴埋土・礎石の有無  暗灰黄色細粒砂～極細粒砂

を主体土とする。埋土には共通点が多い。検出状況と

併せて考えると、埋土特徴は以下の要素に集約される。

A.色調は 2-7層 に基本的に酷似 してお り、わずかに

暗い程度の差しかない。2-8層 を検出基盤層として初め

て遺構として認識できる。

B.わずかながら微細遺物が含まれてお り、遺構 とし

表 6 SB2001ピット残存率分析表

長軸 深さ 深さ /長軸
P2016 0.81 0165 20.30/O

P2017 0,795 0,1lC 14.5V
P2018 0,718 0.1lC 15,3潔

P2019 0.674 0.12C 17.8露

P2020 0634 0.22C 34.7%
P2021 0704 0,185 26.3%
P2022 0,752 0.25C 33.2%
P2023 0,776 0225 29.0%
P2024 0,742 0.215 29.0%

平均値 0.733 0.174 23.9身

第 2面 ピット平均  0.6920.230  40.6%

ては確実に存在する。

C.埋土内には黄灰色系のブロック土が散見される。埋土とよく似るがわずかに明るい。起源は 2-7

層と推定される。

D.分層単位は認められず、ブロック土の分布に偏りは見られない。また、柱根や礎石等、直接柱を

示すものは何も確認できない。底面の調整痕も認められない。

プラン及び断面からは柱の痕跡は確認できず、上記所見から導かれる埋土形成要因は埋め立て行為

と判断される。また、遺構埋土の起源はほとんどが 2-7層 とみられることから、2-7層帰属遺構と考

えられ、本来の検出面は 2-6層 除去面と判断される。

遺物出土状況  ピットからの出土遺物は 24点、基本的に表面摩耗の顕著な微細破片ばかりである。

この中で器種判定が可能な破片は、壷 2点・高郷 1点である。時期のわかる個体には、弥生時代後

期前葉とみられる壷口縁部がある。

遺構の性格と帰属時期  柱穴配置から総柱掘立柱建物跡と推定される。ただし、柱痕及びその痕跡

が全く確認できなかったことから建物の妥当性を検討する必要がある。表 6に SB2001構成柱穴の計

測値を示した。柱穴の深さは 0,HO～ o.250m、 この深さで柱を立てることはまず不可能である。本

来の帰属面は 2-6層除去面 (27層上面 )で あるが、建物周辺での 27層の掘削深度は最深で 20cmで

あるため状況は同じといえる。2-6層 は耕作土とされることから、耕作行為によって柱穴上部はかな

り破壊されてしまったと考えられる。次に検出段階での SB2001柱穴は、第 2面 ピット平均値と比較

して、残存状況が悪いにも関わらず径が大きいことがわかる。先の埋土所見を合わせて考えると柱の

抜き取 り行為が想定される。建物解体に際して、周囲を掘り込んで柱を抜き取った後に埋め戻しがあっ

たと考えれば、大きな掘方を持つ柱痕のない柱穴への理解が可能となるのではないだろうか。以上の

検討からSB2001は 掘立柱建物跡であった可能性が高いと考える。

一方、建物の時期に関しては明確に示すことができない。本来の検出基盤層である 2-7層の堆積時

期は弥生時代後期から終末期にかけてと推定される。柱穴出土遺物で時期を示せるものは弥生時代後

期前葉の壷破片のみであり、時期判定には適さない。P2020と P2021が 古墳時代前期と考えられる

SD2015に 切られていることから、SB2001の 帰属時期は 2-7層堆積後からSD2015開削までの間と

なる。これは、弥生時代終末期から古墳時代前期までの時期幅を示すことになるが、これ以上詳細な

時期を示すことはできない。(濃井・島田 )
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■ S12001(図 24・ 25、 遺物図 10、 遺物観察表 10、  写真図版 12・ 13・ 50・ 51)

位置  2区第 2面 L34グ リッドに位置する。S12001を構成する遺構は、土器だまり2003・ P2051

～ P2054・ SK2034である。帰属遺物 (土器だまり2003)確認面の標高は 46.135m、 遺構確認面 (第

2面 )の標高は 46.058mで ある。

検出状況  当遺構は最終的に竪穴住居跡 (S12001)と 認定されたが、結論に至るまでの調査・検討

期間は長期にわたる。調査工程は大きく2段階に分かれる。

a.遺物検出～第 1面調査 ―土器だまり2003の 調査 …

第 1面調査時、2-6層掘削段階において、個体関係を示す破片が一定範囲で面状に広がる状況が確

認された。それまでの 2-6層 内出土遺物は細片土器ばかりであったため、周辺において遺構の存在が

想定された。検討のための土層観察用のベル トを設定し、周囲の遺物確認をおこなったところ、個体

遺物は3mの範囲内に分布することが確認された。平面精査を再三試みたが遺構は確認されなかった。

この周辺は 2-7層 の堆積はなく、2-6層除去後の第 1面検出基盤層は、2-6層 と同様の黒色土である

2-8層 である。遺構埋土が基盤層と類似する可能性を考えた場合、この段階での遺構検出は困難と判

断し、遺構の有無の確認は次面調査での課題とした。出土した遺物群は土器だまり2003と して遺構

登録し、各種記録後第 2面調査に移行した。

b。 2-8層 掘削～第 2面調査 ―住居構成遺構の調査 ‐

土器だまり2003に 関連する遺構の有無の確認には 2-8層 の除去が必要と考えられたため、周辺の

2-8層を掘削し面検出をおこなった。検出されたP2053と P2054は 、ともに深さが 0.6mに達するピッ

トで、P2053か らは柱痕が確認された。この二つのピットを軸にして周辺遺構の位置関係を検討し

た結果、SD2015に 切られるP2051と P2052を 合わせた4基のピットが正方形に並ぶことが判明した。

位置的にも土器だまり2003と 重なることから、竪穴住居跡の存在を想定し、ピットを主柱穴と、土

器だまりを住居内の遺物と考えた。SK2034は 推定される住居の中央からやや南西にずれた位置で検

出された。この範囲内には他に土坑が見当たらないことから住居の中央土坑と推定される。

平面形状・規模・付帯施設  調査において竪穴本体は確認できなかったため、住居の規模は不明で

ある。ただし、記録写真からの推測は可能である。第 1面プラン検出写真を検討すると、調査区北

部の住居が推定される位置において、扇状に礫が抜けている範囲を確認できる。この周辺の第 2面

遺構の埋土は、検出基盤層に比較して礫が少ないことが特徴の一つとされることから、先の礫抜け範

囲は遺構である可能性が考えられる。全体を広く見ると、礫抜けと土器だまりを包括する範囲は暗色

がやや強い。後に検出される主柱穴はその範囲内に収まっており、主柱穴の中心点と礫抜け範囲の北

端間が約 3.5mと なる。これを半径 とする直径 7mの範囲内に土器だまり2003遺物が全て含まれる

ことから、この範囲を竪穴部の推定範囲とした。ただし、この円は建物の平面形状を示すものではな

く、あくまで住居範囲及び規模推定のための補足情報であることを強調しておく。

竪穴住居を構成する主柱穴と中央土坑の規模 (長軸×短軸 ―確認面からの深さ )と 形状は以下の通

りである。

P2051(1.029m× 0。 767m-0.545ml平面形は楕円形、断面形は U字形

P2052(0.693m× 0.507m-0.669ml平面形は円形、断面形は U字形

P2053(0.801m× 0,655m O.582m)平面形は円形、断面形は U字形

P2054(0.673m× 0.633m O.599ml平面形は円形、断面形は U字形
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S12001セクション土層観察表

遺構番号 層番号
コ
モ占ョき

・'   土佐        混入物等

SK2094   ́ 25Y3/1 細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂中量

中央土坑 1  黒褐色 歳蘊趣砂径うO∴以十あ穣薇畳

P2049   1  薫嵩也
・
 継慾経あ径10cm以下の礫中量

堅埴喚
1解 細粒砂 後 m以下の礫多量

堅姪癸 1措解 脚粒砂痙盈謂芽宥鶏笙譲暫

堅種喚
2解 細粒砂 径 n以下の礫多量

堅種吹
9雛 細粒砂 御 ∝m以下の礫多量

監ぜ兵 42踏
1盤

紹 5徹
m邪 蝉 帽

Ｓ

Ｎ

Л

ｑ

５

　

　

　

＼

０３

　

　

＼

Ｋ２

　

＼＼⑦
§

洛 ∞ ,s派

墜 ___」 塑 二 ___却 ・

弱

ビ

Ω

Ｌ
コ

　

　

＼
＼

Ｌ
　
　
　
　
　
＼
＼

里

S12001セクション土層観察表

遺構番号 層番号 υ・
iと苫暮

.1   
■性        混入物等

P2053   .  25Y2/1 細粒砂～ 柱痕、粗粒砂～中粒砂中量

主柱穴  1  
‐
薫乙

^ 
極痛逸砂座摘活抜千あ礫歩菖

撃 共 2 建 着 蓬継 あ
粗粒砂准 hm以下の礫多量

撃失 12:甘4ζ子
1観

建5継鞘平】財蟹
10YR3/2 中粒砂～ 極粗粒砂～中粧砂多量

2  黒褐色   細粒砂  径 IOcn以下の礫・径2cm

以下の第9層プロック土少量
Ｐ２０５４難

図24 S12001遺 構図1
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SK2034(1061m× 0574m-0200m)平面形は楕円形、断面形は不整皿形である。

主柱穴間距離は 3.12m～3.24m、 配置は正方形に近い。4つの主柱穴の底面標高値は 45,379m～

45,480mで 、エ レベーシ ョン図か らは底が揃 っている状況が読み取れる。 また、底の平均標高は

45,435mと な り、第 2面ピット平均値の 45,71lmに 対 して明らかに深い数値を示す。

埋土  周辺の第 2面遺構 と同じく黒色砂質土を主体 とする埋土である。P2052・ P2053で は、柱

根 と掘方 とは礫包含量の違いで分層することができる。 これに対 して、P2051な どは埋土全体に礫

が広がっていることから、柱が抜き取 られた可能性がある。礎石は確認され /d― かったが、基本的に基

盤層が固く締った砂礫層なため、底が揃っていればあえて礎石を設置する必要はないと考える。

遺物出土状況  遺物 と遺構の関係ついて、土器だまり 2003と S12001の遺物 。遺構位置関係及び

標高情報を集約 した図 25を基に検討をおこなう。

a.遺物の帰属層位について  土器類は個体単位でまとまって出土 したが、状況的には第 1面に対

して完全に浮いている。定義上では、第 1面は 2-6層除去面 とされることから、そのままでは 26層

に帰属すると判断される。 しかし、土器だまり2003では、遺物 と遺構を探すための掘 り下げと精査

を繰 り返 しおこなっているため、実際はそれ以上に面が下がっている。 したがって、遺物の帰属検討

のためには 26層 の底を示す必要がある。最寄 りの 26層標高値は SD2015セ クション cで確認でき

る。26層は水平に広がる耕作土 とされることから、 この数値を 2-6層耕作の底 と仮定 した。遺物は

この 2-6層 の底あたりに集中している。若干浮いている遺物はあるが、残存率の非常に高い個体遺物

(43・ 44)を評価 してこれらの遺物を 26層以下、S12001の帰属 と考える。

b.遺物性格について  次に出土遺物の性格について検討する。土器だまり2003遺物は取 り上げ

位置 (doO情報から次の二群に分類される。

A群  46.100m付近に面状に分布する一群、残存率の高い個体が多い。26層 によって多少の撹

乱を受けている可能性はあるが、個体単位で密集しており原位置を保つとみられる。主柱穴上に遺

物が全く無いこととあわせて考えると、住居床面遺物の可能性が高い。

B tt  SK2034と 平面位置を同じくし46.100m以 下に分布する一群で、密集する遺物には重なり

がみられる。SK2034に 帰属する遺物と考えられる。

c.遅物について

A tt  A群 は竪穴住居時期を示す遺物群である。残存率の高い甕が 2個体 (43・ 44)あ る。43は

体部上半に叩き調整による平坦面が残る。尖底から丸底ぎみの底部は弥生時代終末期以降の要素と

みることができそうである。44の口縁部はやや厚手、緩やかに外反しながら立ち上がる。外面は

無文である。球胴傾向の体部と小さな底部から弥生時代終末期前半の要素が強い個体と考えられる。

外面全体に煤が付着する。46は スタンプ文が配される器台である。受部と裾部に上下対称に同心

円文を施す。他とA群遺物と比較して出土位置がやや低い。47は 蓋である。器表の荒れが激しく

調整不明であるが、残存状態は良い。49は 砂岩製砥石である。砥面は 4面確認でき、主要面とみ

られる表裏 2面の中央部の凹みが顕者である。A群の遺物時期は弥生時代終末期前半から後半の範

囲に収まると考えられる。

B tt  B群 は SK2034に 帰属する遺物である。45は スタンプ文が配される器台である。受部上半

下端に同心円文を施す。時期は弥生時代終末期前半までと思われる。48は 甑形土器である。広口

部の破片が重なって出土した。甑形土器はその用途は不明ながら、住居跡からの出土例が多い器種
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図25 S12001遺 構図2(土器だまり2003遺構図)
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遺物観察表 10

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 翻需
版

号

図

番

別

種

種

器 法量にny。 特  徴 胎土 /材質
成
調

焼
色 備 考

2

S12001内
土器だまり21Xl〔

(2119)

弥生土器

甕

口ぞと■00
器高 ■095
最大径 ■14

四
面

記

外
内

特
回縁部ナデ、体部ケズリ、底部ナデ

外面にタタキ面残る

～ 2HImの 砂粒、

少ない

褐黄灰

橙

通

画

面

普

外

内
朴面燦付着

2

S12001内
土器だまり200【

(2119)

弥生土器

甕

口径 ■54
器高 225
最大径 ■87
底径 B4

外面 !口縁部～頸部ナデ(体部ハケ

内面 :日縁部ナデ、頸部～底部ケズリ

普通

～ 3almの 砂粒、

普通

通

面

面

晋

外

内
にぶい黄褐
にぶい橙

外面煤付着

Dl類

2

S12001内
土器だまり2C ll

(2H9)

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

口径 (2081
器高 183～

外面 !受部ナデ後ミガキ・同心円文、筒部ハケ後
ミガキ

内面 :受部ミガキ、筒部指オサエ、脚台部上端ケ
ズリ

普通

～ 3mmの 砂粒、

少ない

通

面

面

普

外

内
にぶい黄橙
にポい褐

スタンプ文土器

46 2

S12001内
土器だまり20α

(2119)

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 77～

脚径 (1861

驀面 :受部下端・脚台部上端平行線文 4条 1帯え

2帯 。同心円文、筒部 (ミ ガキ )

勺面 :受部～筒部調整不明、脚台部ハケ、脚端剖

ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

通

面

面

普

外

内
にポい黄橙

にぶい黄橙

スタンプ文土器

接点なし、2破片図上

復元

2

S12001内
土器だまり2011

(2119)

弥生土器

蓋

つまみ径 ■5

器高 :54

日径 (1201

外面 :摩耗のため調整不明

内面 〔摩耗のため調整不明
～ 2mmの 砂粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内

2

S12001内
土器だまり200〔

(21191

弥生土器

甑形土器

器高 ■85～
広口径 :13401

外面 :体部～広日部ミガキ

内面 !体部ケズリ、広日部ナデ

普通

～ 6HImの 砂 粒 、

誓編

通

面

面

普

外

内
橙

にぶい糧

49 2

S12001内
土器だまり200【

(2119)

器

石

石

砥

長さ ■37
幅 75
厚さ :30

重さ :426

下整四角錐形、断面は矩形

砥面 4面・ 擦面 2面 砂岩 (新第三紀 ) にぶい黄橙
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である。抽出外の特記遺物ではやや新 しい要素が見 られる甕口縁部 (図 25土器

下端部の張 り出しの発達が特徴的である。端部が欠損するため確定的ではないが、

時代終末期以降に帰属すると考えられる。

破片遺物  その他の破片遺物点数は 46点、器種判定可能なものは壺 2点・甕

A)がある。口縁

少な くとも弥生

5点 。高必 2点・

器台 11点である。出土遺物からは器台の多さが特筆される。

遺構性格 と帰属時期  床面帰属 とみ られる遺物群 と、正方形に並ぶ 4本の主柱穴が検出されたこ

とから、竪穴住居跡 と考えられる。竪穴部は確認できなかったが、2-6層下面検出時に床面遺物が出

土することから、後世の耕作による削平のため、最初から残っていなかったものと考えられる。床面

遺物は使い込まれた砥石や、煤が付着する甕など生活に密着 したものがみられる。また、器台の点数

が多いのも特徴である。

堅穴住居の時期は、SD2015と の切 り合い関係から少な くとも古墳時代前期以前 とな り、床面出土

遺物からは弥生時代終末期 と判断される。

中央土坑 とした SK2034は 、新 しい要素の遺物 (図 25土器 A)が 出土 したことにより、その評価

には慎重に/1-る 必要がある。共伴する器台は床面遺物に近い時期 と考えられるため、両者が同時期に

存在 していてもよいと考えることもできるが、器台が混入遺物である可能性もある。新 しい遺物で遺

構時期を決定する原則に従 うなら、SK2034は 住居廃絶後の別遺構 となる可能性があることを指摘 し

ておく。

■ SK2031 ・SK2041

SK2031と SK2041は 共に清状土坑である。調査時は個別遺構 として扱ったが、関連性の高い遺構

であると考えられる。遺構所見は遺構概要の後にまとめて検討する。

■ SK2031(図 26、 遺物図 11、 遺物観察表 11、 写真図版 14・ 51)

位置  2区 第 2面 M32・ M33グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 45,982mで ある。

検出状況  調査初期に掘削された調査区中央の Tr 2断 面観察において 28層 を切る深い掘 り込み

が確認された。遺構下方に暗色が強 くなる埋土は 28層 が強 く影響 したもの と捉え、 これを第 2面

遺物図1l SK2031出土遺物

遺物観察表 11

物

崇

遺

蒸 調査胚
適構番号 遺物図

番号

腋

号

凶

番

別

種

種

器
法量em/D 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

2
SK2031

(2111)
11

弥生土器

蓋

つまみ径〈39)

器高 整05
口径 :(90)

外面 :つ まみ部～天丼部ナデ後 ミガキ

内面 :天丼部ナデ後 ミガキ

やや密
～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい策准

内面 !に ぶい黄権

51 2
SK2031

(2111)
11

弥生土器

甕

ヨ径 :(166)

程高 ■ 1～
外面 1口縁部平行沈線文、顕部ナデ

内面 :回縁部ミガキ後下端ナデ、頸部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通 黄

褐

ぶ

黒

に

通

面

面

普

外

内

外面煤付着

CI類

2
SK2031

(2Hl)
1,

弥生土器

高lTN
署高 :62～

外両 1回縁部ナデ、外底部 ミガキ

内面 :口縁部～14N底部 ミガキ

普通

～ 05mmの 砂粒、

少ない

普通

外面 :に ぶい黄雑

内面 :に ぶい黄櫃

2
SK2031

(2Hl)
t〕

弥生土器

高lTN

ヨ径 (182)
悟高 126～

外面 1口縁部ナデ後斜格子文

内面 :口縁端部沈線文 1条、日縁部 ミガキ後下端
ナデ

密

～ 2mmの 砂 粒、

少ない

普通

外面 :に ぶい黄梃

内面 にぶい黄雑

複合 回線屈曲部で剥

離

吉備系
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SK2031セ クション土層観察表 SK2041セ クション上層観察表

聖

樫霜駐あ
粗粒砂～中粒砂中量

細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂中量

極細粒砂 第9層・第10層ブロック土少量

25Y3/2 �粒砂～ 粗粒砂～甲粒砂甲量

黒褐色  極細粒砂 径20cm以 下の藤微量

黒褐窒  経転建あ
粗粒砂～中粒砂中量

断面番号  層番号 υЧ壮牡
u.   ■性           混入物等叩 凹 営 ‐   旧 資 ウ

  ■ 色 名     
工 rE           E/ヽ ツ ‐

SKtta l l酪と
2絲

建ぁ籍常悪蓼畢窃量
甥 諧 絲 脇

脚 榊 翻 ね ∝叫 鰈 蛙

断面番号  層番号

SK2041a i 蟹習倉
SK2041a 2 蟹継

?踏 1堪
籍監あ

径知cm以 下の礫多量、粗粒砂中量

・
踏

1経
結睦患

粗粒砂～中粒砂・径おcm以下の礫少量

SK2041b    i

SK2041b   2

SK2041c    I
25Y3/1
黒褐色 極細粒砂

粗粒砂～中粒砂中量

図26  SK2031。 SK2041遺構図

※
窯儲層量冥蕃籍

)を示女

SK2034b    l

SK2034b   3
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調査対象遺構と判断した。第 2面 (27層除去面 )検出時、Tr.2を 中心とした両翼数 m分が溝状に検

出されたに過ぎず、その終端は不明瞭であった。溝の可能性を考え、延長が想定される位置へのサブ

トレンチ確認をおこなったが、どの断面にも遺構の延長は確認されなかった。このため、平面検出範

囲で収束する溝状土坑と判断した。遺構終端部について、北東側終端部は立ち上がりの壁面で 2-9層・

210層 との明瞭な境界が確認されたが、南西側終端部はサブトレンチによって既に破壊されていた

ため、下端のみの確認となった。遺構の底面において、長軸方向に直交する楕円形の小落ち込みが 2

か所検出された。P2034を切る。

平面形状・規模  溝状土坑の平面形状は直線状で、長軸 7.437m・ 短軸 1.213mを測る。主軸は

N-39° Eをふる。断面形状は U字形で、確認面から遺構底面までの深さは 0,764mで ある。底面落ち

込みの形状・規模は共通しており、平面形は楕円形、断面形は浅い U字形である。規模は北側落ち

込みが長軸 0.527m・ 短軸 0.244m・ 深さ 0.068m。 南側落ち込みが長軸 0.514m。 短軸 0.315m・ 深

さ 0.042mで ある。

埋土  埋土は最大 3層 に分かれる。下層埋土は黒色土で、上方にかけてやや明るく、褐灰色に変

化する。遺構検出が困難であったことは埋土が検出時の基盤層と類似することを示し、これは掘削土

がそのまま埋戻しに使用された結果と思われる。基盤層中の礫密度が高 くなる遺構北東部の埋土に

は、礫が多く含まれる。底面落ち込みの埋土は、土坑本体の下層埋土を主体 とし、2-10層 ブロック

上が少量含まれる。調査時は 2-7層 除去面より掘り込まれる遺構と認識したが、面所見から判断して

これは誤認の可能性が高いと考える。記録写真から、土坑内と想定される範囲の 27層が周囲に比し

てわずかに明るい事が確認できる。したがって、層位上の帰属は 2-6層 除去面と判断される。

遺物検出状況  51は 甕である。口縁部の平行沈線文が明瞭な個体で、帰属は弥生時代後期後葉と

思われる。特記遺物として斜格子文を施された高イ (53)が挙げられる。邪口縁部の微細破片であるが、

外面のヘラ描き斜格子文と内面の精緻なミガキが特徴的である。吉備系の要素が強く、搬入品の可能

性が高い。その他の破片遺物では、壺 1点・甕 12点・高邪 1点である。点数の多い甕の時期は弥生

時代後期後葉から終末期前半と推定される。他遺構や層中遺物とに較して、やや大きな破片が多いこ

とから遺構時期判定に使用できると考える。

■ SK2041(図 26、 写真図版 14)

位置  2区第 2面 M33グ リッドに位置する。ただし、遺構確認とプラン検出は第 3面調査時である。

確認面の標高は 45。982mで ある。

検出状況  調査初期に掘削された調査区中央のTr.2断面観察において 2-8層を切る掘 り込みが確

認され、これを第 2面調査対象遺構と判断した。 しかし、第 2面 (2-7層除去面 )で検出された溝状

のプランは極めて不明瞭で、終端部も判然としなかった。プランを縦断するサブトレンチによる断面

検討の結果、遺構ではないと結論付けた。しかし、第 3面調査、Tr.13の 面検出において同位置に遺

構が確認されたため、清状土坑として追加調査を実施した。遺構の底面において、長軸方向に直交す

る楕円形の小落ち込みが 3か所検出された。

平面形状・規模  溝状土坑の平面形状は直線状で、長軸 5。 785m・ 短軸 0.679mを 測る。主軸は

N-42° ―Eをふる。断面形状は浅い U字形で、確認面から遺構底面までの深さは 0,174mで ある。底面

落ち込みの形状・規模は共通しており、平面は楕円形、断面形は浅い U字形である。規模は北側落

-71



ち込みが長軸 0.534m・ 短軸 0.216m・ 深さ 0.052m、 中央落ち込みが長軸 0.550m・ 短軸 0.223・ 深

さ 0.067m、 南側落ち込みが長軸 0.455m・ 短軸 0.209m・ 深さ 0,059mで ある。

埋土  埋土は上下 2層に分かれる。遺構検出が困難であったことは埋土が検出時の基盤層と類似

することを示 し、これは掘削土がそのまま埋戻しに使用された結果と思われる。基盤層中の礫密度が

高くなる遺構北東部の埋土には、礫が含まれる状況が確認された。底面落ち込みの埋土は、基本的に

土坑本体の下層埋土と変わらない、中央落ち込みにのみ 2-10層ブロック土が確認された。

遺物検出状況  出土遺物の中には抽出遺物はない。土器破片点数は 37点 と微細破片である。器種

内訳は、壷 1点 。甕 25点・高イ 2点・器台 3点・低脚必 1点である。器種構成比では甕の多さが特

筆される。平行沈線文が主体を占める中で、弥生時代後期中葉以前に属すると思われる破片も少数混

じる。古い要素を示すものは器表の摩耗が著しい。特記遺物では、装飾のある破片がある。同心円文

が施されるスタンプ文土器 1点、貝殻腹縁による羽状文が施される破片 1点 である。 どちらも薄く

仕上げられた体部の微細破片である。SD2014で 出土している羽状文小壺 (122・ 123・ 1241に 類似す

る個体と思われる。

SK2031・ SK2041の 遺構性格と帰属時期について

SK2031と SK2041は共に溝状土坑として個別に調査をおこなった。調査時は遺構認識の甘さによ

り検出面を違えてしまったが、層位上の帰属は共に 26層除去面となる。遺構規模 6K2041は 推定値 )

や主軸方向、遺構底面で検出された楕円形の小落ち込みなどの共通点から、同じ性格を持つ遺構とみ

て間違いないと考える。出土遺物の時期幅は弥生時代後期中葉から終末期前半までであるが、残存は

悪いが器表の荒れの少ない低Ik「邪から遺構の帰属時期は弥生時代終末期前半と考えられる。

遺構性格について、当初は平面形状から墓坑を想定したが、深さが 70cm以上残っていたにもかか

わらず副葬品に値する遺物類がなかったことや、北東部の埋土に礫が多量に含まれることなどから判

断して、その可能性は極めて低いと思われる。そのほかには、清状土坑の端か揃い、かつ並行する状

況を評価して、布掘建物の可能性を指摘できる。布掘建物とは桁行方向に並行する布掘 りをおこない、

その上に柱を据える掘立柱建物跡とされる。布掘りは荷重に対する基礎構造とされることから倉庫と

しての機能が有力視されており、掘方内に柱穴や枕木が確認される例がある。本調査では枕木痕跡や

柱痕等は確認されなかった。遺構底面で検出された楕円形の落ち込みを柱穴とするのは無理がある

が、二つの土坑の共通性を示すには有力な物証である。SK2031・ SK2041底面の平均標高はそれぞ

れ 45.318m。 45,400mと かなり深い値を示す。底面平均比高 8.2cmは、長さが 7mを越える遺構で

ある点を考慮に入れると、かなりの近似値といえ、底を揃える意図があったとみることができる。確

実的な根拠は示せないが、両土坑の性格としては、布掘建物の可能性が最も高いと考える。建物であ

れば、梁間 3.266m・ 桁行 7.437mの規模となる。

■ SK2040(図 27、 遺物図 12、 遺物観察表 12、 写真図版 15。 52)

位置  2区第 2面 M36グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.107mで ある。

検出状況  大清 6D2012・ SD2013・ SD2014)確認用の トレンチ lTr.7)掘 削時に残存率の高い高郷 (541

が出土した。出土レベル的には 2-7層内に収まっているが、層中遺物が希薄になりつつあるなかでの

出土であった。このため、Tr.5断面の再確認をおこなったところ、東に向って 27層を切る緩やかな
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Ｓ。　
∝

※20層は層序名(2区第○層)を示女詳細は基本層序項に記載 SK2040セ クション土層観察表

聖 響

遺構番号  層番号 Ⅲ
■4を

∪II   
土性           混入物等             備考―‐‥ソ  ′中中 V  i色

名    ~‐             ・・^″・              ・"′

S貶∝0 1 割き継継5縁娩亨絲 潔諸せ協量
SK2040  2 

ぐ詈ど 窪継 あ
第媚 ブロック土少量       加工層

P2071

P2071

2整 1鰹
矯整岳

中粒砂中量、御 駐m以下の礫少量

∵鍵

n顧
艦 患

髄 砂中量、御 ∝m以下軽 少量 第3面遺構

薫二
・
 継慈遜あ中粒砂少量

第3面遺構

第3面遺構
25Y3/1 中粒砂～ 力口工層、粗粒砂中量

黒褐色  細粒砂  第 9。 10層ブロック土中量

笏
プラン未確認

第3画 ピット  1

SK2040遺 構図図27

呈百■百■日■日百占百百百百扇五百儡ヨ:豊五百EE百百EL百百■百百百:きキ
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遺物図12 SK2040出土遺物

遺物観察表 12

還物
調査区

遺構番号 遺物図

番号

版

弓

図

番

別

種

種

器
法量 (cm/gl 特   徴 胎土 /材質

成

調

焼

色
備 考

2
SK2040
(2H2)

12
弥生土器

高不

ヨ径 〈226)
器高 i64～

外面 :口縁部ナデ、杯底部ハケ

内面 :郷部ナデ

普通

～ 4mmの 砂 粒、

普通

外面 :明黄褐

内面 :黄橙

焼きひずみが激しし

2
SK2040
(2112)

12
弥生土器

高不

ヨ径 (196)
裾高 望6～

外面 :口 縁部ナデ、杯底部ハケ後ナデ

内面 :不部ミガキ
～ 2mmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄糧

内面 :灰黄掲
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掘 り込みが確認され、これを落ち込み状の遺構 とした。落ち込みは調査区東壁 lTr.5)を 越えてさらに

東へ延びる。Tr.5断面から、遺構帰属は 26層除去面になることが確認された。遺構確認時の基盤層

(2-8層 )に 比べて遺構埋土は色調がわずかに明るく砂粒が多 く含まれる。

平面形状・規模  平面形は隅丸方形 と推測される。長軸 6747m・ 短軸 3.031m、 共に確認範囲で

の最大値である。東側は調査区外にさらに広がることが予想される。断面形は浅い U字形で、確認

面から遺構底面までの深さは 0.319m、 Tr.5セ クションから確認できる 26層除去面からの残存値は

0.671mで ある。

埋土  Tr 5と Tr 7セ クション上で断面確認をおこなった。埋土は上下 2層 に分かれる。上層は黒

褐色細粒砂～極細粒砂を主体 とする。微細な炭化物片がわずかに含まれる。径 5cmま での礫が散在

し上方に向かってやや明るくなるが、連続する変化であるため分層はできない。周囲からの土壌流入

による埋積過程における一連の堆積層 と思われる。下層は黒褐色細粒砂～極細粒砂を主体土 とし、こ

れに 2-9層 のブロック上が含まれるのが特徴である。遺構開削時の加工層 と思われる。

遺物検出状況  高邪 (54)は 郷部のみであるが、その残存率は高い。受部中位にある稜は緩 く、外

反する立ち上が りを持つ。焼きひずみが激 しい。弥生時代終末期後半の帰属 と考えられる。その他の

器種は、壼 。甕・器台・低脚邪がある。全て接合関係の乏 しい細片遺物である。遺物の時期は甕・器

台の特徴から、弥生時代後期後葉から終末期の間と推定される。計数可能な破片は 56点である。遺

構規模から考えると遺物は希薄 と言え、器種のバ リエーションが豊かなことが特徴である。この中に、

脚台のみの残存だが表面摩耗の少ない低脚必がある。弥生時代終末期後半の帰属 と考えられる。

遺構の性格と帰属時期  全容が不明なため、性格不明の落ち込み とする。底に加工層 と思 しきブロッ

ク土を確認 したことから、落ち込みの形成は人為によるものと考えられる。上層埋土は均質な土質の

であること、周囲の基盤層 と類似する埋土であることから、その後は流入土によって徐々に埋積が進

んだものと思われる。埋積時期は出土遺物から弥生時代後期後葉から終末期後半 と推定される。

■土器だまり 2001(図 28、 遺物図 13、 遺物観察表 13、 写真図版 15。 52)

位置  2区 第 2面 N31グ リッドに位置する。遺構 (遺物・礫 )確認面の標高は 46086～ 45,866m

である。

検出状況  第 2面調査時、27層掘削中に礫集中部が検出された。礫の密度が最 も高いところでは

他ではほとんど見られないような 30cmを超える巨礫が多 く含まれる。礫の間に多数の遺物片が確認

されたため遺構扱いとし、土器だまりとして個別調査をおこなった。この状況下で最初に考えられる

のは検出漏れ遺構の存在である。面を揃えて精査を試みたが掘方は確認されなかった。次に、遺構

埋土がこの時点での基盤層である 27層 と類似 していた場合を想定 し、礫 と遺物を段状に残 して第 2

面 (27層 除去面 )上での再精査、さらに、出土状況記録後の十字半載による断面観察をおこなったが、

掘方は確認できなかった。

平面形状 。規模  遺物 と礫は円形に分布 し、その出土範囲は東西 2.060m。 南北 1805mを測る。

南東部に巨礫が集中する。

遺物検出状況  土器の残存状態は微細片から完形までさまざまである。礫の間に挟まる破片の多さ

から、礫 と土器が一括廃棄された状況が窺える。壼 (56)は 遺構全域に広がる破片が接合 した個体で

ある①体部は球形で口縁部はやや開きなが ら直線状に伸びる。57・ 58は直口壺である。日縁屈曲部
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か らの立ち上が りが発達 してお り、弥生時代終末期後半に属すると思われる。甕 (59)は 複合口縁下

端部の張 り出しが顕著で口縁上端部に平坦面を持つ。古墳時代前期前葉に属する。 1.2mの範囲に分

布する 3点の破片が接合 し完形 となった低脚必 (62)は 、 H41部 に一箇所だけ開けられた孔が特徴的で

ある。径 25mm、 焼成前に穿孔されている。抽出外遺物の破片数は 255点 と微細片である。直接の

接合関係にないが、同一個体 と思われる破片が多 く、56と 同様の傾向にあるといえる。器種内訳は、

甕 66点・高邪 6点・器台 2点・低脚lTh l点 である。甕の比率が非常に高 く、古墳時代前期に属する

個体の多さが特筆される。その数量比は弥生時代が 10点に対 し、古墳時代が 51点 と圧倒的である。

その他の遺物では 5mm程度の須恵器の微細破片が 1点あるが、混入の可能性があるため積極的には

扱えない。

遺構の性格と帰属時期  最後まで掘 り込みが確認できなかったため、調査所見からは土器集中部 と

しか評価できない。 しかし、他では見られない巨礫の集石や、弥生時代後期から終末期にかけての堆

積層 とされる 2-7層 内に、59に代表されるような古墳時代前期の要素が強い甕が多 く出土 している

ことを考えると、やはり、窪みが存在 した可能性を考えたい。礫 と遺物が平面状に分布する点から、

本遺構が廃棄場所 としての性格を持つ と仮定すると、遺構底面に遺物類が集中することは自然 といえ

遺物図13 土器だまり2001出土遺物

一翠

遺物観察表 13

物

号

遺

番
調査区

遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備 考

2
土器たまり2001

(2067)
13

(土師器 )

口径 ■42
器高 310
最大径 :268
底径 E2

画

面

外

内
口縁部～底部ナデ

ロ縁部～体部上半ナデ、体部下半ハケ、底

部ハケ後ナデ

やや密
～05mmの砂粒

普通

普通

外面 !橙

内面 :黄橙

2
土器だまり2001

(2067)
13

弥生土器

(直口壷 )

口径 82
器高 79～

外画 :回 縁部～頸部ナデ

内面 :日 縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

密

～ 3mmの 砂 粒、

少ない

普通

外面 :浅黄橙

内面 :浅黄橙

2
土器だまり2001

(2067)
13

弥生土器

(直口壷 )

口径 (104)

器高 ■18～
最大径 (162)

外面 :口縁部ミガキ、頸部ナデ、肩部平行線文・

キザミ、体部ハケ後ナデ

内面 :日縁部～頸部ナデ、体部ケズリ後一部ナデ

緻密

～ lmmの 砂粒、

わずか

普通

外面 :に ぶい褐

内面 iに ぶい黄褐

2破片を図面合成

2
土器だまり2001

(2067)

土師器

甕

回径 (134)
器高 お 1～

外面 i日縁部ナデ、頸部ハケ後ナデ、肩部ハケ

内面 :回縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 4mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :橙

内面 1暗灰黄

口縁部煤付着

Fl類～ F2類

60 2
土器だまり2001

(2067)

弥生土器

高郷

回径 ■26
器高 E8～
最大径 ■45

外面 :日縁部ナデ・ ミガキ、」4N底部ハケ、脚柱部

上端ナデ

内面 :日縁部ナデ、郷底部ハケ・ナデ

普通
～ 7mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 にぶい黄椙

内面 にぶい黄糧

2
土器だまり2001

(2067)
13

弥生土器

高邦

署高 も3～
阿径 ■12

外面 i脚柱部ハケ後ナデ、脚裾部ハケ、脚瑞部ナ

内面 i脚柱部ケズリ、脚裾部ナデ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

橙

橙

黄

黄

浅

浅

通

画

面

普

外

内

2
土器だまり2001

(2067)
13

弥生土器

低脚 1/N

回径 ■85
器高 61
脚径 66

外面 i摩耗のため調整不明

内面 :摩耗のため調整不明

特記 i脚部 lw‐ 成前穿孔 1箇所得 25mmあ り

やや密
～ 03mmの砂粒、

少ない

普通

外面 :浅黄橙

内面 :浅黄給
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る。礫 と遺物の中で最 も低い標高値 45866mに対 して、最終確認面である第 2面標高値は 45,765m

となることから、最終確認時には面を下げ過ぎていた可能性が高い。断面上で確認できなかった以上

はあ くまで仮説に過ぎないが、調査区中央部から南部にかけての第 2面遺構は埋土が基盤層に近 く

検出が困難なものが多いことを考慮 し、土器だまり2001が古墳時代前期に帰属する廃棄 目的の上坑

であった可能性を指摘 してお く。

■土器だまり 2002(遺物図 28、 遺物図 14、 遺物観察表 14、 写真図版 15・ 53)

位置  2区 第 2面 N34グ リッドに位置する。遺構 (遺物・礫 )確認面の標高は 46.211～ 46.000m

である。

検出状況  第 2面調査時、2-7層掘削中に土器破片の密度が高い個所が検出された。破片の大きさ

は概ね 10cm程度である。周辺遺物に比べてやや大きく、原形が判別できる個体が確認されたため、

検出漏れ遺構の存在を想定 し、土器だまりとして個別調査をおこなった。最初に土器精査を、次に面

を揃えて精査を試みたが掘方は確認されなかった。遺構埋土がこの時点での基盤層である 2-7層 と類

似 していた場合を想定 し、礫 と遺物を段状に残 して第 2面 (2-7層 掘削面 )上で再精査をおこなったが、

遺物範囲を囲むような掘方は確認できなかった。 この位置では後の第 2面精査において SD2013・

SD2014が検出された。

♀~十~―…~――+―――――一―慢ョ生空_______卜 _―――――ど≦やm

遺物図14 土器だまり2002出土遺物

遺物観察表 14

物

号

遺

番
調査区

遺構番号

(調査番号 ) 動需
版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/o 特  徴 胎土 /材 質

成

調

焼

色 備  考

2

土器だまり

2002

(2116)

53
器螢

圭望

弥
回径 :(148)

器高 :98～

最大径 :(173)

外面 :日 縁部～肩部ナデ、肩部平行線文・貝殻腹

縁による刺突文、体部中位ハケ

内面 :日 縁部～頸部ナデ、体部ケズリ

～ 2mmの 砂 粒、

普通

外面 iに ぶい褐

内面 :橙

ホ面煤付着

2

土器だまり
2002

(2116)

弥生土器
口径 ■32～
器高 ■21～
最大径 :(172)

外面 :日 縁部ナデ、頸部～肩部ハケ後ナデ、体部

上半ハケ後平行線文・波状文

内面 :日 縁部～頸部ナデ、体部ケズリ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :浅黄橙

内面 :浅黄橙

2

土器だまり
2002
(2116Ⅲ

土師器

甕

口径 :(156)

器高 :42～
木面 ;口 縁部～肩部ナデ

ト面 :日縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 3mmの 砂粒、

少ない

やや不良

外面 :黒褐

内面 :灰黄褐

■面煤付着

'1類
～ F2類

2

土器だまり

2002

(2H6)

土師器

甕

回径 :(160)

器高 :67～
外面 1日 縁部～頸部ナデ、肩部ナデ・波状文

内面 :日 縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :灰黄褐

内面 :に ぶい黄橙

ユ1類

2

土器だまり
2002
(2116)

弥生土器

裂

口径 ?30)
器高 B3～

外面 :口 縁部平行沈線文、頸部～肩部ナデ、肩部

波状文

内面 :口 縁部ミガキ、頸部ナデ、肩部ケズリ

やや粗
～ 4mmの 砂 粒、

普通

橙黄

白

浅

灰

通

面

面

普

外

内
1類

2

土器だまり

2002

(2116)

弥生土器

高邪

器高 64～
脚径 ■92

外面 :脚裾部ミガキ、脚端部ナデ

内面 :脚裾部上端ケズリ、脚裾部ハケ後ナデ、脚

端部ナデ

特言己:外面に赤色塗彩

普通

～ 4mmの 砂 粒、

普通

やや長好

外面 iに ぶい橙

内面 :に ぶい橙
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平面形状・規模  遺物 と礫の分布状況から特に形状は見出せない。その出土範囲は東西 2965m・

南北 2367mを 測る。径 40cmを超える礫もみられるが、全体的に礫密度は高 くは /d― い。

遺物検出状況  基本的に土器は破片状態で出土 している。遺構南東部にやや集中する傾向がみら

れ、中央部から北西部にかけて土器密度は低 くなる。甕・壺類は全般的に口縁部の開きの大きさが特

徴的となってお り、古墳時代前期前葉の要素が強い。168(SD2014遺 物図 174に掲載 )は甑形土器の

把手である。南端部で単独出土 した。 この個体は同位置第 2面で検出された SD2014内遺物 と接合

したため、そちらに帰属させた。

遺構の性格と帰属時期  掘 り込みが確認できなかったため、遺構 として評価するのは難 しい。遺物

と礫の集中が明瞭な土器だまり 2001と は対照的といえる。遺構性格を考えるにあたっては、第 2面

検出遺構である SD2013・ SD2014と の関連性を検討する必要がある。詳細は個別遺構項に記載 して

いるが、共に調査区を貫 く大きな溝で、その廃絶は SD2013が古墳時代前期 と、SD2014が弥生時代

終末期 とされる。帰属層位は 26層除去面、27層を切る遺構 とされる。土器だまり2002の位置は

2条の溝が重なる場所の真上にあたり、土器密度の最も高い南東部はこの西肩 と一致する。以上の条

件 と甑形土器の接合例から判断して、土器だまり2002と 認識 した範囲は大溝内となる可能性が高 く、

その中でも、南東部の古墳時代前期の要素の強い甕が出土する範囲は新 しい清である SD2013内にあ

たると推定される。 したがって、土器だま り2002は単独の遺構ではな く、SD2013・ SD2014内の

遺物集中部である可能性が最も高いと考える。 この状況は 2-6層 除去面において検出が極めて困難な

2-7層系埋土の遺構が存在 しえることを示す。

■大溝 (SD2012・ 5D2013・ SD2014)(図 29-1・ 292、 巻頭図版 8、 写真図版 16)

調査区東部から東端部において検出された 3本の溝である。その規模や方向、出土遺物の共通性

から大溝 として分類 した。層位上の帰属は 26層除去面 となることから、調査区北半部では 28層が、

南半部では 27層が本来の検出基盤 となる。実際の調査では遺構埋土 と基盤層の区別が困難であった

ため、プラン確認のためには面を下げざるを得ず、第 2面調査対象遺構 となった。

■ SD2012(図 30・ 31、 遺物図 15、 遺物観察表 15、 写真図版 17・ 18)

位置 2区第 2面 N34～ L36グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 46.285m(第 1面 :礫確認時 )、

46113m～ 45,787m(第 2面 :溝確定時 )で ある。

検出状況  遺構の存在は平成 21年 11月 実施の試掘調査で確認されている。本調査では SD2012

は第 1面 においてその存在が確認されたが、遺構鞭囲及び溝 としての性格が確定 したのは第 2面調

査時においてである。調査工程は 2段階に分かれる。

a.礫検出～第 1面調査

調査区南端を東西に横断する Tr.1の断面観察において礫集中部が確認された。礫の間に表面摩耗

の少ない土器片が確認されたことから、遺構の存在が想定されたが掘方 と底は判然 としなかった。第

1面調査に向けての 26層掘削中にこの礫集中部が帯状に北東方向に延びることを確認 し、延長線上

の Tr 5に も遺構が存在することが確認された。平面精査によるプラン検出を複数回試みたが、平面

上での繋が りは確認できなかった① これにより、清状に広がる礫集中部を当初は大溝 と認識できず、

2-6層帰属の耕作地整備に伴 う礫捨て坑 と想定 し調査を実施 した。その結果判明 したことは次の 2点
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である。

1.掘削過程において確認された残存率の高い土器類は全て弥生時代後期から終末期に属するとみ

られ、古墳時代以降の上器は皆無である。

2.遺構両端部では黒色土系の遺構埋土が基盤層を切って外側に延びる。

これらのことから当遺構は時期の古い溝であるとの認識に至 り、先の想定が誤 りであると判断し

た。遺物出土状況及び遺構平面情報の記録後、土層観察用ベル トを設定し、第 2面調査で溝である

か否かを再検討することとした。

b.2-7層 。2-8層 掘削～第 2面調査

第 1面で不明瞭であったTr.5か らの遺構延長の検出には、遺構埋土と同色の 2-8層 の除去が必要

と判断された。このため、調査区北半部では 2-8層除去面において、遺構プランを確定させた。第 1

面調査時に遺構の大部分の掘削は終わっていたと認識していたが、検出を進めるにつれて、礫下位の

下層埋土を掘り残していたことが判明した。Tr.1妖南では、2-7層 を掘削することにより周囲より砂

粒が多く、色調的にはやや明るい範囲が帯状に検出された。第 1面確認の遺構終端部から南西方向

に延びることが確認された。結果として、第 2面検出時には調査区を貫 く一本の溝として再検出す

ることができた。

平面形状・規模  平面形状は緩やかな弧を描 く帯状で、検出長 28.489m・ 幅 1,475m、 主軸は

N-34.5° 一Eをふる。断面形は深い V字形で確認面から底面までの深さは最大で 0.859mを 測る。溝の

底面から肩にかけて急角度に立ち上がる。溝底面の標高は南から北にかけてわずかに下がる。南端の

セクション dと北端のセクション aの比高は 15,8cm、 0.60/0の 勾配である。

埋±  4箇所で設定したセクションベル トによる断面観察をおこなった。調査区外周部に位置する

セクション a。 セクションdにおいて、溝が 外7層を切り込んで形成されていることが判明した、し

たがって、層位上の帰属は 2-6層除去面である。溝埋土は基本的に検出基盤層 (2-7層・2-8層 )に類

似する。黒色～褐灰色を呈する主体土の中に多量の礫と土器が含まれるのが特徴で、埋土上層ほど礫

と土器が多くなる。埋土は最大 5層 に細分され、その堆積過程の違いから上層 。下層 。最下層に大

別した。

上層  黒褐色細粒砂～極細粒砂を主体とする。堆積構造は確認できない。最終基盤層である 2-9

層・2-10層が礫質となる調査区中央から北部にかけては、大小さまざまな礫が多く含まれ、大き

なものでは径 50cmに も達する。加えて、多量

の上器が含まれており、残存率の高い個体が多

くみられるのが特徴である。残存率の高い土器

はある程度のまとまりをもって出土する傾向に

ある。第 1面調査時に溝状土坑として検出した

のはこの上層埋土の礫集中部分である。

下層  黒褐色細粒砂～シル トを主体とする。

締りがなくやや軟質な土質で、炭化物がわずかに

含まれる。堆積構造は特に確認できない。上層

に比較して礫・土器ともに少なくなる傾向にあり、

礫径は小さくなる。機能時堆積層の可能性がある。
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図29-l SD2012・ SD2013。 SD2014セクション図
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SD2012セ クション上層観察表 SD2013セクション土層観察表

層番号
土色名

土性 IF上分類 屈番号  J4法 警
ψⅢ
    ■性            淀入物等          理上分類

25Y3/1
黒褐色

25Y2/1
黒色

25Y3/1
黒褐色

10YR3/1

黒褐色

砂 ～ 粗粒 砂 ～ 中4~砂 ' 2cm以 下の礫 中

‐・ "夕   上色名     ~‐             '‐ ^つ '          =― フV邪

1  笹督占  鰹籍建あ経第朗 上器片中量   上層上層a

セ
ク
シ
ョ
ン

ａ

セ
ク
シ
ヨ
ン
ｄ

セ
カ
シ́
ヨ
ン

ａ

セ
ク
シ
ョ
ン
ｃ

セ
ク
シ
ヨ
ン
ｂ

極細粒砂 土器片中量

細粒砂～ 中粒砂・径40cm以 下の礫中量

極細粒砂 土器片中量

極細粒砂 中粒砂少量、径 10cm以下の礫少量
～シルト 土器片中量

細粒砂～ 機能層 ?、 粗粒砂～中粒砂少量

シルト 径5cm以 下の礫微量、上器片少量

締まり軟質

黒褐占   盤括建岳 坐禁砕み窒

粒砂 径2cm以 下の礫微量  上層

鶏

1盤
籍建5灌 抗絲 の碑 土器片塘  螂

ヱ

踏

1 
報場誅

=土

器片少量       中層

2踏 1 極

?托常
滞鳳 こ向かつて中粒砂増加、土器片少量 中層

上層

下層a

最下層b
25Y4/2  粗粒砂～ 加工層、径5cm以 下礫多量

暗灰黄色   細粒砂  第 9・ 10層 ブロック上中量
6 

管緒 経嬬駐5加 工層、第針Ю層ブロック土多量

7 2量
催P 

細
鍬

加工層、紳 10Cカ ック■_Z量

SD2014セクション土層観察表

最下層 a

最下層

セ
ク
シ
ョ
ン
ｂ

盤

1鮒
砂 師 以下の礫中量 土器片少量

10YR2/1  細粒砂～ 径40cm以 下の礫多量

黒色   極細粒砂 粗粒砂～中粒砂中量、土器片中量

10YR4/1  中粒砂～ 機能層 ?、 粗粒砂多量

褐灰色   極細粒砂 径 10cn以下の礫微量、lTま り軟質

10YR呈 /1  中粒砂～ 加工層、径5cn以 下の礫中量

黒色   極細粒砂 ブロック状の粗粒砂少量、締まり軟質

10YR1 7/1 中粒砂～ カロエ眉、粗粒砂中量

黒色   極細粒砂 径5cm以 下の礫少量、締まり軟質

上層 a

上層b

下層 a

最下層

最下層a

層番号 埋土分類

上層a

上層 b

下層a

最下層b

黒色

10YR2/1

黒色

10YR3/1

黒褐色

IOYR3/1

黒褐色

5Y3/2

オリーブ黒色

25Y2/1
黒色

25V3/1
黒褐色

25Y3/1
黒褐色

25Y3/2
黒褐色

極細粒砂 径 iOcm以下の礫少量、土器片多量

層 Jf号
上層 b

上層c

上層

上眉

上層e

下層a

ド層 a

25Y3/1  細粒砂～ 粗位砂～中粒砂・径 10cn以下のTAn中 量

黒褐色   極細粒砂 土器片多量

2踏 1 
細粒砂

上禁鷲夢茎

粒砂・径mcn以 下の礫多量

25Y2/1  細粒砂～ 機能層 ?、 粗粒砂～中粒砂少量

黒色   極細絃砂 径5cm以 下の礫・炭化物微量、締まり軟質

10YR2/1  細粒砂～ 力RI層 、粗粒砂～中粒砂中量

黒色   極細粒砂 径 lcm以下のブロック土少量、締まり軟質

中粒砂～ 極粗粒砂～粗粒砂多量

極細粒砂 径25cm以 下の礫多量、土器片多量

細粒砂～ 極粗位砂～中粒砂中量

極細粒砂 径5cm以 下の礫少量、上器片多量

細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂中量

極細粒砂 径25cm以 下の礫多量、土器片多量

娼逢あ
径Ю帥 以下の礫多量、土器片多量

盤蒲整患
径 10cn以下の礫微量、土器片多量

鰹始整患結避離 土器片少量
中粒↓～

簿臨

粒度の単位で互層を成す

篭零魅畝 灌驚励 下の礫・第9■0層起源の砂中量

層番号  ソB!打≧‐・    土性            混入物等          埋上分類′・1・・ ソ   土色名     ……            …′` つコ          ーー′!郎

1 督躍 程嬬建あ生壌砕〒望
Cn以下の礫少量   上層

2  督詈ど  程籍建あ里禁鷲話醤
Cm以下の礫微量      上層

黒褐督   埋り托整 中粒砂微量、土器片少塁

黒褐色  極培駐あ
糧位砂～中粒砂中量、土器片少量

管習占 魅珠狸元儲下のブロック土少量、締り軟質

セ
ク
シ
ョ
ン
ｄ

層番号  υイ.4∵pI.    
土‖            混人物等          埋土分類皓 質 ‐

   ■ 色 名      
‐ 山 |            に 人 IJ,          ‐ ‐ 7Jぷ

1 督継 進第脇 縦評羅移が量、齢形量 節a

2 管耀 絲臨雛綿 礫罐、燃彬量 軽b

3 管緒 絲建岳冤継躙 曇土器片少量 上層c

4 2踏1 
程摘建岳径肇宵参彊7礫

・中粒砂中量  上層d

5 2踏1 細
場誅,爺避$摯藝鯨 量   上層e

。  2雪g1  4場誅1籍縄
粒度の単位で互層を成す   下層a

屈番号  ユ4■,ユ    土性            混入物等          埋土分類′…・・ ソ   土色名     ……            Ⅲレ ″`Ⅲ          ……′ソホ

1 1望1 
鰹矯建岳程銘絶平協監勇器方中量  上層a

2 ∵撃巻
A 

程紹悪粗紗～中粒砂少量、土器片少量
3 螂警 程紹あ祭賜紀雛緯智擦銃蟹
4 1禦警 絲協径緋褪F礫

・ブロツク状鉤 中量

5 2望1 
違矯建あ端 温楔耳彊メ

ツク上少量

6 繕溌暫登 蓬嬬建岳狸託儲下の礫・第併Ю層ブロック土多量
層番号  フ屯ウオ“    土性            混入物等          埋i分類′い¨ ソ   土色名     ……            '・ ・^″ 】         ―‐ウイ不

1 望君雹 窪矯建あ坐禁砕

“

昼
粒砂・径狛cm以下の撰中量上層a

3

。
1里 1継

蒲駐岳
径飩m以下の礫颯 土器片蛙

7 2里催P 堪紹患Υ畳盈霊粋政坪裁み蟄粂融摯
砂

上層

上層

最下層a

SD2013セ クション土層観察表

上層 b

中層b

中層

中層

最下層

埋土分類

25Y3/1
黒褐色

25Y3/1
黒褐色

25Y2/1
黒色

25Y2/1
黒色

25Y3/2
黒褐色

細粒砂～ 租粒砂～中
セ
ク
シ
ョ
ン

ａ

極細粒砂 径5cn以 下の礫少量、土器片多量

細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂・径5cm以 下の礫少量

極細粒砂 土器片多見

細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂・径5cm以 下の礫微量

極細粒砂 土器片多量

細粒砂～ 粗粒砂 径20cm以 下の礫多量

極細粒砂 土器方少量

細粒砂～ 粗粒砂中量、径5cm以 下の礫少量

シルト 第910層 ブロック上少量、炭化物微量   中層 a

土器片中量

上層 a

上層b

上層d

上層e

セ
ク
シ
ョ
ン
ｃ

IOY3/1  細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂中量

黒褐色   極細粒砂 径5cn以 下の礫微量、土器片中量

25Y3/1  細粒砂～ 径25cn以 下の礫、ブロック状粗粒砂中量

黒褐色   極細粒砂 土器片中量

25Y2/1  細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂中量

黒色   極細粒砂 径40cn以 下の礫少量、土器片少量

25Y2/1  細粒砂～ ブロック状粗粒砂中量

黒色   極細粒砂 径 10cm以下の礫少量、土器片少量

と層 b

中層 a

25Y2/1  中粒砂～ 機能層、粒度の単位で互層を成す

黒色    シルト 上器片微量、締り軟質

25Y2/1  粗粒砂～ カロエ層、径2cm以 下の礫中量

黒色   極細粒砂 第910層 のプロック上中量

下層a

最下層

セ
ク
シ
ョ
ン
ｂ

上層 c

中眉

最下層a

埋土分類

25Y3/1
黒褐色

25Y3/1
黒褐色

25Y3/1
黒褐色

25Y2/1
黒色

25Y2/1
黒色

中粒砂～ 極粗粒砂～
上層

セ
ん
イ
ン
ョ
ン
ｄ

極細粒砂 径5cn以 下の礫少量、土器片少量

細 l_4砂 ～ 極粗粒砂～粗粒砂中量

極細粒砂 径5cm以 下の礫少髭、上器片少量

細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂少量

シルト 径 10cm以下の礫微量、土器片多量

組耗駐岳
径20cm以 下の礫多量、土器片中量

WY機 能層、径躙cm以 下の礫微量、締り軟質

上届

下層

中層a

10YR3/1  細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂・径20cm以下の礫中量

黒褐色   極細粒砂 土器片中量

25Y3/1  細粒砂～ 粗粒砂少量、径5cm以 下の礫微量

黒褐色   極細粒砂 土器片中量

IOYR4/1  細粒砂～ 粗粒砂 径 10cm以下の礫少量

褐灰色   極細粒砂 上器片少量

25Y2/1  細粒砂～ 粗粒砂～中粒砂中量

黒色   極細泣砂 土器片少量

25Y2/1  中粒砂～ カロ正層、第9層ブロック土多量、粗粒砂

黒色   極細粒砂 中量、径5cm以 下の礫少量、締り軟質

上層a

P2062他 (T17)上 層観察表
上層

セ
ク
シ
ョ
ン
ｃ 中層a

最下層 a

黒褐色

25Y2/1
黒

25Y2/1
黒

鰹籍建あ
径5cm以 下の礫中量

鰹猫建あ
径5cm以 下の礫少塁

25Y3/1 細粒砂～ 極粗粒～

黒褐色   極細粒砂 炭化物少量

図29-2 SD2012・ SD2013・ SD2014セクション図
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遺物観察表 15

物

号

遺

番 調査区
遼構番号

調査番号 ) 蜘鶏
版

号

図

番

別

種

種

器 法量(m/9 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備  考

2
SD2012
(2004)

弥生土器

甕

回径 :(176)

器高 :48～
外面 1回 縁部平行沈線文、頸部ナデ

内面 :回縁部ナデ後ミガキ

普通

～ 3mmの 砂 粒、

普通

やや不良

外面 :明黄橙

内面 i明黄橙

外面燥付着

CI類

2
SD2012

(2004)

弥生土器

裂

回径 (152)
器高 :77～

外面 :回縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部波状文

体部 ミガキ

内面 :口縁部ナデ、頸部～体部ケズリ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

通

面

面

普

外

内
にぶい貢橙

にぶい黄橙

1類

2
SD2012
(2004)

弥生土器

褻

回径 (198)
器高 ■17～

外面 :口 縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部平行新

文

内面 :回 縁部ナデ、頸部～肩部ケズリ

～ 2mmの 砂 粒、

多い

普通

外面 :に ぶい黄橙

内面 にぶい黄橙

外面煤付着

Cl類

2
SD2012
(2004)

15
弥生土器

甕

口径 :(206)

器高 :89～

外面 :回縁部平行沈線文、頸部～肩部・ 回縁端軒

ナデ、肩部波状文 (貝穀 )

内面 1回縁部ナデ後 ミガキ、頸部～肩部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

多い

普通

外面 にない黄橙

内面 iに ぶい黄緒

外面煤付着

Cl類

2
SD2012
(2004)

弥生土器

褻

回径 (228)
器高 ■08～

外面 !口縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部貝殻腹

縁による押引き沈線文・波状文 (貝殻 )、 体

部ハケ

内面 i日縁端部沈線 1条、日縁部～顕部ナデ、体

部ケズリ

普通

～ 3mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 1こ ぶい黄褐

内面 i橙

Cl類

2
SD2012
(2004)

15
弥生土器

甕

径

高
口

器

146
57-

外面 :回 縁部平行沈線文 十ナデ消 し、頸部ナデ、

肩部平行線文

内面 :口縁部ミガキ、頸部ナデ、体部ケズ リ

特記 i外面肩部に爪または工具痕あ り

普通

～ 4mmの 砂 粒、

普通

良好

外面 :に ぶい黄褐

内面 にぶい黄橙

外面煤付着

C2類～ D2類

2
SD2012
(2004)

弥生土器

費

口径 (172)
器高 70～

外面 :回 縁部平行沈線文 +ナデ消 し、頸部ナデ、

体部ミガキ

内面 :回 縁部ナデ、頸部～体部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内

外面煤付着

ケズリのムラがあり

厚さが場所により違

う
C2類

2
SD2012
(2004)

弥生土器

型

回径 :(170)

器高 :88～

外面 :回縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部貝殻腹

縁押引きによる波状文、体部ハケ

内面 :口縁部ナデ、顕部～体部ケズリ

～ 3mmの 砂 粒、

普通

やや不良

外面 :浅黄橙

内面 :に ぶい黄橙

外面煤付着
C2ま買

アフ
SD2012
(2004)

15
弥生土器

甕

回径 (192)
器高 37～

画

面

外

内
口縁部～頸部ナデ、日縁部沈線文 1条
日縁部ナデ、頸部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂 粒、
宅 1′

ヽ

褐赤明

締

通

面

面

普

外

内

2
SD2012
(2004)

弥生土器

(2ft)

口径 |(200)

器高 :54～
面

面

外

内
回縁部～頸部ミガキ

回縁部ナデ、頸部ケズリ

普通

～ 3mmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 ιこぶい赤褐

内面 :浅黄橙

2
SD2012

(2004)

弥生土器

甕

回径 〈160)

器高 :124～
最大径 イ17И

外面 :日 縁部～顕部ナデ、体部ハケ

内面 :日 縁部ナデ、体部ケズリ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

通

画

面

普

外

内
にぶい赤褐
にぶい褐

外面煤付着

2
SD2012
(2004)

弥生土器

裂

器高 ■10～
最大径 :(198)

外面 :頸部ナデ、体部ハケ後ナデ、肩部波状文

内面 i頸部ナデ、体部ケズリ

普通
～ 05mmの砂粒、

普通

普通

外面 :明赤褐

内面 :灰黄褐

2
SD2012
(2004)

弥生土器

鉢

回径 :(138)

器高 152～
最大径 (150)

外面 :口縁部ナデ、体部ミガキ、口縁端部沈線文
1条

内面 :日 縁部～体部ミガキ

やや密
～ 05mmの砂粒、

少ない

普通

外面 :褐

内面 :褐

2
SD2012

(2004)

弥生土器

高■TN

ヨ径 (234)
器高 49～

外面 :回縁部～郵底部上半ミガキ

内面 :回縁部～FTN底 部上半ミガキ

普通

～ lmmの 砂 粒、

少ない

通

面

面

普

外

内
灰黄褐 (黒 )

にぶい黄橙

化近畿系

2
SD2012
(2004)

弥生土器

高不

器高 :91～
却径 ■24

外面 :郷底部ケズ リ後ナデ、脚部ハケ後 ミガキ、

脚端部ナデ

内面 :脚部ナデ

特記 :円 形透か し 3方向

普通
～ 3mmの 砂 粒、

普通

やや不良

外面 :橙

内面 :橙

2
SD2012
(2004)

15
弥生土器

高杯

器高 ■15～
脚径 :(132)

獅
楠
佃

脚部ミガキ、脚端部ナデ

脚柱部ケズリ、脚裾部ナデ

円形透かし 3方向

や や粗

～ 4mmの 砂 粒

普通

通

面

面

普

外

内
浅黄

にぶい黄橙

2
SD2012
(2004)

15

弥生土器

器台

(鼓形器台 】

口径 ■48
器高 :54～

外面 i受部上半平行線文、受部下半ミガキ、回縁

端部沈線文 1条
内面 :受部ナデー部ミガキ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

橙

通

面

普

外

内面 !糟

86 2
SD2012
12004)

15

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

回径 (228)
器高 :1125～

外面 :受部上半平行線文、受部下半ナデ、筒部ミ
ガキ

内面 :受部ミガキ、衡部ケズリ後ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

米面 :橙

勺面 :橙

2
SD2012

(2004)
15

弥生土器

器台

(鼓形器台 〕

口径 :216
器高 :85～

外面 :受部上半平行沈線文後ミガキ、受部下半 ミ

ガキ、日縁端部沈線文 2条
内面 :受部ミガキ

やや密
～ 2mmの 砂 粒、

普通

やや艮好

外面 〕こぶい橙

内面 :橙

2
SD2012
(2004)

15

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

高

径

器

脚

100～
133

外 面 筒部ハケ後 ミガキ、筒部中位に沈線文 4条、

脚台部平行線文、脚台上端・脚端部ナデ

筒部ナデk脚台部ケズリ、脚端部ナデ内面

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 iにぶい橙

内面 にぶい橙

2
SD2012
(2004)

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

一局
径

器

脚
143-
165-

外面 :筒部 (ミ ガキ )、 筒部中位に平行線文 4条 1

帯を 2帯、脚台部平行線文、脚台上端・脚

端部ナデ

内面 :筒部ナデ、脚台部ケズリ、脚端部ナデ

やや密
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :浅黄橙

内面 :黄橙

2
SD2012
(2004)

15

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 41～
脚径 ■74

面

面

外

内
脚台部ミガキ

脚台部ナデ
～ 2mmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 iに ぶい橙

2
SD2012
(2004)

15

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

口径 ■72
器高 :145
最大径 ■77
底径 ■22

朴面 :回縁部平行線文、筒部ナデ中位に平行線文、

脚台部平行線文 +ナデ消 し

有面 :受部 ミガキ、筒部上半ナデ、筒部下半～脚

台部上端ケズリ、脚台部ナデ

やや粗
～05mmの砂粒、

少ない

やや不良

外面 i黄褐

内面 :橙

接点を持 たない 2破

片を図上復元
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最下層  暗灰黄色粗粒砂～極細粒砂である。土質はその場所の29層・210層 に類似する。29層・

210層のブロック土が確認されることから、清開削時の掘り残し土、すなわち加工層と推定される。

遺物は確認されなかった。

遺物検出状況  溝内の遺物検出状況は特殊といえる。土器は上層部に集中しており、巨礫につぶさ

れながらも形状を維持している個体が多数確認された。また、場所による遺物の粗密もはっきりして

おり、残存率の高い個体は集中する傾向にある。出土遺物量は整理用コンテナ 4箱分である。弥生

時代後期後葉の要素の強い甕と器台の多さが特筆される。甕 (69～ 76)は やや開きながら立ち上がる

口縁部とその外面の平行沈線文が特徴的である。口縁立ち上がりの平行沈線文がきっちり描かれる個

体 (69～ 73)、 平行沈線文にナデ消しが加えられる個体 (74～ 76)に 大別される。肩部に貝殻腹縁に

よる押し引き文や連続刺突文を施す個体がある。器台 (85～ 91)は全て鼓形器台である。受部と脚台

部に平行沈線文を施し、明瞭な筒部を有する。中でも 89に みられる細く長い筒部はやや古い要素で、

帰属時期は弥生時代後期中葉になる可能性がある。82は椀形の邪部を特徴とする北近畿系の高邪で

ある。胎土は周 りから出土する甕などと同じ灰黄褐色系であることから在地産と考えられる。ただし、

模倣品にしてはオリジナルにかなり近い形状で、その技術を持つ二人の作の可能性がある。ヒトの移

動を示唆する個体である。

遺構の性格と帰属時期  溝である。基盤層の砂礫層・粘土層に関わらず底を揃えて深く掘 り込まれ

る状況から明確な目的があって開削されたことは間違いない。当然のことながら水を流すために掘削

されたと推定されるが、調査においてそれを確認することはできなかった。しかしながら、遺物と礫

の出土状況から清の廃絶についての検討は可能である。土器が最も多い上層部では巨礫の間に元形状

を維持しながら破砕している個体が多数確認された。もし、溝が洪水や土石流によって埋没 したもの

であるなら、上層埋土内の礫と土器は同時に堆積したことになり、巨大な礫とともに流されてきたの

ならば、激しい流れの中で土器はさらに破砕され、元形状を維持できないと考える。次に、遺構埋土

が場所によって連続的に変化し、それが検出基盤層 (想定される地表層 )に近いということは、その

出所がすぐ近 くにあることを示す。したがって、礫と土器は同時期にヒトの手によって溝内に入れら

れたと考えられることから、それは溝廃絶時の埋め立て行為であると理解できる。そして、その時期

は弥生時代後期後葉から終末期前半の一時点と考えられる。下層・最下層からは時期判定可能な遺7//J

がなかったため、溝の開削時期と存続期間は不明である。

■ SD2013(図 32、 遺物図 16、 遺物観察表 16、 写真図版 17・ 19)

位置 2区第 2面 N34～ K36グ リッドに位置する。遺構の確認面の標高は 46.131m～ 45。 795mで

ある。

検出状況  遺構の存在は平成 20年 11月 実施の試掘調査で確認されており、試掘 トレンチ範囲で

溝として検出及び掘削されている。本調査では第 1面調査以前、試掘 トレンチ再掘削時の壁面精査

においてその存在を再確認した。わずかに明るい溝芯から 2-8層 を検出基盤層とする掘 り込みと判断

したが、第 1面 (こ の周辺での 26層 除去面 =2-8層上面 )に おいて全く検出できなかったため、遺

構プラン確定には 2-8層除去が必要と判断した。第 2面調査に先だって、溝の延長が予測される位

置に Tr,7・ Tr.8を設定し断面確認をおこなったところ、清は調査区北東端から南西方向に直線状に延

びること、2-8層 の上位に堆積する 2-7層 を切ることが確認され、層位上の帰属が 2-6層 除去面であ
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遺物観察表 16

物
号

選
番 調査区

遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量 (cm/D 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 偏 考

92 2
SD2013
(2109)

弥生土器

壷

ヨ径 :(2501

暑高 つ 6～

外面 :口縁端面ナデ後擬凹線文 6条、口縁部ナデ、

頸部ナデ後一部ミガキ

内面 :口 縁部～頸部ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

多い

普通

外面 :とこぶい黄橙

内面 :とこぶい黄橙

2
SD2013
(2109)

弥生土器

台付装飾壷 )

器高 :90～
最大径 (231)

外両 :体部上半ハケ後波状文 2帯、平行線文、突

帯ナデ後貝殻腹縁による連続刺突文 4列、

体部下半ハケ後ミガキ

内面 :体部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 |に ぶい黄橙

内面 にぶい黄橙

搬入品か

2
SD2013
(2109)

弥生土器 日径 |(122)

器高 :67～
外面 1口縁部ハケ後ナデ、体部上半ハケ

内面 :口縁部ハケ後ナデ、体部上半ケズリ
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄橙

内面 tに ぶい黄橙

2
SD2013
(2109〕

16

土師器

二重回縁壺

回径 〈198)

器高 ■15～
外面 :回 縁部～頸部ナデ、肩部 (ハケ )

内面 i回縁部ナデ、肩部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄橙

内面 :灰黄褐

2
SD2013
(2109)

弥生土器
口径 :(901

器高 :94～

最大径 :(124

外面 :回縁部ナデ後ミガキ、頸部～体部上半ミガ

キ、体部下半ハケ後 ミガキ

内面 :口 縁部ケズリ後ナデ、頸部～体部上半ケズ

リ、体部下半ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

少ない

普通

外面 にぶい黄羅

内面 i浅黄橙

搬入品か

2
SD2013
(2109)

16

弥生土器

(直回斎 Ⅲ

回径 ■09
器高 ■59～
最大径 ■55

外面 :回 縁部～頸部 (ナデ )、 体部ハケ

殉面 :回縁部～頸部ナデ、体部ケズリ

普通

～ lmmの 砂 粒、

多い

黄浅

灰

連

面

面

普

外

内

2
SD2013
(2109)

16

弥生土器

壺

(直日壷 )

口径 (112)
器高 ■35～
最大径 :(1861

Tk面 :口縁部～頸部ナデ、体部ハケ後ナデ、肩部

平行線文・波状文各 1帯
勺面 :回 縁部ナデ、頸部ナデ・ケズリ後ナデ、体

部上半ケズリ、体部下半ケズリ後ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通 橙

自

黄

灰

浅

通

画

面

普

外

内

SD2013
(2109)

16
弥生土器

甕

回径 (146)
器高 :66～

外面 :回縁端面擬凹線文 2条、日縁部～肩部ナテ

内面 i回縁部ナデ、肩部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 にぶい橙

内面 :橙

外面煤付着

代類

2
SD2013
(2109)

16
弥生土器

甕

口径 :(144)

器高 :44～

Ⅲ面 :口 縁部並行沈線文 +ナデ消し、頸部～肩部
ナデ

勺面 !回 縁部ミガキ、頸部～肩部ケズリ後ミガキ

普通

～ 3mmの 砂 粒 、

普i爵

やや良好

外面 :に ぶい橙

内面 にぶい橙

2
SD2013

(2109)

弥生土器

褻

回径 (1821
器高 :75～

外面 :回 縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部貝殻腹

縁による連続刺突文

内面 :日縁部ナデ、頸部～肩部ケズリ

普通
～ 4mmの 砂 粒、

普通

外面 :浅黄橙

内面 :灰黄

CI類

2
SD2013
(2109)

弥生土器

甕

口径 (156)
器高 :63～

外面 :日 縁部～頸部ナデ、肩部ハケ

内面 :日 縁部～RIR部 ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 にぶい黄

内面 にぶい黄精

外面煤付着

E2類

2
SD2013
(2109)

弥生土器

甕

日径 :165
器高 :65～

外面 :回縁部～肩部ナデ

内面 :回縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

やや粗
～ 4mmの 砂 粒、

普通

やや不良

外面 :に ぶい黄橙

内面 :に ぶい黄橙

E2類

2
SD2013
(2109)

土師器

甕

回径 i(204)

器高 :61～
外面 :日 縁部～肩部ナデ

内面 1回縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂粒、

普通

普通

外面 :黄灰

内面 :灰黄褐

Fl～ F2類

2
SD2013
(2109)

土師器

甕

回径 ■58
器高 (225)
最大径 ■98
底径 98

外面 1口縁部～顕部ナデ、体部ハケ

内面 :回縁部～頸部ナデ、体部ケズリ

普通
～ 3mmの 砂粒、

普通

普通

外面 にぶい黄橙

内面 1増灰黄

外面爆付着

接点を持たない 2破
片を図上復元

Fl類

2
SD2013
(2109)

弥生土器

甕

回径 (116)
器高 ■05～
最大径 io2 2)

底径 :34

外面 :回縁部～底部ナデ

内面 :回縁部～頸部ナデ、体部～底部ケズリ

普通
～0 5rrlmの砂粒、

少ない

普通

外面 :

内面 :

2
SD2013
(2109)

弥生土器

高必

ヨ径 (162)
器高 60～

外面 :邪部ナデ後 ミガキ

内面 :回縁端部ナデ、郷部ミガキ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

橙

緒

好

面

面

良

外

内

108 2
SD2013
(2109)

弥生土器

高不

ヨ径 翠 14)

器高 盟9～
外面 :回縁部～辱底部上半 ミガキ

内面 :口縁部～不底部上半 ミガキ

普通

～ 3mmの 砂 粒、

普通

運
面

面

皆
外

内
にぶい黄橙

にぶい黄褐

北近畿系、丹後からの

搬入品か

2
SD2013
(2109

弥生土器

高邦

器高 97～
即径 ■40

外面 :脚部ハケ、脚端部ナデ

内面 :脚柱部ケズリ、脚裾部ハケ、脚端部ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

通

面

面

普

外

内
にぶい黄橙
にぶい黄橙

2
SD2013
(2109)

弥生土器

器台

`鼓

形器台 )

回径 (195)
器高 :79～

外面 :口縁部～脚台部ナデ後 ミガキ

内面 :日 縁端部ナデ、口縁部ケズリ後ナデ、脚亡

部ナデ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :|こ ぶい黄橙

内面 にぶい黄橙

111 2
SD2013
(2109)

弥生土器

器台

(鼓形器台 〕

回径 :(228)

器高 77～
画

面

外

内
回縁部ナデ後ハケー部ミガキ、受部ミガキ

回縁部ハケ後ミガキ、受部ミガキ
～ 2mmの 砂粒、

普通

普通

外面 :橙

内面 :橙

2
SD2013

(2109)

弥生土器

鉢

径

高
口

器

168
1185

外面 :日縁部～底部ナデ

内面 :日縁部ナデ、体部上半ケズリ後ナ六 体部

下半～底部ハケ

普通
～ 2mmの 砂粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 :明黄褐

外面煤付着
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ることが確認された。しかし、この周辺において、第 1面 (2-6層除去面 =2-7層 上面)で は溝は検出

されていないうえ、セクション上でも遺構埋土と 2-7層 の差がわずかなことからこの段階での平面

検出は断念し、2-7層掘削後の第 2面検出時に遺構プランを確定させた。溝は北東側、南西側ともに

調査区外に延びる。第 2面主要遺構との切 り合い関係あり。SD2014を 切 り、SD2015に切られる。

SD2014と の切り合い関係判定は困難であったが、埋土上層に含まれる礫の分布が SD2013に沿って

いることをその根拠とした。

平面形状・規模  平面形状は帯状で、検出長 33.623m・ 幅 2.027m、 主軸は N34.5° Eをふる。断

面形は深い V字形、底近 くに段があり二段掘 りとなる。この最深部は直線状に延びる溝の中でわず

かに S字に振れる。確認面から底面までの深さは最大で 1.040mを測る。清の底面から肩にかけて急

角度に立ち上がる。溝底面の標高は一定しない。南端のセクション dと北端のセクション aの比高は

4 3cm、 計算上は 01%の 勾配となり、北東に向かってほんのわずかに下がることに/h― るが、実際には

セクション b・ cの清底が高くなるため、勾配と捉えるのは難 しいかもしれない。

埋±  4箇所で設定したセクションベル トによる断面観察をおこなった。溝埋土は基本的に検出位

置での基盤層 (2-7層・2-8層 )に類似する。黒色～褐灰色を呈する主体土の中に多量の礫と土器が含

まれるのが特徴で、その傾向は上方に顕者となる。埋土は最大 7層 に細分され、その堆積過程の違

いから上層 。中層 。最下層に大別した。

上層  黒褐色細粒砂～極細粒砂を主体とする。堆積構造は特に確認できない。2-9層・210層

が礫質となる調査区中央から北部にかけては、大小さまざまな礫が多く含まれる、最大径 35cm程

度である。この中に多量の上器が含まれているのが特徴である。残存率の高い個体も見られるが、

SD2012・ SD2014程 ではない。SD2012上層と同じ層相を示すことから、埋め立て行為による人為

的な形成層と推定される。

中層  黒色細粒砂～極細粒砂を主体とする。粗粒砂～中粒砂の混入量がやや多く、部分的にブロッ

ク状に集中する。上層に比較して礫と土器の量が減少する。堆積要因は不明であるが、上層との土

質や混入物の共通性から埋め戻し土の可能性が最も高いと思われる。

最下層  黒色～暗灰黄色中粒砂～シル ト。土質はその場所の 2-9層・210層に類似し、このブロッ

ク土が多く含まれる。清開削時の掘り残し上、すなわち加工層と推定される。遺物は確認されなかっ

た。セクション dではこのブロック上の立ち上がりを SD2014と の切 り合い判定の根拠とした。

遺物検出状況  土器の大半は上層部から出土している。遺物出土量は SD2012・ SD2014と 比較す

ると少ないが、完形に近い個体が出土する状況はやはり特殊といえる。土器は上層部に多いが、集

中部といえるほど土器が密集している箇所はなかった。出土遺物量は整理用コンテナ 3箱分である。

その帰属時期は弥生時代後期前葉から古墳時代前期中葉まで。古墳時代前期前葉の要素を持つ個体が

多い。壺 (92～ 991に は、多様な器種がみられる。93は 台付装飾壺と考えられる体部破片である。体

部最大径位置に突帯を貼り付け、突帯上とその基部に貝殻腹縁による連続刺突文を、体部上半には平

行線文と波状文を施す。この近隣では青谷上寺地遺跡において相当数が出土しているが、それらと比

較すると器形や施文法など、基本ルールが踏襲されていないことが判る。本例は同系列でありながら

もかなり変容を遂げた後の様相を示しており、近隣の類例と直接の系譜を求めるのは難しい。形状的

には、むしろ、伝播の過程で変容した地方の模倣品に近いと考えられ、それが搬入品として持ち込ま

れた可能性を考える。これに関連して 96も 脚台は付かないながら、体部の張 り出しとやや下膨れな
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器形から台付装飾壷の系統と考えられる。95は 大きく開く厚手の口縁部 と、端部の外傾する平坦面

が特徴的な壺である。古墳時代前期中葉まで下る可能性がある。9ア・98は直口壼である。口縁屈曲

部からの立ち上がりが発達する。弥生時代終末期後半に属する。特に 97は完形に近い状態で出土し

た。甕 (99～ 106)は その時期幅が広い。主体を占めるのは口縁立ち上がりの文様が無文化した一群 (102

～ 103)と 、口縁端部における肥厚または平坦面を持つ一群 (104・ 105)で ある。これらは弥生時代終

末期後半から古墳時代前期前葉の要素である。古墳時代の要素を持つ個体の多さが特筆される。外来

系土器としては高郷 (108)が 挙げられる。椀形の郷部が破片で出土した。胎土はにぶい黄色を呈し在

地系に比べてやや淡い。北近畿系、丹後の所産と考えられる。

遺構の性格と帰属時期  溝である。基盤層の砂礫層・粘土層に関わらず深 く掘 り込まれており、底

を一定に揃える意識があったとみられる。ただし、その底面は一定せず多少の凹凸がある。計測値か

らは北東方向へのほんのわずかな傾斜が読み取れるが、中央部の盛り上がりを考えると勾配を示すと

はいえない。溝の廃絶については、上層埋土の様相からやはり埋め立て行為によるものと考えられ、

その時期は古墳時代前期前葉から中葉の一時点と考えられる。開削時期は SD2014と の切 り合い関係

から判断すると、弥生時代終末期後半以降となる。

■ SD2014(図 33～ 37、 遺物図 17-1～ 174、 遺物観察表 17-1～ 1卜 4、 巻頭図版 8、 写真図版 20～ 24)

位置  2区第 2面 N34～ L36グリッドに位置する。遺構確認面の標高は 45.141～ 45,707mである。

検出状況  調査区北壁沿いの Tr.4の 断面観察において遺構の存在が確認された。この時点では 2-8

層を掘り込む遺構かどうかは判断できなかったが、第 1面 (こ の周辺での 26層除去面 =2-8層上面 )

においてプラン検出ができなかったため、2-8層 除去後に再検出をおこなうことにした。第 2面調査

に先だって、溝の延長が予測される位置に Tr.7・ Tr.8を設定して断面確認をおこなったところ、溝は

調査区北東端から南西方向に直線状に延びること、2-8層の上位に堆積する 27層を切ること、層位

上の帰属は 2-6層 除去面であることが確認された。ただし、遺構埋土と 2-7層の差がわずかなことか

らこの段階での平面検出は断念し、27層除去後の第 2面検出時に遺構プランを確定させた。第 2面

主要遺構との切り合い関係あり。SD2014と SD2015に 切られる。特に同類遺構とされるSD2013と は、

その位置・軸方向が近いために、調査区南部から南端部にかけて大きく重なる。

平面形状・規模  平面形状は緩やかな弧を描 く帯状で、検出長 32.897m・ 幅 2.895m、 主軸は

N-27.5° ―Eをふる。断面形は深い逆台形で確認面から底面までの深さは最大で 1,448mを 測る。溝の

底面から肩にかけて急角度に立ち上がる。溝底が幅 0.8～ 1.4m程度の平坦面になっているのが大き

な特徴である。底面の標高は南から北にかけて下がる。南端のセクション dと 北端のセクションaの

比高は 25,3cm、 0.80/Oの勾配である。

埋±  4箇所で設定したセクションベル トによる断面観察をおこなった。溝埋土は基本的に検出位

置での基盤層 (2-7層 。28層 )に類似する。黒色～褐灰色を呈する主体土の中に多量の礫と土器が含

まれるのが特徴で、その傾向は上方に顕著となる。また、SD2014独 自の要素として、明確な機能層 (下

層 )の堆積がある。埋土は最大 9層に細分され、その堆積過程の違いから上層 。中層・下層・最下層

に大月Uし た。

上層  黒褐色細粒砂～極細粒砂を主体とする。堆積構造は特に確認できない。基盤層が礫質とな

る調査区中央から北部にかけては、大小さまざまな礫が多く含まれ、最大径は 80cmに も達する。
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この中に多量の上器が含まれているのが特徴である。残存率の高い個体が多い状況は SD2012と 同

様である。埋め立て行為による人為的な形成層と考えられる。礫は東側に礫中する傾向があり、そ

の粗密に注意して層の細分をおこなった結果、細分層が東側へ大きく立ち上がる状況が認められた。

このことから、埋め立て行為は主に東側からおこなわれたものと推定される。

中層  黒褐色～黒色細粒砂～シル トを主体とする。礫や炭化物、ブロック土が含まれるが一定し

た傾向はみられず、堆積構造も確認できない。自然形成とは考えにくく、上層と同じく埋め立て土

の可能性が最も高いと考える。調査区南側のセクションcedでのみ存在する。

下層  黒色～黒褐色極粗粒砂～中粒砂と細粒砂～シル トである。層の締りはなく軟質で、粒度の

違う砂粒によって互層を形成する。明確な堆積構造から純粋な自然堆積層といえ、溝機能時の堆積

層と捉えられる。調査区南側では粒度がやや低くなるが、これは、堆積物の起源が 29層・210

層に由来するためと考えられる。基本的に礫の混入はなく、上層部に比較して遺物量は極めて少な

いといえる。砂を主体とする堆積状況からは、ある程度の流れが常にあったものと推定される。

最下層  黒色粗粒砂～極細粒砂を主体とする。2-9層 。2-10層起源のブロック土が含まれる。こ

の上位に機能層が堆積することから溝開削時の掘り残し土、すなわち加工層と考えられる。遺物は

確認されなかった。

遺物検出状況  出土遺物量は整理用コンテナ 16箱分と非常に多い。そして、清内の遺物検出状況

はやはり特殊といえる。土器は上層部及び中層部に集中しており、巨礫につぶされながらも形状を維

持している個体が多数確認された。残存率の高い土器は全体に分布しているが、土器集中部も数個所

で見られる。土器の帰属時期は弥生時代後期後葉から古墳時代前期前葉まで、数量的には弥生時代終

末期前半の要素を持つ個体が多い。壺 (113～ 1241に は装飾を施す例が多くみられる。113に は口縁

上部に微細な竹管文を配す。記号的要素か。114肩部には逆 U字形の浮文が付く。下部は欠損してお

り全容は不明である。 117・ 120は 口縁部に貝殻腹縁刺突による羽状文をスポット的に配す。121～

123の小壼は過剰な施文が特徴的な個体である。口縁部を平行沈線文、体部を擬凹線文と貝殻腹縁刺

突のよる羽状文で絢爛に飾る。123は 体部最大径位置に半我竹管文を巡らす。甕 (125～ 140)につい

ては、口縁立ち上がりの平行沈線文がきっちり描かれている一群 (125～ 1281、 平行沈線文にナデ消

しが加えられる一群 (129～ 131)、 口縁立ち上がりが無文化した一群 (132～ 137)に大別される。肩

部に貝殻腹縁による押し引き文や連続刺突文を施す個体がある。甕の帰属時期は弥生時代後期後葉か
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遺物観察表 17-1

物

号

速

番 調査区
調査番号 】

還物図

番号

麒

号

凶

番

別

種

種

器
法量 (cm/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

2
SD2014

(2106)
17-1

弥生士器 国径 (132)

器高 64～

外面 i口縁部ナデ後ミガキ、上位に竹管文 3個、

肩部ハケ後ナデ

内面 ;回 縁部上半ナデ後 ミガキ、口縁部下半ハ

ケ後ナデ、肩部ケズリ

普通
～ 2rrmの砂粒

普通

普通

外面 :に ぶい黄橙

内面 :に ぶい黄橙

2
SD2014
(2106)

弥生土器 日径 (1301

器高 ▼4～
面

面

外

内
回縁部ナデ、肩部ハケ後ナデ後浮文

口縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂粒、

普通

普通

外面 !浅黄橙

内面 :に ぶい黄橙

2
SD2014

(2106)

弥生土器

壺

口径 ■54
器高 96～
最大径 ■58

外面 :口縁部平行線文、頸部ミガキ

内面 :回縁部～頸部ミガキ、肩部上端ケズリ

普通

～05mmの砂粒、

少ない

普通

外面 :橙

内面 :精

116 2
SD2014

(2106)
17-1

土師器 口径 ■73
器高 ■36～

外 面 口縁端部擬凹線文 2条、頸部ミガキ、頸

部下端貼付突帯、肩部ミガキ

回縁部～頸部ミガキ、肩部ケズリ内面

～ lmmの砂粒

普通

やや良好

外面 :1こ ぶい黄橙

内面 :橙

2
SD2014

(2106)
17‐ 1

土師器 口径 (186)
器高 :89～

外面 :口 縁端部ナデ、口縁部～頸部 ミガキ、頸

部貝殻腹縁による羽状文、肩部ハケ後 ミ

ガキ

内面 :回 縁部ナデ後ミガキ、肩部ケズリ後ミガ

キ、頸部貝殻腹縁による羽状文

普通

～ 2mmの 砂粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい橙

内面 :橙

2
SD2014

(2106)
17■

弥生土器 口径 ■19
器高 ■29～

外面 :頸部～肩部 (ミ ガキ )

内面 :口 縁部～頸部ハケ後 ミガキ、肩部上端ナ

デ、体部ケズリ

普通

～ 2mmの 砂粒、

普通

普通

外面 :橙

内面 :橙

119 2
SD2014

(2106)
17‐ 1

弥生土器

回径 ■00
器高 (175)
最大径 ■49
底径 イ37〕

外面 :口縁部～体部上半ハケ後 ミガキ、体部 下

半ハケ、底部ナデ

内面 i回 縁部 ミガキ、頸部ケズ リ後 ミガキ、体

部～底部ケズリ

普通
～ lmmの砂粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄橙

内面 :橙

2
SD2014

(2106)
17-1

弥生土器

口径 ■52
器高 :235

最大径 (200)
底径 :45

面

面

外

内
回縁部ナデ、体部ハケ、底部ナデ

ロ縁部ケズリ後ナデ後貝殻腹縁による羽

状文、頸部ミガキ、体部ケズリ後ナデ、底

部ハケ後ナデ

普通

～ lmmの砂粒、

普通

普通

外面 :橙

内面 :に ぶい橙

外面煤付着

内外面付着物多い

2
SD2014
(2106)

17■
弥生土器

口径 ■43
器高 ■21

底径 :23

外面 !口 縁部平行沈線文、日縁端部・頸部上半

ナデ、顕部下半～体部擬凹線文 3条 1帯

を 3帯、貝殻腹縁による羽状文 3列、底

部ナデ・ハケ

内面 :体部ケズリ、底部ナデ

普通

～ lmm砂 粒、

普通

普通

外面 :橙

内面 :橙

外面煤付着

2
SD2014

(2106)
17■

弥生土器
口径 ■55
器高 ■33
最大径 ■60

外面 :口 縁部ナデ後平行沈線文、頸部ナデ、体

部ハケ・ ミガキ後擬凹線文 3条 1帯を 3

帯、只殻腹縁による羽状文 2列
内面 :回縁端部ナデ、口縁部～体部ケズリ

普通
～05mmの砂粒、

普通

普通

外面 :橙

内面 :橙

外面煤付着

2
SD2014

(2106)
17■

弥生土器
口径 :(132)

器高 ■22～
最大径 (156)

外面 :口 縁部平行沈線文、肩部擬凹綜文 2条・

貝殻腹縁による羽状文 1列 、体部中位擬

凹線文 3条 1帯を 2帯・半我竹管文 1列、

体部下半 ミガキ

内面 :回縁部ナデ、体部ケズリ

普通
～ lmmの砂粒、

普通

普通

外面 :に ぶい橙

内面 :に ぶい黄橙

外面煤付着

2
SD2014

(2106)
171

弥生土器

(壷 )

口径 :(176)

器高 ■26～
最大径 (186)

外面 :回縁部平行沈線文 け デ消 し、頸部ナデ、

肩部貝殻腹縁による押引き波状文、体部
ハケ後 ミガキ

内面 :回縁部ミガキ、頸部～体部ケズリ

普通
～ lmmの砂粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄橙

内面 :褐灰

外面煉付着

2
SD2014

(2106)
17‐ 1

弥生土器

(甕 )

日径 ■40
器高 :94～
最大径イ138)

外面 回縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部貝殻腹

縁による押引き文・波状文、体部 ミガキ

回縁部ナデ後 ミガキ、頸部～体部ケズリ内面

普通

～ lmmの砂粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄橙

内面 :に ぶい橙

外面煤付着

(Cl類 )

2
SD2014

(2106)
17■

弥生土器

裂

回径 :(156)

器高 ■29～
最大径 (176)

外面 :回 縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部貝殻

腹縁による押引き沈線文・波状文 (貝殻 )、

体部ハケ後 ミガキ

内面 :口 縁部ナデ後ミガキ、頸部～体部ケズリ

後ナデー部ミガキ

普通
～ lmmの砂粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい褐

内面 ;褐

Cl類

12ア 2
SD2014

(2106)
17‐ 1

弥生土器

裂

回径 (168)

器高 ■58～
最大径イ190)

外面 1日縁部平行沈線文、頸部ナデ、体部ハケ

内面 :日 縁部～頸部ナデ、体部ハケ

普通
～05mmのひ位、

やや不農

外面 :に ぶい黄橙

内面 ;灰黄褐

外面煤付着

Cl類

2
SD2014

(2106)
17‐ 1

弥生土器

饗

口径 914
器高 :317
最大径 1245
底径 :32

外面 1回 縁部平行沈線文、頸部ナデ、肩部波状

文、体部ハケ

内面 :日縁部ミガキ、頸部～体部ケズリ

特記 !底部は小さく凹レンズ状

普通
～ 2mmの砂粒、

普通

普通

外面 :黄橙

内面 :黄橙

外面煤付着

CI類

ら弥生時代終末期後半までである。器台 (149～ 158)は全て鼓形器台である。149～ 157は 細い筒部

を持つ一群で、弥生時代後期後葉から弥生時代終末期前半の様相を示す。152の 器合は受部に上半部

下端に 3条 1帯の平行線文を 2帯巡 らし、その間に同心円スタンプ文を配す。スタンプには重な り

や押 しムラがみられる。158は 詰まった筒部を持つ径の大きな器台である。弥生時代終末期後半に属

すると思われる。168は 甑形土器である。把手は土器だまり2002か ら出土 した。狭口部下に巡る突

帯には指で押さえつけたような凹みを 2か所確認できる。 この凹みは把手位置 と一致 していること

から明らかに意図的なものといえ、真上から見ると把手内側の孔を通すように意識 していることがよ

くわかる。 この中に何かが通されていた可能性を示すのではないだろうか。鳥取県を分布の中心 とす

る甑形土器は、住居からの出土例が圧倒的に多 く何 らかの実用具であると考えられているが、その用

途は未だ判明 していない。外来系土器 も遺物量の多さに比例 して多 く出土 した。148は 椀形のITh部 を

99



彬

施

マ
＼

―

ノ
―

―

ヽ

＼

ア

ヽ

―

フ

ヽ

サ

ノ

遺物図17-2 SD2014出土遺物

と日百百百西EttEttEEEEEEI畠 I讐:EEEEEEェ 百百百百百百百:昌
Cm

-100-



遺物観察表 17-2

物

号

遺

番
調査区

遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/o 特   徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

2
SD2014

(2106)
17-2

弥生土器

饗

回径 180
器高 :65～

外面 :口 縁部平行沈線文 十ナデ消 し、頸部ナデ、

肩部平行線文

内面 :日 縁部ナデ、頸部ケズリ後ナデ、肩部ケズ

リ

普通

～ 5mmの 砂 粒、

普通 灰

橙

黄

通

画

面

普

外

内
C2類

2
SD2014

(2106)
17-2

弥生土器

甕

口径 (228
器高 ■19～
最大径 (246)

外面 1回 縁部平行沈線文 十ナデ消 し、頸部ナデ、

肩部ハケ後波状文

内面 :回縁部ナデ、頸部～肩部ケズリ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

橙

橙

黄

黄

通

面

面

普

外

内
C2類

2
SD2014

(2106)
17-2

弥生土器

変

口径 :203
器高 ■23^

外面 :回 縁部平行沈線文 十ナデ消 し、頸部ナデ、

肩部貝殻腹縁による押引き沈線文・波状文

(貝殻 )、 体部ナデ

内面 1回縁部ナデ、頸部～体部ケズリ

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

通

面

面

普

外

内

にぶい黄褐

にぶい黄褐

外面煤付着

C2類

2
SD2014
(2106)

弥生土器

甕

口径 ■47
器高 ■34～
最大径〈153)

外面 :回縁部ナデ後 ミガキ、頸部ナデ、体部ハケ

後 ミガキー部ナデ

内面 :ケ ズリ後 ミガキ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 にぶい黄橙

外面煤付着

Dl類

2
SD2014
(2106)

17-2
弥生土器

蜜

回径 ■86
器高 :254
最大径 210
底径 :33

外面 1回縁部～肩部ミガキ、体部ハケ後一部ミガ

キ、底部指オサエ

内面 1回縁部～頸部 ミガキ、肩部ケズリ後 ミガキ、

体部～底部ケズリ

普通

～ 3mmの 砂粒、

普通

やや良好

外面 i明黄褐

内面 :明黄褐

外面煤付着

Dl類

2
SD2014

(2106)
17-2

弥生土器

褻

日径 206
器高 お15
最大径 933
底径 47

外面 i回縁部～肩部上半ミガキ、体部ハケ後一笥
ミガキ、底部ナデ

内面 i口縁部～肩部上半ミガキ、体部ケズリ、底
部ケズリ後ナデ

普通

～ 2nmの 砂粒、

普通

普通

外面 i明黄掲

内面 にぶい黄橙

Dl類

2
SD2014

(2106)
17-2

弥生土器

甕

口径 〈196)

器高 312
最大径 i(242)

底径 45

外面 i回縁部～頸部ナデ、体部上半ミガキ、体罰

下半ハケ、底部ナデ

内面 i口縁部ナデ、頸部～体部ケズリ、底部ナテ

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 :ιこぶい黄橙

内面 ,こぶい黄橙

Dl類

2
SD2014
(2106〕

弥生土器

褻

回径 (142)

器高 (193)

最大径 (136)

底径 :(32)

外面 :日 縁部平行沈線文 十ナデ消 し、頸部ナデ、

体部ハケ、底部ナデ

内面 〔日縁部～頸部ナデ、肩部ケズリ後ナデ、体

部ケズリ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 :橙

外面燦付着

D2類～ El類

2
SD2014
(2106)

17-2
弥生土器

甕

回径 ■58
器高 2235
最大径 ■69
底径 124

外面 :日縁部ナデ、肩部ナデ・連続刺突文、体笥
ハケ、底部ナデ

内面 :回 縁部～頸部ナデ、体部～底部ケズリ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

良好

外面 :に ぶい黄褐

内面 :に ぶい黄橙

D2類～ EI類

SD2014

(2106〕
17‐ 2

弥生土器

甕

口径 ■70
器高 ,142～
最大径 ■83

面

面

外

内
回縁部～頸都ナデ、体部ハケ

回縁部ナデ、体部ケズリ後ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

やや良好

外面 にぶい橙

内面 :橙

外面煤付着

E2類か

2
SD2014
(2106)

弥生土器

甕

口径 :(154)

器高 ■30～
最大径 〈172)

外面 :回縁部～頸部ナデのちミガキ、肩部ハケ後

ナデ、体部ハケ

内面 :口縁部～頸部ナデ、体部上半ケズリ、体部

下半ケズリ後ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

多い

普通

外面 :黄橙

内面 :残黄橙

外面煤付着

SD2014
(2106)

弥生土器

褻

日径 〈196)

器高 ■62～
最大径 ゼ06

外面 :口縁部～頸部ナデ、体部ハケ

内面 i回縁部ナデ、顕部～体部上半ケズリ、体音「

下半ケズリ後ナデ

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 にぶい橙

内面 i橙

外面煤付着

持つ高郷である。多少の欠損はあるがほぼ完形に復元された。北近畿系、丹後からの搬入品である。

同じく北近畿系の高邪の可能性のあるもの として 144が挙げられる。端部に向かってすばまる脚裾

を特徴 とする。160は コップ形土器である。縦方向の把手が付いていた痕が残る。北近畿～北陸にか

けて分布する器種、北近畿以東の土器の搬入もしくは模倣品と思われる。141～ 143は 吉備系の高郵

である。邦部の屈曲部のシャープな稜 と外反する立ち上が りを特徴 とする。143の口縁部には吉備系

高邪に特徴的な斜格子文が施される。

遺構の性格と帰属時期  溝である。基盤層の砂礫層 。粘土層に関わらず深 く掘 り込まれてお り、底

を揃えて深 く掘 り込む目的は水を流すためと考えられる。SD2014で は実際に溝が機能 していた段階

での堆積層が確認されたことからそれを証明できた。その水量は一定量あったと想定されることか

ら、SD2014が水路 としての機能を持っていたと考える。溝の廃絶は SD2012と 同様に埋め立てられ

たものと考えられる。埋土上層部からは巨礫に混 じって残存率の高い土器が集中出土 している。祭祀

用途 とされる羽状文小壺 (121・ 122)が形を保ちながら近接 して出土 したことから、溝埋め立て時に

は廃絶のための祭祀行為があったと考えられ、その時期は弥生時代終末期の一時点 と考えられる。清

の開削時期 と存続時期に関して、明確な機能層である下層 と、開削時の加工層である最下層に時期決

定 しうる遺物がなかったことから直接の判定はできない。上層 。中層で出土標高が低 く時期判定が可
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遺物観察表 17-3

物

号

置

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 珈需
版

号

図

番

別

種

種

器
法量 (cm/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

2
SD2014
(2106〕

17-3
弥生土器

高郷

回径 ,78
器高 77～

外面 i口縁部ナデ後ミガキ、必底部ケズリ後ハケ

後 ミガキ

内面 :日縁部～杯底部ミガキ

特記 :杯部の屈曲部は張 り出し強い稜をなす

普通

～05mmの砂粒、

普通

通

面

面

普

外

内
橙

明黄褐

吉備系 (備前か 〕

2
SD2014
(2106)

17‐ 3
弥生土器

高郷

回径 (198)

器高 ,117～

外面 :日縁部ナデ、不底部～脚柱部ミガキ

内面 :口縁部 〈ミガキ )、 脚部 (ナデ )

特記 i円 形透かし3方 向、郭部の屈曲部は張り出
し強い稜をなす

普通
～05mmの砂粒、

普通

普通

外面 ιこぶい黄モ

内面 i浅黄橙

吉備系 (備前か )

2
SD2014
(2106)

17-3
弥生土器

高郭

径

高

径

口

器

脚

(192)
142
112

外面 i口縁部斜格子文、その上に凹線文 1条、下

に沈線文 1条、邸底部～脚部ミガキ、脚端

部ナデ

内面 :口縁部～郷底部ミガキ、脚部ナデ

特記 :円形透かし 3方向、外部の屈曲部は張 り出

し強い稜をなす

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内
吉備系 (備前か )

2
SD2014
(2106)

17‐ 3
弥生土器

高郭

器高 81ヽ
脚径 ■27

外面 i脚部ミガキ、脚端部ハケ後ミガキ

内面 :脚裾部上半ケズリ、脚裾部下半ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

少ない

やや良好

外面 iに ぶい黄程

内面 :に ぶい黄揺

145 2
SD2014
(2106)

17-3
弥生土器

高邦

器高■06～
Al径 〈163)

外両 :脚柱部ミガキ、脚裾部ハケ後 ミガキ、脚端

部ナデ

内面 :脚柱部ケズリ後ナデ、脚裾部上半ハケ、脚

裾部下半ナデ

特記 :円 形透かし 3方向

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

好

面

面

良

外

内

にぶい黄穫

にぶい黄推

146 2
SD2014
(2106)

17-3 61
弥生土器

高不

器高 ■55～
脚径 〈164)

外面 :脚柱部～脚裾部上端ハケ後ミガキ、脚端苛
ナデ

内面 :脚裾部ナデ

特記 :円 形透かし3方向

普通

～ 05mmの 砂粒、

少ない

普通

外面 :明 黄褐

内面 :に ぶい黄モ

2
SD2014
(2106)

弥生土器

高lTN

口径 (2861
器高 :98～

外面 1回縁部擬凹線文 2条、郵底部～脚部上端ミ
ガキ

内面 1回 縁部～lTN底部 (ミ ガキ )

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :浅黄橙

内面 iに ぶい橙

148 2
SD2014

(2106)
17‐3

弥生土器

高不

口径 1246
器高 ■95
脚径 ■26

面

　

両

記

外

　

内

特

回縁部平行線文、ITN底部～脚部 ミガキ、脚

端部沈線文 2条
不部ミガキ、脚部ナデ

円形透か し3方向

普通

～ 4mmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内

北近畿系、丹後からの

搬入品か

149 2
SD2014
(2106)

17-3

弥生土器

器台

(鼓形器台 〕

口径 ■45
器高 :93～

外面 :回縁端部ナデ、受部上半平行線文、受部下

半ナデ、筒部 ミガキ

内両 :受部ナデ、筒部ケズリ後ナデ

やや密
～ 05mmの 砂粒、

少ない

普通

外面 :明褐

内面 :残黄橙

2
SD2014

(2106)
17‐3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

口径 (209)
器高■215～

外面 1回縁端部ナデ、受部～脚台部ミガキ

内面 :受部ミガキ、筒部～脚台部ケズリ

普通

～ 05mmの 砂粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内

2
SD2014

(2106)
17-3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

回径 :230
器高 ■02～

外面 :受部～筒部ナデ

内面 :日 縁端部ナデ、受部ケズリ後ナデ、筒部ケ

ズリ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内
外面煤付着

2
SD2014

(2106)
17-3

弥生土器

器台

〈鼓形器台)

回径 :230
器高 :87^

外 面 回縁端部凹線文 1条、受部上半ヘラミガキ、

受部上半下端平イ〒線文 3条 1帯を 2帯同心

円文 1列 、受部下半ナデ、筒部上端 ミガキ

受部ケズリ後ナデ後 ミガキ、筒部上端 ミガ

キ

内面

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄(
内面 :橙

スタンプ文土器

2
SD2014

(2106)
17‐3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 190～
即径 ■66

外面 i筒 部下端ハケ、脚台都平行線文 18条、脚

端部ナデ

内面 :筒部下端ケズリ、脚台部ハケ、脚端部ナデ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 iに ぶい黄推

内面 :橙

2
SD2014

(2106)
17-3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

裾高 00
即径 ■62

外面 :筒部ハケ、筒部下
'需

ミガキ、脚台部平行線

文、脚台部上端・口縁端部ナデ

内面 :受部下r4Hナ デ、筒部ケズリ後ナデ、脚台部
上端ケズリ、脚台部～口縁端部ナデ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :明褐

内面 :に ぶい橙

2
SD2014
(2106)

17-3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 :79～
即径 ■84

外面 i受部下端～筒部ミガキ、脚台吉[平行沈線文、

脚端部ナデ後 ミガキ

内面 :受部ミガキ、筒部ナデ、脚台部ケズリ、脚

端部ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄揺

内面 iに ぶい黄モ

2
SD2014

(2106)
17‐3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 :78～
即径 ■76

外 面 筒部～脚台部上端ナデ、脚台部ナデ後ミガ

キ、脚端部ナデ

受部下端 ミガキ、筒部ナデ、脚台部ケズリ、

脚端部ケズリ

内面

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄モ

内面 :橙

2
SD2014
(2106)

17-3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

器高 :90～
即径 :168

外面 :筒部～ M「 台部 ミガキ、脚端部ナデ

内面 :受部下端 ミガキ、筒部指オサエ、脚台部ケ

ズリ

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内

2
SD2014

(2106)
17‐3

弥生土器

器台

(鼓形器台 )

回径 :(246)

器高 ■57
据径 :221

外面 :受部ナデ、筒部ナデ後 ミガキ、脚台部ナデ

内面 !口縁端部ナデ、受部ケズリ後ナデ (一部 ミ

ガキ )、 筒部ナデ、脚台部ケズリ、脚端部

ナデ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :灰黄褐

内面 :浅黄橙

事耗顕著

能な個体 としては、甕 (135・ 137)、 器台 (154。 158)が あ り、その時期幅は弥生時代後期後葉から弥

生時代終末期後半 と考えられる。 これは、出土遺物総体の時期幅と概ね一致する。溝底から廃絶時期

と同時期の土器が出土する点は、溝廃絶時 (埋め立て時 )に ほとんど堆積層がなかったことを示す現

象といえ、下層埋土の遺物の少なさと合わせて考えると、浚渫等によって溝の機能が維持・管理され

ていた可能性を示すものと考える。
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遺物図17-4 SD2014出土遺物
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遺物観察表 17-4

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量 lmっ 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備 考

2
SD2014

(21061

弥生土器

低脚不

５

９

１

径

高

径

回

器

脚

外面 口縁部ナデ、体部ハケ後ナデ、体部下端～

脚台部ケズリ後ナデ

ロ縁部ナデ、体部ミガキ、脚台部ナデ内面

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

橙

橙

黄

黄

通

面

面

普

外

内

160 2
SD2014
(21061

弥生土器
コップ形吐毒

口径 73
器高 48
底径 :24

外面 :口縁部ナデ、体部ケズリ後ナデ、底部ナテ

内面 :口縁部～体部ナデ、底部オサエ

特記 :底部凹状を呈する、外面に把手貼付け痕残
る

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内
北近畿系・北陸系

2
SD2014

(21061

弥生土器

鉢

口径 〈132)

器高 89
底径 :62

外面 :口縁部～体部ナデ後ミガキ、台部ナデ

内面 :口縁部～体部ナデ後ミガキ

特記 :台部は底部周縁に粘土紐を張り足し形成

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 :に ぶい橙

内面 !橙

2
SD2014
(21061

弥生土器

蓋

４

５

０

径

高

径

口

器

脚

外面 :口 縁端部ナデ、郷部～脚端部・底部ナデ後
ミガキ

内面 :必部ミガキ

普通

～05mmの 砂粒、

少ない

やや良好

外面 :にぶい黄橙

内面 :橙

2
SD2014
(21061

弥生土器

蓋

つまみ径 :48

器高 :48

日径 :103

画

面

外

内
つまみ部～天丼部ミガキ

天丼部ケズリ後ミガキ

普通

～ Immの 砂粒、

普通

やや良好

外面 :|こ ぶい黄橙

内面 :褐灰

2
SD2014
(21061

弥生土器

蓋

つまみ径 :40

器高 ユ3

日径 95

外面 :つまみ部ナデ、天丼部ハケ、日縁端部ナテ

内面 :天丼部ハケ後ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

通

面

面

普

外

内
にぶい橙

にぶい黄橙

2
SD2014
(21061

弥生土器

蓋

つまみ径 i151)

器高 645
口径 ■05

外面 :つまみ部ナデ、天丼部～回縁部ハケ後ミ月

キ、日縁部調整前に沈線文 2条
内面 :天丼部ケズリ後ミガキ

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

普通

タト面 iにぶい黄櫓

内面 :にぶい黄褐

外面煤付着

SD2014
(2100

弥生土器

蓋

つまみ径 :55

器高 :51

口径 ■21

外面 :つ まみ部ケズリ後ミガキ・指オサエ後ナ

デ、天丼部ハケ、日縁端部ナデ

内面 :天丼部ミガキ

普通
～05mmの 砂粒、

普通

普通

外面 :黄橙

内面 〔にぶい橙

SD2014

(21061

弥生土器

蓋

つまみ径 i1571

器高 :58

日径 ■50

外面 つまみ部ナデ後一部ミガキ、天丼部～口縁

部ナデ後ミガキ

天丼部上半ナデ後ミガキ、天丼部下半ケズ

リ後ミガキ

内面

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :にぶい黄糧

内面 :にポい黄僣

SD2014

121061

弥生土器

甑形土器

狭口径 (135)
器高 :234～

外面 :狭口部 (ナデ )、 突帯ナデ、体部 (ハケ )、
jB

手ハケ内面 :狭回部ナデ、体部ケズ リ・ ハ

ケ

特記 :突帯に指 (親指)で押さえた凹み 2箇所あ

り、口みの下位の体部に把手あり

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :浅黄橙

内面 iに ぶい黄モ

部分的に煤付着
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第 3面 (図 38、 写真図版 25)

第 3面は 2-8層 を除去 した後の遺構面である。28層 は基本的に遺物を含まない土壌層で、最終基

盤層から連続する一連の堆積層 とされる。Tr,7断面 (図 29)で 確認された P2062は 27層 を切るに

もかかわらず、第 2面上での検出が困難であった。検出漏れ遺構の確認 と、旧土壌層に遺物が含ま

れるかどうか、その下面遺構の有無の確認のために、調査区全域をカバーする下層確認用 トレンチを

設定 し Υr.10～ Tr.15)、 最終基盤層までの掘 り下げによる遺物確認後、面精査を行い遺構検出を行っ

た①各 トレンチの成果は以下の通 りである。

Tr.10  調査区西部に位置する。第 2面からの掘削深度は 0.55m～ 0.9m、 東から西にかけて深 くな

る。湧水が激 しく西端ではぬかるみとなってしまったため、面よりも掘 り過ぎている。 トレンチ掘削

中に出土 した 4点の上器片は、全て時期不明の体部破片である。上層部か らの出土で 2-8層 帰属 と

は断定できない。面精査において遺構は検出されなかった。

Tr.11  調査区西部に位置する。第 2面からの掘削深度は 0.6m～ 0,8m、 東から西にかけて深 くなる。

西半部では湧水が激 しい。 トレンチ掘削中に土器片 2点が出土 した。そのうち一点は、器台の裾部

である。弥生時代後期から終末期に属すると思われる。面精査において遺構は検出されなかった。

Tr.12  調査区中央部に位置する。第 2面からの掘削深度は 0.35m～ 0.4m、 東から西にかけて深 く

なる。西端ではわずかに湧水がある。 トレンチ掘削中の出土遺物は、高邪もしくは器台 と思 しき破片

が 1点、その他不明破片 6点である。検出遺構は土坑 1基のみ。SK2042は 不定形の土坑である。

Tr.13  調査区中央部に位置する。第 2面からの掘削深度は 0.35m～ 0.5m、 東から西にかけて深 く

なる。 トレンチ掘削中に遺物は出土 していない。検出遺構は土坑 1基のみ。SK2041は 溝状土坑であ

る。当初の トレンチ範囲を超えて広がるため、遺構延長に合わせて トレンチを拡張 した。当土坑は第

2面調査時に存在の有無を検討 してお り、一度は遺構ではないと判断したが、掘 り下げることによっ

て再検出された。第 2面に帰属させたため詳細は第 2面項で解説 している。

Tr,14  調査区中央部に位置する。第 2面からの掘削深度は 0.4m。 北端部の基盤層は礫質、南にか

けて深 くなる。 トレンチ掘削時に遺物は出土 してない。検出遺構は 3基、北端にある SK2041に 関し

ては Tr.13で 述べた通 りである。南端部の P2058・ P2059は共にピッ トである。P2058は浅 く基盤

層 との境界が不明瞭である。土壌の染み、あるいは植生痕の可能性が高い① これに対 して P2059は

底が明瞭な掘 り込みで、時期不明ながら体部破片が 1点出土 している。遺構であると思われる。

Tr.15  調査区東部に位置する。Tr.5及び Tr,7で確認されたピットを包括 し、28層が残存する範囲

として SD2012以東全域を調査対象 とした。第 2面からの掘削深度は 0.1～ 0.2m、 北東から南西に

かけて深 くなる。 トレンチ掘削中の遺物は破片遺物のみで、内訳は、古墳時代前期の甕口縁部 1点・

器台裾部 1点・穿孔のある小壷底部 1点・器種不明破片 3点である。検出遺構は 15基、遺物が出土

したのは P2065のみである。 ピット配置に並びは確認できなかった。

図 38に は補足情報 として、28層 除去面の等高線を記載 している。第 3面検出レベル と Tr.1～

Tr.5断面を元 として、未掘削部分を推定復元 したものである。等高線からは、2区北東部 と南西部が

高まりとなってお り、その間が深 く落ち込んでいることが読み取れる。落ち込みは Tr.10あ たりが最

深部 とな り、その西側はさらに低 くなると予想される。
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第 3面まとめ  第 3面の調査成果は以下の通りである。

出土遺物の帰属について  トレンチ掘削中にわずかながらも土器が出土している。基本的に細片遺

物であるため大半は時期不明であるが、時期幅を示すとなると弥生時代後期から古墳時代前期とな

る。弥生時代中期以前の上器はみられない。遺物密度は 2区中央部から東部にかけて高くなるようで、

遺物量は遺構数に比例しているといえるが、2-8層掘削中の遺物量は 2-7層 に比較すると極めて少な

い。以上のことから判断すると、これらの細片遺物は 2-7層掘り残しもしくは検出漏れ遺構内に帰属

する可能性が高く、28層 に帰属する可能性は極めて低いと考える。

検出遺構の分布と帰属について  第 3面の遺構密度は東が最も高い。検出標高値は 45,323m～

45,882m、 平均値は 45.692mで ある。底部標高値は 45。 162m～ 45.733m、 平均は 45,474mで ある。

復元された等高線からは 45。70mラ インを遺構粗密の境界とみることができ、それよりも高い場所に

遺構が集中する。この範囲は第 2面でもピット類が集中しており、やはり高地部に遺構が集中する

傾向がある。遺構底標高の最低値は 45.162mで ある。これは、それ以下まで掘 り下げてしまうと仮

に遺構があったとしても検出できない可能性が高いことを示 している。第 3面遺構は基本的に第 2

面の検出漏れと考えられ、2-8層 に帰属する遺構はないと思われる。

調査地内の旧地形について  トレンチ掘削深度は東から西にかけて深くなる。これは 2-8層が厚く

なることを意味する。復元された 2-8層除去面の等高線からは調査区北部から北東部一帯と南西端が

高地部となっていることが判明した。 トレンチ断面からは、高地部の 2-10層 がかなりの礫質になっ

ていることが判明しており、特に北部では第 2面遺構集中部と一致している。2-10層の堆積が後世

まで影響を残す高まりの起源になっていたものと思われる。このことから考えると、同様の高まりで

ある、調査区南西側にも遺構が広がる可能性があるといえる。一方、高まりの間にある落ち込みの性

格は不明である。Tr.10等 での湧水の激しさから、旧河川を示すとも考えられるが、その下層部を確

認していないため形成要因はわからない。

写真 14 2区 Tr.10掘削 写真 15 2区 調査終了
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※
墓碧籟密確竜燿寮を昭確認範囲から

図38 2区 第3面平面図
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表 7 2区 遺構一覧表 1

遺構番号
現場通

し番号
遺構性格 面 所属遺構 長軸 (司 短軸 lln) 施

ｍ鰤囃
平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P2001 0205 0211 円形 逆台形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

P2002 ピット 0101 円形 m形 黒褐色細粒砂～極組粒秒

P2003 ピット 0284 (0244) 円形 U字形 黄灰色細粒砂

ピット 0243 0093 円形 有段 U字形 黄灰色極細粒砂～ンルト

0376 0101 円形 皿形 オリーブ黒色極細粒砂

ピット O062 円形 皿 形 オリーブ黒色極細粒砂

p2007 ピット 0411 0124 円形 皿 形 黒褐色極細粒砂
p2008 ピット 0203 円形 皿 形 黒褐色細粒沙～極細粒砂

ピット 円形
変形有段

U字形
黒褐色極細粒砂

P20 0362 0265 0085 円形 皿形 黒褐色極細粒砂

ピット 0294 円形 m形 褐灰色極細粒砂

P20 ピット 0280 (2061) 円形 有段 U字形 褐灰色極細粒砂

3 ピット 0403 0360 0137 円形 逆台形 黄灰色極細粒砂

P20 0402 円形 皿形 黒褐色極細粒砂

P20 ピット 0289 円形 不整 U字形 褐灰色細粒砂～極細粒砂

6 2073 柱穴 0813 0679 円形 皿形 暗灰黄色細粒砂

P20 柱 穴 0795 0676 円形 皿 形 暗灰黄色細粒砂

P20 柱穴 0718 0667 O 円形 m形 暗灰黄色細粒砂

P20 柱 穴 O 円形 m形 暗灰黄色細粒砂

柱穴 M30 0634 0509 円形 皿形 暗灰黄色細粒砂 ,D2015に 切 られる

p2021 柱穴 0704 05001 円 形 m形 暗灰黄色細粒砂 ,D2015に切られる

P2022 柱穴 0752 0720 円形 m形 暗灰黄色細粒砂

P2023 柱穴 円形 m形 暗灰黄色細粒砂

P2024 柱 穴 SB2001 0742 0672 円形 皿 形 暗灰黄色細粒砂

P2025 ピット N30 0632 円形 浅い U字形 暗灰黄色細粒砂

P2026 0488 10348) 円形 m形 黒褐色中粒砂～細粒砂

ピット 0607 円形 皿形 黒褐色中粒砂～細粒砂

P2028 ピット M32 円形 皿形 黒褐色中粒砂～細粒砂

P2029 ビット M32 円形 U字形 黒褐色中粒砂～細粒砂

M32 円形 変形 U字形 黒色細粒砂～極細粒砂 )D20151こ切られる

ピット 円形 変形 U字形 黒色細粒砂～極細粒砂

ピット 円形 皿 形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

0029 0476 0321 円形
変形有段

U字形
黒褐色細粒砂～極細粒砂 SD20 1Sに 切られる

ピット M33 0402 円形 不整皿形 黒褐色細泣砂～極細粒砂 SK203 1に 切 られる

2090 ピット 2 0222 円形 U字形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

ピット 10616) 0140 円形 血 形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

p2037 ビット M33 0724 0650 格円形 浅い U字形 黒色細粒砂～極細粒砂
SK2031の北東延長確認 トレンチ確認。 トレ

ンチによって西半は破壊

P2038 2091 ピット 円形 皿 形 灰黄褐色中粒砂～細粒砂

P2039 2092 ピット 0489 0134 円形 皿形 黒色中粒砂～細粒砂

P2040 ピット 0546 0273 円形 U字形 黒色細粒砂

ピット 0732 0358 隅丸方形 U字形 黒色細粒砂

P2042 ピット 0213 円形 不整m形 黒色細粒砂

2061b ピット 10441) 円影 U字形 黒褐色細粒砂～極細粒砂 SD2015に切られる。SK2032と は別遺構

P2044 2098 ピット 1077 0673 0431 糟円形 V字形 黒色中粒砂～細粒砂

P2045 ピット 0478 0462 O042 円形 皿 形 黒褐色紅粒砂～極細粒砂

P2046 ピット 0967 隅丸方形 U字形 黒色細粒砂～極細粒砂 SD2015に切られ、SD2019を切る

P2047 ピット 0413 円形 浅い U字形 黒色中粒砂～細粒砂

P2048 ピット 0665 0536 円形 皿形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

ピット (0641) (0640) 円形 不整皿形 黒褐色細粒砂～極細粒砂 SD2015に切ら4Lる

P2050 ピット 0422 円形 皿 形 黒褐色細粒砂

P2051 主柱穴 1029 糖円形 U字形 黒褐色細粒砂 竪穴住居跡 S12001主柱穴

主柱穴 S12001 0507 0639 円形 U字形
柱痕 :黒褐色極細粒砂

掘方 :黒褐色細粒砂
SD2015に切られる。竪穴住居跡S12001主柱穴

P2053 主柱穴 S12001 0301 0655 円形 U字形
柱痕 :黒色細粒砂

掘方 !黒褐色中粒砂
竪穴住居跡 S12001主柱穴

主柱穴 S12001 0673 円形 U字形
上層 :黒色細粒砂

下層 :黒褐色中粒砂
竪穴住居跡 S12001主柱穴

P2055 2125 ピット 0669 0571 円形 皿形 黒色細粒砂～極細粒砂

P2056 ピット 0946 糖円形 有段 U字形 黒色細粒砂 SK2037と 切り合っているが関係は不明

P2057 ピット 0596 0513 円形 変形 U字形 黒褐色細粒砂 SK2027に 上部を切られる

P2058 ピット 0360 0313 円形 皿形 黒色細粒砂～極細粒砂

P2059 2136 ピット 円形 皿形 黒色中粒砂～極細粒砂

P2060 ピット 0307 円形 不整逆台形 黒色細粒砂～極細粒砂

P2061 ピット v135 0415 円形 U字形 黒色細粒砂～極細粒砂

P2062 2140 ピット 0416 円形 U字形
上層 :黒褐色細粒砂

下層 :黒色細粒砂

ピット 3 ば35 0284 楕円形 U字形 黒色細粒砂～極細粒砂

ピット 円形 逆台形 黒色中粒砂～極 41H粒 砂

P2065 ピット v435 円形 U字形 黒色中粒砂～極細粒砂

0118 円形 不整皿形 黒色中粒砂～極細粒砂

ピット 0353 0089 円形 皿形 黒掲色中粒砂～極細粒砂

P2068 2146 ピット 0384 円形 U字形 黒色中粒砂～極細粒砂

2147 ピット 0292 0217 円形 U7形 黒色中粒砂～極細粒砂

P2070 2148 ピット 0325 0147 円形 血 形 黒褐色中粒砂～極細粒砂

P2071 2152 ピット 0607 0291 0492 円形 変形 U字形 黒色細粒砂～極細粒砂

P2072 ピット 0148 0275 円形 減い U字形 黒色細粒砂～種細粒砂

掘立柱建物跡 SB2001 3740 3520

SD2001 耕作溝 (5386) 0335 直線状 浅い U字形 褐灰色極細粒砂

耕作溝 1684 0306 直線状 浅い U字形 褐灰色極細粒砂

-109-



表 8 2区 遺構一覧表 2

遺構番号
現場通

し番号
遺構性格 面 所属遺構 長軸 (m) 短軸 (ml

確認面から

の深さω
平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

SD2003 緋作潜 NSO (6061) 0330 直 線 状 浅い U字形 黒褐色極細粒砂 調査区外に伸びる。SD2008と 一連

2014 耕作溝 (5 87Cll 0329 直線状 皿 形 黒褐色極細粒砂 調査区外に伸びる。SD2007と 一連

SD2005 2020 耕作湾 (6098) 0376 0108 直線状 皿形 黒褐色極細粒砂 調査区外に伸びる。

耕作溝 (2899) 直線状 不整皿形 黒褐色極細粒砂 調査区外に伸びる。

SD2007 耕作潜 N31-N32 (9576) 0340 直線状 皿 形 黒褐色極細粒砂 SD2004と 一連

耕作溝 (7893) 0297 直線状 浅い U字形 黒褐色極細粒砂 SD2003と 一連

SD2009 2037 耕作鴻 (5371) 0370 O097 直線状 浅い U字形 黒褐色極細粒砂

耕作漉 直線状 浅い U字形 黒褐色極細粒砂

SD2011 耕作溝 4408 0278 直線状 皿 形 黒褐色細粒沙～極細粒砂

大潜 酬34- L36 孤状 深い V字形
上層 :黒褐色細粒砂

下層 :褐灰色中粒砂～極細粒砂
調査区外に伸びる大溝、遺物多重

SD2013 大 湾 1060 帯状 深い V字形
上層 〔黒褐色細粒砂～極細粒砂

下層 :黒色中粒砂～極細粒砂

調査区外に伸びる大滑、遺物多量

SD2014を切る

SD2014 大満 32897 2895 1453 孤 状 逆台形
上層 :黒褐色細粒砂～極細粒砂

下層 :黒褐色中粒砂～シルト

調査区外に伸びる大溝、遺物多量

SD2013に 切られる

SD2015 2005 濤 M30～ L36 63409 0762 0413 直線状 U字形 黒色細粒砂
調査区外に伸びる大溝、第 2面帰属遺構のな

かで最も新しい

溝 直線状 浅いU字形 黄灰色細粒砂～極細粒砂 SD2015に 切られる

SD2017 溝 直線状 浅い U字形 灰色細粒砂～極細粒砂

SD2018 溝 直線状 浅い U字形 オリーブ黒色細粒砂～粒細粒砂

SD2019 溝 直線状 不整逆台形 着灰黄色細粒砂～極細粒砂 P2046に 切 られる

SD2020 溝 直線状 不整皿形 黒褐色細粒砂～極細粒砂 SD2015イ こ切られる

S12001 竪穴住居跡

土境 0034 不定形 不整皿形 黒褐色極細粒砂

SK2002 土 坑 精円形 浅い U字形 黄灰色細粒砂～極細粒砂

土 坑 (0724) 0060 楕円形 有段 U字形 黒褐色極細粒砂 調査区外に伸びる

土坑 0565) 0361 精円形 有段 U字形 黄灰色細粒砂～極細粒砂 調査区外に伸びる

SK2005 土 坑 精円形 盤形
層

層

上

下

黒褐色極細粒砂

黄灰色細粒砂～極細粒砂

SK2006 2019 土坑 0892 0673 円形 盤形 オリープ黒色極細粒砂

土坑 楕円形 皿 形 黒色砂質シル ト

SK2008 2003 土坑 0608 楕円形 不整逆台形 黒褐色極細粒砂～黄灰色細粒砂

2002 土坑 0570 053コ 円形 皿 形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

土坑 0821 0608 円形 浅い U字形 黄灰色極細粒砂 土器片多量に含む。廃棄土坑か ?

上坑 0456 0439 円形 皿 形 黄灰色極細粒砂

土 坑 楕円形 皿形 黄灰色細粒砂～極細粒砂

土坑 0935 0328 楕円形 盤 形 黒褐色極細粒砂

土 坑 円形 El形 黄灰色細粒砂～極細粒砂

土坑 0328 円形 皿 形 褐灰色極細粒砂

2052 土坑 糖円形 皿 形 灰色極細粒砂

SK2017 2027 土坑 円形 皿 形 オリープ黒色極細粒砂

SK2018 2028 土坑 隅丸方形 不整皿形 黒褐色極細粒砂

土坑 0953 精円形 盤 形 黒褐色極細粒砂

SK2020 2026 土 坑 円形 皿形 オリープ黒色極細粒砂

SK2021 2065 土坑 N32 隅丸方形 皿 形 黒褐色細粒沙～極細粒砂

SK2022 2030 土 la~ 円形 皿 形 黒褐色極細粒砂

SK2023 土坑 れヽ33 精円形 皿 形 黒褐色種細粒砂

土 坑 10637) 0613 楠円形 皿 形
上層 :黒褐色極組粒砂

下層 :黄灰色TR組粒砂
須恵器蓋杯埋納遺構、第 7層掘削中の検出

SK2025 集石土坑 円形 不整 U字形 黒褐色極細粒砂混 じり礫

2072 集石土坑 hf35 不定形 不整 U字形 黒褐色極細粒砂混じり礫

土坑 K35・ 36 1873 0540 楕円形 浅い U字形 黒掲色細粒砂
須恵器片出土範囲で検出された上坑、プラン

確認ほ第 2面

土坑 lt1 680 1030 0166 円形 不整皿形 黄灰色細粒砂～ IIL細 粒砂 SD2015に切 られる

土坑 1494 0930 0064 隅丸方形 不整盤形 黄灰色細粒砂～極細粒砂

溝状土坑 0348 直線状 浅い U字形
上層「黄灰色細粒砂

下層 :灰黄褐色細粒砂

SK2031 溝状土坑 7487 1213 0764 直線状 U字形
上層 :黒褐色細粒砂

下層 :黒色細粒砂

SK2041と 並行、布掘建物か。底面で長軸に

直交する小溝状の落ち込み 2箇所検出

土坑 L33 (1006) 0702 裕円形
変形有段

U字形
黒色細粒砂～極細粒砂 SD2015に切られるP2043と は別El構

SK2033 土坑 0572 不定形 変形 U字形 黒褐色細粒砂～極細粒砂 SD2015に切 られる

中央土坑 ? S12001 0200 楕円形 不整皿形 黒褐色細粒砂～種細粒砂 竪穴住居跡 S12001関連遺構か ?

SK2035 土坑 0938 0334 楕円形 不整血形 黒褐色細粒砂 SD2015 1こ 切られる

SK2036 土坑 1656 0372 不定形 不整血形 黒褐色細粒砂 SD2015に切 られる

SK2037 2107 土坑 不定形 浅い U字形 黒褐色細粒砂
SD2014に切られる。P2056と 切り合ってし

るが関係は不明

土坑 L35 1270 0879 円形 不整血形 黒褐色細粒砂 SD2014に切 られる

土坑 0973 o521) 円形 不整血形 黒色細粒砂～極細粒砂 SD2014に切られる

落ち込み M36 (6747) (3031) 隅丸方形 浅い U字形 黒褐色細粒砂～極細粒砂 調査区外に広がる落ち込み

SK2041 2134 土坑 M33 直線状 皿形 黒褐色細粒砂～極細粒砂

SK2031と 並行、布掘建物か。プラン確認は

第 3面。底面で長軸に直交する小溝状の落ち

込み 3箇所検出

SK2042 2135 土坑 不整形 不整皿形 黒色細粒砂～極細粒砂

S(2043 2149 土 坑 0353 円形 U字形 黒褐色中粒砂～細粒砂

SK2044 2150 土 坑 0173 円形 不整逆台形 黒色中粒砂～極細粒砂

DD2001 土器だまり 1805 0164 第 7層掘削中に検出された遺物集中範囲

土器だまり 2
第 7層掘削中に検出された選物集中FL囲 南東

側は SD2014に帰属すると思われる

土器だまり S12001 3260
第 1面 検出時に確認 された土器集中部。

S12001床面遺物と思われる。確認面からの深

さは土器の最高部から最低部を計測
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第 3節 3区 遺構 と遺物

第 1項 3区 基本層序 (図 39-1・ 39-2・ 41、 写真図版 26)

3区調査に先立ち、八頭町教育委員会発掘調査監理者の指示のもとで トレンチ調査をおこなった。

3区を東西に縦断する 170mの長さの Tr.1を設定 して調査し、続いて Tr.1と 直行する南北方向に

Tr.2・ Tr.3・ Tr.4・ Tr.5を設定し、遺構 。遺物の遺存状態を確認した。その結果、調査区の広範囲に

暗褐色砂層 (3-3層 )。 黄灰色砂層 (3-4層 )が堆積 しており、これが弥生時代の遺物包含層であるこ

とがわかった。また人力掘削によるサブ トレンチ調査で下位層を確認 したところ、3区全体に黒色

土層 (38層 )が広がっており、この層が地点によってシル ト・粘土質シル ト・砂質シル トに変わり

つつも、切れずに続いていることがわかった。Tr.1黒色土層の下位の標高を比較すると東端と西端

の比高差は約 1.5mで、西に緩やかに下がっている。この黒色土層は無遺物層であり、弥生時代の竪

穴住居跡等はこの層を切って構築されていることが確認できたため、黒色土上面でプラン確認する

のが最適と判断した。第 3面は黒色土 (3-8層 )上面である。

Tr.1を 128層に区分し、Tr.5を 54層に区分した。セクション図を図 39-1・ 392に掲載する。こ

れを特徴 。時期ごとに整理すると以下のようになる。

基本層序区分   名 称      特徴 。時期

3-1層   回場整備関連層………圃場整備の際の盛土・整地層、暗渠排水、昭和期。

3-2層   旧耕作土………圃場整備以前の水田耕作土の残骸、近世・近代。

33層  暗褐色砂層……弥生時代遺物包含層、決水性二次堆積層、耕作撹乱を受ける。

3-4層   黄灰色砂層………上面が第 2面、耕作撹乱を受ける。

3-5層   明黄褐色砂層……3-4層 より明るい黄色砂、3区西側の一部にのみ残る。

36層  褐灰色砂質シル ト層……南側低地部に広がる 34層 と3-6層 の混合土。

3-7層   黒褐色砂質シル ト層………北側の黒色土上面に広がる二次堆積層。

3-8層   黒色土層………無遺物層、上面が第 3面、地点によリシル ト・粘土質シル ト・砂質シ

ル トに主体土が変わる。3区北側ではシル ト層であるが、南側では湿地性堆積層の

砂質シル トとなる。南側の黒色砂質シル トは、有機物由来の黒色土と河川氾濫の砂

が混合した層である。

3-9層   漸移層………黒褐色砂質シル ト・暗褐色砂質シル ト・黄褐色砂質シル トの混合土、弥

生時代中期以前の無遺物層、上面が第 4面である。

310層  黄褐色砂層……基盤層相当層、弥生時代中期以前の無遺物層、上面が第 4面である。

第 2項 3区の概要

3区は今回発掘調査対象範囲のうち最も南西側の八東川下流方向に位置する。調査区は東西に細

長く、調査面積は 4861.375∬ である。調査はトレンチ確認調査を含め、4面にわたる。

面ごとの検出遺構の内訳は以下の通 りである。

第 1面  耕作溝群 4・ 土坑 2・ ピット56            ……平安時代～中世

第 2面  掘立柱建物跡 7・ 竪穴住居跡 12・ 木棺墓 4・ 土坑 54(住居内土坑含む )・

ピット384(住居内ピット含む)           ……弥生～平安時代
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第 3面  掘立柱建物跡 1・ 竪穴住居跡 3・ 土坑 31(住居内土坑含む )・ ピット349

(住居内ピット含む )                   ……弥生時代

第 4面 (ト レンチ調査 ) 土坑 1・ ピッ ト 19・ 落ち込み 3・ 倒木痕 3 ………弥生時代以前

第 1面は耕作溝群・ ピット列で構成される面である。耕 3001～耕 3003の耕作溝群が多数検出さ

れる。時代は古代以降である。近世以降の耕作± 3-2層を除去した段階で検出された。

第 2面は SB3001～ SB3007の 掘立柱建物跡とS13001～ S13012の竪穴住居跡がプラン上で検出

される面である。耕 3001～耕 3003を除去 し、暗褐色砂層 (3-3層 )を 除去した段階で検出された。

確認面は黒褐色砂質シル ト層 (3-7層 )上面から黄灰色砂層 (34層 )上面である。遺構の所属時期は

弥生時代中期が主体で、中でも竪穴住居跡 12棟、掘立柱建物跡 3棟、土器が集中する土坑等で弥生

時代中期後葉の土器が出土している。中期以外の土器はほとんどみられない。木棺墓 4基は出土遺物

が水晶製小玉のみで年代は確定的ではないが、弥生時代後期以降と推測している。また、掘立柱建物

跡のうち SB3004・ SB3005は 古代と推測している。第 2面上面では石包丁他の石器が比較的多数出

土している。

第 3面は S13013～ S13014の竪穴住居跡の検出される面である。確認面は 3-8層 の黒色土上面で

ある。直上に堆積していた黒褐色砂質シル ト層を除去した面である。

第 4面は、黒色土層を除去した下位面である。時代は弥生時代中期以前である。基盤層相当層と

した黄褐色砂層・砂礫層 (310層 )に は遺物は全 く含まれない。

第 2面 。第 3面で検出された 15棟の竪穴住居跡はいずれも弥生時代中期後葉前後に比定される。

八頭町内最大の弥生時代中期の集落跡である。この集落は調査区の南西方向にある旧船岡町の丸山遺

跡と時代的に重なりあい、土器も類似の型式のものが多い。八東川南岸から広範囲に広がる集落の一

画を占めていたようである。八東川対岸の万代寺遺跡にも弥生時代中期の竪穴住居跡があ り、当該地

と同時性が高いといえる。また、奈免羅・西の前遺跡は八東川に直近の川岸という立地にあるため、

川との密接な関係がうかがえる。出土した土器群は、港湾都市 。青谷上寺地遺跡や鳥取市の岩吉遺跡

との類似性が強い。いずれも千代川水系に所在する弥生遺跡である。

3区第 2面 S13012竪 穴住居跡内から山陰初となる銅釧片が出土したこと、また、第 2面弥生後期

以降の木棺墓 SX3003か ら水晶製小玉 42点が検出されたことなどから、山陰地方全体の中でも重要

な位置を占めていた可能性がでてきた。

第 3項 3区 第 1面 遺構 と遺物 (図 42、 写真図版 26、 表 10)

決水砂堆積層の暗褐色砂層を除去し、黄灰色砂層・黒褐色砂質シル ト層の上面で検出された遺構群

である。耕作溝群が中心であり、当該地が開墾されてから以降の相対的に新しい遺構群を包括する。

杭列等については 3区遺構一覧表 (表 10)と 付図 1・ 2を参照のこと。

■耕 3001・ 耕 3002・ 耕 3003・ 耕 3004(図 44、 写真図版 28)

耕作溝群の集中箇所を大きく3つに分けて調査し、東から耕 3003・ 耕 3002・ 耕 3001・ 耕 3004

とした。耕作溝の底に鍬痕を残す箇所がある。耕 3001は暗掲色砂 。暗灰黄色砂を主体 とし、出土遺

物は弥生土器片を少量伴う。耕 3002は 黒褐色砂質シル トを主体とし、下層からは古代の須恵器甕片
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3区 Tr l 土層観察表
基

層

基本

層序

用

番号

JIS notation

土色名
混入P/1等混入物等

土色名 吾弓  士色名

10YR5/2

灰黄褐色

25Y5/2
暗灰黄色

10YR3/1

黒褐色

10YR4/3

10YR3/1

黒褐色

10YR4/1

褐灰色

10YR4/1

褐灰色

10YR4/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10VR3/1

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR3/1

黒掲色

10YR3/2

黒褐色

IOYR3/1

黒褐色

10YR5/4

10YR4/2

黒褐色

10YR3/3

暗褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR4/3

灰黄褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR3/3

暗褐色

10YR4/2

灰黄褐色

10YR4/2

灰黄褐色

25Y3/3

10YR2/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

25V3/2
黒褐色

25Y3/2
黒褐色

督 踏
シルト

10YR2/2 砂質

黒褐色  シルト

25Y3/2  砂質

黒褐色  シルト

10YR2/1 砂質

黒色   シルト

10YR2/1 砂質

黒色   シルト

ユOYR2/1 砂質

黒色  シルト
1望

堤縫多シアレト

轄艶暫哲
2シァレト

1望

堤皇蛮シルト
1竪1か

〆発色蛛

10YR4/3

10YR4/3

10YR4/3

10YR4/3

10YR4/8

25Y3/1
黒褐色

10YR3/1

黒褐色

25Y3/3

10YR2/2

黒褐色

25Y3/3

10YR3/1

黒褐色

10YR2/3

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

741撃低
2

丙漸ど塩
ぉ撃笹

3

"1緊瞥
781撃暫
和盤と
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図39-2

10YR3/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10YRヲ /1

黒色

10YR3/1

黒褐色

10YR2/1

黒色

10YR1 7/1

黒色

10YR3/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

lllYR3/2

黒褐色

10YR6/6

明黄褐色

10YR6/6

明黄褐色

10YR6/4

10YR2/1

黒色

10YR3/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

10YR2/1

黒色

10YR3/3

暗褐色

10YR2/1

黒色

10YR5/4

10YR6/6

明黄褐色

iOYR2/1

黒色

25Y3/1
黒褐色

25Y3/2
黒褐色

iOYR2/1

黒色

10YR2/2

黒褐色

10YR6/6

明黄褐色

10YR2/1

黒色

10YR2/1

黒色

10YR3/1

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

10YR6/6

明黄褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR5/6

黄褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

10YR3/2

黒褐色

10YR6/6

明黄褐色

ユOYR6/6

明黄褐色

ン堪 釈 霰牽舌騒鍛i整

地3ぎ

粘性あり、締りやや軟質

砂質  旧耕作上、暗灰黄色細粒砂 中粒 9-1
シルト 砂 5%、 小礫少量、粘性 締りあり 層

粘土質 撹乱層、暗灰黄色細粒砂・中粒砂 3-1
シルト 10%、 礫少量、締りやや軟質   層

砂質  旧耕作土、暗灰黄色細絃砂。中粒 3-2
シルト 砂5%、 小礫少量、粘性・締りあり 層

粘土質 ピント埋土、黒色砂質シルト10%、  P
シルト 粘性あり、締りあり        3553
砂質  ピット埋上、黒色砂質シルト10%、  P
シルト 粘性あり、締りあり       3654
砂質  ピット埋土、にぶい黄褐色シルト20 SI
シルト %、 粘性やや弱い、締りあり   3013
砂質  ピット埋上、酸化鉄沈着、黒褐色粘 SI

シルト 土質シルト20%、 粘性弱、締り硬質 3013

秒質  ビット埋上、酸化鉄沈着、黒褐色粘 SI

シルト 土質シルト20%、 粘性弱、締り硬質 3013

砂質  ビット埋上、黒色砂質シルト10%、  P
シァレト 粘性あり、締りあり        3517
砂質  ピット埋土、黒色砂質シルト10%、  P
シルト 粘性あり、締りあり        3517
砂質  にぶい黄掲色砂質シルト5%、

シルト 粘性弱い、締り硬質

砂質  ピット埋上、にぶい黄褐色砂質  ビット

シルト シルト3%、 粘性あり、締りあり

砂質  にぶい黄褐色砂質ンルト5%、   3-7
シルト 粘性弱い、締り硬質       層

砂
娠建燃衰塚協隊層

シルHO%、

砂
忠 雅 撃落」辣 鳥%質

シ

砂質  ビット埋土、にぶい黄褐色中粒砂
シルト 106/。 、粘性なし、締り硬質

砂質 杭穴、黒色シルト5%含む、
シルト 粘性あり、締りあり

中粒砂・ 黒褐色シルト3%、

細粒砂 粘性弱、締りあり

砂質  にぶい黄褐色砂質シルト5%、

シルト 粘性あり、締りあり

中粒砂・ 黒褐色ンルト20%、

細粒砂 粘性あり、締りあり

砂  耕 3001j■ 上、粘性あり、締りあり

砂  耕3001埋 上、粘性あり、締りあり

砂質  鉄斑あり、黒色粘土質シルト少量、

シルト 黄灰色細粒砂 1%未満

砂質  根跡 ?、 黄灰色細粒砂 1%未 満、
シルト 礫微量、鉄斑あり、粘性・締りあり

シルト璧撒 謎 忌こ却髯毯
粘土質 ビット埋土、浅黄色砂 10%、

シルト 粘性あり、締りあり

砂質  にぶい黄色細粒砂 1%未満、
シルト 粘性あり、締りあり

砂質  暗褐色砂 5°/O、 粘上質シルト多量、
シルト 粘性あり、締りあり

にぶい黄色細粒砂 1%未満、黒色

粘土質シルト少量、粘性・締りあり

にぶい黄色細粒砂 1%未満、黒色

砂質シルト少量、粘性・締りあり

灰 白色砂質シルト少量、黄灰色細

粒砂 1%未満、

小礫微量、粘性やや強

黄灰色砂粒 1%未満、黒色粘土

質シルト少量、粘性やや強い

ピット埋土、黒色粘土質シルト   P
灰黄色砂質シルト少量     3235
ビット埋上、黒色粘土質シルト   P
少量、粘性あり、締りあり    3235
ビット埋土、黒褐色粘土質シル   P
卜微量、粘性あり、締りあり    3235
ピット埋上、黒褐色粘土質シル   P
卜少量、灰黄褐色砂微量     3235
黄灰色中粒砂 1%未満、灰色シ  SI
ルト少量、粘性やや強い、締りあり 3007

ピット埋上、弥生土器片微量、黄  P
灰色中粒砂 1%未満、粘性弱り  3231
住居址埋上、黄灰色中粒砂1%  SI
未満、鉄班あり、粘性弱、締りあり 3007

黒色粘土質シルト少量、黄灰色

砂質シルト少量、粘性やや強い

黒色シルト少量、策灰色細粒

砂 1%未満、粘性やや強い

旧耕作上、弥生土器片微量、黒  3-2
褐色粘土質シルト5%、 粘性弱  層

鰯 ♂
羽
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ン 外

 濡名

10YR5/3  砂質  耕作溝の一つ、黒褐色砂質シル  耕
にぢ,減褐色 シルト ト5%、 粘性弱い、締りあり    3002
10YR3/2  砂質 弥生土器片ごく微量、粘性やや

黒褐色  シルト 強い、締りやや硬質

10YR3/2 粘土質 ピット埋上、暗褐色砂質シルト   P
黒褐色  シルト 10%、 粘性弱、締りあり     3404
10YR3/2  砂質  ビット埋上、黄褐色砂質シルト2% P
黒褐色  シルト 未満、粘性弱、締りあり     3405
10YR3/2  砂質 暗褐色砂質シルト3%、 粘性あり、

黒褐色  シルト 締りあり

10YR5/3 粗粒砂・耕作溝の一つ、粘性弱い、締りあり 耕
にホt瑣 偶色 中粒砂               3002
10YR5/3 粗粒砂・耕作溝の一つ、粘性弱い、締りあり 耕
にれ 女ヽ偶色 中粒砂                   3002
10YR5/8 粗粒砂 耕作滞の一つ、粘性弱い、締りあり 耕
にぶい責福色 中粒砂                   3002
10YR4/1  砂質  土坑埋上、弥生土器片微量、   SK
褐灰色  シルト 粘性やや弱い、締りやや硬質   3042
10YR5/3 粗粒砂・ 耕作溝の一つ、黒褐色砂質シル  耕
にぷ,墳褐色 中粒砂 卜5%、 粘性弱い、締りあり    3002
25Y3/1  砂質  灰 白色粘土質シルト少量、黄灰色

黒褐色  シルト 細粒砂 1%未満、締り硬質

10YR4/8 粗粒砂・ 耕作溝の一つ、粘性弱い、締りあり 耕
にⅢ,政褐色 中粒砂                3002
10YR4/3 粗粒砂・耕作溝の一つ、黄灰色細粒砂1% 耕
になt瑣 欄色 中粒砂 未満、粘性弱い、締りあり    3002
10YR4/3 粗粒砂 耕作溝の一つ、黄灰色細粒砂1% 耕
にホt渡褐色 中粒砂 未満、粘性弱い、締りあり    3002
10YR4/3  砂質 黄灰色細粒砂 1%未満、粘性あり、 SK
に本ヤ減栂色 シァレト 締りあり             3042
10YR4/3 粗粒砂・ 耕作溝の一つ、黄灰色細粒砂1% 耕
にど,咬 褐色 中粒砂 未満、粘性弱い、締りあり    3002

砂質 褐灰色砂質シルト15%、 粘性あり、3-6
シルト 締りあり            層

シルト
縄経阜箪曇k杉既好妨

月礫 微量｀

カレト縄経阜驚曇k略訪徐/｀

礫微量、
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ルト少致粘性肋、 3層 8

ンレト紀経島4肇翠新で、袋甕争
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 3層 8

砂薯竃孔確箸談鶏銘S差肇
3遷 9

鏃 靡‰ 露ぢ
黒色刀 3選 9

'折

飛羅紛
髄シハ%｀ 縦あ∝3唇 9

珠 鶏孔厭サ1薪斜
紗 3層 9

聯 鶏 蟄覧籐 補浦著 3習
0

聯 鶏 蟄発籐 緒嬬著 3督
O

縄留紗訪線歌量覧暦負捺浦義 3智
0

シ嬬 観最ィ
ルト少数粘性劫、 3罷 8
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Ｐ
鰤

Ｐ
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耕
３００
耕

ａｏ０

'巴
粒砂・ 耕作滞の一つ、にぶい黄色細粒砂 耕

中粒砂 1%未満、絡性弱い、締りあり   3002
粗粒砂・ 耕作溝の一つ、にぶい黄色細粒砂 耕

中粒砂 1%未満、粘性弱い、締りあり   3002
粗粒砂・耕作溝の一つ、にぶい黄色細粒砂 耕

中粒砂 1%未満、粘性弱い、締りあり   3002
粗位砂・ 耕作溝の一つ、にぶい黄色細粒砂 耕

中粒砂 1%未満、粘性弱い、締りあり   3002
粗粒砂・ 耕作済の一つ、にぶい黄色細粒砂 耕

中粒砂 1%未満、粘性弱い、締りあり   3002
粗粒砂・ ピット埋上、黒色粘土質シルト少量、ビット

中粒砂 黄灰色細粒砂 1%未満、

粘性 締りあり

シルト認詠砕霧惹詮 ュ財£路
量、小礫微量、粘性やや強い

砂質 黒色粘土質シルト少量、にぶい黄
シルト 色細粒砂 1%未満、粘性・締りあり

シルト嫉講鱗翼癬粉
砂質  黒色粘土質シルト少量、にぶい黄
シルト 色細粒秒 1%未満、粘性・締りあり

シレト薙経財〔第弦】チ
未満、鉄斑あり、

粘土質 炭化物微量、灰色シルト少量、黄
シルト 灰色細粒砂 1%未満、鉄斑あり

シクレト肇篭耳:鷲士ヨ珍尋、な蟄鶴
細粒砂 1%未満、小礫微量

羽 婦£初青婦謡争観 扉灰色
砂質  黒色粘上質シルト少量、にぶい

シルト 黄色細粒砂 1%未満、鉄斑あり

砂質 水路跡、褐色酸化鉄 10%、 小礫  3-1
シルト 少量、黒色結土質シルト5%   層

砂質 杭跡、灰黄褐色粘土質シルト5%、 杭跡
シルト 粘性あり、締り軟質

砂質 杭跡、灰黄褐色粘土質シルト10%、 杭跡
シルト 粘性あり、締り軟質

砂質  灰黄褐色砂質シルト20%、

シルト 粘性あり、締り軟質

砂質  褐色酸化鉄 10%、 小礫少量、
シルト 粘性あり、締りあり

砂礫紹在矮し弓編捻違蒙
膨ク外Ю%｀ q蕊『

砂質  倒木痕、黒褐色砂質シルト5%、  倒木痕
シルト 打ヽ礫微量、粘性あり、締りあり  3003
粘土質 倒木痕、黒褐色砂質シルト5%、  倒木痕
シルト 刈ヽ礫微量、粘性やや強い、締りあり3003

砂質 弥生中期以前の倒木痕、    倒木痕
シルト 粘性あり、締りあり        3003
砂質  黒褐色砂質シルト30%、 耕作痕
シルト か、粘性あり、締りあり

砂質  弥生土器片微量、直下の層より 3-7
シルト 灰色味が強い、粘性あり、締りあり 層

3区 基本層序 Tr.1セクション図

砂質  漸移層、黒褐色砂質シルト10%、

シルト 粘性弱い、締りあり

シレト
1:モi',}【イ甘らそ】テ`

砂質 暗褐色砂20%、

シルト 粘性弱い、締りやや硬質

砂質 漸移層、黒褐色砂質シルト30%、

シルト 粘性弱い、締りあり

砂質  暗褐色砂20%、 粘性弱い、

シルト 締りやや硬質

層

層

粗粒砂 基盤層、砂礫層、暗褐色粘土質シ 3-10
礫  ルト少量、粘性なし、締り硬質   層

粗粒砂 基盤層、砂層、小礫少量、    3-10
中粒砂 粘性なし、締り硬質       層

砂質  倒木痕、黒褐色砂質シルト10%、 倒木痕
シルト 粘性あり、締りやや硬質     3001

シルト
鋏陛鰺晨潔 獣 常漂新獄辟

砂質  小礫微量、灰色砂質シルト少量、黄
シルト 灰色細粒砂 1%未満、粘性やや強い

砂質  黄灰色細粒砂 1%、 鉄斑あり、
シルト 粘性強い、締りあり

砂質  にぶい黄色細粒砂 1%未 満、鉄斑あ

シルト リ、粘性やや強い、締りあり

社粒砂・ 基盤層、砂層、暗褐色粘土質シ 3-10
中粒砂 ルト少量、粘性なし、締り硬質   層

砂質  黄灰色細粒砂 1%、 鉄斑あり、
シルト 粘性強い、締りあり

シルト驀経阜翠亀欣1為毯斎
あり、

砂質  漸移層、鉄斑あり、粘性あり、   3-9
シルト 締りあり            層

ンレト嬌賜為 、終 轟蚕
色3層 8

砂質  黄灰色細粒砂 1%未満、小礫微量、
シルト 鉄斑あり、粘性やや強、締りあり

粗粒砂・ 基盤層、砂層、粘性なし、    3-10
中粒砂 締り硬質           層

砂質  小礫少量、黄灰色細粒砂 1%未満、
シルト 粘性やや弱い、締りあり

砂礫超縫辱慧今痛洗易
シル附0%、 3橿 9

粗粒砂・ 漸移層、粘性なし、締り硬質

中粒砂

粗粒砂・ 基盤層、砂層、粘性なし、

中粒砂 締り硬質

砂質  粘性あり、締りあり

シルト

頻
シアレト頻
羽

3-9
層

3-10
層

シルト

砂質  黒色土層、黒褐色シルトを少量含甑 -8
シルト 粘性あり、締りあり、遺物を含まない 層

砂・礫
懃確辱ポ輩 ,簿洗昴

シルト鉤 %、 3層 9

粗粒砂・ 基盤層、秒層、粘性なし

中粒砂 締り硬質           層

砂質  基盤層、シルト粘土少量、   3-10
シルト 粘性強い、締りある       層
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が数点出土した。耕 3003は黒褐色砂質シル トを主体とし、埋土から中世の備前焼播鉢片が出土した。

各耕作地の時期は、出土遺物の年代以降である。

■ SK3001・ SK3002(図 40)

位置 。検出状況  SK3001は第 1面 012グ リッドに位置し、標高は 44,744mで ある。SK3002は

N13グ リッドに位置し、標高は 44,730mで ある。確認面は昭和の回場整備の整地層を除去した黒色

土層 (3-8層 )上面である。周辺には近代以降の清跡等撹乱が多い。

平面形状 。規模  SK3001の 平面形は円形で、長軸 1.794m・ 短軸 1,730mを 測る。断面形は浅い

円筒形か盤形に近い形状で、確認面からの遺構底面までの深さは 0.171mで ある。SK3002の 平面形

は不整な円形で、長軸 1.465m・ 短軸 1,207mを 測り、南東側に一段浅くなって張り出す箇所がある。

断面形は浅い盤形に近い形状で、確認面からの遺構底面までの深さは 0,231mで ある。いずれも底面

調整は粗雑である。

遺物・埋土 。遺構性格 。時期  両遺構とも埋土は黒褐色シル トを主体とし、直径 3～ 30cm大の多

数の円礫を含む。礫は当該地の基盤層のものと大差なく、礫を埋めた穴のような印象を受ける。両遺

構とも遺物は出土していない。遺構性格は土坑とするが、SK3002の不整な形状や、粗雑な掘方から、

貯蔵穴とか墓坑のような用途は考えにくい。耕作地を新たに開墾する際、樹木の根を抜き去った跡に

礫や不要物を埋める例はよくあるため、これらもそれに類するものであろう。遺構掘方の縁が鮮明な

ため、古いものではなく、古代～中世頃と考える。

Al 韓

d仏ガ

陰
億
株
択
ヽ

許

　
　

　

　

　

　

　

　

　

誰ヨ＼

SK3002土 層観察表

層番号→盤
°n 厩番号→盤

°n

1 1酪瞥 シルト礫径5～ 30cm大 の大型礫多数、IIB色 砂含む、

粘性弱、締りあり
1 1撃警 シァレト・礫籍蓬寝!辮据F型

礫多数、掲色砂含む、

¶

SK3002遺橋図

図40 SK3001・ SK3002遺構図

さ
＼

芸

SK3001土 層観察表

」梃

SK3001遺橋図
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Tr 5 土層観察表
昼

層

∫IS notation
混入Tj等用番号

基本

届序

〆魏色 シルト 段雫赤舌鷲易綴綿 無景鶏
飩m

l町 1娯
冽

離 励 ↓続

'細

粒卿 粒砂6な

∵難

A 
砂質シ レト

羅匙層ぅ掃 馬義テ

細粒砂。中粒砂 5%、

督習占 シルト 露糎議震弔τ肇窯晦健寿
礫`少量、

イミ醜色砂質シルト轟糧窯率晶k´離韓質
誇蟄名色 砂 帰其謡

30%、粘性やや弓野ヤ＼

堤第議窒 頒均レト猛起士ゞ喜暑R〔織
｀

絶溌留色 砂質シルト猛起拡蓑傷号隊戸
シルHO%、

に#跳色砂質シルト猛起聯  (緞
｀

そ炭留色 砂質シルト猛起歓斎婦局慾戸
シルHO%、

堺 管  砂質シルト
ピツト埋上、粘性あ∝ 締りあり

堺窮譲空 砂質シルトビツト埋と、縦あ噺りあり

揺撃洛笹 砂 祭写烏夢隅 扉群署鉄聟
粒砂

習鶏乞  砂 躍 縦躍i幕夕紺艤韓色シレ
1撃

と

2 
砂質シルト

塩糧ヨ繁祓

躙 %｀ 粘土質シルト含有、

1緊
暫 砂質シルト塩纏身繁暴影ぷμ

%｀粘土質シルト含有、
1錦
暫 砂質シアレト】謝i氏献←隠

暗褐色砂

螂 匿

2 
砂質シルト

ニ脇 観 森ら録が

い黄褐色中粒砂

螂著 頒シルトニ蹴 進翡瑞賊
崚髄軸砂

盤暫 砂質シルトニ解建進ガ茫課勅録デ
い黄褐色中粒砂

にポ1獣色砂質シルトニ解窯桂コ茫課務振ダ
い黄褐色中粒砂

盤を
2 砂質シルト制範ガ茫辮島娠が

い黄褐色細粒砂

盤
1頻冴 S13002埋螂性肋、締%り

1解 娯冽 S13002弊埋土縦肋、締%り

螂瞥 砂質シルト艦 蕪筋
褐色砂ブロック鉤%、

発蟄名色 砂 影奪年晏宙辮解鴇aず
畔姉ナ粗粒

1撃

懇哲
2粘土質ンルト浅黄色碗0%、 粘性あ∝締りあり

1禦
暫 砂質ンレト塩紀分繁辱斯鋲μ

%｀ 粘土質シルト少量、

3¬ 層

31層

3¬ 層

8-2層

32層

32層

33層

3-3層

1畢
瞥 砂質シルト

1皇

堤晃字 照シルト

堺智 砂質シルト
1撃

梶提蟹 シルト
1量

塊晃争 シルト

轄艶暫笹
2 シァレト

Ю
理と71  シルト

1繁
瞥 砂質シルト

1解1頒歩

1竪1頒
"

1禦
警 石i;曽

'::4,ト

1∝R3/1   中粒砂・

1薦a 設 、

ト

黒褐色   砂質シルト

1緊
警  赳 tト

7 5YR3/4  粗粒砂 。中

縛 泉  絶 ♂

黒褐色   砂質シルト

1銚
警  置 とト

10YR6/6  粗粒砂・中

明黄褐色

  等甦庁

黒褐色   砂質シルト

1撃
瞥  赳

jト

10YR3/1   中粒砂・

1訛晶6 設 、ト
明黄褐色   中粒砂

鍔粂亀 常脇
10YR6/6   1催粒砂・

辮 解

明黄褐色   中粒砂

揺鶏 乞 4聯

暗褐色砂質シルト20%、 粘土質シルト少星、

粘性あり、締りあり

暗褐色細粒砂 10%、 粘土質シルト少量、

粘性やや強い、締りあり

褐色細粒砂20%、 粘性あり、締りやや軟質

ピット埋上、粘土質シルト少量、粘性やや強い、

締りあり

ピット理土、粘土質シルト少量、粘性やや強い、

締りあり

植物痕状の落ち込み、にぶい黄褐色中粒砂・

程位砂25%、 粘性あり、締りあり

黒色土層、無遺物層、粘上質シルトを20%、

粗粒砂・中粒砂 IO%、 黒褐色シルトを少量、

粘性やや強い、締りやや硬質

黒色土層、無遺物層、酸化鉄沈着層、有機物

由来の黒ボク■と河川氾濫堆積砂の混合上、

黒褐色粘土質シルト砂粒含有、

粘性あり、締りやや軟質

黒色上層、無遺物層、有機物出来の黒ボク上

と河川氾濫堆積砂の混合上、粗粒砂 細粒砂 '

粘土含有、粘性あり、締りやや軟質

黒色土層、無遺物層、酸化鉄・酸化マンガン

沈着層、粗粒砂 中粒砂・粘土質シルト含有、

黒褐色シルト少量、粘性あり、締りあり

倒本痕風に黒褐色シルトと褐色砂が混合、

粘性弱、締りあり

植物痕跡もしくはピット痕跡、粘性弱、締りあり

漸移層的、粘性弱、締りあり

漸移層的、粘性弱、締りあり

漸移層、酸化鉄沈着、砂礫層、粘性なし、

締り硬質

漸移層的、砂礫層、粘性なし、締り硬質

漸移層、褐色砂20%、 粘性弱、締りあり

漸移層、粘性弱、締りあり

漸移層、粘性弱、締りあり

漸移層、粘性弱、締りあり

漸移層、褐色砂20%、 粘性弱、締りあり

基盤層相当層、砂層、粘性なし、締り硬質

酸化鉄沈着層、基盤層相当層、砂層、

粘性なし、締り硬質

基盤層相当層、砂層、粘性なし、締り硬質

基盤層相当層、砂層、小礫少量、粘性なし、

締り硬質

酸化鉄・酸化マンガン沈着層、基盤層相当層、

砂層、小礫少量、粘性なし、締り硬質

37層

3-7層

36層

38層

38層

蜘

ヰ ♀_____ョト__さ主と1皇Q彎生__卜__――と♀m

螂

35層

35層

37層

許7層

Si3002

S13002

S,3002

S13002

S13002

S13002

35層

97層

3-7層

39層

3-9層

39層

39層

3-9層

39層

39層

3-9層

39層

310層

3-10層

310層

3-10層

3-10層

祥

31層

鬱ヽ /

3-8層    
ピツト

ー

/一

3-9層

31層

鞭 だ

矯

辮 麟

3-3層

3-9層

3コ O層

図41 3区 基本層序 Tr.5セクション図・基本層序模式図

3区基本層序模式図 (Tr 5から作成)
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耕3002平面図

耕3003平面図

図44 3区 第1面耕作溝群平面図
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第 4項 3区 第 2面 遺構 と遺物 (図 42、 巻頭図版 1・ 2、 写真図版 28・ 29)

3区第 2面は、竪穴住居跡・掘立柱建物跡・木棺墓が検出された面を基準にした。調査区北側は黒

色土 (3-8層 )と 黒褐色砂質シル ト(3-7層 )で あり、調査区南側では黄褐色砂層 (3-4層 )・ 明黄褐色砂

層 (35層 )が検出された面である。

検出された遺構は、掘立柱建物跡 7・ 竪穴住居跡 13・ 木棺墓 4。 土坑 54(竪穴住居内土坑 12を含

む )・ ピット384(掘立柱建物跡の柱穴 33を含む)である。主な遺物は、弥生時代中期の上器と石器で、

土器は甕・壺・高邪・器台・水差形土器・蓋等、石器は石包丁・石槍・石鍬 。砥石・石斧・石錘等で

ある。弥生時代中期後葉の竪穴住居跡から銅釧片 1、 弥生時代後期と思われる木棺墓の一つから水晶

製小玉 42点が出上した。

■ SB3001(図 45、 写真図版 36)

位置  第 2面北西側の M4・ N4グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.376mで ある。

検出状況  圃場整備時の整地層を除去したところで、黒褐色砂質シル ト層を検出した。この黒褐色

砂質シル ト層は黒色土層の直上を覆う層である。この黒褐色砂質シル ト層面を遺構確認面として、4

基のほぼ同じ埋上のピットが長方形に並んでいるのが確認された。

軸方向 。平面形状・規模  桁行 1間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸はN15° Eをふる。

軸方向が SB3004・ SB3005等 とほぼ同じである。建物の平面形は長方形である。桁行長 4.240m・ 梁

間長 3.560mを測る。

SB3001は P3057-P3058-P3059-P3060の 4基の柱穴で構成される。各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ―

確認面からの深さ)は、P3057は (0.903m× 0.507m-0.207ml、 P3058は (0.81lm× 0.628m O.236m)、

P3059は (0,703m× 0,637m-0.113ml、 P3060は (0.571m× 0.478m O。 154mlで ある。平面形状は、

P3057・ P3058・ P3060は楕円形、P3059は 円形で、断面形は U字形を示す。周辺で検出された弥

生時代の竪穴住居跡の柱穴と比べて深さが浅い。底面の調整痕は残っていない。

柱穴埋土・礎石の有無  柱痕は残っていない。4基 とも、埋土上層はにぶい黄褐色の砂質シル トを

主体とし、下層に黒色シル トが堆積する。上層のにぶい黄褐色砂質シル トは、本調査区内で黒褐色土

層より上層に堆積する弥生時代の遺物包含層三暗褐色砂層とほぼ同質のものであり、その層上から掘

り込まれたものと思われる。4基 とも礎石はない。

遺物出土状況  P3057か ら土器片 2点、P3059か ら土器片 1点、P3060か ら土器片 22点 (弥生

土器甕底部 1点 )及び石製品 (頁岩製砥石 )1点が出土している。P3057か らは遺物は出土していない。

遺構の性格と帰属時期  掘立柱建物跡である。出土遺物の弥生時代の甕から、弥生時代中期以降の

可能性が高い。(井汲・濃井 )

■ SB3002(図 46、 写真図版 36)

位置  第 2面北西側の M4。 N4グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.376mで ある。

検出状況  回場整備の際の整地層を除去したところで、黒褐色砂質シル ト層を検出した。この黒褐

色砂質シル ト層は黒色土層の直上面を覆う再堆積層である。この黒褐色砂質シル ト層を遺構確認面と

して、4基のピットが長方形に並んでいるのが確認された。柱根埋土に淡黄色粘土が検出されたため、

周辺の遺構群の中では突出して日立つ。
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SB3001土 層観察表

遺構番号 層番号 
」

選発密

°n
遺構番号 層番号

P3057 に選ド豊犠色砂質シルト盤経肇薇称テ載讃
｀

(鵜色砂質シルト轟癌音笈与絲 9

∵量を
れ シルト 妊起雰戻絨

シルHO%

P3059   1
10YR5/3

にぶい黄褐色

illYR3/1

黒色

砂質シルト盤経監識為暴鼻説金尋
｀

シルト 姥選雰斎聯
ンレHO%、

砂質シルト盤経肇諒詠庸為管
｀10YR4/3

にぶい黄褐色

lllYR3/1

黒褐色
にぶい黄褐色砂質シルト10%、

粘性弱い、締りあり

P3058   2

にぶ沢豊名色砂質シアレト盤経監含轟暴島歳金尋
｀

にぎド蟄名色砂質シルト最健丞笈脇 9

∵量巻
れ ンレト 趣遣録斎聯

シルHO%

図45 SB3001遺 構図
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SB3002 土層観察表

週構番号 層番号 混入物等 選構番号 層番号 的鶴
浬入物等

P3001   2 P3063   2

淡曇雹    粘土

灰黄旨  粘土質シルト

解 絲

柱痕、暗灰黄色粘土質ンルト25%

粘性強い、締りやや硬質

柱痕、黄灰色細粒砂 1%未満、

粘性やや強い、締りやや榎質

にぶい黄褐色砂質シルト10%、

粘性弱い、締りやや硬質

巧f堺娼色砂質シ外籍薙制辮 脇 蛛熟驀覆雷
解  歩 蘊緬観 写

シ琳肱

P3064   1
25Y8/3
淡黄色

10YR3/2

黒褐色

粘土
柱痕、暗灰黄色粘土質シルト25%、 黒色士

少量、粘性強い、締りやや硬質

25Y8/3
淡黄色

25Y2/2
黒褐色

10YR3/3

暗褐色

維
羽
砂

柱痕、暗灰黄色粘土質シルト25%、

粘性強い、締りやや硬質

柱痕、黄灰色細粒砂 1%未満、

粘性やや強い、縮りやや硬質

中粒砂・細粒砂混合、にぶい黄褐色砂質
シルト10%、 粘性弱い、締りあり

図46 SB3002遺 構図
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軸方向 。平面形状・規模  桁行 1間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸は N-4° Eをふる。軸

方向が SB3004・ SB3005等 より真北に近 く、約 10度ずれる。建物の平面形は長方形である。桁行長

2,760m・ 梁間長 2.060mを測る。

SB3002は P3061-P3062-P3063-P3064の 4基の柱穴で構成される①各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ―

確認面からの深さ)は 、P3061は (0.521m× 0.454m-0.143m)、 P3062は (0.461m× 0408m-0.164m)、

P3063は (0.491m× 0,412m-0,079ml、 P3064は (0.285m× 0252m-0.076mlで ある。形状は、4基

とも平面形は円形で、断面形は U字形を示す。周辺で検出された弥生時代の竪穴住居跡の柱穴 と比

べて深さが浅い。

柱穴埋土・礎石の有無  P3061・ P3062・ P3064は プラン面上で直径の小さい柱痕が確認され、柱

痕埋土は淡黄色粘上であった。掘方の埋土は、黒褐色砂質シル ト層 とほぼ同じ、黒褐色砂質シル トを

主体 とする。礎石は確認できない。

遺物出土状況  P3061か ら 3点、P3062か ら 1点、計 4点の上器細片が出土 している。おそらく

弥生土器片 と思われる。

遺構の性格と帰属時期  掘立柱建物跡である。SB3004・ SB3005等 の掘立柱建物跡 と軸方向が異

なるため、弥生時代中期の所属ではなく、それ以降のものと思われる。(井汲・濃井 )

■ SB3003(図 47、 遺物図 18、 遺物観察表 18、 写真図版 36・ 65)

位置  第 2面中央部の 012・ 13、 P12・ 13グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.880mで

ある。

検出状況  回場整備の際の整地層を除去 した段階で黒褐色シル ト層面が検出された。周囲に撹乱以

外の遺構がほとんどなかったため、この面上で長方形に並んだ柱列が確認された。上面層は削平を受

けてお り、柱穴は浅 く残っているのみである。

軸方向・平面形状・規模  桁行 3間・梁間 1間 の掘立柱建物跡である。主軸は E16° Sをふる。

建物の平面形は長方形である。桁行長 4.600m・ 梁間長 1.700mを 測る。

SB3003 1ま P3079-P3080-P3081-P3082-P3083-P3084-P3085-P3086-P3087-P3088■ )10差ζα)柱

穴で構成 され る。P3082は P3083を、P3087は P3088を 切 って構築 されている。各柱穴の規模

(長軸 ×短軸 ―確認面か らの深さ )は、P3079は (0.618m× 0391m O.156m)、 P3080は (0.590m×

0.536n10.1561n)、  P3081 1ま (0.598m × 0.585n10.2331n)、 P3082 は (0.575m × 0.548nrO.221ml、

P30831ま (0.394m × 0 349nl-0.200ml、  P3084は  (0,403m × 0,361■ r0246rn)、 P3085は  (0.719m

× 0.508nl-0.312ml、  P3086は (0394m× 0.342nl-0.113ml、  P3087は (0558m× 0.534n■ 0.099ml、

P3088は (0.490m× 0.532m-0.056m)で ある。形状は 10基 とも平面形は円形、断面形はU字形。底

面の調整痕は残っていない。

掘立柱建物跡の柱穴 としては、南側 に位置する P3434・ P3435・ P3436と 対応させた方が平面

図的にはバランスよく感 じる。ただ し、土質が黒褐色粘土質シル ト系の暗味の強い土で、規模は、

P3434が  (0.671m × 0.628nュー0.093ml、  P343579ヾ (0464m× 0.414n10.150m)、 P3436が (0.373m

× 0.352m O.132mlと 、深さも若干浅い。このため、P3085～ P3088を柱穴 とした。

柱穴埋土・礎石の有無  P3080。 P3085・ P3086は柱痕が確認され、P3080の柱痕埋土は黒褐色

シル トを主体 とし、P3085の柱痕埋土は黒褐色砂質シル トを主体 とし、P3086の柱痕埋土は黒褐色
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SB3003 土層観察表

灌構番号 層番号 JISPTT°
n

遺構番号 層番号 
」ISP° tatlon

出∞911路2 羽

P3080   2

P3080  3

P3085   1

'3085   2

弥生土器高杯、鉄班あり、礫少量、黄灰色細

粒砂2～4%、 粘性やや強い、締りあり

1書

き悟冷全
2顔ンレト離鎖聯

満`
I撃
智 砂質シレト

盤
3冽

1鍵
瞥 も折

管羅  ンレト 簿盆鍮鰯身j黒
色粘土質ンレ砂量、

督晋旨 シァレト韓融軍詔繁評理期縁狩
未満、

培銘課箸 シルト 尋謙ぐ黙言濡野舟
細粒桝%未満、

礫微量、褐灰色中粒砂 1%未満、

粘性あり、締りあり

礫微量、褐灰色中粒砂1%未満、

粘性あり、締りあり

礫微量、黄灰色細粒砂、

粘性強い、締りあり

P3086
25Y3/1
黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

25Y3/1  粘土質  鉄斑あり、礫あり、灰色シルト少量、黄灰色

黒褐色   シルト  細粒砂 1%未満、粘性強い、締りあり

螺智 ンレト 雛尋蹴癬絨
臥テく満、

粘上質  淡黄色細粒砂 1～ 2%、 浅黄色シルト少量、
シルト  粘性強い、締りあり

粘上質  礫微量、褐灰色砂質シルト少量、
シルト  粘性強い、締りあり

粘土質  責灰色細粒砂I%程 度、
シルト  粘性強い、締りあり

10YR2/1   砂質   礫微量、灰黄色粘土質シルト少量、

黒色    シルト  粘性あり、締りあり

督羅 シレト森建鍮露梁櫨翌慾諺雲盆i融穀
色

督羅 シルト簿雀励話微評
紗卜務程度、

10YR2/2

黒褐色
頻ンレト郷 撃鉄縁潮芦詠1聡雀励

絶

P9088    1

P3088   2

10YR2/3

黒褐色

25Y2/1
黒色

砂質・/7レト建埜饗物縄 縣監賊撃熟奪壊が
黄色

羽 籍勢ガマ要盛煮ぞ涯翌貯で珠筋ギ峰叡墨声
色

P3039   ,

1留1顔冽 解簿縮鶴薄緞
粒

10YR2/1  粘土質  黄灰色紳粒砂 1%未満、

黒色    シルト  粘性強い、締りあり

10YR2/1

黒色

10YR2/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

ンレト 鷲迄環巣虜yで帝辞機乾
2～3%

粘土質  黄灰色細粒砂1%未満、

シルト  粘性強い、締りあり

粘土質  黄灰色細粒砂 i°/。未満、
ラつウト  粘性強い、締りあり

図47 SB3003遺 構図・微細図
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遺物観察表 18

物

号

速

番
調査区

`調

査番号 棚縦
版

号

図

番
別
純

機
器

法量 (cm/8) 特  徴 月台土 /材質
成

調

焼

色
備  考

3

SB3003内
P3079

(3031)

18
弥生土器

高郷

回径 〈216)
器高 (1701

脚径 ■13

外面「口縁部ナデ・凹線文 3条、必底部ケズリ
ハケ後 ミガキ、脚部ミガキ、脚端部ナデ

内面 :国 縁部ナデ、14N底 部ハケ後 ミガキ、脚部ち

ズリ後ナデ

普通

～ lmmの 砂 粒

普通

普通

外面 :橋

内面 iに ぶい橙

粘土質シル トを主体 とする。他のピッ トの埋土は黒褐色砂質

シル トを主体 とする。礎石はない。

遺物出土状況  P3079か ら 25点、P3080か ら 5点、P3081

か ら 5点、P3082か ら 2点、P3084か ら 2点、P3085か ら 1

点、 P3086/9ヽ ら 1点、 P3087か ら 1点、 P3088か ら 5点、 計

47点の上器片が出土 した。 このうち P3079か ら出上 した土器

が一個体 とな り、弥生土器の高邪 (169)と なった。盤形の広い

容器の口縁外面に 3条の凹線文をめ ぐらしている。弥生時代

中期後葉に比定される。

遺構の性格 と帰属時期  掘立柱建物跡である。出土遺物等

から、弥生時代中期 と推測する。(浅井 )

坐 ____引 ____杢 単 坐
― ―

_____―
―

彎
Cm

遺物図18 SB3003内 P3079出土遺物

■ SB3004(図 48、 写真図版 86)

位置  第 2面中央部の 010。 H、 P10・ Hグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.863mで

ある。

検出状況  回場整備時の整地層を除去 したところで、黒褐色砂質シル ト層を検出すると共に、その

黒褐色砂質シル ト層を切る耕作溝群、耕 3002が検出された。 この耕 3002を除去 したところで、ピッ

トが直線状に 2列並んでいるのが確認され、掘立柱建物跡 として調査 した。SB3005と 並んでいる。

軸方向・平面形状・規模  桁行 2間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸は E9° Sをふる。軸

方向が SB3005・ SB3006等 と同 じである。建物の平面形は長方形である。桁行長 4560m・ 梁間長

4.160mを 測る。SB3004は P3073P3074-P3075P3076-P3077-P3078の 6基の柱クヽで構ナ戎される。

各 柱 穴 の 規 模 は、P3073は (0.488m× 0.476m-0413m)、 P3074は (0,489m× 0,374m O.258ml、

P3075は (0.427m × 0414n10,399ml、  P3076は  (0.507m × 0.396■ r0376na)、 P3077は (0.533m

× 0.361m O.209ml、 P3078は (0408m× 0,388m O.2991nlで あ る。 形 状 は、 平 面 形 は P3073。

P3074・ P3075・ P3078は 円形、P3076・ P3077は 楕 円形 を呈 す る。 断面 形 は P3073・ P3076・

P3078は U字形、P3074・ P3075は V字形、P3077は W字形を示す。P3077は 2本の柱を並べたも

のかもしれない。壁面 。底面の調整痕は残っていない。

柱穴埋土・礎石の有無  埋土上層の褐灰色砂質シル ト及び、にぶい黄褐色砂質シル トは、本調査区

内で黒褐色土層より上層に堆積する暗褐色砂層 とほぼ同質であり、その層上から掘 り込まれたものと

思われる。P3076には柱痕が確認され、埋土は褐灰色砂質シル トを主体 とする。6基 とも礎石はない。

遺物出土状況  土器片 27点が出上 した。P3073か ら 4点、P3074か ら 6点、P3076か ら 5点、

P3077か ら 8点、P3078か ら 4点である。弥生土器の細片 と思われる。

遺構の性格と帰属時期  掘立柱建物跡である。出土遺物は弥生土器であるが、SB3005と 同じ軸方

向で並ぶことから、古代 と思われる。(井汲・濃井 )
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遭構番号 層番号  …
こ 琶君

出"3 1 増俣警 顔渤卜離湧傘紐栓り
P3"3 2 Ю

撃澄
た  シレト 握経烏驚騒kl肌霧

度、

にポ深蟄名色砂質シルト暴&源箕競

適構番号 層番号

P30" 1 蝋婦議卦 砂質シルト0好缶糠絶 妖締す鷲錢
質

P朗 2 評轟色 粉葎羅燃斎学訴話駒Fレ
レHO%、

10YR2/1

黒褐色

にポド妥名色砂質ンルト鰹経監含勇屍島
土少量

P3075   1

10YR4/1

褐灰色

10YR4/2

灰黄褐色

砂質シルト婦紀源貨聯
む、

粘土質  にぶい黄褐色砂質シルト25%、

シルト  粘性あり、締りあり

砂質シルト待尿織 蹂新雰津
∝黒色シレト

シルト 元現雛亀胎逮で導覇等
色砂質ンレト

図48 SB3004遺 構図

シルト 妊選甘頂ミ髯記歌テ
ンント10%

P3070   1
illYR4/1

褐灰色

10YR2/1

黒色
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SB3005 土層観察表

選構器弓局番号 」4とを°n 選釉番号 月番号
J翌 伽

P∞∞ 1 鍔鶏笹
P∞∞ 2 1撃瞥
P∞∞ O m塁れ

砂質シルト簿握鵜 終導振讐
%程度、

ンルト 掘経身諸纂称す
鉤%程度、

しt冨 雛駅暴子触
Ю%観｀

解  砂 擁甥 耽陥 繊識
刻|∫とと:ゝイ告セニ頻冽 雛Й笈織り
解  刻 蕊筋蹴 写

ン恥飲
10YR2/1

黒色P銅洵 1 鍔艶橿
P30702 Ю

塁
れ

砂質ンルト籍経藷岳協猛予
ル膨酬、

粘土質  褐灰色砂質シルト10%程度

シルト  糀性あり、締りあり

陣ンノレト
暗褐色砂質ンルト10%、

粘性やや強い、締りあり

P30721に群盤色
P3072 2  督督ぎ
P30,23 1繁を

2

SB3005遺 構図

砂質シルト頻径葺繰籍 (平島枕屏
色土

シルト 笙餐プ2【蒼ξ:悠謹蕉傘,昂争
粘

妍 矯症繁芸硼 テ
)恥Юな

図49-2

■ SB3005(図 491・ 492、 写真図版 36)

位置  第 2面中央部の 09。 10、 P9。 10グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.817mで ある。

検出状況  回場整備時の整地層を除去 したところで、黒褐色砂質シル ト層を検出すると共に、その

黒褐色砂質シル ト層を切る耕作溝群、耕 3002が検出された。 この耕 3002を除去 したところで、ピッ

トが直線状に 2列並んでいるのが確認され、掘立柱建物跡 として調査 した。SB3004と 並んでお り、

一連の建物である可能性もある。

軸方向・平面形状・規模  桁行 1間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸は N-10° Eをふる。

軸方向が SB3004・ SB3006と 同じ方向を向く。建物の平面形は長方形である。桁行長 3.940m・ 梁間

長 2.440mを測る。

SB3005は P3069-P3070-P3071-P3072の 4基の柱穴で構成される。各柱穴の規模 (長軸 ×短軸 ―

確認面からの深さ )は、P3069は (0.478m× 0.427m O.3681nl、 P3070は (0.407m× 0.187m O.013ml、

P3071は (0,494m× 0.488m O.257rYll、 P3072は (0.628m× 0,430m O.390m)で あ る。形状 は、平

面形 は P3069・ P3071・ P3072は 円形。 断面 形 は P3069は 有 段 U字 形。P3071は 浅 い U字 形。

P3072は U字形を示す。P3070は撹乱により半壊されてお り、形状・断面形共に不明である。底面

の調整痕は残っていない。

柱穴埋土 。礎石の有無  P3069・ P3072は柱痕が確認され、P3069の柱痕埋土は灰黄褐色砂質シ

ル トを主体 とし、P3072の柱痕埋土は黒褐色シル トを主体 とする。掘方の埋土は黒色粘土質シル ト

を主体 とする。礎石はない。

遺物出土状況  P3073か ら須恵器郷底部片 (陶 邑Ⅲ期後葉併行 )1点及び土器片 7点、P3072か ら

土器片 2点が出土 している。

遺構の性格と帰属時期  掘立柱建物跡である。出土遺物 と軸方向から、古代 と思われる。(湊井 )

■ SB3006(図 50、 写真図版 36)

位置  第 2面中央部の 09グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.858mで ある。

検出状況  回場整備時の整地層を除去 したところで、黒褐色砂質シル ト層を検出すると共に、そ

の黒褐色砂質 シル ト層を切 る耕作溝群、耕 3002が検 出された。 この耕 3002と その一部である

SK3040・ SK3041の掘削後、4基の柱穴が検出された。

軸方向 。平面形状・規模  桁行 1間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸は N9° Eをふる。軸

方向が SB3004。 SB3005と 同じ方向を向く。建物の平面形は長方形である。桁行長 2160m。 梁間長

1.600mを 測る。
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SB3006 土層観察表

題構番号 層番号
J選

発塁μ

n
遺構番号 層番号 混入物等

土色名

P30∞ 1 堤弟翼雲 砂質シ沸
P306521躙 "

にぶい黄褐色砂質シルト20%、

粘性やや弱い、締りあり

礎石 (直径20cm大 )あり、黒色シルト少量、に

ぶい黄褐色砂5%、 粘性やや強い、締りあり

にぶV婆名色砂質シレト監経専卑亀手奪幕らぁり
臨
1冽

瞑墟疵安与常煽勃
にぶ1墳褐色砂5宏

P3067   1

P3066   1
1酪
抵
3 砂質シルト毎虚準蒸鵠僚常覇彪宅

MO%｀

1繁
警 シァレト 穂牧好絡孟ザ

こぶい錨ω5%、

解 顔淋 羅瑠 微観 歩
閉な

1鍵
警 シァレト 轟離 黙尋満爾歩

魏`働5%、

図50 SB3006遺 構図
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SB3006は P3065-P3076-P3067-P3068の 4基の柱穴で構成される。各柱穴の規模 (長軸×短軸 ―

確認面からのユ架さ)は、P3065は (0.382m× 0.361m-0,420ml、 P3066は (0.366m× 0.328m-0.348ml、

P3067は (0.445m× 0.322m-0.571ml、 P3068は (0.337m X O.305m-0.464mlで ある。形状は、4基

とも平面形は円形。断面形はU字形を示す。底面の調整痕は残っていない。

柱穴埋土 。礎石の有無  柱痕は残っていない。上層はP3065。 P3066・ P3068は暗褐色砂質シル

トを主体とし、P3065は にぶい黄褐色砂質シル トを主体とする。下層は 4基 とも黒褐色シル トを主

体とする。P3067に礎石 (直径 20cm)を 有する。

遺物出土状況  P3065か ら土器片 7点、P3068か ら土器片 1点が出土している。P3065か ら出土

した弥生土器片のうち 1点は壷の口縁外面に斜格子沈線文が施される。

遺構の性格と帰属時期  掘立柱建物跡である。SB3004と 軸方向から、古代の可能性が高い。(濃井 )

■ SB3007(図 51、 写真図版 36)

位置  第 2面南西部の P4グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.377mで ある。

検出状況  近世 。近代の耕作土と暗褐色砂層を除去した段階で明黄褐色砂層を検出した。この明黄

褐色砂層は弥生時代以降の遺構の確認面である。周囲に稲架穴と思われるピット列があったため最初

は掘立柱建物跡とは認識しなかったが、これらの 4基のピットのみがかなり深さがあり建物跡の可

能性を提示することにした。

軸方向 。平面形状・規模  桁行 1間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸は E5° Sをふる。建

物の平面形は長方形である。桁行長 3.640m・ 梁間長 2.620mを測る。

SB3007は P3301-P3302-P3303-P3304の 4基の柱穴で構成される。各柱穴の規模 (長軸×短軸 ―

確認面からの深さ)は、P3301は (0.858m× 0,691m-0,318ml、 P3302は (0,558m× 0.494m-0.350ml、

P3303は (0.618m× 0.404m O.223ml、 P3804は (0.463m× 0.429m-0.253mlで ある。平面形状は、

P3301は不整楕円形。P3302・ P3303は楕円形。P3304は 円形。断面形は P3301・ P3303は有段U

字形。P3302・ P3304は U字形を示す。底面の調整痕は残っていない。

柱穴埋土・礎石の有無  柱痕は残っていない。上層は P3301・ P3302・ P3304は 暗褐色砂質シル

トを主体とし、P3303は にぶい黄褐色砂質シル トを主体とする。下層は 4基 とも黒褐色シル トを主

体とする。礎石はない。

遺物 出土状況  P3301か ら土器片 15点、P3802か ら土器片 2点、P3303か ら土器片 3点、

P3304か ら土器片 10点が出土している。すべて細片で、ほとんどが弥生土器の甕片である。

遺構の性格と帰属時期  掘立柱建物跡である。出土遺物と埋土と軸方向から、弥生時代中期に所属

すると推測される。(井汲 。濃井 )
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選務署号 層番号
J選

発星μ

n
混入物等 遺構番号 層番弓

IS notation

P3001

10YR3/3

暗褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

1 砂質シ嘘選埠驀撓黒亀覇影釘
醐ム

シルト雇糧所箕毎観晟ザ
こぶい黄褐色砂5%、

シルト 羅&黎輩尋濡慨舟
砂Ю%、

巽鶏色砂質シアレト驚各聰 、胎 房緒緋
量、

盤
1砂質羽 辱糧軍年輩(潮循舟

砂質冴欺

鞣智 砂質シルト麓賊轟j最舟
シルト灰色シルトごく微量、

P3002   1 靭箸 砂質シルト姪蓬零阜監依t糀ぁり
1巖智 砂質≫レト長畳遜生I誘;籠そ賊 纂発娩

卜微量、
1催

桑争
1 粘上質縄極象?銘鶴 質

図51 SB3007遺 構図

靭智 砂質シルト辱紀哲箕綴
Ю%｀

蝶智 砂質シルト尾紀訴笈転霧稼γ
知%｀

電踏 砂質シルト鍾楚驚埠が,静絋ケ
量

靭智 砂質シルト薙楚輩埠爵絲紘ケ
量

聖 響 聖

SB3007 土層観察表
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■ 3区第 2面竪穴住居跡 (表 9)

第 2面では弥生時代中期の竪穴住居跡 12棟が検出された。平面形は円形のものと隅丸長方形のも

のがあ り、円形 9棟、隅丸長方形 2棟である。隅丸長方形の住居跡 2棟は 3区南西側の灰黄色砂層

面上に構築されている。S13011、 S13012は やや小型の円形住居であ り、4基ある柱穴の 1基が礎石

柱穴で、この礎石柱穴の脇にもう 1基礎石を有するピットを備えている。S13003も それに類似する

が、4基ある柱穴すべてが礎石柱穴で、その うち 1基の礎石が 2段になってお り、その 2段重ねの

礎石の脇にもう 1基 2段重ねの礎石がある。S13005、 S13007の 2棟は拡張住居である。S13012内

の SK3027か ら全国で 80点日となる銅釧片 1点が出土 している。

表 9 3区 竪穴住居跡一覧表 (第 2面 。第 3面含む )

遺構記号 検出位置 形状 規模 (ml 埋 土
中央土坑・

壁溝・貼床
柱穴。ピット・

土坑
主要出土遺物 備 考 時期

S13001
第 2面所属

Leve1      44 364
Grid         P3

隅丸長方形
浅い盤形

形
形

面
面

平
断

軸
軸

さ

長
短
深

3442
2665
0024

暗褐色砂

(洪水砂 )

中央土坑 1?

壁溝
貼床あり

ピット4基 弥生土器片
石皿

生
期

弥
中

S13002
第 2面所属

Leve1      44 286
Grid M2・ 3、 N 2・ 3

形
形

面
面

平
断

円形
浅い盤形

軸
軸

さ

長
短
深

5096
(17671
0220

暗褐色砂
中央土坑―

壁溝あり
貼床あり

基
基

２

穴

ツ

柱
ピ

弥生土器片 S13003を 切る

生
期
葉

弥
中
後

S13003
第 2面所属
Leve1      44 365
Grid        N3

平面形 円形
断面形 浅い盤形

軸
軸
さ

長
短
深

6007
5689
0216

暗褐色砂
炭化物微量

中央土坑 1

壁溝あり
基

基

５
基

穴

ツ
坑

柱
ピ
土

弥生土器片
石錘

S13002に 切らtLる

S13014を 切る

礎石柱穴 5基のうち
2基が礎石 2段

生
期
葉

弥
中
後

S13004
第 2面所属

Leve1      44 367
Grid  N3・ 4、 03

平面形 円形
断面形 浅い盤形

4758
4261
0206

軸
軸

さ

長
短
深

暗褐色砂
中央土坑
壁溝あり

柱穴 5基
ピット6基 院成粘土塊

S13005を 切る

試掘 Trに 切られる

生
期
葉

弥
中
後

S13005
第 2面所属

Leve1      44 474
Grid    N4・ 04

形
形

面
面

平
断

楕円形
浅い盤形

7491
7147
0371

軸
軸

さ

長
短
深

暗褐色砂
中央土坑
壁溝あり

柱穴 11基
ピット25基

弥生土器片
叩き石

S13004に 切られる

拡張あり

試掘 Trに 切られる

生
期
棄

弥
中
後

S13006
第 2面所属

Leve1      44 507
Grid  N5、  04・ 5

形
形

面
面

平
断

楕円形
浅い盤形

軸
軸

さ

長
短
深

7902
7437
0132

暗褐色砂
耕作撹乱

中央土坑
壁溝あり
貼床少量

柱穴 12基
ピット16基
土坑 1基

小生土器片
■央土坑か ら

百鏃と剥片

S13015を 切る

生
期
葉

弥
中
後

S13007
第 2面所属

Leve1      44 831
Grid  08'9、  P8。 9

平面形 楕円形
断面形 浅い盤形

軸
軸

さ

長
短
深

7917
6106
0074

暗褐色砂
耕作撹乱

中央土坑
壁溝あり
貼床少量

柱穴 16基
ピット18基
土坑 2基

弥生土器片
中央土坑か ら

甕片

拡張あり
下面に幅の広い清

生
期
棄

弥
中
後

S13008

第 2面所属

Leve1      44 320
Grid     P12・ 13、

012・ 13

平面形 不整円形
断面形 浅い盤形

6205
6155
0192

軸
軸
さ

長
短
深

暗褐色砂
炭化物微量

中央土坑
壁溝なし

貼床少量

柱穴 5基
ピット7基
土坑 2基

土器多数 (甕・

壺・ 高 邪等 )、

石包丁

生
期
葉

弥
中
後

S13009
第 2面所属
Leve1      44 259
Crid     02・ 03

平面形 隅丸長方形
断面形 浅い盤形

軸
軸
さ

長
短
深

3321
2639
0192

暗褐色砂

中央土坑
壁溝あり
貼床あり

柱穴 1基
ピット4基

石皿、磨石
弥生土器片

生
期

弥
中

S13010
第 2面所属
Leve1      44 816
Grid     07・ 08

平面形 円形
断面形 (浅い盤形 )

軸

軸

さ

長

短

深

6349
5846
0118

暗褐色砂
中央土坑
壁溝あり

基
基

１５
基

穴

ツ
坑

柱
ピ
土

麻生土器片
生
期

弥
中

S1301]
第 2面所属
Leve1      44 621
Grid        06

平面形 円形
断面形 浅い盤形

軸
軸
さ

長
短
深

4539
4179
0130

暗褐色砂
中央土坑 1

壁溝あり
基

基

１
基

穴

ツ
坑

柱
ピ
土

小生土器片
南西礎石柱穴脇に礎
石ピット

生
期

弥
中

S13012
第 2面所属
Leve1      44 547
Grid        P6

平面形 (円形)

断面形 (浅い盤形 )

軸

軸

さ

長

短

深

4260
3850 暗褐色砂

中央土坑 1

壁溝不明
基

基

１
基

六

ツ
坑

柱
ピ
土

SK3026髯 糞、
SK3027笥 誦洲ナキ

北東礎石柱穴脇に礎
石ピット

生
期
葉

弥
中
後

S13013
第 3面所属

Leve1      44 464
Grid     04・ P4

平面形 円形
断面形 浅い盤形

軸
軸

さ

長
短
深

8419
8283
0166

黒掲色砂鐸
シル ト(酵

化鉄・ マシ
ガン多量 )

中央土坑
壁溝あり

柱穴 15基
ピット21基
土坑 5基

中央土坑に

小生土器片

S13005に 切られる

拡張あり

生
期
葉

弥
中
後

S13014
第 3面所属
Leve1      44 279
Crid    N2・ N3

平面形 円形 (隅洵
方形 )

断面形 (浅い盤形 |

軸
軸
さ

長
短
深

黒褐色
砂質シルト

中央土坑
壁溝あり

柱穴 7基
ピット5基
土坑 2基

/kt熱 を受けた
砥石

生
期
葉

弥
中
後

S13015
第 3面所属
Leve1      44 444
Grid    N4・ N5

平面形 円形
断面形 浅い盤形

軸
軸
さ

長
短
深

7073
6917
0054

暗褐色砂～

黒褐色
砂質シルト

中央土坑
壁溝あり

庄穴 14基
ピット 11基
土坑 3基

P3465か ら弥
生土器小型甕
出土

S13006に 切られる

松菊里型 ?

生
期
葉

弥
中
後
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■ Si3001(図 52、 遺物図 19、 遺物観察表 19、 写真図版 29・ 65)

位置  第 2面 P3グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.364mで ある。

検出状況  表土剥ぎの際、圃場整備の整地層を除去したところ、明黄褐色砂層を検出した。この明

黄褐色砂層は、3区南西側の褐灰色 。黒褐色砂質シル ト層の上面に 3～ 15cm程度の厚さで堆積して

おり、決水性堆積層の可能性が高い。この明黄褐色砂層内から緑色千枚岩製石包丁・石鍬等の石器が

出土したため、水田跡の可能性を考慮し、プラン精査を慎重におこなった。その結果、水田跡ではな

く竪穴住居跡のプランが検出された。既に床面が露出するまで削平されているが、壁溝が隅丸長方形

に囲むのが明瞭に観察できる。

平面形状・規模 。付帯施設・主軸方向  平面形は隅丸長方形で、長軸 3.442・ 短軸 2.665mを測る。

断面形は浅い盤形で、壁溝が明瞭に残っている。確認面から床面掘方までの深さは 0,024mで ある。

平面形と規模は S13009と 類似する。住居内からピット4基と壁溝が検出された。各ピットの規模は、

P3061 が (0.521m × 0,454nrO.143ml、 P3062が (0,461m×  0.408■ rO.164ml、 P3063が (0.491m

X Oi412m O.079m)、 P3064が (0.285m× 0.252m-0.076mlである。形状は、4基とも平面形は円形で、

断面形は U字形を示す。柱穴を想定できるピットは確認できない。3区北東側の S13002～ S13006

等の竪穴住居跡と比べて小規模であることから、柱穴をもたないタイプのものかもしれない。ピット

4基の埋土は、灰黄褐色砂質シル トもしくはにぶい黄褐色砂質シル トを主体とする。礎石は確認でき

ない。壁溝 SD3005は深さ 0.105mの しっかりした掘方を有し、途中に切れ目や分岐はない。壁清埋

土は灰黄褐色砂質シル トを主体とする。主軸方向は E26° ―Sをふる。

遺物出土状況  床面上に石皿 1点が検出された。この石皿の位置は埋没時の状態に近いと思われる。

壁溝 SD3005か ら土器片 5点、点及びピット内から、弥生土器甕細片が 6点出土した。実測図は床

面直上から出土した 170を掲載する。粘板岩製の石包丁で、丁寧な円孔が 2箇所に空けられている。

遺構性格と帰属時期  竪穴住居跡である。当初は形状から古墳時代の可能性を考慮したが、出土遺

物が弥生土器片のみであり、3区北西側の S13002も 明黄褐色砂層を切って構築されており、S13001

とは面的には同時期である。S13001と 形態・規模の似る S13009も弥生中期の土器片を伴い、本遺構

も石包丁を伴うことから、弥生時代中期とする。

国
~0謁

づ ё

遺物図19 S13001出土遺物

170

-m

遺物観察表 19

遺物

番号
調査区

遺構番号

(調査番号 ) 魏需
版

号

図

番

別

種

種

器 法量(cm/o 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

3
S13001

(3001) 硲葡

長さ :575～
幅 Ю9

厚さ :075
重さ 248

磨製、研磨痕あり

紐部穿孔 2箇所径 4mm・ 径 45mm、 未貫通穿乳

1箇所径 4mmあ り

粘板岩 灰 両端欠損
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S13001内 ピット土層観察表

遺構番号 層番号 遺構番号 層番号

P9191

SD3005

壁溝

SD3005

壁溝

壁溝

SD3005

壁溝

壁溝

壁溝

S13001

3

8

に誤ド蟄名色 細粒砂 猛進歓斎絆
少量、

轄掌醗蛮 粘土質ンレト経遣材斎‥
量`

にポ減蟄名色 細粒砂 籍雇岳脇 テ
黒`色土少よ

翼婆務色 砂質シルトラづ樹誠盤獣噺漏
髄

ダ鶏笹 嫉シァレト畳岳き継盆号4群為晟P細
*立砂微

に既獣色 細粒砂 建喫Pr爾耗局
色ンレ峨量、粘

爆駆 顕シァレト燃】摩療;ぎ糧転子喘挿5旗;褐

色

翼婆治色 砂質ンレト畳第駐設轟騨
粒砂微

にぶい繁色張カレト箕観 弓厳選五饗粥謡望薪
よ

砂質シルト勇繹亀盤鑑吹璃紡影
シルト

砂質シルト
尋撮烏

ン レト的 %、 粘性あ∝

P3189

P3189

10YR4/2

灰黄褐色

10YR4/2

灰黄褐色

P3190

10YR4/3

にぶい黄褐色

10YR4/2

灰黄褐色

細粒砂 な鐘的
砂質シルト猛進零驀墨R儡覇磁霧

量、

P3192

P3192

3

にぶい蟄名色砂質シレト

にぶい蟄紬色砂質シルト

螺老
2 砂質ンレト

1重

梶縫筆 頭シアレト

黄褐色細粒砂微量、にぶい黄

褐色砂微量、粘性あり、締りあり

黄褐色細粒砂 5%、

粘性あり、締りあり

暗褐色細粒砂20%、 粘性あり、

締りあり

暗褐色細粒砂微量、

粘性あり、締りあり

図52 513001遺 構図

註

ぎ

響

S13001 東西・南北セクション 土層観察表
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■ Si3002(図 53-1・ 53-2、 写真図版 30)

位置  第 2面北西側 M2・ 3、 N2・ 3グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.286mで ある。

S13003を切る。西側は調査区外に延びる。

検出状況  第 1面の暗褐色砂層を人力掘削で除去 して黒褐色砂質シル ト層を検出し、 この黒褐色

砂質シル ト層を切る遺構 として S13002の プランを検出した。洪水砂の影響でプラン上での遺構範囲

が識別できなかったが、3区 Tr 5西壁で住居跡の貼床 と周清の掘方断面が確認でき、ようや く半円

形のプランを確定 した。Tr.5北西隅では黒褐色砂質シル トの上面に明黄褐色砂層の堆積が確認され、

弥生時代頃の当該地ではこの明黄褐色砂層が表土層の下にあ り、この層を切って竪穴住居跡が構築さ

れていたことがわかった。

平面形状・規模  平面形は円形 と推測される。検出部分での長軸 5.096m・ 短軸 1.767mを 測る。

断面形は浅い盤形で、壁溝が明瞭に残っている。確認面から床面掘方までの深さは 0.220mで ある。

貼床 と壁清が検出された。貼床面の直上はやや硬化 してお り、生活の跡がうかがえる。貼床面上から

掘 り込まれたピットは P3089と P3091の 2基である。各 ピットの規模 (長軸 ×短軸 ―床面からの深さ )

は、P3089が (0.622m× 0.594m O.836m)、 P3091が (0.351m× 0.345m-0.837mlで ある。形状は、

2基とも平面形は円形で、断面形は有段 U字形を示 し、柱穴の深さは 60cm前後 と非常に深い。

柱穴埋土・礎石の有無  P3089埋 土は黒褐色～暗褐色砂質シル トを主体 とし、砂粒を多 く含む。

砂粒・粘土 。シル トの混合上のためか埋土が硬質に締る。Tr 5西壁セクションで確認する限 り、竪穴

住居跡埋土は決水性堆積層の暗褐色砂層 と一体である。壁溝 SD3001の埋土は暗褐色砂質シル ト主体

である。本住居跡は貼床を明瞭に残 してお り、黒色シル トと明黄褐色砂の混合土である。礎石は確認

できない。

遺物出土状況  埋土中から土器片 110点が出土 してお り、 このうち壺口縁 5点 。甕口縁 4点 。高

郷片 4点が確認できる。他に石器が 3点ある。貼床面内から土器片 13点が出土 してお り、このうち

壷口縁部片 1点に斜格子文 と円形浮文が施される。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。時期は出土遺物から弥生時代中期後棄であろう。

■ Si3003(図 54-1・ 54-2、 遺物図 20、 遺物観察表 20、 写真図版 30・ 65)

位置  第 2面北西側 N3グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.365mで ある。S13002に切

られる。SK3006に 切 られる。SK3007に 切 られる。S13014を切る。

検出状況  第 1面で洪水性堆積層の暗褐色砂質シル ト層が検出され、 これを人力掘削で除去 して

黒褐色砂質シル ト層を検出した。土器片・被熱痕のある礫・炭化物が検出されたため、竪穴住居内埋

土 と考えてプラン精査をおこなったが、 この黒褐色砂質シル ト層上面ではプラン確定が困難であっ

た。何度かプラン精査をおこない、周辺より礫を多 く含む炭化物を微量含む箇所が円形を呈 したため、

これを竪穴住居跡プランとし、ベル ト設定をおこなった。結果的に柱穴 4基が確認され、住居跡で

あることが確定 した。

軸方向 。平面形状・規模・礎石柱穴  平面形は不整円形である。検出長軸 6.007m。 短軸 5.689m

を測る。断面形は浅い盤形で、壁溝はない。確認面から床面掘方までの深さは 0.216mで ある。貼床

面は検出できない。

柱穴 は 4基が菱形 に並んでい る。柱穴 の規模 は P3096は (0,457m× 0412m-0.541ml、 P3101
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遺構番号 層番号  JISnotatlon    土桂           混入物等 選構番号 層番号  JJと
這芝

ul    
土性          混入物等

Ы∞∝ 1 培銘説蟹 功孫 離試聡髯ぜ緒砂わ%、   P3089 1 
忌絲 諮 盤I螢継 卜閉%、S1300221躙 坊系 晟畳絡 で傘yさ§録最砂 帥 2絲

継 蜜塘冦猛脇 、黒色か郡
∞ 3に#醜色 鏃 擢経繁含岳帯屍身

ンルト少量   出∝9 9 黒
維 諮 祀髯蕉撃督ぎ談詈y鰐蜘弦 4 饂暫 与売霜暴握曇P最説伝ザ

0%｀    出∞9 4 
忌続 裾 量を匿多γ足続Ⅲ

性あ∝締りあり
帥 51解 鯨 朧燃瑞 絆 碗`  出呻 5脇

 確 歓a螢ィ彗をζ〔サ;レト財、醐  6唱
鏑説筆 鏃 駆 歓緞

患な    酬 ∞ 6疇

毬霧緑

色

裾 植縫 鰐 レ聘な 黒褐色
駒 ト フ

娼覇饒蟹 珠 娠進城戻誹

柳 碗 ｀  P30897哺

ぽ

色

裾 嶽 暫多 織 解

紗 り

跡  3に
ポド蟄名色 珠 姪尾銃 紬 り     出∞9 8 1町

1 
ォ t綽

襦りやや硬質
ピット 9 1饂瞥 錦 感材震聯ぷ″

碗0%｀    P30関  9
罰m02 Ю l撃瞥 珠 粘性あ∝締りあり
罰3002 ● 7誂匿

3 
踪 雛緋勅緋

舞｀

諸解 柁 娼銘説」 坊保 耀謗 黙牙云チ
ク∞%｀

翻
2 憎 螂瞥 鏃 麟 酵7慨チ

ク5%、

身s操!2 14 鎚   ∫オ写; 冤%子無樹甘邑】暴4肇;ι子テ
寄シクレト

潔
2 15 Ю

彎ぜ
れ ≫卜 驀そ[ξ:ξ告写二蹴

P3197 
“ 鍔婆瑠亀 砂 縁骨遼銚癖奪譴丸〈

5%、 中粒
粘性なし、締りやや軟質

P3197 口 罵 色 鏃 麓漏解継煽i蹴が
争6層  憎 娼鏑説雲 勢界 癒姪象子守蒸Z盟詈

%｀

争
'層
 Ю 堤銘裏穿 鎌 墟建k環翼訴煮砲晟森ち

争8層 知 盤暫 を身『 麗紀謎 講績暑
砂

38層  餌 婆摯祟蟹 k冴移『 駆畠k爾露
離｀

輯 盟 線 ζ 継 娠縦嚇 噸

図 53-2 引 3002遺 構 図      
性 口 西 西 占 面 面 ざ 聖 豊 面 面 士 面 面 面 ?

は (0.464m × 0.44 1na-0.507ml、  P3092 は (0.561m × 0.543nrO.494ml、  P3098 は (0.416m ×

0.405m O.527mlで ある。形状は、4基 とも平面形は円形で、断面形は U字形もしくは円筒形を示す。

この 4基はいずれも礎石を伴う。このうち P3098の 礎石は 2段重ねである。また、P3098の南側に

は P3099が並存し、これも礎石が三段重ねである。礎石柱穴の脇にもう一つ礎石ピットを設けるパ

ターンは、S13011、 S13012で もみられるが、この S13003で はその礎石柱穴と脇の礎石ピットが 2

基とも 2段重ねの礎石になっていることが特徴的である。用途等は不明としかいえない。SK3005は

住居跡のほぼ中央に位置しており、中央土坑と考えて調査したが、隅丸長方形を呈する大型のもので、

規模は (2.278m× 1.693m-0.267mlで ある。切り合いでは周囲の暗褐色砂質シル ト層を切っているよ

うにも見え、この住居跡埋没後に新たに掘られた土坑である可能性も否定できない。

住居埋土・柱穴埋土  埋土は暗褐色砂質シル ト・黒褐色砂質シル ト層を主体とする。掘方の埋土は、

S13002束西・南北セクション 土層観察表 S13002 ピット壁溝・小溝 土層観察表

P鉤∞ 1 婆弟累蟹 シルト 駆駐綿筋
｀

P309t , 1酪智 せ
'|;;43fi率

驀:ζ↑(I紘り
SD3001 1解 鯨 維率堪鍛守絲
SD∞飩 2 1鍵警 鯨 髭篭談訴と釜盈締りあり
SD的021 1鶏警 蛛 煙爆岳χ絲

灰自色細%、

SD鉤03 1 1酪智 勢屎 紀&亀千!欅りやや硬質
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図5牛 l S13003遺構図
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遺物図20 S13003出 土遺物

171

0   (S・ l i3)  5cm

―

帯 か

P30921 1繁暫 頒ンレト
P∞022 娼弟累g 砂質シルト

攣 禦

易
3

S13003東 西・南北セクション 土層観察表 S13003内 ピット土層観察表

遺橋番号 層番号 土性 遺構番号 層番弓 混入物等

SK3005  3

にぶ沢黄名色  細粒砂  獄董紹 て瀧 争

量、黒色土

提第説蛮 砂質シルト縮霧揺腸
少量、黒色シレト微量、

提靖桑窒 砂質シルト薫査ウ牙島炭量竃晶島鍔聯
梶勢説蛮 砂質シルト重琶ナ牙鍮宣す薄請暫;梯亀観テ

｀

にぶし慢名色砂質シルト室査チ″鳥翠癒握身震器
｀

娼弟桑蟹 砂質シルト熙 霧糊 戻紹財
黒`色

培銘桑年 砂質シルト癌馴 鞣y宰ギ装岳争
シルト微量、

轄弟桑蟹 砂質シルトラ庁(】議綬趙 照灘さ島綴自
解 砂質シ恥脇 盤 得

にぶい黄褐色砂 10%、

粘性弱、締りあり

礎石あり、礎石下埋上、にぶい黄褐色

砂質シルト10%、 粘性あり、締りあり

10YR3/1

黒褐色
砂質シルト感纏身諸細

少量、

磋繁祟蟹
顔 羽

脇

砂質ン 妙 量 粘働

1撃

亀篭

2頒
冽 暗褐色砂 鄭 性輔 鳴 り

P3096  4

培鞘禁蟹  砂 羅競燃雇摂
色砂質シァレト5%

1撃

程者
2  砂 柱痕、粘性あ吹締りあり

1蟄

据と
1 顔冽 継 鰯影協肝

黄色砂億

離 色 頒 羽
簿熙 瀞

下咀 粘性あ嗽

I繁
瞥  砂質シルト 粘性弱、締りあり

娼熱祟蟹  砂
魏 蹴 謡

砂ル 少

娼銘説多  砂質シルト 黒色ン レト微量、粘性あ吹 締りあり

暗メリーブ褐色
砂質シルト

鯖羅 囁 蟄

粘性あ吹

P3099  4

lllYR3/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

25Y3/1
黒褐色

25Y3/8
暗オリープ褐色

砂質シルト
娠廃規戸

褐色砂20%、 粘性弱、

砂質シルト
痣就 芦

褐色砂5%、 粘性あり、

砂質シルト
振魔緋

細粒砂少量、粘性

堰 ン レト
斧屎 鷺晟咎・

l・ 激

にぶセ慢名色砂質シルト罰戸麟
色羽

IllYR3/3

暗褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

細初 燃 i誠亀樫転P5%、
離

シ レト
競

細粒砂Ю%、 粘性あ吹

図5牛2 Si3003遺 構図

礎石あり、礎石下埋土、にぶい黄褐色
シルトiO%、 粘性あり、締りあり

遺物観察表 20
物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/o 特   徴 胎土 /材質

成

調

焼

魚
備  考

3
S13003

(3055)

器

錘

石

石

長さ :69

幅 ?9
厚さ

'5重さ ■55

磨製、研磨は精緻

有溝石錘、両端部を除く長軸方向に施溝、溝断孟

V字形

敢機石含有

暉石安山岩
灰 一部欠損
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黒褐色砂質シル ト層 とほぼ同じである。埋土中に炭化物を少量含み、焼土粒を微量含む。

遺物出土状況  埋土中・ピット内・土坑内から土器片 378点が出土 した。 このうち甕口縁部片 9点・

壺口縁部片 19点 。注口片 1点 。把手片 3点が確認される。また、 この うち SK3006か らは 36点の

土器片が出土 した。いずれも小破片である。実測図 1点を掲載 した。171は 石錘であ り、輝石安山岩

製で紡錘形に作 られる。磨製で丁寧な作 りで、縦方向の溝を有する。

遺構の性格 と帰属時期  竪穴住居跡である。S13002に 切 られ、第 3面 S13014を 切 ることか ら、

弥生時代中期後葉に収まる。

■ S13004(図 55・ 561・ 56-2、 写真図版 31)

位置  第 2面北西側 N3・ 4、 03・ 4グ リッ ドに位置する。遺構確認面の標高は 44.367mで ある。

S13005を切る。試掘 トレンチに切 られる。

検出状況  第 1面で洪水性堆積層の暗褐色砂質シル ト層が検出され、これを人力掘削で除去 して

黒褐色砂質シル ト層を検出した。 この層上で楕円形のプランが検出された。S13005と の切 り合いは

試掘 トレンチの壁面 (図 55A Aり で確認 した。

軸方向・平面形状・規模  平面形は精円形である。残存長軸 4758m・ 短軸 4.261mを 測る。断面

形は浅い盤形で、壁溝が明瞭に残っている。確認面から床面掘方までの深さは 0.206mで ある。

柱穴は P3107P3102、 P3109P3104・ P3105が対にな り、菱形に並ぶ 4本柱穴の可能性が高い。た

だし、P3HOも 一定の深さがあ り、6本柱の可能性 もある。各 ピットの規模は P3107は (0.470m×

0.393m-0.630m)、 P3102は (0655m× 0.446m-0.8171nl、 P3109は (0.379m× 0354m O.399m)、

P3104は (0.443m× 0351m O.81lm)、 P3105は (0.499m× 0.434m O.418ml、  P3110は (0.505m

×0.476m0452m)で ある。形状は、4基 とも平面形は円形で、断面形は U字形もしくは円筒形を示

す。P3104が突出して深い。P3106は 中央土坑の可能性があるが、断定はできない。

柱穴埋土・礎石の有無  遺構内埋土は褐灰色砂質シル ト層である。掘方の埋土は、黒褐色砂質シル

ト層 とほぼ同じ、黒褐色砂質シル トを主体 とする。いずれの柱穴にも礎石は確認できない。

遺物出土状況  埋土中から 185点の土器片が出土 した。土器はいずれも弥生土器 と思われ、壷口

縁部片 10点・甕口縁部片 7点・高不片 1点が確認できる。それらとは別に、住居内埋上の北壁寄 り

に焼成粘土塊が検出された。手で握ねたままのゆがんだ形で焼成塊 となったもので、一部筒状になる

箇所があ り、棒状のものの周 りに固められていたものかもしれない。このような焼成粘土塊が出土 し

たのはこの住居跡だけである。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。出土遺物から弥生時代中期後葉頃と思われる。

■ Si3005(図 55・ 56-1・ 562、 遺物図 21、 遺物額察表 21、 巻頭図版 6、 写真図版 31・ 65)

位置  第 2面 M4・ 04グ リッ ドに位置する。遺構確認面の標高は 44747mで ある。S13004に切

られる。試掘 トレンチに切 られる。

検出状況  決水性堆積層の暗褐色砂質シル ト層を除去 し、黒褐色シル ト層を検出した。S13005は

この層を切る遺構の一つである。S13004と の切 り合いは、試掘 トレンチの壁面で確認 した。

平面形状・規模  平面形は円形である。長軸 7.491m・ 短軸 7.147mを測る。断面形は浅い盤形で、

壁溝が明瞭に残っている。確認面から床面掘方までの深さは 0.371mで ある。
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3区 S13004 ピット土層観察表

混入物等       遺構番号
邑鳥

遺構番号聾脅
上色名

°n   .性選構番号馨も
土性土色名

P3102  1

P3102  2

P3102  3

P3102  4

P3102  5

P3117

P3117

P3117

SD3000  1

SD3006  2

10YR3/2  砂質

黒褐色   シルト

10YR2/1 粘土質
黒色   シルト

10YR2/2  砂質
黒褐色   シルト

10YR2/1 粘土質
黒色   シルト

10YR3/1  秒質
黒褐色   シルト

柱痕、

粘性あり、締りあり

柱痕、

粘性あり、締りあり

黄褐色シルトブロック20
%、 粘性あり、締りあり

明黄褐色ンルトブロック
15%、 粘性あり、締りあり

褐灰色シルト20%含 む
粘性あり、締りあり

唱銘襲多
砂質シルト

10YR3/8  粘土質
暗褐色   シルト

10YR2/2  粘上質
黒褐色   シルト

柱痕、直径20cm大の

礫 1、 灰黄褐色砂30%

柱痕、黄褐色砂30%、

粘性あり、締りあり

黒色シルト混在、

粘性あり、締りあり

黒褐色

1 
砂質シルト

管継 砂質シルト

花伺岩粒微量、

粘性あり、締りあり

黒色シルト少量、

粘性あり、締りあり

P3113  1

P3118  2

P3135  1

P3135  2蟹督ど 砂質シルト毎纏縁
=臨

ヽ
1錦
老
2砂質シルト姪蓮身繁臨り

螂警 砂質シルト箔麿霰靴認こ繊ぽ
蟹踏 砂質シルト轟程訴貨曙射繊り

P3103  1

P3103  2

P3119

P3119

P3119

P3138

P3138

P3138

10YR3/3

暗褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

砂質シルト

砂質ン レト

砂質シルト

10YR3/2  砂質
黒褐色   シルト

10YR4/1  砂質

褐色灰   シルト

暗色シルト25%含む
粘性あり、締りあり

にぶい黄橙色シルトブロッ
ク25°/O、 粘性あり、締りあり

決巻尋gL帳シ雰
1鷲

燈を
2砂質シルト

盤
1砂質か 毘糞象勇記最筋、暴号ンケ 1蟄

摺笹
3砂質シルト尋&監安続ち

堤弟桑争砂質シルト離絨絡ぷ夕
蛙ヽ

撃瞥 砂質シルト驀是音笈紛

黒褐色砂質シルト30%、

粘性あり、締りあり

黒色シルト少量、

粘性あり、締りあり

径 15cm大の礫 I、 土器片

含む、粘性あり、締りあり

上器片含む

粘性あり、締りあり

黒色シルト30%、

粘性あり、IIり あり
P3104

P3104

P3104

P3120  1

P3120  2

P3139  1

P3139  2

P3139  3

10YR4/2  砂質

灰黄褐色  シルト

10YR2/2  砂質

黒褐色   シルト

10YR4/1  砂質
褐色灰   シルト

黒褐色砂質シルト25%、

粘性あり、締りあり

暗褐色砂SO%、

粘性あり、締りあり

にぶい黄橙色シルトブロッ
ク25%、 粘性あり、締りあり

埋警 砂質シルト薙屋辣舞紬り
1慇

据を
8砂質シルト羅蓬録民胎

P3i05  1 10YR3/3

暗褐色

10YR3/2

黒褐色

P3121

P3121

P3121

P3121

IOYR2/2  砂質  にぶい黄橙色砂40%、
黒褐色  シルト 粘性あり、締りあり

1撃
瞥 秒質シルト線経縁繁祓

少量、
1部
亀
2砂質シルト離崩輪筋

k

I蟄

摺笹
3砂質シルト尾絶醗 チ

Ю
羅
ん砂質シルト羅糎録震絲

砂質シレト爆経縁繁絡
少量、

頻シレト雛絨絡急)蛙｀10YR4/1  砂質
褐灰色  シルト

10YR2/2 粘土質
黒褐色   シルト

10YR3/1  砂質

黒褐色   シルト

10YR3/2 粘上質
黒褐色   シルト

柱痕、

粘性あり、締りあり

直径2～3cm大の円礫少
量、粘性あり、締りあり

明黄褐色砂40%、

粘性あり、締りあり

直径2～ 10cm大の円礫少
量、粘性あり、締りあり

Pa,40  1

P3140  2
P3108  1

P3108  2

P3103  3

P3108  4

P3107  1

P3107  2

P3107  3

P3107  4
10YR3/2

黒褐色

10YR4/3
に本い黄褐色

黒褐色砂 10%、

粘性あり、締りあり

黒褐色砂 10%、

粘性あり、締りあり

P3123  1

P3123  2

10YR3/1

黒褐色

IOYR2/2

黒褐色

P3122  1 1鷲

据匿
2砂質シルト蒸纏縁繁紘り

ユ

畢 篭

3顔
シ レト

雛 駅 脇 塞)塘
｀

10YR2/1  粘土質  黒褐色砂質シルト10%、

黒色    シルト 粘性あり、締りあり

1蟄

据と
2砂質シルト韓経録繁薪鋲,少

量、
1撃
警 砂質シルト紀健動:絡ぁり

P3109  1

P3109  2

質

恥

質

琳

砂

ψ

砂

ン

砂質シルト塩纏縁踏諭
少量

砂質ンレト鋸程陶:枠りあり 1解 顕ン恥轟紡箭 ち
1撃
を
2頻ンレト雛絨新急ナ

娼

盤笹
3 

勒冨得極駅新筋
燿

P3110  1

P3110  2

10YR3/1  砂質
黒褐色   シルト

10YR2/2 粘土質
黒褐色   シルト

にぶい黄橙色砂質ブロッ
ク10%、 粘性あり、締りあり

褐灰色シルト15%、

粘性あり、締りあり

電謎 砂質シルト尾縫録憂瑠賭留糾ヽ
1量

名を
2砂質シルト尾経芳段導紐監ケ

量

慇踏
3 砂質ンレト轟色幼珠りあり

P3124

P9124

P3124

P3141  1

P3141  2

P3111  1

P3111 2

iOYR3/2  砂質
黒褐色   シルト

10YR2/2 粘土質
黒褐色   シルト

黄褐色シルトブロック30%
粘性あり、締りあり

2cm大 の礫 5%、

粘性あり、締りあり

P3142  1 砂質≫レト尋纏身繁轟イタ芦
%ヽ10YR3/1

黒褐色

P3112  1

P3112  2

P3127

P3127

P3127

P3127

P3143  1

P3143  2(颯機鍵 砂 轟建隊;峰りあり
10YR3/1  砂質  にぶい黄褐色砂 iO%、

黒掲色  シルト 粘性あり、締りあり

3区S13005 ピット壁溝土層観察表

1贄

罹笹
2砂質シルト屠繕遷議説そ

の礫臥

選選絶砂質シルト愚纏縁繁訛
Ю%ヽ

観瞥 砂質シルト罐違劾:絡ぁり
∵鎚

左砂質シルト躍雇録舟絲

堤畢説蛮 砂 暴纏多繁紛
%%ヽ

1蟄

据を
2砂質シルト縄経縁臓絡

少量、

選構番号晶 土色名

P3145  1

P3145  2

P3145  3P3128  1

P3128  2

P3123  3

P9128  4

盤を
2顔

"
盤

1砂質羽
1羅 娯羽

灰黄褐色砂質シルト少量

粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト少量、

粘性あり、締りあり

黄褐色砂 15%
粘性あり、締りあり混入物等

婆畢襲雲砂質シルト尾縫雰段弗紐晩歩
1撃

瞥 映ンレト雛駅写子rぢr)蛙
ヽ

1贄

名笹
2砂質ンレト羅雇録民鍮

1営臨 頻ンレト離幼静緯りあり

P3146  1
1饒
を
4嫉シレト

盤抵
2秒質ンレト羅蓬録震絲

1皐
瞥 砂質シルト轟健財!珠りあり

盤智 砂質シルト尾建隊戻紺
%

幣
1顔那 暴&Й安編

掲灰色砂質シルト少量

粘性あり、締りありP3113

P3113

P3113

P3113

P3147  1

P314フ   ρ

1量

据と

2砂
質シ冴

10YR2/2  粘土質
黒褐色   シルト

褐灰色砂質シルト少量、

lar性あり、締りあり

黄褐色砂20%
粘性あり、締りあり

P3130  1

P3130  p

躍

1 
砂

盤

2嫉
羽

黒褐色砂質ンルト25%、

粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト20%、

粘性あり、締りあり

P3148  1

P3148  2

10YR2/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

砂質シルト

砂質シルト

直径 10cm大の礫 1、

粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト少量

粘性あり、締りありP3114

P3114

P3114

P3114

P3114

P3114

P3114

10YR4/1

褐灰色

10YR3/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR1/3

黒褐色

tOYR1/5

褐灰色

P3191  1

P3,31  2

P3149  1

P9149  ⊇

P3149  9

顔ンレト尋茫:象驚絡
Ю%ヽ

砂質シルト嬉経】安転島ヨン
5%、

砂質力輔 柱監箕脇 9

砂質ンレト驀纏駅幹な泳り

梶場議箸 砂
1営

程笹
2砂質シルト

黒褐色砂質シルト25%、

粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト少量、
粘性あり、締りあり

巽鶏色砂質シルト
1畢

瞥 帳渤レト
1銘

笹
2 t採

黒褐色砂質シルト30%、

粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト少量、

粘性あり、締りあり

黄褐色砂20%、

粘性あり、締りあり

砂質シルト

砂質シルト

砂質シルト

P3,32  ,

P3132  ク

P3192  3

P3132  4

にぶい黄橙色砂30%、

粘性あり、締りあり

黒色シルト10%、

粘性あり、締りあり

黒褐色砂質シルト20%
粘性あり、締りあり

瑚Zl 砂 轟経象駐絆
%ヽ

塔革桑曇砂質シルト薙蓬露緒記ぁり
堺暫 砂質シルト塩纏象繁祓

少量、

靭智 砂質ンレト暴紀縁繁識
少量、

P3115

P3115

P3115

P3133  1

P3133  3

P3193  4

娼鍋票多
砂質ン レト

蘊 ゑ繁銘場転り

10YR2/2  粘上質  明黄褐色砂 5%、

黒褐色   シルト 粘性あり、締りあり

10YR3/3  粘土質  黄褐色砂30%、
暗褐色   シルト 粘性あり、締りあり

纏 色砂質シルト尾紀幼糀りあり
1贄

据老
2砂質シルト籍纏縁繁祓

少量、

喝尾
1砂質シルト尋糧象驚紘

少量、

婆弟桑蛮砂質シルト離駅霧ぷμ
%ヽ

P3116  1

P3116  2
P3134  1

P3134  2

響鉛襲摯砂質シルト姪蓬録舟胎
線 抵顕均レト離筋と経りあり l彗首畳♀堂

2頻ンレト駆駅薪餌,処
1嘗

学程テ42噸シレト駆絨脇鋲ナ妊

図56… 2 S1300牛 S13005遺構図2
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遺物観察表 21

物
号

速
番 調査区

遺構番号

`調

査番号 】 珈器
晰
器

別

種

種

器 法量emっ 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

172
S13005

13011)

石器

石包丁

長さ :535～
幅 615
厚さ :06

重き 374

長方形

磨製、研磨痕あ り

紐部穿孔 1箇所残存径 4mm
最色岩 戻 1/2以上欠損

S13005内
P3114
(3357)

石器

石包丁

長さ :73～

幅 61～
厚さ :06

重さ :255

薔製、研磨痕あり

巴部穿孔 1箇所径 4Hlm残存
粘板岩 k 1/2以上欠損

3
S13005

13011)

器

石

石

叩

長さ ■715
幅 :915
厚さ :57

重さ ■260

換入り

両端に敲打痕あり

敲打後の捺面 1面あり
頁岩 (新第二紀 ) 庚

3
S13005

13011)

器

石

石

砥

長さ ■47
幅 お4

厚さ :46

重さ :7200

角柱形、断面は方形
砥面 4面 流紋岩 浅糞橙

守着物多 く表面観探

よ困難

3
S13005

(3011)

石製品

管玉

長さ :23

幅 :035
厚さ :035

重さ :02

円筒形

穿孔具は石針、両面穿孔か、子し径 2mm
流紋岩質凝灰岩

(緑色凝灰岩 )

灰黄褐 両面Ⅱc類か

-150‐



住居の拡張もしくは立て直 しのため、柱穴の掘 り

直 しが激 しく、対応関係が見極めきれない。おそら

く一度に立てられれていたのは 4基ない し 6基で

あろう。対応する可能性が高い組み合わせ として、

P3128・ P3126-P3114・ P3113、  P3138-P3121・

P3123、  P3128・ P3129-P3115。 P3117、

P3127-P3116、  P3141 ・P3142・ P3139-P3121・

P3124を エ レベー シ ョンで示 した。各 ピッ トの

規 模 は、 P3128が (0.636m× 0.599m-0.792m)、

P3126が (0.523m× 残 存 値 0.3HmO.538m)、
写真 16 S13005出土 土製品

P3114が  (0.867m × 0.728rn-0720m)、 P3117が (0508m × 0.42 1rn-0.801ml、 P3115が (0.426m

×0,426m-0.640ml、 P3117が (0.508m X 0421m-0.801m)、 P3127が (0.571m× 0536m O,702m)、

P3141が (0,739m× 0.406m O.541ml、 P3142が (0,476m× 残存値 0.398m O.390m)、 P3139が (残

存値 0.532m× 残存値 0505m-0,783ml、 P3121が (08626m× 0.679m-0.760ml、 P3124が (0.744m

×残存値 0.528m-0.731mlで ある。

ピッ ト内に礎石を有 していたのは、P3127・ P3137で ある。それ らとは別に、P3117・ P3121・

P3124・ P3127・ P3138で は、平坦な円盤形の石が ピッ ト内に立てて埋め られていた。柱の補強 と

して用いられたものであろうか。東側に位置する S13006と 比べて住居床面の掘方が深い。

竪穴住居跡埋土・柱穴埋土  セクション A―A'。 CC'で遺構埋土を観察 した。埋土は暗褐色砂主体層

である。 14層 も暗褐色砂主体であるが、炭化物を微量含み、上面がほぼ水平面 と/d― る。 この 14層

が貼床の可能性もある。にぶい黄褐色砂質シル トを少量含む。各柱穴の埋土は黒褐色砂質シル トを主

体 とする。基盤層の黄褐色砂層まで深 く掘 り込んだ柱穴をい くつか確認できる。

遺物出土状況  埋土中・ ピット内・壁溝中から 907点の土器片が出土 した。ほとん どが弥生土器

片 と推測され、甕口縁部片 78点 。壷口縁部 24点・高邪片 74点等が確認できる。土器片の中には、

甕の口縁端部に擬凹線文を有するものが含 まれる。石器・石製品 5点の実測図を掲載する。172と

173は 石包丁でいずれも円孔部分で割れている。 172は 緑色岩製、173は 粘板岩製である。174は 叩

き石 として分類 したが明確ではない。側面 2箇所に挟 りが入れ られ、側面 1面に擦面、両端に打痕

が残る。挟 り部分は紐を巻いた跡 とみられ、何 らかの柄に縛 り付けて石槌風に用いたものかもしれな

い。175は直方体の砥石で流紋岩製である。 176は 流紋岩質凝灰岩製の管玉で、長さ 2.3cmの細長い

形状のものである。土器片の中に分銅形土製品の可能性のある小片 (写真 16)が含まれる。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。他の住居跡より掘方が深 く埋土はよく残っていたが、

大型の上器片はなく、擬凹線文を有する甕や石包丁の出土から、弥生時代中期後葉 とする。

■ Si3006(図 571・ 57-2・ 58、 遺物図 22、 遺物観察表 22、 写真図版 31・ 66)

位置  第 2面北西側 N5、 04・ 5グ リッ ドに位置する。遺構確認面の標高は 44.507mで ある。北

側の S13015を切る。土坑 SK3013と の同時期に存在 した可能性がある。

検出状況  回場整備の整地層 と旧耕作土を除去 した段階で、洪水性堆積層の暗褐色砂層が検出され

た。 この暗褐色砂層は弥生時代の遺物包含層であ り少量の上器片を含む。 この層中に少 しまとまった
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土器が集中し、硬質に土が固まった箇所があり、 この層を掘 り下げたところで住居跡の床面が検出さ

れた。検出面は黒褐色砂質シル ト層面であ り、貼床の残骸 と思われる明黄褐色砂 と黒褐色シル トの混

合土が少量検出された。

形態。規模  平面形は楕円形である。残存長軸 7.640m・ 短軸 6.900mを測る。断面形は浅い盤形で、

壁溝が明瞭に残っている。

住 居 内 ピ ッ ト・ 土 坑 は計 29基 が確 認 され た。 この うち、 六角形 に並 ぶ柱 穴 が確 認 で き、

P3167P3174、 P3151・ P3152-P3169、 P3158・ P3159-P3172が 対 とな る。各 ピ ッ トの規模 (長

軸 ×短 軸 ―床 面 か らの深 さ )は 、P3167は (0,731m× 0.660m-0.692m)、 P3174は (0699m×

0.594n10.575111)、 P3151 は (0.615m × 0.508ni-0.586nl)、  P3152 は (0.768 X O.573-0.567nl)、

P3169は (0.670m× 0.571m-0.696m)で ある。P3158は (0.678m X O,609m-0.741ml、 P3159は (1.074m

×残存値 0.850m O,787ml、 P3172は (1.044m× 0,776m-0.752m)で ある。形状は、いずれも円形 も

しくは楕円形で、断面形は U字形である。柱穴の深さは 70cmに 達するものが多 く、今回検出され

た他の竪穴住居跡に比較 して堅牢な感がある。SK3018は 中央土坑である。平面形は円形で断面形は

底が丸 く上端付近が広が りながら開く形で、規模は (1.326m× 1.243m-0.493mlで ある。

住居跡埋土・柱穴埋土  遺構上面埋土は洪水砂の暗褐色砂 。にぶい黄褐色砂層である。 この層に含

まれる土器片は、破損が著 しい。後世の耕作 と同場整備の際の撹乱によるものと思われる。床面に少

量であるが、貼床の残骸 と思われる黒色シル トと明黄褐色砂 との混合上が確認できる。 この混合土は

S13002。 S13007の貼床にも見られ、当該地の竪穴住居跡の貼床には意図的にこの混合土を用いられ

たものと思われる。 ピット群の埋土には、埋土上層及び柱痕部に暗褐色砂・ にぶい黄褐色砂が多量に

含まれる。

遺物出土状況  住居床面直上及びピッ ト・土坑・壁溝内から 940点の上器片が出土 した。内訳は

甕の口縁部片 132点 。壷の口縁部片 68点・高邪片 38点・把手片 7点等が確認できる。比較的まと

まった破片については ドット記号 (dlを付 して座標を記録 して採取 した。遺物の含まれる住居床面直

上の暗褐色砂は決水砂層であり、床面直上の数点をのぞいて遺物がかなり撹乱されて元位置から動い

ているようである。実測図は 6点を掲載する。177は 弥生時代中期の甕である。口縁端部に凹線文 2

条を施す。178は 回縁端部に擬凹線文 3条を施す。179は 無頸壺の口縁部破片で複雑な装飾を有する。

肩部にキザミが施される突帯を 6条貼 り付け、突帯上に 2本一組の棒状浮文を縦方向に数組配する。

青谷上寺池遺跡等で類似の土器が出土 している。180は 壷の体部片で、上半部に櫛描で斜格子文・直

線文・刺突文を施す。181は頁岩製の石鏃で、中央土坑 SK3018内からの出上である。SK3018か ら

写真 17 Si3006内 SK3012出土 石鏃 (181)接合資料

152



1響

笏

響

‰

群 蒻
聖

!響

¢

Ⅷ 鞘

♯ 蒻 臀 寸 か

図57-l S13006遺構図

-153・ 154-



3区S13006 ピット・中央土坑・壁溝 土層観察表

遺構番号 層番号
JIS notat・ on

土性 混入物等 避構番号 層番号 混入物等
土色名

P3150
P3167

P316'

オ;ど歩侶色   細粒砂 薙経黒響銘偶 質
巧Eヂ焙色 砂質シルト嘉極隼箪筆詫りやや硬質
1解 頻邪 離逝笈繰 解

オリニブ褐色  細粒砂

巧境 色 頻"1解 頻"1羅 頻羽
1解 嫉か

10YR6/1

褐灰色

iOYR6/1褐灰色

10YR6/1

褐灰色

10YR2/2

黒褐色

IOYR4/1

褐灰色

IOYR2/3

黒褐色

黄灰色細粒砂 1%未満

粘性弱、結りやや硬質

黄灰色`砂少量

粘性あり、締りあり

にぶい黄橙色砂2%
粘性あり、締りあり

にぶい黄橙色砂20%
粘性あり、締りあり

明黄褐色砂80%
粘性あり、締りあり

砂質ンレト籍握ゴ討蔀翡翠そ硬質
砂質シルト 柱痕、粘性あり、締りあり

砂質シルト嬉程ガ証砕務祝浄
粘土質シルト薙糧ガ孵察解冬亀硬質

粘土質シ
螺 挽幼砕

致 粘性やや抑 ヽ

P3161

P3151

P3151

P3168

P3168

10YR4/3

にぶい黄褐色

10YR4/3

にぶい黄褐色

粘性やや弱い、締りあり

黒褐色シルト20%、 粘性あり

締りあり

10VR3/2黒褐色  砂質シルト 粘性あり、締りあり

盤
1粧質羽 羅蓬婦黒密で締鳴り

P3169
10WR4/3

にぶい黄褐色

10YR4/3

にぶい黄褐色

粘性やや弱い、締りあり

黒褐色シルト20%、 粘性あり

25Y4/3
オリーブ褐色

縦砂驀経畠4繰攘
10�R4/2
灰黄褐色

10YR4/3

にぶい黄褐色

粘性やや弱い、締りあり

黒褐色シルト20%、 粘性あり

締りありオ;f堺倍色   細粒砂
黄灰色砂 3%、 黒褐色シルト

20%、 粘性弱、締りやや硬質

Pa155

25Y4/8
オリーブ褐色

10YR2/E

黒褐色

細粒砂 亮攪監 黒繰急慧密醤
砂質シルト見銹(蹴i潮壽儒畠警

Pa171
10Wム 4/3

にぶい黄褐色

10YR4/8

にぶい黄褐色

粘性やや弱い、締りあり

黒褐色シルト20%、 粘性あり

P3156

P9172

P3172

P3172

25Y4/3
オリーブ褐色

細粒砂  亮攪鴨 キ轟繰急と密醤
25Y3/8

暗オリーブ褐色

25Y3/3

暗オリーブ褐色

25Y3/3
暗オリーブ褐色

10YR2/3

黒褐色

25γ4/4

オリーブ褐色

26Y3/3
暗オリープ褐色

純砂薄遭穆協催鉾是瀞
絡

細翻 謙量4鯵略 局
細粒砂宴ヒ擁犠義鴇研

砂

細粒砂 5晟量鶴 再編最ガ
粒

細粒秒 霧薇饗犠繁9紡猛房
色

細紗 縁寡量4町契路璧辱れ税傾
色

P3157

P0157

P3157

4

10YR4/1褐灰色

10YR3/2黒褐色

iOYR2/2

黒褐色

10YR3/1黒褐色

25Y3/2黒褐色

25Y6/6明 黄褐色

砂質シルト 柱痕、粘性あり、締りやや硬質

砂質シルト 住痕、粘性あり、締りあり

粘土質シルト
薙糧爛 今驚ケ驚筆硬質

砂質シルト 粘性あり、締りあり

砂質シルト 粘性あり、締りあり

砂質シルト 黒色砂 15%、 粘性あり、締りあり

P3158

P3158

P3158 7

10YR4/2

灰黄褐色

25Y3カ 黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR2/1

黒色

25Y3/1黒褐色

25Y2/1黒色

10YR2/2黒褐色

頒亦 籍経漆森サ辮
∞%

砂質シルト 柱痕、粘性弱、締りやや硬質

顔冽 籍橿翠癖聯
砂質シレト籍握官軍驀聯
粘土質シルト艤慕驚接喜

や強ヤ＼

協 宋
卜
徳糧端 瑠 ゴ

砂質シルト 礎石あり、粘性あり、締りあり

P3173
10YR4/2

灰黄褐色
砂質シルト妊起歓戻鞣号隊が

%

P3174

P3174

10YR4/4

褐色

10VR4/4

褐色

10YR4/4

褐色

10YR3/1

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

砂 妊起協再編帰宅
ω%｀

砂 猛起毬棚
櫛%｀

燃羽 離黒::甘哲!絋り
砂質シルト 粘性あり、締りあり

砂質シルト矯起塚衰囁号陥
0%｀

P3159

P3159

P3159

10YR4/1褐灰色

25Y3/2黒褐色

10YR3/1黒褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

10YR3/1

黒褐色

10YR2/2黒褐色

砂質シルト 柱痕、粘性弱、締りやや硬質

砂質シルト 桂痕、粘性弱、締りやや硬質

砂質シルト 柱痕、粘性あり、締りあり

粘土質シルト籍経蕉楳義幹守絡りあり
シルト 塩糧

'蜜

守替託り
邦 離源貨槻 り
シルト  粘性あり、締りあり

堺智 砂質シルト

鍔晶色 砂質シルト

罵 色 砂質シルト
1堅

梶禁」 顔シアレト

粘性あり、締りあり

粘性あり、締りあり

弥生土器片微量

粘性あり、締りあり

粘性やや強、締りあり

P3175

P3175

10YR3/1

黒褐色
砂質シルト猛纏古弓繍勇財

Ю% 10YR3/3

暗褐色

10YR3/2黒褐色

砂質シルト薙佳芳斎線
砂質シルト 粘性あり、締りあり

10YR3/1

黒褐色
頻冽 矯湛古棚

Ю%
にぶい黄褐色砂40%、

粘性弱、締りあり

iOYR4/4

褐色
25Y3/3

暗オリーブ褐色
細粒砂 雰疫険 、雅ら護畳

な礫

10YR4/3

にぶい黄褐色
砂 粘性なし、締り硬質

∵沼遊
れ 砂

翌潜巻
れ 砂

1躍4 顕か
1緊

暫 頒ンレト
1亀

襲発ζ 顔シルト
1譴

堤縫筆 頭シルト
1躍4 顔羽

にぶい黄褐色砂40%、

粘性弱、締りやや硬質

にぶい黄褐色砂40%、

粘性弱、締りやや硬質

黒褐色シルト25%、 粘性やや

強、締りあり

黒色シルト少量、にぶい黄褐

色砂 5%、 粘性あり、締りあり

明黄褐色砂20%、 黒色シルト

10%、 粘性弱、締りあり

明黄褐色砂5%、 黒色シルト
20%、 粘性弱、締りあり

黄褐色砂10%、 黒色ンルト

微量、粘性弱、締りあり

25Y3/3
暗オリーブ褐色

25Y3/3
暗オリーブ褐色

25Y3/3
暗オリーブ褐色

10YR3/1

黒褐色

細粒砂
羅 筵性餡僻

色砂

細粒砂  藝聯

色砂微

細粒砂  筵尾亀Ⅷ

未満

羽 離阜禦深写ifチ4:り

10YR2/3

黒褐色

10VR3/4

暗褐色

炭化物微量、礫あり、灰 白色

砂 2%、 粘性弱、締りあり

砂質シルト少量、灰 白色砂少

量、粘性弱、締りあり

25Y3/3    細粒砂

暗オリーブ褐色

1雛  細粒砂
1解  細粒砂

炭化物微量、黄灰色細粒砂

2%、 粘性弱、締り硬質

褐灰色シルト少量、黄灰色砂

1%、 黄橙色砂少量、粘性弱

礫あり、黄灰色細粒砂 1～ 2%
程度、粘性弱、締りやや硬質

S13006遺構図

砂質シルト塩慢畠鏃 質
砂質シルト 塩捏畠犠 質
砂質シルト 塩捏亀犠 質

10YR4/2

灰黄褐色

10YR2/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

図57-2
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遺物図22 513006出 土遺物

は水洗選別の結果、頁岩の剥片が数点検出され、その剥片と 181の石鏃が接合することが確認され、

この中央土坑の傍で石鏃を加工していたことが示された。182は 打製石器の未成品である。頁岩製で

同一石核から取ったと思われる石器未製品が SK3013か ら出土している。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。床面直上の上器群の年代から弥生時代中期後葉と推定

できる。

伽

‐８‐

182

遺物観察表 22

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 翻謡
版

号

図

番

別

種

種

器
法量ゃm/D 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備 考

3
S13006

(3012)

弥生土器

甕

口径 (1361
器高 ■52～
最大径 ■98

外面 日縁端部凹線文 2条、日縁部ナデ、体部上

半ハケ、体部下半ミガキ

日縁部ナデ、体部上半ハケ、体部下半ケズ

リ

内面

旨通
-2nlmの 砂 粒、

旨通

普通

外面 :に ぶい橙

内面 :灰黄褐

外面煤付着

3
S13006

(3012)

弥生土器

甕

口径 (1381
器高 (2221
最大径 (180
底径 :48

外 面 回縁端部綴四線文 3条、頸部ナデ、肩部貝

殻腹縁による押引き文、体部ミガキ、底部

ケズリ後ナデ

日縁部ナデ、肩部ケズリ後ハケ、体部～底

部ケズリ

内面

雪通
ヤ lmmの 砂 粒、

ま通

普通

外面 :浅黄橙

肉面 :に ぶい黄猥

外面煤付着

3
S13006

(3012)

弥生土器
ヨ径 :(160)

器高 :65～

外面 回縁端部ナデ後キザミ、肩部突帯 6条、突

帯上にキザミ・棒状浮文
回縁部ナデ、肩部ハケ後ミガキ内面

腎通
～ 2mmの 砂 粒、

曽涌

普通

外面 :浅黄橙

内面 :浅黄橙

180 3
S13006

(3012)

弥生土器

壷
器高 ■59～

外 面 体部上半欄描斜格子文・直線文・ 刺突文、

体部下半 ミガキ

体部上半ハケ、体部下半ナデ内面

旨JB
ヤ05mmの 砂粒 、

撃i雨

普通

外面 !に ぶい橙

内面 :に ぶい黄稲

3

S13006内
SK3018

(3090)

器

鏃

石

石

長さ :235

幅 ■05
厚さ ,035
重き 108

打製

基部の長い平基無茎鏃
買岩 (新第三紀 ) 暗灰 先端欠損

182 3
S13006

(3012) 需利細

長さ ■12
幅 :95

厚さ :23

重さ :3470

打製

扁平な礫を素材 とする

一側縁を除き敲打により成形

買岩 (新第二紀 ) 灰・灰自 石斧か
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鮎

響   聖
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S13008 AA´ 、BB′ 、CC  土層観察表

遺構番号 届番号
ユ

選晃磐

°n 
・

t     臥 熔

響      聖

鮎
S13008 ピット中央土坑・土坑 土層観察表

還構番号 層番号
JⅦ 伽

土性          混入物等

10YR2/1  砂質  炭化物微量、黄灰色細粒砂4%、

黒色   シルト 灰黄色砂質ンルト少量、礫微量

25Y3/1  砂質  貼床残骸、淡黄色砂少量、黒色粘土

黒褐色  シルト 質シルト少量、黄灰色細粒砂1%
10YR2/2  砂質  炭化物微量、黒色砂少量、黄灰色

黒褐色  シ レト 砂少量、粘性弱、締りあり

10VR3/2  砂質  暗褐色砂質シルト多量、

黒楊色  シルト 粘性弱、締りあり

10YR3/1  砂質  炭化物微量、黒色粘上質シルト少量

黒褐色   シルト 褐色シルト少量、黄灰色細泣砂2%
10YR2/2  砂質  灰色砂質シルト少量、黒色粘土質

黒褐色  シルト シルト少量、淡黄色砂少量、黄灰色

細粒砂3%、 粘性あり、締りあり

解
縦 砂

腿

駄 灰黄色細粒砂少致

10YR5/2  砂質  炭化物微量、黒褐色砂 15%、

灰黄褐色  シ レト 粘性あり、締りあり

lllYR2/1  砂質  黒褐色砂質シルト少量、

黒色   シルト 粘性やや強い、締りやや軟質

S13008  4

S13008  6

10YR2/2  砂質  暗褐色砂質シルト8%、 炭化物2%
黒褐色  シルト 粘性あり、結りあり

1叫 R2/1  砂質  黒褐色シルト少量、

黒色   シルト 粘性やや強い、締りあり

10YR2/2  砂質  土器片微量、直径26cn大の礫 1、

黒褐色  シルト シルトプロック10%、 粘性やや強い

lllYR2/2  砂質  炭化物微量、シルト・砂ブロック微

黒褐色  シルト 量、粘性やや強い、締りあり

10YR2/1  砂質  黒褐色シルト砂プロック微量、

黒色   シルト 粘性やや強い、締りあり

解
鮒 砂

躍 推進採察錐岳ヽ
灰 白色鱗

25Y3/1  砂質  炭化物微量、灰 自色粘土質シルト

黒褐色  ンルト 少量、粘性弱、縮りやや硬質

10YR2/2  砂質  明黄褐色砂微量、

黒褐色  シルト 粘性あり、締りあり

SK3054  2
10YR2/2  砂質  小礫 1、 炭化物微量、

黒褐色  シルト 粘性あり、締りやや硬質

1∝ R2/2  砂質  暗褐色砂質シルト少量、炭化物 1%、

黒褐色  ンルト 粘性あり、締りあり

10YR3/2  砂質  暗褐色砂質シルト少量、にぶい黄褐

黒褐色  シルト 色砂微量、粘性やや強い、締りあり

10YR2/2  砂質  炭化物2%、 粘土質シルト混在、

黒褐色  シルト にぶい黄色砂微量、粘性やや強い

10VR2/2  砂質  炭化物微量、暗褐色砂少量混在

黒褐色  シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/1  砂質  黒褐色砂質ンルト少量混在、

黒色   シルト 粘性あり、締りやや軟質

10YR2/2  砂質  炭化物微量、暗褐色砂少量混在

黒褐色   シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/1  砂質  黒褐色砂質シルト20%、

黒色   シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/2  砂質  炭化物微量、暗褐色砂少量、

黒褐色   シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/1  砂質  黒褐色砂質シルト10%散在、

黒色   シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/2  砂質  暗褐色砂質シルト20%散 在、

黒褐色   シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/2  砂質  炭化物5%、 黒褐色シルト砂ブロ

黒褐色   シルト ック少量、粘性あり、締り硬質

10YR2/1  砂質  炭化物3%、 黒褐色砂5%、

黒色   シルト 粘性あり、締りあり

SK3051  1
10VR2/3  砂質  炭化物少量、

黒褐色   シルト 粘性弱、締りあり

10YR2/2  砂質  弥生上器片微量、炭化物2%、

黒褐色  シルト 砂質シルト30%、 締りあり

10YR2/2  砂質  炭化物 1%、

黒褐色  シルト 粘性弱、締りあり

10YR2/2  砂質  弥生土器片少量、暗褐色粘土質シ

黒褐色  シルト ルト30%、 粘性やや強い、締りあり

SK3052  1

図59-2 513008遺構図

10YR3/1  砂質  直径27cm大の礫 1、 暗禍色砂5%、

黒掲色  シルト 粘性あり、締りやや硬質
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■S13008(図 59-1～ 60、 遺物図 23、 遺物観察表 23、 写真図版 33・ 67)

位置  第 2面北西側 P12・ 13、 Q12・ 13グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.320mで ある。

検出状況  上面に近代以降の耕作撹乱と、古代以降の耕 3002に よる破壊を受けていた。耕作土を

除去する途中から多数の弥生土器片が出土し始め、何らかの遺構が遺存すると予測できたため、周辺

全体を平坦に削り下げて、プラン検出をおこなった。3区南側では地盤がやや下がりぎみになってお

り、竪穴住居跡的なプランがまわり、表面に多数の土器片が露出した状態となった。周囲の確認面が

低湿地的な暗褐色砂質シル ト・黒褐色砂質シル ト主体の堆積層で、このような地盤に住居を作るのか

どうか疑問もあったが、結果、柱穴、中央土坑も検出され、明らかな竪穴住居跡となった。

形態 。規模  平面形は不整円形で、長軸 6.205m・ 短軸 6.155mを 測る。断面形は浅い盤形で、深

さは 0.192mで ある。壁溝は検出できない。

/′

や
｀

＼料ノ

9      6・ ,:9      10Cm

遺物図23 513008出 土遺物
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遺物観察表 23

物

号

澄

番
調査区

遺構番号

(調査番号 〕 醐霧
図版

番号

別

種

種

器
法量 lcm/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備 考

3
S13008

(3014)

弥生土器 回径 :(98)

器高 66～
外面 1日 縁部～頸部凹線文 8条
内面 :日 縁部～頸部ナデ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :橙

内面 i橙

3
S13008

(3014)

弥生土器 回径 ■70
器高 00～

外面 口縁端部凹線文 2条一部 3条、日縁部～野

部上半ナデ、頸部下半ハケ後ナデ

日縁部～頸部ナデ内面

普通
～ lmmの 砂 粒、

少ない

普通

外面 ιこぶい黄橙

内面 1黒褐

口縁部内外面煤付着

3
S13008

(3014)

器牡

一筆

弥 回径 〈194)

器高 ■73-

外面 :口縁端部擬凹線文 2条、頸部ハケ、頸部上

端に棒状浮文、頸部下半に凹線文 6条、体

部上半ハケ

内面 :回縁部ナデ、頸部ハケ後下半ナデ、肩部ハ

ケ、体部上半ケズリ後肩部ハケ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 :に ぶい黄橙

内面 :灰褐

3
S13008

(3014)

弥生土器

高必

口径 (252)
残高 ■475～

外面 :回縁部ナデ後凹線文 2条、不底部～脚柱旨
ミガキ

内面 :日縁部ナデ、郷底部ミガキ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

通

面

面

普

外

内
にぶい黄橙

褐灰

3
S13008

(3014)

弥生土器

(無頸壷 )

回径 (160)

器高 217～
最大径 i(252)

外面 1日 縁部ナデ、体部 ミガキ

内面 :日縁部ナデ、体部上半ハケ、体部中位ケヌ

リ、体部下半ケズリ後ナデ

特記 :紐穴 2個 1組を 2組

普通

～05mmの 砂粒、

普通

普通

外面 i灰黄褐

内面 にぶい黄橙

188 3
S13008

(3014)

弥生土器

甕

回径 ■88
器高 お48
最大径 260
底径 69

Tltt i口 縁端部擬凹線文 2条、頸部ナデ、体部ミ

ガキ、底部ナデ

勺面:口縁部～頸部ナデ、体部ハケ、底部ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 :黄橙

内面 :に ぶい黄橙

3
S13008

(3014) 硝葡

長さ ■02～
幅 ■ 55
厚き 065
重さ :471

自線刃半月形

暮製、研磨痕あり

阻部穿孔 2箇所、各径 4mm
緑色岩 灰 喘部、部分的に欠損

住居内ピット・土坑は計 14基が確認された。このうち、中央土坑 と思われるのが SK3051であ

る。SK3051は 不整な楕円形で規模は (1.409m× 0,891m-0,368mlで ある。主柱穴と思われるピット

は 4基で、P3258と P3263が 中央土坑を挟んで向き合う位置にくる。 4基の柱穴の規模は、P3253

とよ (0.615m × 0.605nl-0.272ml、  P3262 は (0.769m × 0.556n10,354rn)、  P3258 は (0,408m ×

0,406m-0,415ml、 P3263は (0.437m× 0.426m O.278mlで ある。形状は、4基 とも平面形は円形で、

断面形は U字形を示す。床面に貼床の残骸と思われる、黒色シル トと明黄褐色砂との混合土が少量

確認できる。この混合土は S13002の貼床と類似する。

柱穴埋土・礎石の有無  遺構内埋土は洪水砂と同じ暗褐色砂 。にぶい黄褐色砂層である。掘方の埋

土は、黒褐色砂質シル ト層とほぼ同じ黒褐色砂質シル トを主体とする。各柱穴に礎石は確認できない。

遺物出土状況  弥生土器片が多数集中しており、実測した 7個体以外に破片点数 1179点が出土し

た。3区で最大の土器量である。後世の耕作撹乱等による破壊のため細片に砕けており、接合に時間

を要した。甕もしくは壷の口縁部片 55点・甕の底部片 30点 。高郷片 4点 。把手付き土器の把手 1

点が確認できる。甕もしくは壺の口縁端部に擬凹線文のあるものが含まれる。実測図を掲載したもの

は以下の通りである。183は 顕部に平行に凹線文 8条を入れた壷で、中央土坑 SK3051か らの出土で

ある。184～ 189は住居跡の床面上の埋土からの出土である。184は 口縁端部に凹線文 2条、185は

口縁端部を断面 T字風につくった壺であり、頸部外面の上端返 りの下に棒状浮文を横方向に貼り付

け、頸部下半には凹線文 6条をめぐらす。186は 内面外面共に丁寧なミガキを施した高郷である。口

縁部外面に凹線 2条を入れる。187は 無頸壷で口縁直下に 2個一組の紐孔を 1対設ける。188は 口縁

端部に擬凹線文 2条をめぐらす甕である。体部外面にはミガキ調整がなされる。189は緑石岩製の直

線刃半月形の石包丁である。磨製であり、円形の紐孔が 2個丁寧に空けられている。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。出土遺物から年代は弥生時代中期後菜である。

162



■Si3007(図 61・ 62、 遺物図 24、 遺物観察表 24、 写真図版 32・ 68)

位置  第 2面 08。 9、 P8・ 9グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.831mで ある。南東側

を SK3039に 切られる。南西側を撹乱に切られる。Tr.1が東西に貫通する。

検出状況  旧耕作土を除去し、さらに古い時期の耕 3001を除去した段階で検出された。住居内の

貼床面まで暗褐色砂が入り込み住居範囲を絞り込むことが困難であった。周辺を黒色土上面まで削り

下げてようやく壁溝 SD3010を検出した。南側はこの住居が灰黄色砂層を切って構築されている。

形態。規模・付帯施設  平面形は楕円形で、長軸 7.917m・ 短軸 6.106mを測る。断面形は浅い盤形で、

深さは 0.074mで ある。壁溝が浅く残る。住居内ピット34基・中央土坑 2基が検出された。中央土

坑 2基が切 り合い、河ヽ溝・ ピットも多数切 り合うことから、最低 1回 は建て直しがおこなわれたも

のと推測できる。

貼床の残骸がわずかに残る段階を S13007上面として床面精査をおこない、遺構内ピット等を検出

した。図 61に この上面を掲載する。壁溝は外側を SD3010・ SD3016・ SD3017が回り、内側を小溝

SD3011～ SD3015がめぐる。複数の時期の壁清 。小溝が混在している可能性がある。この段階で検

出されたピットは 21基である。このうち、柱穴は、P3219-P3234、 P3244-P3227、 P3222-P3235

が対になる可能性があり、やや変形な六角形を示す。各ピットの規模は 3区遺構一覧表を参照のこ

と。柱穴の形状は円形もしくは不整円形・楕円形で、断面形は U字形である。S13006と 比べて柱穴

の掘方が浅 く小さい。中央土坑の SK3035の平面形は楕円形で、断面形は有段 U字形で北西側がや

や浅くなる。規模は (1.001m× o.805m-0.374mlで ある。SK3035の周囲には焼土が散在、遺構内か

ら 190が出土した。いずれの柱穴にも礎石は確認できない。

S13007上面の遺構を完掘し、貼床を除去して再精査し、黒色シル ト層面で検出した遺構を S13007

下面 として図 62に 示す。貼床下に ■2m～ 1.3mの 幅で環状に回る SD3018を検出した。S13007

の古い時期の壁溝と思われるが、幅が不自然に広いため、別の意図で掘られたものかもしれない。

SK3035に 切られて SK3036がある。1段階古い中央土坑であり、規模は (1.203m× 0.574m-0。 396ml

である。平面形は南北に細長い楕円形である。この段階に対応する柱穴もまた、対応関係が掴みにく

く、P3234・ P3235。 P3243・ P3229・ P3236が柱穴候補といえるが、確定にはいたらなかった。い

ずれの柱穴にも礎石は確認できない。

住居跡埋土・柱穴埋土  遺構上面埋土は決水砂の暗褐色砂と黒褐色砂質シル トである。貼床の残骸

は明黄褐色砂と黒色シル トの混合土で、S13002・ S13006の貼床と類似のパターンを示す。ピット群

の埋土は、暗褐色砂もしくは黒褐色砂を含む黒褐色砂質シル トが多い。

遺物出土状況  住居埋土及びピット・土坑・壁清内から464点の土器片が出上した。内訳は甕の

口縁部片 41点・壷の口縁部片 23点・高邪片 22点・器台片 9点・把手片 3点等である。床面の遺

物の多くは耕作撹乱によって元位置から動いている。実測図 4点を掲載する。190は SK3035中央土

坑からの出土であり、土坑埋土下層に甕の口縁部の破片がばらばらに砕けた状態で埋没していた。甕

の頸部には指頭押圧痕貼付突帯がめぐり、肩部にはハケ調整の後、連続刺突文を施す。弥生時代中期

後葉の甕である。191は体部外面上半に縦方向のハケロとしばしば横方向のハケを加え、体部外面下

半にはミガキが施された壷である。192は 菫青石ホルンフェルス製の石槍で、加工は粗雑であり、未

成品の可能性もある。193は 頁岩製の打製石斧である。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。出土遺物から弥生時代中期後葉と推定する。

，
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遺物図24 S13007出 土遺物

■ Si3009(図 63・ 64、 遺物図 25、 遺物観察表 25、 写真図版 34・ 68)

位置  第 2面南西側 02・ 03グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.259mで ある。

検出状況  圃場整備の整地層の下に明黄褐色砂層があり、この層は、3区南西側の褐灰色・黒褐色

砂質シル ト層の上面に 3～ 15cm程度の厚さで堆積しており、洪水性堆積層の可能性が高い。この層

面で、すぐそばに土器を伴うSK3003が検出され、同一面で隅丸長方形のプランが検出された。検出

面は住居貼床面に達している。

軸方向 。平面形状・規模・付帯施設  平面形は隅丸長方形で、長軸 3.321m・ 短軸 2.639mを測る。

断面形は浅い盤形で、壁溝が明瞭に残る。確認面から床面掘方までの深さは 0.192mで ある。軸方向

は E-37° ―Sをふる。住居範囲内にピットは 5基あり、P3184が規模 (0.495m× 0,418m-0.507mlで

ある程度深さがあるが、これに対応する柱は見つからない。P3187は (0.260m× 0.220m‐ 0.278ml、

遺物観察表 24

慮物

番号
調査区

遺構番号 遺物図 図版 別

鋳

種

哭 法量 ゃm/gl 特  徴 胎土 /材質
焼 成

備 考

190 3
増007内 SK割 93〔

(3171)

弥生土器

甕

回径 (2601
器高 :75～

朴面 :日縁部ナデ、頸部指頭圧痕貼付突帯、肩罰
ハケ後連続刺突文

勺面 :口縁部ナデ、肩部ハケ・ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 !に ポい美橙

内面 :浅黄

3 Ｓ‐３。０７叩
器唖

一璽

器高 :203～
最大径 :(212)

底径 :62

Ⅲ面 :体部上半ハケ、体部下半ミガキ、底部ナテ

勺面 :体部ハケ、底部ナデ

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

橙黄

灰

浅

褐

通

面

面

普

外

内

底部の形状は凸 レシ

ズ状

3 Ｓ‐３。０７的
石器

石槍

長さ :67～
幅 :325
厚さ ■ 1

重さ 238

暮製

救打成形後刃部を研磨

菫 青 石 ホ ル ン

フェルス (新第二

紀 )

灰 白

3 Ｓ‐３０。７］
石器

石斧

長さ ■80
幅 :65

厚さ :215

重さ 9680

打製、両側縁に細かい剥離痕あり

断面は木葉形
頁岩 (新第三紀 ) 灰 磨製石斧未製品か
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3区 S13007 土層観察表
3区 S13007 」J´・K―K´ 土層観察表

Ⅷ 容 袢Ⅷ

遺構番号 層番号
J理 伽題構番号層番号Лttm 罷人物等 遺構番弓 層番号 混入物等 遺構番号 層番号 Jと

娼盈

°・
主色名

鍔桑色砂質ンルト怒出】i暴薪
娼熱祟多砂質シルト雛撃款、、締りあり
解 嫉歩 離饂 ≡棉鳴り

盤暫 砂質シレト妃起燃戻綿
%｀

堺瞥 砂質シルト尾糧象繁祓
加%｀

管紹 砂質シルト尋纏縁諸絡
躙%｀

1解
妍 縦やや強い誦嗣らり

にポ1陰色砂質シルト忌岳坊しヽ:紫綴 矯規
灰色

巽婆進色砂質シルト紙畳監陥簾泉駐雛局`
黒色シルト

堺瞥 砂質シルト尾起窯尋締 滉窮ド
歩量

10YR3/2 砂質シルト 灰黄褐色砂質シルト30%、

黒褐色        粘性あり、締り硬質

10YR3/3 砂質シルト 暗褐色砂質ンルト少量、

暗褐色       粘性弱い、締りやや梗質

10YR3/3 砂質シルト 灰黄褐色砂質シルト少量、

暗褐色        粘性弱い、締り硬質

10YR3/3 砂質シルト にぶい黄褐色砂質シルト少量

暗掲色       粘性弱い、締り硬質

25Y3/2  砂質シルト 暗褐色砂質シルト少量、

黒褐色       粘性弱い、締り硬質

鍔鶏色砂質シルト晟獣稲亀条梁発艶マ無員幾
鉄 SK鰤 4翌縫

ん 砂

靭 智
砂質ンルト

10YR3/2  粘上質
黒褐色   シルト

灰色砂質ンルト20%、

粘性あり、締りあり

黒褐色砂質シルト30%、

粘性やや強い、締りあり

褐灰色砂質シルト20%、

粘性やや強い、結りあり

iOVR5/2

灰黄褐色

10VR2/2

黒褐色

躯歩 離鋼紛
懃＼

砂質シルト驚セ緋鼻ち傷伊
色砂微量、

督 習
g 砂質シルト

塩糧身繁紬 り

lllYR2/2  粘土質  黒褐色砂質シルト25%、

黒褐色   シルト  粘性やや強い、締りあり 効３．６層iOVR4/1

褐灰色

10YR2/2

黒褐色
P3247

10YR5/1

褐灰色

10YR5/2

灰黄褐色

砂質シルトケ畳i簿纏鈴轟親息孝質
シルト

粘土質  酸化鉄微量、暗褐色砂少量、
シルト  粘性やや強い、締りあり

質

琳

質

琳

砂

ン

砂

ン

柱痕、酸化鉄微量、暗褐色砂

微量、粘性あり、締りあり

暗褐色砂質ンルト20%
粘性あり、締りあり

聯警 砂質シルト藍牲踏縦諭ぁり

10YR3/1  砂質シルト 黒色シルト少量、

黒褐色        粘性あり、締りやや硬質

10YR3/1 砂質シルト 砂粒少量、
黒褐色        粘性やや強い、締りあり

10YR2/1  砂質シルト 粘土質シルト少量、

黒色        粘性やや強い、締りあり堤訪湿蛮頒羽 祀 辱影歓ヂ
Ю%混在

10YR2/2  粘土質  暗福色砂微量、

黒褐色   シルト  粘性やや強い、縮りあり

10YR3/1  粘土質  暗褐色砂質シルト30%
黒褐色   シルト  粘性強い、締りあり

10YR2/2  粘土質  暗褐色砂質シルト20%
黒褐色   ンルト  粘性強い、締りあり

盤笹
2砂質シルト緑経身繁暴称〆

O°/°

図62 513007遺 構図2
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S13009東 西・南北セクション 土層観察表
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禦
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物 〆

S13009内 ピット土層観察表

遺構番号 層番号
J選

発異μ

n
通構番号 層番号 混入物等

P3187

P3184

SD3004

S13009

S13009

SD3004

S13009

SD3004

S13009

S13009

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

25Y4/2  中粒砂・

暗灰黄色   細粒砂

10YR5/4  中粒砂・

にぶい黄橙色  細粒砂

25Y4/2  中粒砂・

暗灰黄色   細粒砂

罪陥 砂質シルト
25Y4/2  中粒砂・

暗灰黄色   細粒砂

25Y4/2  中粒砂・

暗灰黄色  細粒砂
1躍2砂質力恥
1騒

暫
2 砂質シレト

倦躍笹 絲
州こう箔七砂質ンレト

絶灘笹 砂質シルト
1酪

暫
2 シレト

にぶい黄褐色砂質シルト20%、

粘性弱い、締りあり

にぶい黄色細粒砂 5%、 黒色シルト

少量、粘性あり、締りあり

にぶい黄褐色砂質シルト15%、

粘性やや弱い、締りあり

にぶい黄褐色砂質シルト20%、

粘性やや弱い、締りあり

褐灰色砂質シルト15%、

粘性やや弱い、締りあり

上器片微量、褐灰色砂質シルト

20%、 粘性弱い、締りあり

黄褐色砂質シルト20%、

粘性やや弱い、締りあり

にぶい黄褐色砂質シルト15%、

粘性やや弱い、締りあり

にぶい黄褐色砂質シルト20%、

粘性やや弱い、締りあり

にぶい黄褐色砂質シルト15%、

粘性やや弱い、締りあり

黄褐色砂 10%、

粘性あり、締りあり

径 15cn以下の礫少量、褐灰色砂質
シルト少量、粘性あり、締りやや硬質

25Y5/4  砂質シルト
にぶい黄褐色  ,砂
1盤2砂質ン外
1整

鑓暫
2 砂質シント

島2琴宕ヒ砂質シルト

黒色シルト少量、にぶい黄色細粒砂

3%、 粘性あり、締りやや硬質

にぶい黄褐色細粒砂微量、

粘性やや弱い、締りやや硬質

にぶい黄褐色細粒砂微量、

粘性あり、締りあり

黒褐色シルト少量、

粘性あり、締りあり

P3184

P3184

P3184

P3184

P3185
25Y4/2  砂質シルト 黒色シルト少量、にぶい黄褐色砂5%、

暗灰黄色   ・砂  粘性あり、締りあり

P3186
25Y4/2  砂質シルト 黒色シルト少量、にぶい黄褐色砂20%、

暗灰黄色    砂  粘性あり、締りあり

P3187
25Y4/2  砂質シルト 黒色シルト少量、にぶい黄褐色砂10%
暗灰黄色   ・砂  粘性あり、締りあり

P3188

図63 S13009遺 構図

細粒砂  最息窺 1慾尾翔

明黄褐色砂3%、25Y4/2
暗灰黄色

口
騨5Y穆

羽

169-



P3185は (0.372m× 0.361m-0,337ml、 P3186は (0.651m× 0.329m-0,274m)で ある。ピットの形状は、

円形もしくは不整楕円形で、P3186のみ浅い落ち込みである。S13002～ S13006と 比べて小規模で

柱穴を有さないタイプの可能性もある。どのピットにも礎石は確認できない。壁清 SD3004の幅は東

側では 60cm前後であるが、西側で 80cm幅に広がる。南東側には段があり、テラス状になる。

柱穴埋土・礎石の有無  住居内埋土は褐灰色砂質シル トを主体とする。ピット・壁溝も砂質シル ト

もしくはにぶい黄褐色砂質シル トを主体とする。

遺物出土状況  埋土中・ ピット内・壁溝内から土器片 29点が出土した。床面上まで撹乱をうけて

いるが、礫と土器片が数点同一平面上に散在する。弥生土器の甕口縁部片 2点・甕底部片 2点が確

認された。実測個体は 1点、194は甕の口縁部～体部である。口縁端部に凹線文 1条が施され、体部

内面上端には指押さえの跡が残る。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。出土遺物から、弥生時代中期後葉とする。

194

呈百五百EttEEEttEEEEEEE:二 :豊百百百百百百百LEEEEEE:き 手
m

遺物図25 Si3009出 土遺物

遺物観察表 25

物

号

還

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 動需
版

号

図

番

別

種

種

器
法量lm/9 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

負
備 考

194 3 帥嘲
弥生土器

喪

回径 :(142)

器高 ■33～
最大径 :(202)

朴面 :日縁端部凹線文 1条、日縁部～肩部ナ六

体部ミガキ

蒋面 :口 縁部ナデ、体部上端指オサエ、体部ケズ

リ終 ヒ半ハケ

普通

～ 2mmの 砂 粒、

普通

通

面

面

普

外

内
浅黄橙

にぶい橙

性 面 面 面 面 士 面 塁 塁 面 占 画 面 画 面 F図
64 S13009微 細 図

氏
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■ Si301 0(図 65-1・ 65-2、 写真図版 34)

位置  第 2面 07・ 08グ リッドに位置する。標高は 44.816mで ある。Tr.1に 切られる。

検出状況  耕 3001を除去し、暗褐色砂層～黒褐色砂質シル ト層を順次掘り下げながら検出した。

ほとんどの柱穴は黒褐色砂質シル ト層の上面で確認できたが、壁清が検出できず、住居跡の範囲がわ

からなかった。SD3009は黒色シル ト上面まで掘 り下げて検出した。壁溝の底面のみが残っている。

軸方向 。平面形状 。規模  平面形は不整円形である。残存長軸 6.349m・ 短軸 5,846mを 測る。断

面形は浅い盤形で、壁溝が明瞭に残っている。確認面から床面掘方までの深さは 0.118mで ある。

主柱穴は 4基ないし6基の組み合わせを想定した。対になるのは P320併P3210、 P3201-P3213、

P3204P3231で ある。規模は遺構一覧表に記載するが、平面規模・深さとも一定 しない。壁溝

SD3009が検出できなければ、竪穴住居跡とは認定できなかったと思われる。

柱穴埋土 。礎石の有無  遺構内埋土は暗褐色砂質シル ト層である。掘方の埋土は、黒褐色砂質シル

ト層とほぼ同じ、黒褐色砂質シル トを主体とする。いずれの柱穴にも礎石は確認できない。

遺物出土状況  埋土中・ ピット内から土器片 55点が出土した。弥生土器の甕口縁部片 5点が確認

できる。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。時期は出土遺物から弥生時代中期以降であろう。

■ Si301 1(図 661・ 66-2、 遺物図 26、 遺物観察表 26、 写真図版 34・ 68)

位置  第 2面 06グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.621mで ある。東側を耕作溝に切

られ、南側を Tr.1に 切られる。

検出状況  第 1面で検出した洪水砂の暗褐色砂層を人力掘削で除去して黒褐色砂質シル ト層を検

出した。この段階では S130Hは 曖昧な落ち込みとしか確認できず、竪穴住居跡とは確認できなかっ

た。さらに黒褐色砂質シル ト層を lcm程度掘 り下げ、黒色シル ト層上面で再検出をすると、環状に

めぐる壁清が確認でき、柱穴 4基が四角く配置されていることがわかった。貼床面は消失している。

確認面直上は酸化鉄が多く沈着し、硬質に締る。確認面の黒褐色砂質シル ト層より砂粒が多い。

軸方向 。平面形状・規模 。柱穴礎石  平面形は円形である。残存長軸 4.539m・ 短軸 4.179mを 測

る。断面形は浅い盤形で、壁溝が明瞭に残っている。確認面から床面掘方までの深さは 0.130mで あ

る。SK3023は中央土坑と思われ、規模は (0.600m× 0.425m-0.226mlを測る。

主柱穴は 4基が菱形に並んでいる。各 ピットの規模 (長軸 ×短軸 ―床面からの深さ)は P3178

は (0.438m × 0.422m-0.370ml、  P3181 は (0.316m × 0.296HrO.260ml、  P3179 は (0.520m ×

0.430m-0。 360ml、 P3182は (0.463m× 0.434m-0,308mlで ある。P3182は 礎石を有する。形状は、

4基 とも平面形は円形で、断面形はU字形もしくは円筒形を示す。P3182の 南側にP3183が付帯する。

P3183の規模は (0.334m× 0291m-0.313mlで 礎石を有する。礎石を有する柱の脇にもう一つ礎石

を備えた柱を設けるパターンは、S13012で もみられる。

遺物出土状況  埋土中・ ピット内から土器片 71点が出土した。弥生土器の甕の口縁部片 5点 と同

じく底部片 2点が確認できる。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。出土遺物から弥生時代中期以降であろう。
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科嫁

選構番号 痛番号
J理

ず

n .II
選構番号 層番号 上性 混入物等

P32001にぶ沢黄4Bt 砂
PψO0 2 ∵鎚

ん シ淋

黒褐色砂質シル ト20%、 にぶい黄褐

色細粒砂 5%、 粘性あり、締りあり

にぶい黄褐色細蔵砂3%、

粘性あり、締りあり

P921,1 1鶴を
3 砂

P3鰤22 ザ鍵
れ シァレト

黒褐色砂質シルト20%、

粘性なし、締りあり

黒褐色砂 iO%、 粘性あり、締りあり

1量

娼を
2砂質シルト振だ録房線財鞘

胸%｀ 黒色シルト5%
1ヽ

首Sとrl 羽 離駅続り
梶第桑穿  砂 扇β亀確辱ま傘子‰`

黒色均レト

∵鎚

A 
砂質ン レト 黒褐色柳 0%、 粘性弱、締りあり

10YR3/8

暗褐色

10YR3/3

暗褐色

鍔桑色 砂質ンルト

轄錦祟年 砂質ンルト

娼銘説蟹 砂質シルト

∵鎚
れ ≫レト

暗褐色砂25%、 粘性あり、締りあり

暗褐色砂 5%、 雅性あり、締りあり

暗褐色砂 5%、 粘性あり、締りあり

黒褐色砂 10%、 灰白色細粒砂微量、

粘性あり、締りあり

砂   黒色シルト25%、 粘性なし、締りあり

砂   黒色シルト30%、 粘性なし、締りあり

1 1ミ醜色 砂 置矯鳥隊執1織輔伝声
褐

1酪
智  砂  黒色シルト2%、 粘性なし、締りあり

1鶏
争 砂質シルト罐糧娠撃排出転弄

色シルH5%、

∵鎚

ん
 砂質シルト

競

砂別 %、 粘性やや強い、

P3204 螺鼈
2 砂 忌虚監箋曙新断

自色細粒砂微量
t催

贔年
1 歩 甜賊陥折

自色細翻罐
躍  砂 競

砂質か な粘性なし

撃繁祟寧 砂質シルト轟健哲箕螺射徴り

〆鶏色 砂質シルト第綴縄 、名経営飛県品祝折
砂 10YR3/2

黒褐色

10VR2/1

黒色

砂  娠選普甘言纂謡写
ンレト10%、

シルト選糧露撃尊泌転『
自色粘土微量1蟄

暑と

2砂
質シルト 暗褐色砂知 %、 粘性あ∝ 締りあり

P3207

巽婆治色 砂 最程丞&埓勘�
色シレ消%、

1竪 1 
か 鶏 色砂Ю郷 性あ吹 締りあり

堤第祟
g 砂  黒色シルト2%、 粘性弱い、締りあり

1繁
暫  砂質シルト 暗申色砂Ю%、 粘性あ吹 締りあり

盤 笹

2砂
質ンルト 暗褐色砂力 %、 粘性あ∝ 締りあり 巽轟色 砂質シ淋

轄鞘祟蟹 砂質シルト

直径26cm大の礫あり、にぶい黄褐色

細粒砂5%、 灰 白色小礫微量、粘性

やや弱い、締りあり

暗褐色砂 10%、 粘性あり、締りあり臨暫 砂質ンルト煙緩縁繁陥夢
髄砂粒微量、

SK3032  1
10YR3/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

娼錨贔年  砂 塩糧織&鐸肋Йり
1催

墨年

1 
那 鶏 色砂Ю螂 性あ∝ 締りあり

砂質シルト妊起録斎螺号飲戸
ンルHO%、

シレト 尾紀場ザ雷誇駒顎炉
%｀

P3211
SD3009  2

10YR3/3

暗褐色

10YR3/3

暗褐色

櫂繁巽年  砂 託〔挽l益鱗を1講顔シ
1嶋

贔争

! 
羽 購 色珈 O螂 性あ∝ 締りあり

砂
　
　
砂

弥生土器片あり、小礫あり、黒褐色砂質

シルト10%、 粘性なし、締りやや硬質

黒褐色砂質シルト30%、

粘性なし、締りやや硬質

図65-2 S13010遺構図

鞄 パ 帯

3甥 3

袢 羽

S13010内 ピット土坑・壁溝 土層観察表

聖 聖

禦

173-



③弾 騨2⑨
Ｎ
Ｉ
Ｉ
＝
＝
川
く
＋
Ｔ

SKaC124二 粥 砕

1響

図66-l Si301 1遺 構図

甥

-174-



S130H 東西・南北セクション土層観察表

坐 H誠 面 翌 嬰 坐 百 差 苗 聟

η

S130H内 ピット土層観察表

離器層番号Jttm
遺盤 号 酪 号

目

選

n trl

37層

37層

SD3008

3-7層

37層

11黒低
2砂質シルト

2∵鎚
A シルト

3 1繁暫 砂質シルト
4∵鎚

A シルト
5 娼銘説筆 シルト
6 1繁瞥 砂質シルト
77目箸智 砂
87盤れ シルト

粗粒砂 中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂質シルト20%、 粘性なし、締り硬質

黒色土層、粘性あり、締りやや硬質

粗粒砂。中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂質ンルト5%、 粘性なし、締り硬質

黒色土層、粘性あり、締りやや硬質

粗粒砂・中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂5%、 粘性なし、締り硬質

黒色土層、粘性あり、締りやや硬質

酸化鉄沈着、粗粒砂・中粒砂混在、

粘性なし、締り硬質

黒色土層、酸化鉄沈着、

粘性あり、締り硬質

11撃抵
み砂質ンルト

21町 1砂質羽

粗粒砂。中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂 10%、 粘性なし、締りあり

黒褐色シルト10%、 粘性あり

P3173

1 7忌摺匿
3 砂

27量摺暫 砂質シルト
31!き程テ哲l)レト

粗粒砂。中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂10%、 粘性なし、締り硬質

粘性あり、締りやや硬質

粘性あり、締りやや硬質

7 5YR3/3

暗褐色

7 5YR3/3

暗褐色

砂
　
　
砂

粗粒砂・中粒砂混在、

粘性なし、締り硬質

粗位砂・中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂10%、 粘性なし、締り硬質

P3181

P3181

1 7ぞ奢ど
3 砂

2 7錨愁 嫉シレト
31撃瞥 ンルト

粗粒砂・中粒砂混在、にぶい黄褐色

砂 iO%、 粘性なし、締り硬質

粘性あり、締りやや硬質

粘性あり、締りやや硬質

P3182

P3182

1 7誂暫
3

27繁智
31繁瞥

砂 解 継‰ 振賽
い黄褐色

嫉シレト癖,H!無好悽宅営
離激

シレト 癖熙鶏渉
性あり、

P9189

図66-2 513011遺構図

砂 級狩眩i羅鍮腱
黄`褐色

砂質シルト 粘性あり、締りやや硬質

シ レト  粘性あり、締りやや硬質

1 7騒遜
3

27繁瞥
31繁瞥
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遺物図26 S13011出 土遺物

遺物観察表 26

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 )

遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器
法量 lcm/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備 考

3
S13011

139961

器

斧

石

石

長さ 485～
幅 :30

厚さ i07

重さ ■86

磨望、刃部・裏面に研磨痕あり

両側縁に細かい剥離痕あり

表面に自然面残る

両刃

買岩 火
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■ S13012(図 67-1・ 67-2、 遺物図 27、 遺物観察表 27、 巻頭図版 6、 写真図版 35・ 68)

位置  第 2面 P6グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.547mで ある。

検出状況  回場整備の整地層を除去した段階で暗褐色砂質シル ト層が検出され、これを人力掘削で

除去して黒褐色シル ト層を検出した。この検出段階で、銅釧片 (197)が出土した。出土地点は、P2グ リッ

ドの SK3027内である。洪水性堆積層と推定した暗褐色砂層 (～にぶい黄褐色砂質シル ト層 )を人力

掘削して、SK3027の範囲をしばりこみ、黒色シル ト層上面で遺構検出をおこなった段階で見つかっ

た。SK3027のすぐ西側に SK3027に 切られる SK3026があり、この遺構に弥生時代中期の甕片がつ

SK3027

Ｏ

Ｏ

197

n

S13012 ピット土坑 土層観察表

霞構番号 層番号 
〕

理

∝
 土性

P3199

P3193

P3193

25Y4/1

黄灰色

10YR1 7/1

黒色

1 7糀海 珠
2 盤智 珠
31Ψ 粘

採
4 1盤A 

坊仔

柱痕、橙色砂・にぶい褐色砂少量、

粘性あり、締りあり

柱痕、橙色砂・にぶい褐色砂少量、

粘性あり、締りあり

粘性強い、締りあり

黒褐色砂質シルト20%、

粘性強い、締りあり

顕
ンァレト　歩

炭化物微量、黒褐色砂質シルト

20%、 粘性あり、締りあり

黄灰色砂質シルト20%、

粘性やや強い、締りあり

P3197   2

P3197   3

lllYR5/3

にぶい黄褐色

10VR4/2

灰黄褐色

嫉
冽
顔
冽　ンフレト

黒色砂質シルト10%、 粘性あり、

結りあり

柱痕、黒色シ レト少量、にぶい黄褐

色砂 10%、 粘性あり、締りあり

黄灰色砂質シルト5%、

粘性強い、締りあり

P3194   3

P3194   4

P3194   5

7 5YR4/3  砂質

褐色    シルト

10YR3/2  砂質

黒褐色   )レ ト

1竪 1 
瘍

10YR3/2   砂質

黒褐色   シルト

10YR3/1

黒褐色   シルト

柱痕、橙色砂・にぶい褐色砂少量、

炭化物微量、粘性あり、締りあり

礫あり、橙色砂・にぶい褐色砂微量、

粘性あり、締りあり

黒褐色砂質ン レト少量、

粘性やや強い、締りあり

灰 自色粒微量、

粘性あり、締りあり

礎石あり、礎石下層、黒色シルト少

量、にぶい黄褐色砂5%、 粘性あ

り、締りあり

Ｗ
色

ＹＲ

黒

顔
ンァレト

10YR3/3

暗褐色

にぶい黄褐色砂混在、

粘性やや弱い、締りあり

10YR4/8

SK3026 1  にぶい黄褐色
中央土坑、弥生土器甕・礫あり、炭

化物・焼上粒微量、灰色砂・灰黄色

砂少量、粘性弱い、締りやや硬質

頒
羽

嫉
冽］畿

銅釧片出土、にぶい黄褐色砂・灰黄

色砂少量、粘性弱い、締りあり

7 5YR4/3

褐色

7 5YR3/3

暗褐色

7 5YR3/1

黒褐色

SK3028  2

10YR3/8

暗褐色

10YR3/2

黒褐色
頻
シ′レト
頻
羽　シアレト

柱痕、酸化鉄沈着、砂粒多量、

粘性あり、締りあり

酸化鉄沈着、砂粒多量、

粘性あり、締りあり

礎石あり、礎石下層、褐色砂少量

粘性やや強い、締りあり

頻
冽
嫉
ン′レト

にぶい黄褐色砂・褐灰色砂質シルト

少量、粘性あり、縮りあり

黒褐色シルト20%、

粘性あり、締りあり

P3195   9

SK3029   1
10YR4/3

にぶい黄褐色

10YR3/?

黒褐色

頻
シ′レト　”

灰黄色砂 灰色砂少量、

粘性あり、締りあり

にぶい黄褐色砂質シルト少量、

粘性あり、締りあり

図67-l S13012遺構図
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遺物図27 513012内 SK3026・ SK3027出 土遺物

混入物等 遺構番号 層番号 JSttn

遺物観察表 27

物

号

遺

番 調査区
遼構番号

(調査番号〕

遺物図

番号
助
謡

別

種

種

器 法量em/D 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

196 3
S13012内 SK302(

0065)
弥生土器

甕

器高 ?87～
最大径 :1251
FF径 イR負ヽ

外面 1体部ハケ、底部ナデ

内面 :肩部ハケ、体部ケズリ、底部ナデ

普通
～05mmの砂粒、

普通 褐

褐

黄

通

面

面

普

外

内
Ⅲ面煤付着

3
帥 912内 Ы9927

(3064) 翻翻

長さ 〔275～
幅 :08

厚き 055
重さ :53

型流 し成型

表面ミガキ

緬
輌
踊

オリープ票
オリープ冥

灰
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ぶれながらも残っていた。SK3026内には焼成粘土粒と炭化物粒が少量検出され、竪穴住居跡の中央

土坑の可能性が想定されため、周辺の再精査をおこなった。その結果、SK3026を中心に 4基の柱穴

と他に 2基の柱穴がみつかり、竪穴住居跡の残骸であると確認された。ただし、竪穴住居の掘方。壁清・

貼床は見つからなかった。直上の暗褐色砂層が幅 15m程度で流路状に堆積していたため、大雨・洪

水等による自然流路の埋没土とみられ、S13012の床面は流失したものと思われる。

平面形状 。規模・付帯施設  竪穴住居跡の平面形は円形であったと推定される。残存長軸は柱穴の

上端部の距離で測って、長軸 4.260m、 短軸 3.850mを測る。掘方及び床面 。壁溝は残っていない。

SK3026は 中央土坑と推定できる。規模は (1.222m× 1.035m O.139mlで 、焼土粒と炭化物と共に、

弥生時代中期中葉の甕片が出土している。SK3026の東側に SK3027がある。SK3027は SK3026を

切 り、直上を撹乱に切られる。SK3027の規模は (1.350m X O.755m-0.073mlで ある。主柱穴は 4

基が菱形に並んでいる。各ピットの規模 (長軸 ×短軸 ―床面からの深さ )とよP3193が (0.689m×

0.477■rO.569ml、 P3197が (0.588m × 0.4561110.448ml、 P3194が (0.407m × 0.382n10.464ml、

P3198が (残存長軸 0.644m× 残存短軸 0.590m-0.470mlで ある。形状は、4基 とも平面形は円形で、

断面形は U字形もしくは円筒形を示す。P3194は礎石を有する。P3194の北側には P3195が あり、

規模は (0.362m× 0.358m-0.444mlと P3194に比べてやや小型で、やはり礎石を有する。礎石を有

する柱が補助柱穴をもつパターンは、S130Hで もみられる。

柱穴埋土・土坑埋土  遺構内埋土は暗褐色砂質シル ト層もしくは暗褐色砂である。中央土坑付近は

にぶい黄褐色砂を多く含む。

遺物出土状況  住居範囲内から48点の土器片と 1点の青銅製品が出土した。SK3026か らは、196

として掲載した弥生時代中期の甕体部～底部のほか、16点の弥生土器片が出土した。うち 1点は高

郷の口縁部破片である。SK3027か らは弥生土器片 8点の他、青銅製の銅釧 197が出土した。屈曲部

の形状と平坦面の作 り方から有鉤銅釧の破片と思われる。有釣銅釧の出土例は非常に少なく、鳥取 。

島根で過去に報告例はなく、全国的にみても 30遺跡、80点 日となる貴重な資料である。有釣銅釧

はゴホウラガイの貝輪に起源をもつ腕輪であり、弥生時代中期から古墳時代にかけて作られたもの

で、集落内にあって特別な地位の者が所有していたとされる。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。中央土坑出土の土器等から、弥生時代中期後葉と推定

される。

■ 3区 第 2面 木棺墓 SX3001～ SX3004(巻頭図版 4、 写真図版 37・ 38)

3区中央北寄 りの N10・ H、 010。 11グ リッドに 4基の木棺墓 SX3001～ SX3004が検出された。

上面がほとんど削平されており、深さ 10～ 15cm程度が残される。

石棺材等は全く残っておらず、非常に細長い棺のプランであったため、木棺墓と推測した。埋土の

状況をみる限り、棺部の際がまっすぐに切り立つものは少なく、掘方部分に板材等を組み込んだ痕跡

もなく、逆に丸い立ち上がりが目に付く。このため組み合わせ式木棺や箱式木棺ではなく、舟形木棺

の可能性を考慮した。木棺本体が残っていないため、確定的とはいえないが、可能性の一つとして指

摘しておく。

時代は弥生時代後期以降と指摘できる。SX3003か ら水晶製小玉が出土したのが唯―の副葬品であ

り、他は表土中からの混入と思われる弥生土器片である。水晶製小玉はそのほとんどが小型の算盤玉
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形である。弥生時代後期以降の可能性がある。

■ SX3001(図 68、 写真図版 37・ 38)

位置  第 2面中央北側の N10グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.802mで ある。現在は

削られて残っていないが、もとの地表面は lm近 く高かったものと思われる。

検出状況  回場整備の際の整地層を除去した段階で黒色土層 (38層 )を検出した。この面でプラ

ン精査をおこなったところ、隅丸長方形の掘方と、その中に短冊形の木棺跡が検出された。同様のプ

ランが周辺で 3基みつかり(SX3004は 後にトレンチ調査で確認 )、 墓坑として SXの記号を付した。

平面形状・軸方向 。規模  掘方の平面形は隅丸長方形で、長軸 1.866m。 短軸 0,928m、 確認面か

らの深さ 0。 101mである。断面形は盤形を呈する。軸方向は、E-36° 一Sをふる。

埋土  埋土は 5層に区分した。 1・ 2層が木棺部の埋土、3～ 5層が掘方の埋土である。 1・ 2層は

黒褐色シル ト主体で、暗褐色砂質シル トを含み、やや粘性が強い。3・ 4・ 5層は暗褐色砂質シル トを

主体とし、5層には砂粒を多く含む。

遺物出土状況  土器細片を微量含む。遺構内から副葬品等は確認できず、木棺部内埋土をすべて採

取し水洗して微細遺物を探したが、遺物は検出されなかった。

遺構の性格と帰属時期  木棺墓である。舟形木棺墓の可能性がある。時期は SX3003と 同じ弥生時

代後期以降と推測される。

■ SX3002(図 68、 写真図版 37・ 38)

位置  第 2面中央北側のNHグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.760mで ある。

検出状況  SX3001と 同様、黒色土層 (3-8層 )の面で、隅丸長方形の掘方と、その中の短冊形の木

棺跡を検出した。

平面形状 。軸方向・規模  掘方の平面形は隅丸長方形で、長軸 2.287m・ 短軸 1,085m、 確認面か

らの深さ 0。 125mである。断面形は盤形を呈する。軸方向は、E-2° Nをふる。

埋土  埋土は 5層 に区分 した。1～ 3層が木棺部の埋土、4～ 6層が掘方の埋上である。 1・ 2層

は黒褐色砂質シル ト主体、3層は黒色シル ト主体である。やや暗褐色系の色調の砂質シル トが混在す

る。4～ 6層は黒褐色砂質シル トを主体とする。いずれも暗褐色砂を少量含む。暗褐色砂は黒色土直

下の漸移層由来の土である。

遺物出土状況  土器細片を微量含む。遺構内から副葬品等は確認できず、木棺部内埋土をすべて採

取し水洗して微細遺物を探したが、遺物は検出されなかった。

遺構の性格と帰属時期  木棺墓である。舟形木棺墓の可能性がある。時期は SX3003と 同じ弥生時

代後期以降と推測される。

■ SX3003(図 68、 遺物図 28、 遺物観察表 28、 巻頭図版 6、 写真図版 37・ 38・ 69)

位置  第 2面中央北側の OHグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.798mで ある。東端部

を SK3046に 切られる。

検出状況  SX3001と 同様、黒色土層 (3-8層 )の面で、隅丸長方形の掘方と、その中の短冊形の木

棺跡を検出した。
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Ｏ
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X 層番号
」
盤

∞
鮒   混入物等

1 繋認
1 シルト奄協洗超機筆∫ミ聯島質

シルト

4

10YR3/2  シルト 木棺都、10YR3/3(暗 褐色)砂質シルト

黒褐色 5%、 小礫微量、粘性あり、締りあり

10YR3/8 砂質ンルト掘方、7 5YR4/6(褐色)砂質シルト

暗褐色 10%、 粘性あり、締りあり
10YR3/8 砂質シルト掘方、7 5YR4/6(褐色)砂質シルト

暗褐色 20%、 粘性あり、締りあり

5 弔鞘説寧℃齋 雛泳ザ半務が
褐0シル開0%、

層番号・ 盤
∽

雛   混入物等

, 期舒砂質ンレト禿場∬労輔錦違窒罐藉萌ツ路昂Mケ
ト

2 撃瞥砂質シレト奇F靴譴(継腕子
ルト

3 ∵羅・ シレトaF鞄燿(職腕ィ
ルト

4 螂瞥砂質シルト紀教揺涯埠律観稲暫譜駐昴
シルト

5婆鋸瞥帳シルト紀荏祭翠ミ編羅ヌ
砂
“

%、

6 増褐色砂質シアレト招脚 認統、
粘性やや強い、締りあり

層番号・ 盤

伽
銚   混入物等

1 1緊暫 シルト奄硯洗程饂 氏聯潟
質ンルト

Ｎ
ｌ，
＝
――
川
＼
＋
Ｔ亀

ヰ
弾⑧

tA

聾

Al

事

姿

#

tA

♯＼
蚤

鰤

2

3

4

5

6

7

8

9

10YR3/2

黒掲色

10YR3/1

黒褐色

tOYR3/1

黒褐色

tOYR3/2

黒褐色

10YR4/1

褐灰色

IOYR3/3

暗褐色

10YR3/3

暗褐色

10YR3/8

暗褐色

10YR3/8

暗褐色

10YR3/3

暗褐色

10YR2/1

黒色

10YR2/1

黒色

1∝R4/1

褐灰色

木棺都、10YR3/3(暗褐色)砂質シルト
シルト 15%、 粘性やや強い、締りあり、埋上の

水洗選別で水晶玉検出

シルト奄硯螂 島
質シルト

シルト奄現洗起鶏 辰聯跳質
シルト

砂質シルト奄甥螂 潟質
シルト

頭シレト奄栃恥樫盤繋奄�ミ儀崩島
質シアレト

砂質シルト紀蓬Й買婦折が
褐色)シルト20%、

砂質ンレト陥盤涯葉保堪請話認駐昂
シルト

砂質シルト紀夕t選湛葉律埋評話熱駐昂
シレト

珍質ン螺綴鰯筋
黄褐a柳 5%、

砂質/7レト紀魂i盤運詫律埋訂話認駐易
シルト

ンレト鋸荏饂 ミ朋新
)砂質シル臨%

か 雛端 1脇醒か %

シルト骰越湛葉律埋守暫認駐易
シルト

図68 SX3001・ SX3002・ SX3003遺構図
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遺物 No 形状 長さ (cm〕 幅 砲l■ l 重量 倒

198-15 算盤玉形 0

算盤玉形 0

鼻盤 上形 053 042
算盤玉形 038
算盤玉形

198-20 算盤玉形 057 041

198-21 算盤玉形 035
198-22 算盤玉形 0

198-23 丸形 033
198-24 算盤玉形 042
198-25 丸形 035
198-D6 算盤玉形 038
198-2フ 算盤玉形 055
198-28 算盤玉形 055

遺物観察表 28(SX3003出土水晶製小玉法量一覧表 )

慶tl・ No 形状 長さ (cmⅢ 幅 に耐 重最 G
算盤玉形 0

算盤玉形 064 0

算盤玉形 057 0

算盤玉形 0

算盤玉形 056 0

算盤玉形 049 040 0

98-ア 算盤玉形 0

算盤玉形 050 036 0

98-9 算盤玉形 062 040 0

算盤玉形 0

算盤玉形 0

198-12 算盤玉形 043 042 0

算盤玉形 0

算盤玉形 048 0

平面形状・ 軸方向・規模  掘方の平面形は隅丸長方形で、長軸 2.415m・ 短軸 1.410m、 確認面

か らの深さ 0,139mで ある。断面形は盤形を呈する。南側の掘方が広が りぎみになる。軸方向は、

E-29° Sをふる。

埋土  埋土は 14層 に区分 した。埋土は 1～ 6層が木棺部の埋土、7～ 14層 が掘方の埋土である。

1～ 4層 は黒褐色シル トを主体 とし、5層 は黒褐色砂質シル ト、6層 は褐灰色砂質シル トを主体 とす

る。7～ 11層 は暗褐色砂質シル ト主体であ り、砂の含有がやや多い。 12・ 13層 が黒色シル ト主体、

14層が褐灰色シル ト主体である。

遺物出土状況  遺構内から副葬品等は確認できず、木棺部内埋土をすべて採取 し水洗選別 して微細

遺物を探 した。その結果、水晶製小玉 42点 (198-1～ 19842)を 検出した。水洗用の埋土採取は木

棺部内を 4分割 し、北東・南東 。南西・北西に分けておこなった。水晶製小玉が出土 したのはこの

うち北東・南東の 2箇所であ り、西側半分からは出土 し/d― かった。 この水晶製小玉が首飾 りであっ

たとするなら、被葬者は東に頭を向けて葬 られたことになる。水晶製小玉はいずれも小型で 40点は

胴部がやや張 り出した稜線を有するいわゆる算盤玉形である。

遺構の性格と帰属時期  木棺墓である。舟形木棺墓の可能性がある。時期は弥生時代後期以降と推

測する。

■ SX3004(図 69、 写真図版 38)

位置  第 2面中央北側の N10・ 010グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44,702mで ある。

検出状況  SX3001と 同様、黒色土層 (38層 )の面で精査 したが、後世の植物根の影響により、墓

の掘方範囲が不明であった。 このため、細長い十字 トレンチを掘削 して、断面を観察 し、遺構範囲を

絞 り込んだ。

平面形状・規模・軸方向  掘方の平面形は隅丸長方形で、長軸 2.605m・ 短軸 1.326m、 確認面か

らの深さ 0.074mで ある。断面形は盤形を呈する。軸方向は、E63° Nをふる。

埋土  埋土は 7層 に区分 した。埋土は 1・ 2層が木棺部の埋土、3～ 7層が掘方の埋上である。 1・

2層 は黒褐色シル トを主体 とし、暗褐色砂質シル トを少量含む。3。 4層 は黒褐色シル ト主体、5～ 7

層は黒褐色砂質シル ト主体である。

遺物出土状況  弥生土器片を少量含む。遺構内から副葬品等は確認できず、木棺部内埋土をすべて

採取 し水洗 して微細遺物を探 したが、遺物は検出されなかった。
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遺物 No 形状 長さ 的nl 幅 にm) 重量 倒

98-29 算糀玉形 057 0

98-30 算盤玉形 047 0

98-31 算盤玉形 035 0

98-32 算継玉形 0

98-33 算盤玉形 042 0

98-34 算盤玉形 042 0

算機玉形 050 0

98-36 算盤玉形 040 0

98-37 算盤玉形 0

算盤玉形 053 0

98-39 算盤玉形 0

算盤玉形 0

98‐ 41 算盤玉形 054 042 0

98-42 算盤玉形 052 037 0
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SX3004土 層観察表

層番号 マrどrガー   と性          混入物等′菌山‐  土色名    ~は           臨ハフ守

1 1畢警 ンレト 奄傷恥隅 k聯瑚質
ンレト

2 1饂警 ンレト奄拐恥解臨k聯既
質シルト

3 螺警 ンレト紀後翻 駐馬
シルト

4 1黛
4葺老争 ンレト招姦駆撃解鼎筋

ンレト

5 基瑠警 砂質ンレト鋸夕i渓瓢 蟹鞠籟瀞折】り
6 螺警砂質シルト紀後選進葉窯観講暫認筋

ンレト

7 螂逆
2砂質ンレト鋸後線町1摩萌説P質

シルト

層番号
い

望督審

°n 
土催

10 1悠殖
3 砂質シルト好監為汗賭辟翠籟評身魁肝

シ

" 鶴智砂質シルト憂9庁宙路監翻 P
柁 盤警砂質シルト憂9ルミ罰監昆茫甥 綴繁
愕 盤智砂質シルト畳9庁岳罰驚棚 ″
‖ 靭智砂質シルト憂9庁缶路監雛髯尋毯誤i綴″
脩 撃冦

2砂質シルト麗紘焔 ぐ監徹癬チ訴″
n鰯遜

2砂質シルト羅臭議孤ヨ慧詈撼貪紛 “
層より

"・盤
れ 砂・礫豪畳幣 1鷹斎露露

巧m大軽81竪1那
9 螺警 ンレト

植物痕、10YR3/1(黒褐色)砂質シル

ト10%、 粘性やや強い、締りあり

植物痕、イヽ礫少量、黒褐色中粒砂・

細粒砂20%、 粘性やや強い、締りあり

図69 SX3004遺 構図
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遺構の性格と帰属時期  木棺墓である。舟形木棺墓の可能性がある。時期は SX3003と 同じ弥生時

代後期以降と推測される。

■ 3区 第 2面 上坑 SK3003～ SK3056

3区第 2面から、43基の土坑が検出された。このうち、SK3003・ SK3007・ SK3008。 SK3009・

SK3010。 SK3013・ SK3020。 SK3039・ SK3042・ SK3043・ SK3044。 SK3045・ SK3046・ SK3047・

SK3048。 SK3049。 SK3055。 SK3056の 18基の遺構についてここで述べる。

■ SK3003(図 70、 遺物図 29、 遺物観察表 29、 写真図版 39・ 69)

位置  第 2面南西側の 02グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.21lmで ある。S13009竪

穴住居跡の南側に検出された。

検出状況  回場整備の際の整地層を除去したところで、色調の明るいにぶい黄褐色砂層を検出され

た。このにぶい黄褐色砂層を切る遺構として暗褐色砂質シル トのプランが検出され、表面に弥生土器

片が検出された。

平面形状・規模  平面形は楕円形で、長軸 0,751m・ 短軸 0.665mを 測る。断面形は U字形で、確

認面からの遺構底面までの深さは 0.091mで ある。

埋土  埋土は暗褐色砂である。黄灰色砂粒を微量含む。

遺物出土状況  弥生土器の甕ほぼ 1個体全体の破片と、それと別個体の弥生土器甕の部分片 1点

が破砕された状態で検出された。弥生土器の甕が原型をとどめた状態で検出されたため、土器棺墓の

可能性が指摘できる。

遺構の性格と帰属時期  規模はやや小型であるが出土遺物を考慮して土坑とする。土器棺墓、もし

くは廃棄土坑が想定できる。

司ヽ

螂
、

SK3003土 層観察表

膠号Л
Ⅶ

伽
混入物等

1  蟹澪ど
弥生中期甕2個体、暗褐色砂20%、

黒色砂質シルト少量、粘性弱、締りあり

m

SK3003遺構図 SK3003微48図

図70 SK3003遺構図・微細図
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199

遺物図29 SK3003出 土遺物

■ SK3007(図 71、 遺物図 30、 遺物観察表 30、 写真図版 39・ 69)

位置  第 2面西側の N3・ 03グ リッ ドに位置す

る。遺構確認面の標高は 44,361mで ある。S13003

竪穴住居跡を切る。S13004竪穴住居跡の南西側に

芝)る SK3008を 1刻 る。 P3271・ P3272・ P3273イこ

切 られる。暗渠排水に切 られる。

検出状況  洪水砂の堆積層 とみ られる暗褐色砂

層を人力掘削で除去 し、黒褐色砂質シル ト層上を

精査 した際に検出された。南側を SK3008に 切 ら

れる。

遺物図30 SK3007出 土遺物

遺物観察表 29

遺物

番号
調査区

遺構番号

(調査番号 〕 醐需
版

号

図

番

別

種

種

器 法量にm/D 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備  考

199 3
３。

００

ＳＫ

０
弥生土器

甕

口径 :230

器高 B35
最大径 :286
底径 76

外面 :口縁部～頸部ナデ、体部ハケ後肩部刺突文、

底部ハケ

内面 :日 縁部～頸部ナデ、体部ケズリ、底部ナデ

普通
～ 3mmの 砂 粒、

多い

やや良好

外面 :灰黄

内面 :浅黄糟

200 3
SK3003

(3004)

弥生土器

甕

口径 :0601
器高■84～

外面 :口 縁部～頸部ナデ、体部ミガキ

内面 :回縁部～頸部ナデ、体部上半ハケ、体部下

半ケズリ

普通

～ 3mmの 砂粒、

普通

橙

橙

ぶ

ぶ

に

に

運
面

面

皆
外

内

遺物観察表 30

物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 柳需
図版

番号

別

種

種

器
法量 lcm/gl 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備 考

3
SK3007

(3056)

弥生土器

甕

日径 (194)
器高 〔206～

外面 :口 縁端部凹線文 1条、口縁部～頸部ナ六

体部ハケ、体部のハケは下半部で押引きに

より刺突文風

内面 :口縁部～頸部ナデ、体部上半ハケ、体部下
半ケズリ

普通

～ 2mmの 砂粒、

普通

普通

外面 :に ぶい橙

内面 :に ぶい黄橙
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SK3007土層観察表

1暴
警 砂質シルト変危某綴錨 、総議

少量、

t鵡色砂質シルト斐抱蒻森靭 質
螺抵

2顔シレト塩盤僻
翰量ヽ

SK3008土 層観察表

騨 鍔  JISP皇甲
伽

1 翼鶏色砂質シルト変短果綴豊韻簡
｀
朧ぎ

少量、

2蹴」 頭那 雛競綴昼犠第辮鶴質
3螂老

2砂質シルト塩糧亀繰 絡
砂微量、

層番号Jピ
繋
伽

図71 SK3007・ SK3008微細図
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平面形状・規模  平面形は溝状で、北西から南東へ細長 く直線的に延びる。長軸 9,318m・ 短軸

0.873mを 測る。断面形は逆台形で、確認面から底面までの深さは 0.281mで ある。壁面調整痕は確

認できない。

埋土  埋土は 3層に区分される。1層は黒褐色砂質シル ト主体で、暗褐色砂を少量含む。弥生土器

片は 1層からの出土が多い。2層 はにぶい黄橙色砂質シル トを主体とする。弥生土器片は微量である。

3層は黒褐色砂質シル トを主体とする。

遺物出土状況  弥生土器片 65点が出土した。ほとんどは甕体部の破片で、1点のみ壷の口縁部が

ある。遺物図 30の 201は弥生時代中期後葉の甕で、口縁端部に凹線文 1条をめぐらす。201の体部

外面下半部には、右上がりの刺突文が施される。この刺突文は一見、貝殻腹縁による横方向の連続刺

突文のように見えるが、縦方向のハケ調整の際に、ハケ先を体部に押しつけることにより、施したも

のと考えられる。

遺構の性格と帰属時期  溝状の土坑である。出土遺物から弥生時代中期後葉と推測する。

■ SK3008(図 71、 写真図版 39)

位置  第 2面南西側の 03・ 04グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.377mで ある。西側

を撹乱に切られる。南側を Tr.1に 切られる。

検出状況  洪水砂の堆積層とみられる暗褐色砂層を入力掘削で除去し、黒褐色砂質シル ト層上を精

査した際に検出された。南北に延びる SK3007を切る。

平面形状・規模  平面形は東西に細長い溝状で、長軸 6.475m・ 幅 0.689mを 測る。断面形はほぼ

逆台形で、確認面からの遺構底面までの深さは 0,322mで ある。

埋土  埋土は 3層に区分される。1層は灰黄褐色砂質シル トを主体とし、砂粒がやや多く、弥生土

器片を微量と炭化物を微量含む。2層は褐灰色砂質シル トを主体とし、炭化物を微量含む。3層は黒

褐色砂質シル トを主体とする。

遺物出土状況  弥生土器片 56点が出土した。ほとんどが甕の細片で、2点が壺の口縁部破片である。

うち 1点の口縁端部に擬凹線文が施される。

遺構の性格と帰属時期  溝状の土坑である。土器片から弥生時代中期以降と推測される。

■ SK3009(図 72)

位置  第 2面南西側の P2・ P3グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.314mで ある。

検出状況  竪穴住居跡 S13001の検出面である黄褐色砂層面の精査中に確認された。S13001と の同

時期のものかは判断できない。

平面形状・規模  平面形は細長い溝状で、長軸 5,681m。短軸 0.674mを測る。断面形は浅いU字形で、

確認面からの遺構底面までの深さは 0.101mで ある。

埋土  埋土は褐色砂を主体とし、にぶい黄褐色砂、褐灰色砂質シル トを含む。

遺物出土状況  弥生土器片 6点が出土した。いずれも細片でまとまりがない。

遺構の性格と帰属時期  溝状の土坑である。土器片から弥生時代中期頃と推測される。
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■ SK3010(図 73、 写真図版 39)

位置  第 2面南西側の P2・ Q3グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.343mで ある。暗渠

排水に切られる。SB3007と 比較的近い位置にある。

検出状況  竪穴住居跡 S13001の検出面である灰黄色砂層面の精査中に確認された。

平面形状・規模  平面形は細長い溝状で、長軸 2.316m・ 短軸 0.841mを測る。断面形は浅いU字形で、

確認面からの遺構底面までの深さは 0.304mで ある。

Ш

司

】

引

「

し

ぼ

圏

期

Ｐ

SK3009土 層観察表

蘇 3009

にぶい黄褐色砂20%、 褐灰色砂質ン レト

少量、酸化鉄微量、粘性弱、締りあり

SK3010土 層観察表

層番号υ
■議

1 翌馳密 砂 着琶5蟹謗ガ&淀獣甍躁畠獣続
2 螂暫 砂質シルト妖蟄翻 鶏盈孵

色砂質シルト

籐号埓竪
°n 難

図72 5K3009。 SK301 0遺構図

1 1盤“
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埋土  埋土は 1層に区分され、1層が褐色砂主体で、2層が黒褐色粘土質シル ト主体である。

遺物出土状況  土器片 72点が出土した。細片が多い中、弥生土器の甕体部のやや大型の破片が含

まれる。

遺構の性格と帰属時期  溝状の土坑である。土器片から弥生時代中期頃と推測される。

■ SK3013(図 73・ 74、 遺物図 31、 遺物観察表 31、 写真図版 39。 70)

位置  第 2面南西側の N4・ N5グ リッ ドに位置する。遺構確認面の標高は 44.417mで ある。

S13015を切る。

検出状況  第 1面上で検出された硬質な暗褐色砂層を除去し、黒褐色砂質シル ト層の上面に下げ

たところでプランを確認した。確認面上に弥生土器片が露出しており、南東側の暗渠排水の掘方に切

られ、その壁面で深さが確認できた。

平面形状・規模  平面形は長方形で、長軸 3.461m。 短軸 1.214mを 測る。断面形は逆台形で、確

認面からの遺構底面までの深さは 0.304mあ る。壁面の立ち上がりはかなり急である。

埋土  埋土は 5層に区分される。1層は灰黄色砂質シル ト、2・ 3・ 4層は黒褐色砂質シル ト、5層

はやや橙色味を帯びた黒褐色砂質シル トである。 1・ 2層には炭化木片が含まれ、にぶい黄褐色砂で

ある。遺物は 1層に集中する。

遺物出土状況  弥生土器片 93点 と石器 1点が出土した。ほとんどが甕の細片であるが、2個体の

土器がほぼ全体を留めた形で出土した。実測図は 3点を掲載する。202は弥生時代中期後葉の甕で、

ほぼ 1個体が埋土上層につぶれた状態で検出された。口縁に擬凹線文と縦方向のキザミを施し、円

SK3013土 層観察表

＼＼

＼

ｋ

層番号」
理ず

n
周番号

1 1羅2頒冽 雛案綴査塩篤偏篇堤紹讐
訣

2娼義説雲 頻邦 雛蒻綴昼響ぞ程箋偏庸肝留讐誇質
3 盤低

2砂質シレト薙糧畠亀筆震巣毘疑象
砂微量、

4 盤瞥 砂質シルト塩握畠亀納黒募勇轟尋
砂微量、

5 7目籍渉 砂質シルト驀紀彗線ゃ硬質

缶 ‐ JL面 醤 豊 面 JL面 留

m

図73 SK3013遺 構図
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SK3013出 土遺物

遺物観察表 31

物

専

還

碁 調査区
返橋番号

(調査番号 】 番号
離
霧

別
種

機
器

法量にmっ 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

202 3
SK3013

(3136)

弥生土器

壷

口径 ■60
器高 :310
最大径 1303
底径 〔74

外面 :日縁端部キザミ・凝回線文 3条・円形浮文
3個 1組を 5組 (4組残 )、 肩部波状文 2帯
・貝殻腹縁による連続刺突文 2列、体部ハ

ケ、底部ナデ

内面 :回縁部～肩部上半ナ大 体部ケズリ後肩部
ハケ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄橙

内面 :褐灰

203 3
SK3013

(3136)

弥生土器

甕

口径 (142)
器高 203
最大径 (1631
底径 望0

外面 :日 縁端部凹線文 2条、日縁部～肩部ナ六

体部ハケ、底部ナデ

内面 :日縁部～肩部ナデ、体部上半ハケ、体部下

半ケズリ後ナデ、底部指オサエ

普通
～ lHlmの 砂粒、

普通

普通

外面 :黄灰

内面 :暗灰黄

外面煤付着

内面炭化物付着

204 3
SK3013

(3136)

石器

不明

未製品

長さ ■97
幅 ■07
厚き 盟7

蓮さ ■ 184

扁平な礫を素材 とする

両側縁に細かい剥離痕あり

表面に自然面残る

頁岩 灰・ 灰白 石斧か
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図74 SK3013微 細図

形浮文を貼り付けている。203は 中期の甕で、折り返した口縁の端部を内傾した帯状に作り、凹線文

をめぐらしている。胴部外面のナデはいずれも縦方向である。204は打製石斧の未成品と推測する。

頁岩を加工したもので、同一石材から作ったと推察される石器が S13006か ら出土している。

遺構の性格と帰属時期  長方形土坑である。出土遺物から弥生時代中期後葉と推測される。竪穴住

居跡 S13006に伴うものか。

■ SK3020(図 75。 76、 遺物図 32、 遺物観察表 32、 写真図版 39・ 70・ 71)

位置  第 2面 05・ P5グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.546mで ある。

検出状況  第 1面の暗褐色砂層を人力掘削で除去した際、弥生土器片が集中する箇所が見つかった。

遺物検出面上面で止めて再精査をしつつ、褐色砂質シル ト層の上面を検出し、その面に揃えてプラン

検出をおこなった。

平面形状 。規模  平面形は不整形で、長軸 2.965m・ 短軸 2.903mを 測る。断面形は盤形で、確認

面からの最深部までの深さは 0,201mあ る。底面にはわずかに起伏があるがほぼ平坦である。底面に、

ピット・小溝・土坑等の付帯施設は全くなく、竪穴住居跡ではない。当初、平面形が不整形なのは、

上面からの重機等による撹乱の影響かと考えたが、遺構内の出土土器が大きく動いていないことがわ

かった。遺構形状はもともとこの形だったようである。

ノ

m

σ
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埋土  埋土は 2層に区分される。 1層は灰黄色砂質シル ト、2層は黒褐色砂質シル トを主体とする。

1層には弥生土器片多数と炭化物を含む。全体に砂粒を多く含む。

遺物出土状況  弥生土器片 304点 と礫数点が出土した。国場整備時に上面を重機が走った影響で

土器片は細かく砕けているものが多い。現場の出土状況でみる限り、完存個体の 4分の 1ないし 5

分の 1程度のやや大型の破片にまとまる傾向がある。土器の接合作業に入って以後も、完全に近い

形に復元できるものは少ない。出土状況は、遺構の西側半分に集中する傾向がある。これは、遺構の

西側方向から土器が廃棄された可能性を示唆している。実測図 5点を掲載した。205は弥生時代中期

後葉の壷で頸部にハケ調整を施した後、擬凹線文をめぐらせている。206～ 209は弥生時代中期後葉

の甕で、口縁端部に凹線文または擬凹線文を施し、体部内面に縦方向のハケ調整を施したタイプのも

のである。206は 口縁端部に擬凹線文 3条をめぐらせた後キザミを入れる。207は 口縁端部に凹線文

1条をめぐらし、体部の張り出した箇所に貝殻腹縁による連続刺突文が上下 2段に施される。208は

日縁端部に凹線文 1条をめぐらせたものである。209は 口縁端部に擬凹線文 2条をめぐらせた後、貝

殻腹縁による連続刺突文を刻み、さらに胴部にも貝殻腹縁による連続刺突文が施される。

遺構の性格と帰属時期  用途不明の土坑である。不整形の平面形状からは倒木痕か洪水時の水溜り

跡のような印象を受ける。最終的には廃棄土坑として使われたと思われる。遺構埋没年代は、出土遺

物から弥生時代中期後葉である。

コ ｀ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

石

SK3020土 層観察表

騒号Л
樫

∞ 難 混入物等

1 〆鶏色砂質シルト諮寇査祓家螢筵推黎犠尋凛肇毘畠景
｀

2 螺暫 砂質シルト総色義穏覇癬曝義轟景
シル陀0%、

図75 SK3020遺 構図
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遺物観察表 32
物

号

遺

番 調査区
遺構番号

`調

査番号 Ⅲ 珈需
版

号

図

番

別

種

種

器 法量lcm/o 特   徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

3
SK3020
(3061)

弥生土器 回径 ■96
器高 ■77～

琳面 :回縁端部擬回線文 3条、日縁部ハケ後ナデ、

頸部ハケ後擬凹線文 5条、体部上半ハケ後
一部 ミガキ

勺面 :日 縁部擬凹練文 3条、頸部～体部上半ナデ

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :黄橙

内面 :橙

206 3
SK3020
(3061)

弥生土器

甕

日径 (180)
器高 ■25～
最大径 :1280

外面 :日縁端部擬凹線文 3条後キザミ、口縁部～

肩部ナデ、体部ハケ・貝殻腹縁による連続

刺突文

内面 :口縁部ナデ・凹線 1条、頸部ナデk体部ハ

ケ

普通
～ 4mmの 砂 粒、

普通

橙

橙

通

面

面

普

外

内

3
SK3020
(3061)

弥生土器
日径 〈2181
器高 1230
最大径 :1316)

外面 :回縁端部凹線文 1条、日縁部～頸部ナデ、

肩部ミガキ、体部中位ハケ後貝殻腹縁によ

る連続刺突文 2列、体部下半ミガキ

内面 :日 縁部～顕部ナデ、体部上半ハケ、体部下

半ケズリ

普通
～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 :灰黄

内面 :浅黄橙

208 3
SK3020
(3061)

弥生土器

甕

日径 ■38
器高 :224

最大径 ■76
底径 :45

外面 :回縁端部四線文 1条、国縁部ナデ、体部ハ

ケ後一部ミガキ

内面 :口 縁部～肩部ハケ後ナデ、体部ケズ リ後上

半ハケ、底部ケズリ後ナデ

普通

～ lmmの 砂粒

普通

普通

外面 :とこぶい黄褐

内面 :灰黄褐

外面煤付着

底部はやや 凹 レンズ

状の平底

3
SK3020

(3061)
71

弥生土器

甕

口径 ■88
器高 275～
最大径 :300

外面 ;回縁端部擬凹線文 2条後貝穀腹縁による連

続刺突文、頸部ナデk肩部貝殻腹縁による

連続刺突文 2列、体部ハケ後下半にミガキ

内面 :日 縁部～肩部上端ナデ、体部ケズリ後上半
にナデ

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通 橙黄

橙

浅

通

面

面

普

外

内

193



ド
、
ゝ
ゝ
ゝ
く
井
甘

Ｋ

埠

m

図76 SK3020微 細図

■ SK3039(図 77、 写真図版 40)

位置  第 2面 09。 P9グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.807mで ある。竪穴住居跡

S13007を切る。

検出状況  耕 3001を除去した段階で確認された。確認面は黒褐色砂質シル ト層面である。埋土の

砂質シル ト中に炭化物が微量に散在している。竪穴住居跡の可能性を考えたが、平面形が不整、柱穴。

壁溝等がなく、土坑として調査した。切り合いからS13007よ り後のものである。

平面形状 。規模  平面形は不整長方形で、長軸 3.452m・ 短軸 3.001mを 測る。断面形は皿形

で、確認面からの遺構底面までの深さは 0,290mあ る。壁面及び底面の調整は粗雑である。底面

に P3400と P3401が 検出された。P3400は平面形円形で、断面形有段 U字形、規模は (0.284m

× 0.267m-0.432mlで あ る。P34011ま 平面形 円形 で、 断面 形不 整 U字 形、規模 は (0.444m×

0.369m-0.498mlで ある。

埋土  埋土は 4層 に区分される。上層の 1層 は暗灰黄色砂質シル トである。2層は黒褐色シル ト主

体で炭化物を多量含む。3層・4層は黒褐色砂質シル ト主体で、黒色シル トと明黄褐色砂を斑土状に

含む。3層 。4層は人為的に埋めた土であり、上面がほぼ水平で貼床面的に広がる。その直上の 2層

には炭化物は散在している。 1層は洪水の作用を受けた自然堆積の埋没土である。

194



SK3039土層観察表

聖    聖

¶
SK3039内P3400土層観察表

響

層番号 いこ這君 層番号把謬
n 凱

2

4

恣離 顔羽
1畢
警 シレト

撃瞥 秒質シルト
1繁
瞥 砂質ンレト

弥生土器片微量、炭化物微量、
オリーブ褐色砂少量、粘性あり、締りあり

炭化物多量、黄褐色砂5%、

粘性弱、締りやや軟質

黒色シルト20%、 明黄褐色砂10%、

粘性やや強い、締りあり

黒色シルト20%と明黄褐色砂10%が斑土
状に混入、粘性やや強い、締りあり

1 1増優智 砂質シルト
2 螺瞥 顕シルト

SK3039内P3401土層観察表

黒褐色シルト少量、褐色砂少量、
酸化鉄微量、粘性あり、締り軟質

黒褐色粘土質シルト30%、

粘性やや強い、締り軟質

層番号 J・甘然
1   ■性 混入物等

1 1摺援智 砂質ンレト欣綾森宣乳湛露綴鳥欣象iヽ

2 臨暫 砂質シルト暴亀承螺解箱瑠豊摯
少量、

3解 粘土質シ外揺建牟蔦唸魚靴 り

図77 SK3039遺構図

ね

遺物出土状況  弥生土器片 118点が出土した。他は細片である。内面たハケナデ調整を残す高邪

の郷部破片が出土している。

遺構の性格と帰属時期  性格不明の土坑である。竪穴住居跡に準ずる何らかの施設であろうか。埋

没時期は、弥生時代中期以降である。
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■ SK3042(図 78)

位置  第 2面 010。 11、 P10・ Hグ リッ ドに位置する。遺構確認面の標高は 44,831mで ある。遺

構の中央を Tr.1に切 られる。

検出状況  耕 3002を除去 した段階で確認された。SK3047・ SK3048と 北端 SB3004の 範囲内にあ

り、何 らかの付帯施設の可能性も否定はできない。

平面形状・規模  平面形は隅丸長方形で、長軸 2.465m。 短軸 1.555mを測る。断面形は浅い皿形で、

確認面からの遺構底面までの深さは 0,181mあ る。壁面及び底面の調整は粗雑である。

埋土  埋土は 3層 に区分される。 1層 はにぶい黄褐色砂質シル ト、2層は暗褐色砂質シル ト、3層

は黒褐色シル トを主体 とする。 1層・2層には砂粒を多 く含む。

遺物出土状況  弥生土器細片が 6点出土 している。

遺構の性格と帰属時期  性格不明の土坑である。出土遺物から弥生時代中期以降と推測する。

■ SK3044(図 78)

位置  第 2面 NHグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.812mで ある。

検出状況  圃場整備の整地層を除去 した段階で確認された。確認面は黒色砂質シル ト層上面であ

る。第 2面 SX3001～ SX3003が近 くにあ り、当初は規模からみて土坑墓の可能性を考えたが、結

果 として判断できなかった。

平面形状・規模  平面形は隅丸長方形で、長軸 1040m。 短軸 0.912mを 測る。断面形は浅い皿形で、

【
角

螂

SK3042土 層観察表 SK3044土 層観察表

層番号
Jピ

督箸

°n 
土性 騒号Jピ

轡甦ln飢

堆

攀
Ｎ
Ｉ
、
ゝ
Ｈ
ヽ
井
ャ

Ｎ

Ｉ

Ｉ

ト

ー‐

主

甘

報
握
バ

穐
は

許
コ

惇

格

Ｆ

混入物守

1に韻獣色砂質シルト欧攘森瑾範岳綴嘉影筋
微量

21躙 頻羽 朧羅 鶴
3 螂瞥 シルト盆護箸民続チ

黄褐色砂Ю%、

1 1騒を
3

2 1撃と
2

31鶏 1

砂 轟紀録繁訛
m%｀

シルト塩起埠尋晶R絲ゃ硬質
シルト盆睦驚尋輝等鳥陥易

シルト少量

図78 SK3042・ SK3044遺構図
SK3042遺 構図
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確認面からの遺構底面までの深さは 0.094mで ある。底面の調整はやや粗い。

埋土  埋土は 3層 に区分される。1層 は暗褐色砂主体、2層 は黒褐色シル ト主体、3層 は黒褐色シ

ル ト主体である。

遺物出土状況  遺物は未検出である。

遺構の性格と帰属時期  性格不明の土坑である。土坑墓の可能性もあるが、用途 。年代 とも不明で

ある。

■ SK3045(図 79)

位置  区第 2面の 011グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.807mで ある。南側を近代以

降の暗渠排水に切られる。

検出状況  回場整備の整地層を除去した段階で確認された。確認面は黒色砂質シル ト層上面であ

る。第 2面 SX3001～ SX3003が周囲にあるが、それらの埋土と比較して黄色砂粒・灰黄色砂粒が多く、

時期は異なるものと推測される。

平面形状・規模  平面形は本来長方形であったと思われ、長軸 2.954m・ 残存短軸 1.687mを測る。

断面形は盤形で、確認面からの遺構底面までの深さは 0.168mあ る。底面がほぼ平坦で壁面の立ち上

がりが垂直に近い。

埋土  埋土は 7層に区分される。埋積経過が確認でき、遺構壁際の 5層・6層 。7層が先に埋積し、

下層の 4層が埋積後、上層の 1層が埋積する。2・ 3層は埋積後の掘 り返しのようである。6層 は暗

コミ
ノ

鞘 響

註

ヂ

SK3045土 層観察表

層番号  」ISP∵
F°
n   

土性

1 1是葛縫ζ頒ンレト筵議戻聯財
0%｀

2 1鏑瞥 砂質シルト猛起哲素穏訴著慾展後
3にミ臨色砂質ンレト爺粥3な畠簾累新奪S掛爵

褐色砂

4 〆鶏名粧質ンレト籍程癸奈皐齢守絡爾
色砂鉤%

層番号J巡
隆
°n 

・ Pl 混入物等

5 螺暫粘土質シルト縄瑠熱絲編場
砂微量

61開 粧質ン琳塩糧卑驚慾融締賜り
7 7:麟撃粘土質ンレト毎糧鳥驚亀詩締りあり

図79 SK3045遺 構図
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褐色粘土質シル ト、7層 は褐灰色粘土質シル トで、粘性のやや強い土である。底面直上の 4層 は灰黄

褐色粘土質シル トで、上層の 1層はにぶい黄褐色砂を多 く含む褐灰色砂質シル トである。

遺物出土状況  遺物は未検出である。

遺構の性格と帰属時期  性格不明の上坑である。にぶい黄褐色砂を多 く含む遺構は耕 3002に多 く

みられることから、時期的にはこの遺構も耕 3002以降 と推測され、古代以降 とする。

■ SK3046(図 80、 写真図版 40)

位置  第 2面 OHグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44,769mで ある。SX3003を切る。

検出状況  回場整備の整地層を除去 した段階で確認された。確認面は黒色砂質シル ト層上面であ

る。SX3003の埋土に比較 して灰黄色砂がわずかに多 く、切 り合いからみても時期は新 しい。ただし、

軸方向が SX3003と ほぼ揃ってお り、形態が小型の土坑墓に近い。

平面形状・規模  平面形は隅丸長方形もしくは小判形に近 く、長軸 1.015m。 短軸 0.664mを 測る。

断面形は浅い皿形で、確認面からの遺構底面までの深さは 0030mである。

埋土  埋土は単層で、褐灰色砂質シル トを主体 とする。

遺物出土状況  弥生土器細片 1点が出土 している。年代は不明である。

遺構の性格 と帰属時期  性格不明の上坑である。SX3003よ り新 しく、弥生時代後期以降である。

土坑墓の可能性 もある。

■ SK3047(図 81、 遺物図 33、 遺物観察表 83、 写真図版 40・ 71)

位置  第 2面の Pllグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.830mで ある。耕 3002に切 ら

れる。Tr.1に 切 られる。

検出状況  Tr.1掘 削時に トレンチ内から弥生時代の高郵が出土 し、遺構内埋上であることが確認さ

れた。その後、上面の耕 3002を除去 し、黒褐色砂質シル ト層面で範囲を確認 した。耕作溝群の埋土

との土質の差異は明瞭ではなく、土器の検出された面でプラン精査をおこない範囲を確認 した。

平面形状・規模  平面形は不整三角形状の浅い掘 り込みである。長軸 3.743m・ 短軸 2.671mを 測る。

ミ

SK3046土層観察表

層番号Jピ
謬
°n

紳
た
バ
ベ
許

群    響
1 1鋏智

図80 SK3046遺 構図

混入物等
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許

Ｋ３０４7土層観察表

遺物図33 SK3047出土遺物

図81 SK3047遺 構図

層番号 JIS翌
餡n°n   .性

1 艦 砂質シルト移短歩薇民罫鍵ま罐
2繕炭豊色顔歩 鷺経霊れ�磁薪

Ⅲ″外ブウク少鼠

3 1繁警 砂質シルト塩経霧民酪忠漏革硬質

m

遺物観察表 33

遺物

番号
調査区

遺構番号

`謂
沓碁暑 ゝ

還物図

番号

図版

番号

別

種

種

器 法量Om/D 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備  考

3
ＳＫ

Ｏ
弥生土器

高邪

ヨ径 :13301

器高 (172)
即径 ■29

外面 :口縁部四線文 3条、郷底部 ミガキ、脚部ナ

デ、V「裾部回線文 1条
内面 1回縁部ナ六 郷底部ハケ後 ミガキ、Hl部 ケ

ズリ
時記 :円形透かし9方向

普通

～ l rlmの 砂 粒、

普通

晋通

外面 :に ぶい黄褐
内面 :橙
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断面形は不整な盤形で、確認面か らの遺構底面までの深さは 0.140mある。壁面調整の状態は確認で

きない。

埋土  埋土は 3層 に区分される。 1層は暗灰黄色砂質シル ト主体で、弥生土器の高邪を含み、炭化

物を微量含む。2層 は暗灰黄色砂質シル ト主体で黒褐色シル トブロックを少量含む、3層 は黒褐色砂

質シル ト主体である。

遺物出土状況  実測図を 1点掲載する。210は弥生土器の高郷で不部の口縁外面に 3条の凹線文が

施される。脚部には、円形の透か しが 9箇所に入れられている。弥生時代中期後葉に比定できる。

遺構の性格と帰属時期  性格不明の上坑である。高郭を供献土器 と考えると墓坑の可能性もある。

■ SK3048(図 82)

位置  第 2面の PHグ リッ ドに位置する。遺構確認面の標高は 44.830mである。耕 3002に 切 ら

れる。暗渠排水に切 られ、Tr,1に切 られる。

検出状況  Tr l掘削時に、周辺層より炭化物 と焼土が多 く集中する箇所があ り、遺構埋土であるこ

とが確認された。上面の耕 3002を除去 し、黒褐色砂質シル ト層面で範囲を確認 した。

平面形状・規模  平面形は不整形で、長軸 1.830m・ 短軸 1,708mを測る。断面形は浅い U字形で、

確認面からの遺構底面までの深さは 0.319mあ る。壁面調整の状態は確認できない。

埋土  埋土は 3層 に区分される。 1層は暗灰黄色砂質シル トで焼土 と炭化物を微量含む。2層 は暗

灰黄色砂質シル ト主体で、黒褐色シル トブロックを少量含む。3層は黒褐色砂質シル ト主体で暗灰黄

色砂ブロックを含む。セクション図の 4層は基盤層の黒色土層である。

遺物出土状況  炭化物・焼土粒はあるが、遺物は出土 していない。

遺構の性格と帰属時期  用途不明の上坑である。西側に並ぶ SK3047の高必が弥生時代中期であ り、

これと並存することから同時期の可能性があるとみている。

―W―
【

SK3048土層観察表

屈需 コ
粗饗 混入物等

響

図82 SK3048遺構図

砂質シルト禁議綴萱乳鱗 越鞣積貴
頻力甥 経嘉1昂祓

羽ブウク蛙

砂質シルト塩経雰戻霧牙Σチ
クЮ%｀

砂質ンルト薙経景窯轟駅 ゃ硬質

1 繕甚鎚
2  稔離
31羅 1

4  笹著暫
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■ SK3049(図 83、 写真図版 40)

位置  第 2面のPHグ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.824mである。耕 3002に 切ら

れる。

検出状況  上面の耕 3002を除去し、黒褐色砂質シル ト層面で範囲を確認した。

平面形状・規模  平面形は隅丸長方形で、長軸 2.729m・ 短軸 2.632mを測る。断面形は浅く不整

な U字形で、確認面からの遺構最深部までの深さは 0.273mあ る。壁面調整痕は確認できない。

埋土  埋土は 8層 に区分される。いずれも黒褐色砂質シル トを主体 とし、黄色味の強い層と黒褐

色味が強い層とがある。 1層 と4層の境界に細かい起伏があり、2層・ 3層部分で若干の落ち込みが

ある。

遺物出土状況  弥生土器片 49点が出土した。いずれも細片で統一性がない。

遺構の性格と帰属時期  用途不明の土坑である。年代は弥生時代以降のものである。

監
ｒ

SK3049土層観察表

層番号 」
`P°

tatl° n
混入物等 層番号

鶴̈
上性

1  駕諮
21解
3 蟹踏
4鱈諮

五少振毒E/ルト態纏絨紬り
顔ンレト駆ぎ線範質
顕渤卜駆亀t轟ゃ願
砂質ンレト撼糧畠t罷報質

51羅 1

6M

7 鱈諮
8 督楷

図83 SK3049遺 構図

砂質シルト塩紀獣線 (硬質
砂質ンレト薙糧亀t羅報質
砂質シルト塩健ぎ隷速質
砂質ンレト筵紀獣線報質
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■ SK3053(図 84、 写真図版 40)

位置  第 2面の P12・ P13グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.881mである。東側を撹

乱に切られる。南側の S13008と 接する。

検出状況  黒褐色砂質シル ト層上面で範囲を確認した。

平面形状・規模  平面形は不整な隅丸長方形で、長軸 3.182m・ 短軸 3.106mを 測る。断面形は浅

く不整な U字形で、確認面からの遺構底面までの深さは 0.182mあ る。

埋土  埋土は 5層 に区分される。1層 は上面からの耕作撹乱で、にぶい黄褐色粘土質シル ト主体で

ある。2層は褐灰色砂質シル ト主体である。3層は暗褐色砂質シル ト主体である。4層は灰黄褐色砂

質シル ト主体である。5層は黒褐色砂質シル ト主体である。SK3055は 2層に区分され、1層・2層

とも黒褐色粘土質シル トを主体 とし、粘性がやや強い。1層 と4層 の境が凹凸が激 しく、植物痕の

SK3053内 P3438土層観察表SK3053土 層観察表

路号 サ
I:訪

… 難 麟号J盤∽ 剤 混入物等

1に試礁色粘土質シル鵡モ壽基縦轟廃観
色砂少量、

2 靭智 砂質シルト最捏身繁辱浙冬¥緩議
3 1慇据を

8砂質シルト暴纏身繁轟訴冬坪緩啓
4 羅 色顔ンレト籍程筋昭肇霰解

罐｀

5 導畢覇蛮砂質シルト感捏縁繁轟浙冬賭緩啓

11撃種老
I粘鎮か塩糧阜箪録締%り

2  蟹諮 粘土質ンレト塩紀彙肇累訴(総

図84 SK3053遺 構図
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可能性がある。

遺物出土状況  弥生土器片 49点が出土した。いずれも細片でまとまりがなく、表土からの流れ込

みと思われる。

遺構の性格と帰属時期  用途不明の土坑である。年代は弥生時代以降である。

■ SK3055(図 85、 遺物図 34、 遺物観察表 34、 巻頭図版 5、 写真図版 40。 71)

位置  第 2面 Q13グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.91lmで ある。

検出状況  圃場整備の際の重機撹乱を除去し、近代以降の耕作土と弥生時代遺物包含層を混合した

層が検出されたため、遺物を採取しつつ面を掘り下げ、黒褐色砂質シル ト面を検出した。その際、多

数の土器片が集中する箇所が見つかったため、周辺を精査して土器集中範囲を確認し、土坑として調

査することにした。

平面形状 。規模  平面形は縦に細長い瓢箪形で、長軸 2.874m・ 短軸 1.390mを 測る。断面形は不

整な U字形で、確認面からの遺構底面までの深さは 0.165mで ある。

埋土  埋土は 3層に区分され、3層 とも黒褐色砂質シル トを主体とする。1層が弥生土器片を多数

含み、2層 が弥生土器片を少数含み、3層が土器片を微量含む。 1層 と3層が若干黄色味を帯びる。

SK3055土 層観察表

層番号 JSP°
tatt° n

混入物等

1 領諮 砂質シルト密疾査霰縁窒鞠纏第偽 質
21羅 砂質シルト維義議廓幕窯品鍵祭

色砂少量、

3 賀渚警 頻シルト雛義i陰 卸少量、

図85 SK3055遺 構図
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遺物出土状況  弥生土器片 2062点 と石器 1点、礫数点が出土した。弥生時代中期後葉の土器片を

中心に甕の体部片が多数を占め、高イ脚部 。壷口縁部等、甕以外の器種も含まれる。出土状況でみる

限り人為的に砕かれて埋められたものであろう。接合はほぼ不可能な状態であったが、211と 212の

み特殊な形状であったため復元できた。211は水差形土器であり、把手と口縁部付近が確認された。

212は弥生土器の器台で、全体を立鼓形につくり、口縁外帯部に波状文を施し、裾部に凹線文 6条を

めぐらすものである。凹線文の直上に鋸歯文を大きくしたような三角文が 4つ並んで陰刻されてい

るのが特徴的で、三角文の中の斜線数に違いがあり、一番左と左から二番目が三本線、左から二番目

と右端が三本線である。また、三角文の左側二つには柱を立てたような縦線が刻まれ、線刻画のよう

にも見える。213は泥質粘板岩製の石包丁である。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。出土した土器片は弥生時代中期を主体とするが、直上まで近

代以降の耕作地を開墾した際の土器捨て場の可能性もある。

m

遺物図34 5K3055出 土遺物

く

遺物観察表 34

物
号

還
番

調査区
(調査番号 】

還物図

番号

図版

懇暑

別

種

種

器
法量やm/D 特  徴 胎土 /材質

成

謡

焼

色 備 考

3
SK3055

(3051)
71

弥生土器

壷

(水差形土器 )

ヨ径 (114)
器高 ■29～

外面 1日 縁部ナデ・凹線文 1条、肩部ハケ、把手

ナデ

内面 :回縁部～肩部ナデ

特記 :肩部に把手

普通
～ 2mmの 砂 粒、

普通

やや良好

外面 :に ぶい黄推

内面 :灰黄褐

SK3055

(3051)

弥生土器

器台

ヨ径 238
器高 :255

即径 254

外面 !回縁部波状文、体部ハケ後中位にミガキ、

裾部凹線文 6条
内面 :ハケ・ナデ

特記 :外面脚台部に線刻による鋸歯文 4個

普通

～ 3mmの 砂 粒、

普通

普通

外面 :にぶい橙

内面 :灰黄

3
SK3055

(3051)
7]

石器

石包丁

長さ 61～
幅 も25～
厚さ :085
重さ :281

磨製、研磨痕あり

組部穿孔 1箇所径 4mm以上、未貫通穿孔 1箇所

径 35mmあ り

尼質粘板岩 火 1/2以 上欠損
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■ SK3056(図 86、 遺物図 35、 遺物観察表 35、 写真図版 40・ 72)

位置  第 2面 Q18グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 45,353mで ある。

検出状況  近代の耕作土を除去したところで、色調の明るいにぶい黄褐色砂層を検出した。このに

ぶい黄褐色砂層を切る遺構として暗褐色砂質シル トのプランが検出され、表面に弥生土器片が検出さ

れた。

平面形状・規模  平面形は不整楕円形で、長軸 3.067m。 短軸 1.426mを 測る。断面形は U字形で、

確認面からの遺構底面までの深さは 0.141mで ある。壁面調整の状態は確認できない。

埋土  埋土は単層である。黒褐色砂質シル トを主体とし、黒褐色砂 。黒色砂質シル ト等を含む。弥

SK3056土層観察表

離号埋撃
∽ 艶

砂質シルト務賽チ霧S誌月期
秒質シルト露経辱黒姦伝鍮講

色砂微量、

図86 SK3056遺 構図
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215

遺物図35 SK3056出 土遺物

遺物観察表 35
物

号

遺

番 調査区
遺構番号

(調査番号 ) 棚需
版

号

図

番

別

績

種

築 法量 lcm/gl 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

3
SK3056

(3052)

弥生土器

壷

口径 (224)
最大径 (5601

外面 口縁端部擬凹線文 3条、日縁部～頸部ナデ、

頸部凹線文 2条、体部ハケ後肩部波状文

回縁部ナデ、頸部ハケ、肩部ケズリ後ナデ
・ハケ、体部ハケ

内面

普通
～ lmmの 砂 粒、

普通

雪通
II面 :に ぶい橙

代面 〔橙

3
SK3056

(30621

弥生土器

甕

器高 :284～
最大径 38 Cl…

底径 :95

面

面

記

外

内

特

体部ハケ後下半ミガキ、底部ナデ

体部ケズリ後上半ハケ

底部は凸レンズ状

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

通
面

面

にぶい黄橙

浅黄

3
SK3056

(3052)

弥生土器

甕

口径 (1481
器高 :217～
最大径 イ2141

面

　

面

外

　

内

回縁端部回線文2条、回縁部～肩部上半ナ
デ、体部ハケ
回縁部ナデ、肩部ハケ、体部ケズリ

普通

～ 3111mの 砂粒、

普通

外面 :橙

内面 :に ぶい黄糧

外面体部下半燦付着
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生土器片、特に大型の壺片を多く含む。

遺物出土状況  弥生土器片 255点が出土した。弥生時代中期後葉の土器片を中心に多数出土した。

214は大型の壷で、口縁端部に擬凹線文 3条を施し、体部外面は縦方向のハケ調整ののち肩部に 4本

の波状文を施す。215は、大型の甕の底部である。216は 甕で、口縁端部に凹線文 2条が施される。

いずれも弥生時代中期後葉に比定される。

遺構の性格と帰属時期  土坑である。おそらく廃棄土坑である。出土遺物から弥生時代中期後葉と

推測される。3区の東側にはこの土器と関連のありそうな竪穴住居跡は確認されなかったが、隣接す

る調査区外に集落が続くことを予想させる出土状況である。

第 5項 3区第 3面 遺構 と遺物 (巻頭図版 4、 写真図版 41)

洪水砂層である暗褐色砂層を除去して第 1面を検出し、耕作溝群を調査した後、第 2面を調査し、

さらに黒褐色砂質シル トが混在する層を除去して、黒色土層上面まで掘り下げた。この黒色土上面が

第 3面の遺構確認面である。黒褐色砂質シル ト層は、暗褐色砂層の下で流水作用等による撹乱を受

けていたと思われ、砂・シル ト・粘土質シル トが混在した硬質な層で、この層を除去しないとプラン

を検出できない遺構が多数あることがわかった。

調査の結果、第 3面では、掘立柱建物跡 1棟・竪穴住居跡 3棟・土坑 31基・ ピット349基が検

出された。このうち、掘立柱建物跡と竪穴住居跡と、P3662について詳細を述べ、他の遺構は 3区

遺構一覧表 (表 10～ 22)で概要を記す。

■ SB3008(図 87、 写真図版 42)

位置  第 3面南西部の 04・ 5、 P4・ 5グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.048mを 測る。

検出状況  黒褐色砂質シル ト層を除去し、第 3面確認面の黒色シル ト層上面で検出した。周辺にピッ

ト群が多くあり、柱穴の対応関係が判別しにくい。柱穴と想定したもの以外にも深いピットがある。

S13013の東側に隣接しており、竪穴住居跡の周堤幅を想定すると、S13013と の並存は考えにくい。

軸方向 。平面形状・規模  桁行 1間・梁間 1間の掘立柱建物跡である。主軸は N-25C Eを ふる。

建物の平面形は長方形である。桁行長 2.940m・ 梁間長 1,860mを測る。

SB3008は P3440-P3441-P3442-P3443の 4基の柱穴で構成される。各柱穴の規模 (長軸×短軸 ―

確認面からの深さ)は、P3440は (0,389m× 0.377m-0.393ml、 P3441は (0,470m× 0.383m O.372m)、

P3442は (0.6Hm× 0.603m-0,424ml、 P3443は 10.629m× 0.560m-0.541mlで ある。形状は、平

面形は 4基 とも円形。断面形はP3440。 P3441は U字形。P3442は有段 U字形。P3443は浅いU字

形を示す。底面の調整痕は残っていない。

柱穴埋土 。礎石の有無  P3441は柱痕が確認され、P3441の柱痕埋土はにぶい黄褐色砂質シル ト

を主体とし、掘方の埋土は黒色シル トを主体とする。礎石はない。

遺物出土状況  P3441か ら土器片 2点、P3442か ら土器片 3点、P3443か ら土器片 7点が出土し

ている。

遺構の性格と帰属時期

すると推測される。

掘立柱建物跡である。出土遺物と埋土と軸方向から、弥生時代中期に所属
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SB3008 土層観察表

響 甲

勿 パ

遭構番号 層番号 JISP°
tation

混入物等 選構番号 層番号 輛協
■性

P34401解 頻羽 朧罵 侯観 歩
躯

P蜘 2 ∵繁澄A シレト 懸↓辱覇訊哲滲競争治i誘1鱗｀

頻冽 羅瑠 徹犠 子
躯

歩 騒囀 伐靴 子
躯

シルト 昼縁詣窪紬 、轟お豪鐸
色砂押舗

P344211解 蕨 翡
繍

や勢 粘`性や鍋 い

出 ″ 21紹 羽
鰯

や勢 ＼粘性や靭 い

P94423娼
摯説蛮

羽
選鷹立安与常膚効

にぶ予減褐色瑛 %

鰐 隊羽 揺経零詩 犠 r閉
炊

解 羽 瞑篭堪安与慾嬬効
にぶヤ墳褐色跡な

10YR3/2

黒褐色

10YR2/1

黒色

10YR3/1

黒褐色
P3443   2

図87 SB3008遺 構図
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■ Si301 3(図 88～ 90、 遺物図 36、 遺物観察表 36、 写真図版 42・ 43・ 72)

位置  3区第 3面南西 04・ P4グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44,464mで ある。北端

を S13005に切られる。暗渠排水とTr.1に 切られる。

検出状況  黒褐色砂質シル ト層上面で、この付近のみ、焼土粒・炭化物粒・微量の上器片を検出した。

竪穴住居跡の可能性を考えたが、当箇所には酸化鉄・酸化マンガンが多量に沈着して硬質化しており、

プラン面からはまったく遺構の範囲等は見えなかった。このため、暗渠排水の掘方と Tr。 1の壁面を

再精査し、竪穴住居跡の壁溝の掘方と柱穴の存在を確認した。ベル トを設定して住居として調査する

ことになった範囲内に多数の柱穴があることがわかり、竪穴住居跡の可能性は高まった。

軸方向・平面形状・規模  平面形は円形に近 く、長軸 8,419m・ 短軸 8.283mを 測る。床面は暗褐

色砂層によって削られ消失している。断面形は浅い盤形で、0,166mの 深さを確認した。壁溝が部分

的に残っている。溝は最も外側の SD3021以外に、SD3022～ SD3025ま であり、二重になっている

のではなく、渦状に拡大しているかのようにみえる。

住居内ピットは 36基、中央土坑は 2基検出された。ピット・土坑の規模は遺構一覧表を参照のこと。

中央土坑は SK3068と SK3069が切 り合った状態で検出され、SK3068が SK3069を切る。拡張もし

くは建て直しがおこなわれているとみられ、調査時の所見では中央土坑の数の 2回 とされる。古い時

鰻 フ

遺物図36 Si3013出 土遺物
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219

遺物観察表 36

物

皇

遺

基 調査区
週構番号

`調

査番号 】 翻絹
版

暑

図

基

別

種

種

器 法量 lcm/gl 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備  考

3 Ｓ‐３。‐３］
弥生土器

甕

口径 (よ 52)

器高 :80～
最大径 (17g

外面 :口縁端部凹線文 1条、回縁部～頸部ナデ

肩部ハケ後一部ナデ

内面 :回縁部～頸部ナデ、肩部ハケ後ナデ

普通

～ lmmの 砂粒、

普通

普通

外面 iに ぶい黄橙

内面 :橙

3
斑3013内 SK3071

(3641)

弥生土器

甕

回径 (132)
器高 ■10～
最大径 イ189｀

外面 :日縁端部凹線文 1条、日縁部ナデ、体部ノ

ケ

内面 :回縁部～頸部ナデ、体部ケズリ

普通

～ 4mmの 砂粒、

普通 橙黄い

黄

ぶ

灰

に

通

面

面

晋

外

内

3
S13013内 P3513

(4046)

弥生土器

高郷
器高 :45～

外面 :ナ デ、凹線文 4条以上

内面 :ケ ズリ、脚端部ナデ

特記 :円形透かし 2方向以上

普通

～ lmmの 砂 粒、

普通

褐

褐

赤

赤

暗

暗

通

面

面

普

外

内

220 3

S13013内

SK3068・ 3069
弥生土器

壷
器高 :30～

外面 :日縁部凹線文 2条後キザミ後円形浮文、醤

部上端回線文 2条
内面 〔回縁部ナデ

普通

～05mmの砂粒、

普通

普通

外面 :にぶい橙

内面 :明黄褐

3

S13013内

SK3068。 3069
(3965)

弥生土器

甕

器高 191～
底径 :56

外面 :体部下半～底部 (ミ ガキ )

内面 :体部下半～底部ケズリ

普通

～ 3mmの 砂粒、

普通

褐赤いぶ

褐

に

黒

通

面

面

普

外

内

3
,13013内 P3492

(3645) 硝葡期

長さ :91～
幅 665
厚さ C175

重き 623

直線刃半月形

磨製、研磨痕あり

紐部穿孔残存せず

告板岩 灰
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期の S13013を S13013a、 新 しい時期の S13013を S13013bと すると、S13013aは、図 88の一点鎖

線で示 した小さい方の円と思われ、中央土坑 SK3069を 中心に柱穴は P3516-P3503、 P3484P3508、

P3486(SK3070で 消滅 )、 P3492P3510が 対応 していた と推測する。S13013bは 、図 88の破線で

示 した大きい方の円 と思われ、中央土坑 SK3018を中心に、柱穴は P3482-P3507、 P3486P3509、

P3490P3512、 P3504・ P3506-P3517が 対応いていたと推測する。いずれも 8本柱である。

埋土・礎石の有無  貼床面は残っていない。遺構埋土と考えられた黒褐色砂質シル ト主体の炭化物

と焼土粒を含む層 (セ クション図 J―」'3層 )は、洪水性堆積層の一部をなしている。この層は、竪穴住

居跡の掘方と貼床面のほばすべてを押し流し堆嶺した層である。壁溝 。小溝・柱穴・土坑の下部のみ

が残される。遺構内埋土は黒褐色砂質シル ト主体で、黒褐色砂を含むものが多い。P3508。 P3505・

P3489に は礎石がある。P3492は埋土の上層に礎石状に石が置かれている。

遺物出土状況  住居内範囲の埋土中・ピット内 。壁溝内・小溝内・土坑内から土器片 225点が出

土した。この中で弥生土器の甕口縁部片 18点・同甕底部片 5点 。同高邦片 1点が出土した。実測個
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図88 S13013柱 穴の新旧振り変わり
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体 6点を掲載する。217と 218は弥生土器の甕の上半部で、いずれも口縁端部に凹線文 1条を施す。

219は P3513か らの出土で、高邪の脚部破片であり、凹線文を 4条以上をめぐらせた後、円形の透

かし穴が穿たれる。220と 221は 中央土坑 SK3068・ SK3069か らの出土である。220は 壼の口縁部

破片で、凹線文 2条を施した後縦方向にキザミを多数いれ、円形浮文を貼り付けたものである。221

は弥生土器の甕の底部付近であり、内面のケズリが上向きに入れられている。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。出土遺物から弥生時代中期後葉に比定できる。第 3

面所属であるため、第 2面竪穴住居址 S13001～ S13012よ り古いと考えたが、出土遺物の年代に際立っ

た差はみられなかった。

■ Si301 4(図 91、 遺物図 37、 遺物観察表 37、 写真図版 43・ 73)

位置  3区 第 2面北西側 N2・ N3グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.279mで ある。

S13002・ S13003に切られる。

検出状況  第 2面の竪穴住居跡 S13003を完掘し、黒褐色砂質シル ト層を掘り下げ、黒色シル ト層

(3-8層 )上面で検出した。遺構埋土等は残っておらず、壁溝 。中央土坑・ピットのみの検出である。

平面形状 。規模・礎石の有無  平面形は円形で、やや隅丸方形ぎみになる。残存長軸 5.259m・ 短

軸 4,880mを測る。断面形は浅い盤形で床面までの深さは 0.072mだ け残る。貼床は検出できない。

SK3060と SK3061は中央土坑と思われる。SK3060が SK3061を切り、規模は SK3060が (0。795m

×0.680m-0.108ml、 SK3061が (残存 0,705m X O.683m-0,H4mlで ある。

柱穴は 6基 が確認できる。P3444-P3448、 P3446-P3450、 P3447P3452が それぞれ対になる。

規 42~は P3444は (0.501m X O.487nrO.531ml、  P3448は (0.655m × 0.510nrO.409ml、 P3446は

(0。 729m× 0.486m-0,191m)、 P3450は (0.475m× 0439m-0.378m)で あ る。P3447は (0.487m×

0.443m-0.625ml、 P3452は (0.546m× 残存 0.419m-0.569mlで ある。形状は、ほとんどが平面形

が円形で、断面形は U字形もしくは円筒形を示す。P3446の みが平面形が楕円形で断面形が有段

U字形を示す。P3444・ P3448・ P3447・ P3452の 4基が深さ 40～ 60cm前後で深 く掘 り込まれ、

P3446・ P3450がやや浅い。後者 2基が補助柱穴的な役割を果たしていたのではないか。P3444と

P3448のみ、礎石がある。

柱穴埋土  遺構内埋土は黒褐色砂質シル トを主体とする。暗褐色砂を少量含み、炭化物を微量含む。

柱穴埋土は、非常に深く掘り込まれている関係で、基盤層由来の黄褐色砂ブロック、暗褐色砂質シル

トを含むものが多い。

遺物出土状況  埋土中・ピット内・壁溝内から土器片 12点・石器 1点、他に被熱により割れた礫

が数点出土した。土器片のうち 2点が弥生土器の甕の口縁部である。石器 1点を掲載する。223は床

面直上からの出土であり、被熱により7点以上の破片に割れて埋没していた。砂岩製の砥石で、直

方体の側面 4面すべてが著しく磨耗している。部分的に筋状の擦痕が見られる。刃こばれ調整痕か。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。埋土に炭化物を含むことや砥石の出土状況から、焼失

住居であった可能性がある。遺物が少なく細かい年代はわからないが、弥生時代中期中葉にさかのば

る資料はなく、S13003同様中期後葉と思われる。
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遺物図37 Si3014出 土遺物

■ Si301 5(図 92-1・ 92-2、 遺物図 38、 遺物観察表 38、 写真図版 44・ 73)

位置  3区 第 3面北西 N4・ N5グ リッドに位置する。遺構確認面の標高は 44.444mで ある。第 2

面 S13006の北側に位置し、S13006が S13015の南側端部を切る。暗渠排水に切られる。

検出状況  第 2面遺構検出面上には厚さ 1～ 5cmの黒褐色砂質シル ト層が広がっている。この層

が弥生時代後期以降の決水性の堆積層の一つと思われ、この層で覆われているため住居プランが検出

できないでいた。基本層序 37層 の黒色シル ト層面を検出し、慎重に精査して、ようやく竪穴住居跡

の壁溝が浅く環状にめぐることを確認した。

平面形状・規模  平面形は円形である。長軸 7.073m・ 短軸 6.917mを 測る。貼床面及び床面は黒

褐色砂質シル ト層によって削られ消失している。断面形は浅い盤形で、深さは 0,054mが 残る。壁溝

は 5cm程度遺存する。

中央土坑 1基・土坑 2基・ ピット25基が検出された。ピットのうち柱痕状の痕跡を有するもの

は 14基を数える。各ピットの規模は 3区遺構一覧表の表 10～ 20で示す。このうち、6基が主柱

穴と思われる。エレベーション図 A―A'で示 した P3478と P3464、 }B'の P3457と P3466、 C―C'の

P3459と P3476が、S13015の主柱穴であろう。

遺物観察表 37

遺物

番号
調査区

遺構番号

`調

査番号 】 翻耕
版

号

図

番

別

緒

種

袈
法量にmり 特  徴 胎土 /材質

成

調

焼

色 備  考

223 3
S13014

(3860)
73

石器

砥石

長さ :317
幅 :955
厚さ :85

重さ :2709

砥面 4面・擦面 4面
1擦面・角 2方向に横方向の鋭利な筋状の砥ぎ預

あり

砂岩 (古期 )

灰 黄 褐・ にぶ t

黄橙
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S13014 土層観察表

機以
鞘

聖

帯

価

準 姿

遭構番号 届番弓
J樫 伽

混入物等 遺構番;癌 番号
J普

晃碧

°n
上世

靭智 砂質シルト尋纏身繁絡
少量、

娼革桑蟹砂質シ淋罐程窯終縞 μ
量、

1解 顔洲 鈎酢 翡靴 り

継 色砂質シルト轟纏黒率纂k綿暢
∵鎚

れ砂質シルト尾絃雰展義写貯″
∝

鍔轟色砂質シルト猛起撓嘉縛斎留慧留蟹
聖

禦

聖

鞘

禦

堤第説蛮砂質シルト轟纏身XI腑 評轟色砂質シルト矯起呈毒癖后響慧留蟹

P3447   2

鵡 色顔羽 黒褐色砂質シルト20%、

粘性やや強い、締りあり

P3405   2

P3455   3

10VR5/1

褐灰色

IOYR4/1

褐灰色

砂質シ淋尋纏勇繁絆
%｀

砂質シ淋尋纏鍮繁祓
わ%｀

評魏色砂質シルト尋紀黒驚畢〔織
砂質シルト尋纏黒率憂t織
砂質シルト鍾径隼率纂t織

10YR4/2

灰黄褐色

10YR3/1

黒褐色

1 ,!蛍
S目 告々顕シレト疹⊆:甘をぉう摯号i;鷺七骨:子

房

ρ暗ギμy箔色砂質ンルト貯躍 荒詭勇毘鳥蹴馬影
羅色砂質シルト娠起恥毒縛后響慧留後
評鶏色砂質シルト尋纏身諸祓

豹%

堤場議蚤砂質シ恥妊起拡衰聯隊,0%

瀦 色砂質シルト塩糧勇庶辱影冬¥讐啓
P34m 2 罵 毯頒カレト緞 写再L千(1とイ督弓旨

鵬 名砂質シルト怪ジサ翻
褐

SD3019a  l

SD鰤"2鍔婆罷笹砂質シルト抵づサ歳鍵曇籟
褐

SD301飩 3 〆鶏色砂質シルト急起(要増錆ぐ犠霧年ゃ硬質

堺警 砂質シルト低0帰琵筵象線
1解 頒冽 怪0帰誰 解で堪

些 西 誠 面 堅 嬰 坐 面 � 面 聟

η

‖

響

図91 S13014遺 構図

1魁

侯を
1砂質シルト尋糧縁諸祓

少量、
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S13015は、完掘状態で見る限り、円形住居で壁溝が 1条めぐり、6基の主柱穴を有し、住居のほ

ば中心に中央土坑を備え、中央土坑の両脇に小ピットを備えるという、いわゆる「松菊里型竪穴住居」

の様相を呈する。「松菊里型竪穴住居」は、韓国忠清南道の松菊里遺跡の竪穴住居跡を指標とするも

ので、日本では弥生時代中期前葉頃の北部九州を中心に日本列島各地に広がりを持ち、円形住居の祖

形の一つとされる。3区の集落の存続時期は、出土遺物から弥生時代中期後葉を中心としており、「松

菊里型竪穴住居」が構築されるには時代が下 りすぎる感がある。ただし、これまでの出土事例で見

る限り、この住居の末限については、「中国地方、近畿地方では弥生時代終末期 (一部の地域では古

墳時代前期 )ま で根強く営まれ」るとされ、時期的・地域的に矛盾するわけではない。当該地ではこ

の住居跡以外に中央土坑両脇に小ピットを備えるタイプのものは確認できず、これ 1棟のみである。

ここでは「松菊里型竪穴住居」の可能性を指摘するにとどめておく。中央土坑脇のピットについては

P3481と P3469以外にもP3481と P3468・ P3469の組み合わせも考えられる。

柱穴埋土・礎石の有無  各柱穴掘方の埋土は、直上に堆積していた黒褐色砂質シル ト層とその上層

にあった暗褐色砂層とが混合した状態のものが多い。礎石の確認できるものはない。

遺物出土状況  S13015住居範囲内の埋土中・壁溝内・ピット内から土器片 63点が出土した。 こ

のうち 4点が弥生土器の甕の口縁部破片である。P3465出土の小型の甕 (2241が 唯―の個体別資料で

あり、時代は弥生時代中期であろう。また、壁溝 SD3020を切る SK3077か ら 1点有孔土製円盤が出

土してぃる。実測図は 2点掲載する。224は 弥生土器の小型の甕である。P3465内 に天地逆で埋没

していた。口縁端部は玉縁状で凹線はない。225は粘板岩製の石斧である。

遺構の性格と帰属時期  竪穴住居跡である。第 3面所属であり、第 2面所属の住居跡にくらべて

古いと思われるが、出土遺物からは弥生時代中期中葉にまでさかのぼる資料はなく、弥生時代中期後

葉に帰属すると思われる。

註2 蔭山誠-1997「松菊里型 (系 )竪穴住居」『埋蔵文化財愛知 nO.55』 財団法人愛知県埋蔵文化財センター
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遺物図38 S13015出 土遺物
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遺物観察表 38

物
号

慮
番 調査区

遺構番号

(調査番号 】

遺物図

番号

図版

番号

別

種

種

器 法量 (cln/gl 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

224 3
P3465
(4023)

弥生土器

甕

回径 ■38
器高 227
最大径 ■82
底径 :54

外面 1日縁部～頸部ナデ、体部上半ケズリ後ナデ、

体部下半ハケ、底部ナデ

内面 :日 縁部ナデ、体部～底部ケズリ

普通

～05mmの砂粒、

少ない

やや良好

外面 :橙

内面 :橙

外面燦付着

225 3
P3467

(4002)

石器

石斧

長さ :67

幅 :38

厚さ :09

重さ 274

磨製、刃部を中心に研磨痕あり

両側縁に細かい剥離痕あり

両刃
省板岩
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S13015内 ピット土坑等 土層観察表

週構番号 属番号 遺構番号 層番号
」IS nOtation

土色名
混入物等

上色名

IOYR3/3

暗褐色

ltlYR3/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

P3472

P3472

P34,2

P3472

砂質  柱痕上埋上、

カ レト 粘性弱、締りやや硬質

砂質  柱痕、暗褐色V12質 シルト少量

シルト 粘性弱、締りやや硬質

砂質  黒色砂質シルト少量

シルト 粘性弱、締りあり

砂質  暗褐色砂質シルト多量、

シルト 粘性弱、締りあり

2

3

10YR3/2   砂質  柱痕、にぶい黄褐色砂20%、

黒褐色    シルト 粘性弱、締りあり

10YR3/2   砂質  柱痕、暗褐色砂質シルト30%、

黒褐色    シルト 粘性弱、締りあり

10YR3/1黒褐色 砂質シルト 黄褐色砂微量、粘性・締りあり

10YR2/3   砂質  明黄褐色砂 (基盤層由来)30%、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR3/3

暗褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR3/3

暗褐色

頒
シ′レト
頻
シアレト
顔
シアレト

柱痕、灰黄褐色砂10%、

粘性弱、締りあり

にぶい黄橙色砂5%、 灰黄褐色砂

質シルト少量、粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト20%、

粘性あり、締りあり

P3473

P3473

iOYR5/2   砂質  柱痕、褐灰色砂質シルト20%、

灰黄褐色   シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR3/1   砂質  柱痕、褐灰色砂質シルト20%、

黒褐色    シルト 締りやや硬 質

10YR2/1   砂質  明黄褐色砂30%
黒色    シルト 粘性なし、締り硬質

10YR2/1   砂質  明黄褐色砂30%、

黒色 カ レト 粘性なし、締り硬質10YR4/3
にボい黄褐色

10YR4/2

灰黄褐色

10YR3/2

砂質  柱痕上埋土、砂粒多量、

シルト 粘性弱、締りやや硬質

砂質  柱痕、にぶい黄橙色砂30%、

シルト 粘性弱、締りやや硬質

砂質  暗褐色砂質シルト10%、

シルト 粘性あり、締りやや硬質

ンレト 塩裡察&辮羅蓄
来)、

10YR4/2   砂質  黒褐色シルト少量

灰黄褐色   シルト 粘性弱、締りあり

10YR3/2   砂質  暗褐色砂30%、 シルト少量

黒褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

識］艶
10YR4/1   砂質  柱痕、灰黄褐色砂20%、

褐灰色    シルト 粘性弱、締りやや榎質

10YR4/2   砂質  柱痕、灰黄褐色砂20%、

灰黄褐色   シルト 粘性弱、iVlり やや硬質

10YR4/2   砂質  柱痕、黒色シルト30%、 明黄褐色

灰黄褐色   シルト 砂微量、粘性弱、締りやや硬質

10YR2/1   砂質  褐灰色砂質シルト少量

黒色     シルト 粘性あり、締りあり

10YR4/2   砂質  黒褐色シルト10%、

灰黄褐色   シルト 粘性あり、締りあり

iOYR2/1

黒色
シルト 躍種録民玲;窯染昆是奔

)30%、

10YR5/2   砂質  黒褐色砂 15%、

灰黄褐色    シルト 粘性あり、締りあり

P3461
10YR3/2   砂質  暗褐色砂少量、

黒褐色    ンルト 粘性弱、締りやや硬質

P3462

10YR3/2   砂質  暗褐色・にぶい黄褐色砂 15%、

黒褐色    シルト 炭化物微量、粘性弱、締りあり

10YR3/2黒褐色 砂質シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR3/2   砂質  暗褐色砂少量、

黒褐色    シルト 粘性弱、締りやや板質

P3464

P3464

10YR3/3暗褐色 砂質シルト 柱痕上埋土、粘性弱、締り硬質

10YR3/3   砂質  柱痕上埋土、黒褐色シルト少量

暗褐色    /ル ト 粘性やや弱い、締りやや硬質

iOYR2/3   砂質  明黄褐色砂微量、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/1   砂質  暗褐色砂少量、

黒色 シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR3/2   砂質  明黄褐色砂30%、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りやや硬質

ユOYR5/3   砂質  柱痕上埋土、炭化物微量、

にれ 潰褐色   シルト 暗褐色砂少量、粘性弱、締りあり

10YR3/2   砂質  柱痕上埋土、黄褐色砂少量、

黒褐色    シルト  粘性あり、締りあり

10YR3/2   砂質  柱痕上埋上、暗褐色砂質シルト

黒褐色    シルト 少量、粘性あり、締りあり

10YR2/1   砂質  柱痕、にぶい黄橙色砂 5%、

黒色 ンルト 粘性やや強い、締りあり

10YR2/1   砂質  にぶい黄橙色砂30%
黒色 シルト 粘性やや強い、締りあり

iOYR3/3   砂質  弥生土器甕出上、黒褐色シルト

暗褐色    シルト 30%、 粘性あり、締りやや硬質

10YR3/2   砂質  黒色味強い、暗褐色砂少量、

黒褐色    シルト 粘性やや強い、締りあり

P3478

P3478

P3478

P3478

P3478

10YR3/3   砂質  柱痕、灰黄褐色砂質シ レト20%、

暗褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/3   砂質  柱痕、黒褐色砂質シルト微量、

暗褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/2黒褐色 砂質シルト 暗褐色砂少量、粘性・締りあり

10YR3/2   砂質  灰黄褐色砂質シルト少量、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10YR3/1   砂質  暗褐色砂質シルト微量、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10YR3/2   砂質  暗褐色砂質シルト40%、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR2/2黒褐色 砂質シルト 黄褐色砂微量、粘性・締りあり

7 5YR4/3  砂・砂質  柱痕、灰黄褐色砂10%、 暗褐色

褐色    シルト シルト10%、 粘性弱、締り碩質

7 5YR4/8  砂・砂質 柱痕、褐灰色砂質シルト

褐色    シルト 粘性弱、締り硬質

iOYR2/8   砂質  柱痕、浅黄橙色砂 15%
黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10YR3/2黒褐色 砂質シルト 褐色砂15%、 粘性あり、締りあり

10YR2/3   砂質  明黄褐色砂 (基盤層由来)30%
黒褐色    シルト 粘性あり、締り硬質

2

0

P3466

P3466

P3466

P3467 1 1と思 色 翡

'最

糧録驚称ぁり
2 10YR3/2黒 褐色 砂質シルト 粘性あり、締りあり

P9479

P3479

10YR3/2黒褐色 砂質シルト 吻黄褐色砂 15%、 粘性・締りあり

10VR3/1   砂質  黒色シルト10%、 明黄褐色砂

黒褐色    シルト  15%、 粘性あり、締りあり

10YR4/1   砂質  柱痕、明黄褐色砂微量

褐灰色    シルト 粘性弱、締りあり

10YR3/1   砂質  柱痕、明黄褐色砂粒5%、 褐灰色

黒褐色    シルト 砂質シルト30%、 締りあり

10YR3/1   砂質  柱痕、褐灰色砂質シルト少量、

黒褐色    ンルト 粘性あり、締りあり

lllYR4/1   砂質  柱痕、明黄褐色砂微量

褐灰色    シルト 粘性弱、締りあり

10YR3/1   砂質  柱痕、明黄褐色砂粒3%、 褐灰色

黒褐色    シルト 砂質シルト30%、 締りあり

10YR3/1   砂質  柱痕、褐灰色砂質シルト少量、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10VR2/2黒褐色 砂質シルト シルト多量、粘性あり、締りあり

10YR3/3   砂質  灰黄褐色砂質シルト少量、

暗褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10YR3/3   砂質  灰黄褐色砂質シルト少量、黒褐

暗褐色    N/ル ト 色砂30%、 粘性あり、締りあり

P3468

P3481

P3481

10YR3/3   砂質  柱痕、褐灰色砂質シルト少量、

暗tpu色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/8   砂質  褐灰色砂質シルト20%
暗褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/2   砂質  暗褐色砂 25%、 賜黄褐色砂5%
黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり

10YR2/1   砂質  明黄褐色砂 10%
黒色 シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR2/1   砂質  明黄褐色砂 (基盤層由来)5%
黒色 シルト 粘性あり、締りやや硬質

10YR2/3   砂質  明黄褐色砂30%、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りあり
10YR3/8   砂質  灰黄褐色砂 嗜褐色砂 15%
暗褐色    シルト 粘性弱、締り硬質

10YR3/3   砂質  灰黄褐色砂・暗褐色砂 IO%
暗褐色    シルト 粘性弱、締り硬質

10YR3/3   砂質  柱痕、褐灰色砂質シルト20%、

噌褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/3   砂質  柱痕、灰黄褐色砂質シルト10%、

暗褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/1   砂質  暗褐色砂質シルト20%、

黒褐色    ンルト 砂粒少量、粘性あり、締りあり

10YR3/2   砂質  明黄褐色砂 (基盤層出来)30%、

黒褐色    シルト 粘性あり、締りやや硬質

SD3020a  l

SD3020b  2

SK3075  2

10YR4/2   砂質  暗褐色砂25%
灰黄褐色   シルト 粘性弱、締りやや硬質

10YR3/2   砂質  暗褐色砂少量

黒褐色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

ユ∝ R4/1   砂質  灰 自色砂 10%、

褐灰色    シルト 粘性弱、締りやや硬質

SK3076

中央土坑

中央土坑

SK3076

中央土坑

IOYR3/2

黒褐色

10YR3/2

黒褐色

10YR2/2

黒褐色

砂 尾勧 I森舟驚塞
∝褐色砂

訪界 粘性あり、締りやや硬質
砂質

  羅紀Й安堵餅詩ゃ硬質
SK3077   1

図92-l Si301 5遺 構図

10YR4/2   砂質  黒褐色砂 15%
灰黄褐色   シルト 粘性あり、締りあり

-220-



P3∞ざ`ピ←/

Ｎ
ｌｌ
＝
＝
＝
く
＋
Ｔ

賜
禦

◎
中

帝 Ⅷ 扱

砕 聖

n/響
科 甥 群 帯 蒻

響

職 鮎

鰐

袢

必4」 σL

生
後 辞 聖

"rP3釣

8)_e∞ 灼   P3459

聖

図92-2 S13015遺構図

-221・ 222-



Ｎ
ｌ
ｌ
＝
＝
川
ｋ
士
Ｔ

鱒嚇
〇
中

節◎
◎
韓

ヽ
姿 ′ 亀

O�
③
Ｐ３７‐４

ぴ
◎
弾

//′

′
//ノ

//′

■ P3662(図 93、 写真図版 40)

位置  第 3面南西側の P4。 Q4グ リッドに位置する。

遺構確認面の標高は 44.170mで ある。

検出状況  にぶい黄褐色砂層と黒褐色砂質シル ト層

を除去 し、黒色土層 (3-8層 )上面で検出された。底

面直上には柱根が残っており、樹種同定の結果クリで

あることがわかった。年代は放射性炭素年代測定に

よって、現代から2100年前頃の弥生中期とわかった。

周辺区域を 5m× 6mの規模で面下げして関連ピット

がないか確認作業をおこなったが、この柱とセット関

係になる遺構は見つけられなかった。酸化鉄集中が畦

畔状に残される地点があり、耕作地の隅に立てられて

いた可能性はあるが、確定的とはいえない。

平面形状 。規模  平面形は楕円形で、長軸 0.416m・

短軸 0.369mを 測る。断面形は深い U字形で、確認面

からの遺構底面までの深さは 0,498mで ある。壁面調

整の状態は確認できない。柱根の残存規模は、残存高

15.5cm。 残存最大径 14.9cmを測る。

埋土  柱根の上層は灰黄褐色砂質シル ト主体で砂粒

を多く含む。柱根の下層は黒褐色粘土質シル ト主体層

で粘性が強い。

遺物出土状況  柱根以外に遺物は出土していない。

遺構の性格と帰属時期  クリ材を用いた柱穴であ

る。年代は、出土した柱根の放射性炭素年代測定と暦

年較正の結果、BoC.110年± 30年の年代が示された。

この時期は弥生時代土器編年でみるなら、畿内Ⅳ期・

吉備Ⅲ期の平行期と考えられる。当該地の弥生中期後

葉の土器群の年代と矛盾せず、同時期のものと思われ

る。(第 2章第 1節参照 )

1 鍔鶏色 砂質ンレト縁亀多欲孔腱!斡絡嬉功
21解 析 離奪ぞポ奪鶏緋

嚇`

3解 析 雛黒箪義冨細 予
｀

m

図93 P3662遺 構図

Ｎ

ヤ

ヽ

ゝ

ゝ

■

禦 響

P3662土 層観察表

層番号 )も

堅竪yn と性
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第 6項 3区 第 4面 遺構 と遺物 (図 94、 写真図版 45)

黒色土層 (3-8層 )の 残っている箇所で、何らかの遺構が残っている可能性が比較的高い箇所につ

いて、 トレンチを設定して面下げをおこない、見落としの遺構がないかどうか確認した。

Tr.1拡張を 3箇所でおこない、Tr.2拡張 。Tr.3拡張・Tr.5拡張・Tr.6拡張と、新たに Tr,7・ Tr.8を

掘削して、遺構確認と調査をおこなった。

調査の結果、ピット 11基・土坑 1基・落ち込み 3箇所 。倒木痕 3箇所が確認された。土坑 1基は

礫の集中する落ち込みで、ピットのほとんどは根跡と3面から掘 りぬいたピットの最深部の残 りで

ある。

3区 Tr 6南壁 土層観察表 3区 Tr 8東壁 土層観察表

ゴ
く

】

引

引

層鶏 〕
樫

m 層番号  υ
I:琶君

3

4

5

7

8

iO

ll

12

堺智 砂質シレト署蔚藍舌:詈暉胡翠稲越滋驚
凱

粘性あり、締りやや軟質

靭 l頭か 尾糧雷戻細
耕作ム礫少愚

ケ:蛍S悟子色 帳ンレト建繊 嘉|;鐸観鐙
｀

10YR5/2灰 黄褐色 砂質シルト 杭穴埋土、准性あり、締りやや軟質

にポ漕豊亀色   砂  紀経黒肇轟X鶴朝質
・縦   シルト 係路真鶏階,%｀

粘性やや弱
1酪

瞥 砂質シルト轟亀寿辱翻
%｀

1怒

蕃♂ 頻シルト鷺繊,講 質ンレト200/O、
1酪

瞥 ンレト 轟態錠蓼朧頬箭筋
0%｀

爆離  カレト韓隆】訓鼎昂監屏
シルHO%、

10YR5/2灰 黄褐色 粘土質シルト漸移層、粘性強い、締りあり

にぶい黄褐色   粘上  基盤層、粘性強い、締りあり

1  にぶ漂黄褐色

2 ∵裂
れ

3 1撃を
2

4 1畢暫
5 1酪暫
。 1畢暫
7 1騒智
8 鍔鶏笹
9にポド豊名色
Ю ぷ漕蟄催色

Tr.6・ Tr.8セクション図

署椒 震鞠 錬i凱 臼層
粘性あり、締りやや軟質

暗灰黄色砂質シルト20%、      38層
粘性あり、締りあり          相当

ピット埋上、褐灰色砂質シルト30%、

粘性あり、締りあり

褐灰色砂質シルト少量、暗褐色砂質  3-8層
シルト混在、粘性あり、締りやや軟質  相当

暗褐色砂質シルト混在、       38層
粘性やや弱い、締りやや軟質     相当

暗褐色砂質シウト少量、       争8層

粘性あり、締りあり          相当

屏豊饂 螢縄 争9層

羅飯籍隊,0%｀
   争蠣

翅千ζ:号ぅf手〒i'揖 :二:そ音を摯'る

｀ 争蠣

読観銚1需続霧曇争
砂質シレトЮ 9¬嘱

3-1層

32層

3J層

3-6層

3-8層

3-9層

3-10層

砂質シルト

シルト

砂質シルト

シァレト

ラ/ルト

シァレト

シルト

シルト

シァレト

シルト

図94 3区
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第 7項 3区 遺構外 出土石器 (図 95'96、 遺物図39～ 41、 遺物観察表39～ 41‐ 2、 巻頭図頴6.7、 写真図版27.73～ 76)

3区では耕作土及び遺物包含層中から多数の石器類が出土 した。石包丁・石鍬・石槍等が多 く、多

くが弥生時代のものと思われる。出土地点は、遺構外の暗褐色砂層内・黄灰色砂層・撹乱・耕作土中

である。基本層序に対応させると、撹乱 :31層、耕作土 :31層・32層、暗褐色砂層 :33層、黄

灰色砂層 i3-4層 となる。石器についての概要は、遺物観察表 39～ 412及び「第 3章 総括」の「第

3節 奈免羅・西の前遺跡出土石器の様相」を参照。

図95 3区 暗褐色砂層範囲

図96 3区 明黄褐色砂層・黄灰色砂層範囲

乱下京薫

乱武

?_________―」皇」単聾こと_______― ―望♀m
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遺物観察表 39

物

号

速

番 調査区 出土地点 鋤需
版

号

図

番

別

種

種

器 法量tm/D 特  徴 胎土 /材質
成

調

焼

色 備 考

3 Q3
暗褐色砂層

石器

(石父1)

長さ :925～
幅 望35
厚さ 05
重さ 1293

磨製

先端部に研磨により刃を作る
禄色千枚岩 オリーブ灰

一端欠損

剥離片の再加工品か

3
N5

暗褐色砂層

器

槍

石

石

長さ ■19
幅 :35

厚さ ■35
重さ :813

磨製

敲打による成形後全体的に研磨

粗い研磨痕あり

最色岩 オリープ灰

3
P6

暗褐色砂層
石器

(石剣 )

長き ■445
幅 468
厚さ■0
重さ ■o70

磨製、表面・ 周縁に粗い研磨痕顕著

先端から最大幅部分まで刃を作る
買岩 (新第二紀 ) 灰 来製品か

229 3
N4

暗褐色砂層
石器

石包丁

長さ :56～
幅 :51～
厚さ f08

重さ i306

外湾刃半月形

磨製、研磨痕あ り

紐部穿孔 1箇所残存径 55mm
粘板岩 灰

230 3
N5

暗褐色砂層

石器

石包丁

未製品

長き :81

幅 43
厚さ :07

重さ :429

外湾刃半月形

磨製、研磨痕あ り

両面に未貫通の紐部穿孔 2箇所あり

緑色岩 ドレライ

ト
褐 灰

3
暗褐色砂層

TR3～ T14間
石器

石包丁

長さ ■02～
幅 :485
厚さ 09
重き 720

杏仁形

磨製、研磨痕あ り

紐部穿孔 2箇所径 45mm・ 径 4mm
緑色千枚岩 灰・オリーブ灰

3
Q9

暗褐色砂届 齢葡細

長さ ■785
幅 :66

厚さ ■85
重き :2050

敲打により成形後、刃部を研磨

紐部穿孔なし
緑色千枚岩 火

3
08

暗褐色砂層

器

石

石

叩

長さ i211

幅 73
厚さ :74

重き ■677

快入 り

擦 り後両端を蔽打

擦面 4面あり

菫 青 石 ホ ル ン

フェルス (新第三

紀 )

こぶい黄橙

遺物観察表 40
物

号

遺

番 調査区 出土地点
遺物図

番号

版

号

図

番

別

種

種

器 法量 にm/gl 特  徴 胎土 /材質
成

謂

焼

〔 備 考

3
P3

黄灰色砂層
74

器

槍

石

石

長さ ■14
幅 :315
厚さ ■ 1

重さ 6o2

打製

剥片を素材 とし、敲打により成形

刃部に細かい剥離痕あ り

買岩 (新第三紀 )

3

P3
黄灰色砂層

(第 1面上 )

器

槍

石

石

長さ ■26
幅 :39

厚さ ■5

重さ :691

打製

裏面の一部に自然面残る

平面・断面は木葉形

買岩 (新第三紀 ) 灰

3

P2
黄灰色砂層

(第 1面上 )

器

明

石

不

長さ :985

幅 :315

厚さ 1075
重さ :287

磨製、剥片を素材 とし、一部を敲打により成形

茎状の突起は削 り出して作る、突起の両脇に粗い

研磨痕顕著
粘板岩 オリーブ灰・灰 未製品の可能性あ り

3

P3
黄灰色砂層

(第 1面上 )

石器

石斧

長さ :835
幅 :44

厚さ 09
重さ :386

磨製

剥片を素材 とし、両側縁を敲打後、研磨により刃

部を作る
頁岩 (新第三紀 ) オリープ灰

238 3

P3
黄灰色砂層

(第 1面上 )

器

鍬

石

石

長さ ■895
幅 :84

厚さ ■65
重さ :3980

打製

両側縁に細かい剥離痕
緑色片岩 オリープ灰 先端一部欠損

3
Q2

黄灰色砂層

(第 1面上 )

石器

石包丁

長さ 64～
幅 :515～
厚さ :07

重さ :284

磨製、研磨痕あ り

紐部穿孔 1箇所残存径 45mm～ 緑色岩 オリープ灰

3

P3
黄灰色砂層

(第 1面上 )

石器

(石鍬 )

長さ ■64
幅 つ55
厚さ ■7

重さ 13620

敲打により成形後研磨

裏面刃部に研磨痕わずかにあり
緑色千枚岩 オリーブ灰
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遺物観察表 41-1

勘
需

調査区 出土地点 醐需
版

号

図

番

別

種

種

器
法量にm/0 特  徴 胎土 /材質

成
調

焼
色

備 考

241 3 Ｐ‐２
靴 榊整

長さ ■ 45～
幅 :04

厚き :02～
重さ :01

召筒形

宇孔具は鉄針か、孔内表面は平滑、孔の形態は円

酎形、両面穿孔、孔径 15mm

碧玉 (変 質安 山

岩 )

悟緑
両面 Цc類
一端欠損

242 3
６

乱

Ｐ

撹 翻利

長さ :39～
幅 :20～

厚き :045
重さ 39

字孔 5箇所径 3～ 2mm、 未貫通穿孔 4箇所あり 買岩 縁辺一部残存

243 3 ０４
蠅

器

鏃
石

石

長さ 435～
幅 ■4

厚き :06

重さ :37

∬製

些基有茎鏃
頁岩 (新第三紀 ) 黄灰
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遺物観察表 41-2

物

号

遺

番 調査区 出土地点
番 号

敗

口巧

凶

番

別

種

種

器
法量lcm/D 特  徴 胎土 /材質

成

調

屍

色 備 考

24沼 3
Ｐ

撹

器

鏃

石

石

長さ 265
幅 ■85
厚さ 045
重さ :21

打製

平基無茎鏃
買岩 (新第二紀 〕

245 3 Ｎ４
瓢

石器

石包丁

長さ :385～
幅 :295
厚さ :06

重き ■18

磨製、研磨痕あり

組部穿孔 1箇所径 2mm以上残存
緑色岩 灰 1/2以 上欠損

246 3 ０‐３
瓢 硝葡

長さ :65～
幅 :65～
厚さ ■ 1

重さ 441

磨製、研磨痕あり

紐部穿孔 1箇所残存径 9mm 粘板岩 褐灰

24フ 3
P8

日耕作土

器

錘

石

石

長さ お 0

幅 :52

厚さ 43
重さ ■705

円礫利用、有溝石錘

敲打により短軸方向に施溝
輝石安山岩 灰 白

3
６

乱

Ｐ

撹

器

斧

石

石

長さ ■365
幅 635
厚さ ■85
重さ :2640

磨製、研磨痕あり

両側縁・基部に研磨前の細かい剥離痕あ り

両刃

頁岩 (新第二紀 ) 灰

3
P13

旧耕作士

器

斧

石

石

長さ ■83
幅 665
厚さ 32
重さ 7390

磨製、体部に研磨前の剥離痕あ り

刃部は両刃で弧状
買岩 (新第三紀 ) 灰 自

刃部部分的に欠損

随用時の欠損か
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表 10 3区 遺構一覧表 1

遺橋番号
通
号

場
番

現
し 遺構性格 面 所属遺構 長軸 llnl 短軸 lnl) の深さ

`ml

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3001 3350 M3 0267 0239 円 形 皿 形 黒褐色砂質シル ト 慌

'IP3001 P3002 P3003-P3004
P3002 3298 ピット M3・N3 0517 円形 U字形

駐痕 :褐灰色砂質シル ト
紀方 :に ぶい黄褐色砂箇シル ト

院列 P3001P3002P3003-P3004

P3003 4045 ツ ト M3・ 4 0975 0464 0398 楕円形 不整皿形 天貢褐色砂質シル ト 腕列 P3001P3002P3003-P3004

P3004 ピット 1ヽ4・ 5 0318 0296 0336 円彬 U字形 黒褐色砂質シル ト 院列 P3001P3002P3003-P3004

P3005 3296 M3 0410 0356 0292 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト 硫冽IP3005 P3006 P3007 P3008 P3009

P3006 ピット M3 0427 0329 0417 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト 虎歩可P3005‐P3006-P3007-P3008-P3009

P3007 3236 ピット t43,N3 0311 0100 円形 不整皿形 喝灰色砂質シル ト 院列 P3005P3006?3007P3008P3009
P3008 3153 4 0258 0234 0113 円 形 皿 形 にぶい昔福缶砂管シルト 杭ヌJ P3005-P3006-P3007-P3008-P3009
P3009 ピット 0417 0181 円罷 V字形 喝灰色砂質シル ト 腕5可 P3005-P3006-P3007-P3008-P3009

P3010 3071 ピット 0510 0355 構円形 皿 形 [ぶい蓋精色砂質シルト 院列 P3010P3010P3012P30 3

P3011 3072 どット 4 10418) 0304 楕円形 U字形 悟褐色砂質シル ト 院列 P3010‐P3010P3012P30 3

P3012 3073 ピット (0239】 0107 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト 院列 P3010P3010P3012-P30 3

P3013 0415 (0303) 0188 円形 皿形 にぶい黄褐色砂質シル ト 防コI P3010_P3010P3012-P30 3

P3014 3410 ピット 0205 0182 円形 皿形 にぶい黄橙色砂質シル ト 庇列 P30 4-P3015-P3016-P30

P3015 3144 ピット 0685 0520 0546 円 形 U字形 9灰色砂質シルト 院列 P30 4-P3015‐P3016‐ P30

P3016 0469 0338 0435 橋 円形 をぶい貢 4B色砂 質 シル ト 杭列 P30 4-P3015-P3016-P30

P3017 ピット 0331 0306 0156 円形 皿形 にぶい黄褐色砂質シルト 院列 P30 4-P3015-P3016-P30

P3018 3145 ピット 0275 0260 0124 円形 皿形 [ぶい苦務負砂資シル ト 院列 ,3018P3019P3020P3021P3022

P3019 3133 ピット 0375 0303 0245 楕円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂資シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

杭テJ P3018-P3019ギ 3020‐ P3021-P3022

P3020 4012 ビット 0230 0190 円 形 U宇形 電灰色砂 質 シル ト 杭列P3018-P3019‐ P3020-P3021-P3022

P3021 4008 ピット 5 0069 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト 腕テI P30 3-P3019,3020‐ P3021-P3022

3193 ピット 5 0196 0182 円 形 Hll形 肇褐角砂管 シル ト 院列 P3018P3019P3020P3021P3022
P3023 3079 ピット 5 0373 0173 円形 皿形 にぶい黄褐色砂質シル ト 廃列 P3023-P3024-P3025-P3026

ピット 5 0189 0164 円形 皿形 にぶい黄褐色砂質シルト 院列 P3023'3024P3025P3026

P3025 3197 ピット 1 5 0281 0496 円形 U字形
柱痕 :に ぶい黄褐色砂質シル ト
埋土 :褐灰色砂質シル ト

杭列 P3023-P3024-P3025-P3026

3142 ビット 1 0458 0432 0389 円形 U字形
柱痕 :褐灰色砂質シル ト

礎石下 :黒褐色粘土質ンル ト
杭夙J P3023-P3024-P3025-P3026

3059 ピット 1 0416 10171) 0468 円形 U字形
上層 :に ぶい黄褐色砂質 シル ト

下層 :黒褐色砂質シル ト
杭列 P3027-P3028-P3029

P3028 3459 ピット 1 0356 0312 0153 円形 V字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト

灰黄褐色砂質シル ト
庇列 P3027-P3028-P3029

P3029 3307 ピット 0436 円形 U字形
層

層

上

下
灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

虎列 P3027-P3028-P3029

P3030 3165 ピット I 0409 0395 0169 円形 皿形
上層 :灰貢褐色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

杭列 P3030-P3031-P3032

P3031 3169 ピット 1 0372 0357 0291 円形 U字形
柱痕 :灰黄褐色砂質シル ト
掘 り方 :黒褐色砂質シル ト

売列 P3030-P3031P3032

P3032 3168 ピット 1 0379 0370 0367 円形 不整皿形
層
層

上

下
灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

杭列 P3030-P3031-P3032

P3033 ピット 1 0161 円形 皿形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト

下層 :黒褐色砂質シル ト
杭列 P3033-P3034-P3035-P3036

P3034 ピット I 0418 0413 0485 円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト

下層 :に ぶい黄褐色砂質シル ト
売テI P3033 P3034-P3035P3036

P3035 3085 ピット 0462 円形 U字形
柱痕 :褐灰色砂質シル ト

掘 り方 :黒褐色砂質シル ト
完列 P3033P3034P3035P3036

3455 ピット ふだ3 0318 0301 0243 円形 U字形 喝灰色砂質シル ト 瓦列 P3033P3034-P3035-P3036

P3037 3086 ピ ッ 0373 円形 U字形 にぶい黄給色砂質シルト 売列 P3037T3038P3039P3040
P3038 3088 0536 0476 0289 円形 皿形 天貢褐色砂質シル ト 冗夕4P3037-P3038P3039-P3040
P3039 3412 ピット P3 0179 円形 皿形 天黄褐色砂質シル ト 抗列 P3037P3038P3039P3040

ピット 1 0478 0453 0166 円形 皿形 褐灰色砂質シル ト
'K3021を

切る、
売列 P3037P3038P3039P3040

P3041 3934 ピット 0327 0131 円 形 皿 形 更黄褐色砂質シル ト 軒作溝群を切るピット

p3042 ピット 1 1160 不整形 不整形
層
層

上
下

にぶい黄褐色砂質シル ト
灰黄褐色砂質ンル ト

耕作溝群を切るピット

P3043 3244 ピット , P8 0785 0760 0423 円形 盤形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :灰黄褐色砂質シル ト

柱列 P3043‐ P3044-P3045

P3044 3248 ピット 0545 0493 0333 円 形 U字形 [ぶい黄揚色砂質シル ト ↓ユIP3043-P3044-P3045

ピット 1 P8 0662 0592 0363 円形 U字形
と層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

宝列 P3043-P3044-P3045

P15 0694 円 形 皿形 [ぶい黄褐色砂質シル ト 芽作溝群 3003区域内

4074 ピット P15 0924 0588 0333 不整糖円形 U字形 にぶい黄褐色砂質シルト 弁作溝群 3003区域内

ピット 1 0759 0488 0328 楕円形 U字形 にぶい黄褐色砂質シル ト
主 列 P3048-P3049-P3050‐ P3051

'3052‐ P3053‐P3054-P3055-P3056

ピット 1 1102 1102 円形 有段U字形 にぶい黄褐色砂質シル ト
主 列 P3048-P3049-P3050-P3051
'3052-P3053-P3054-P3055-P3056

P3050 ピット 1 Q15 0519 0485 0407 円形 V字形 にボい黄褐色砂質シル ト
主 列 P3048-P3049-P3050-P3051
)3052-P3053‐ P3054-P3055-P3056

P3051 4071 ピット 0874 0760 0286 円形 U字形 こぶい黄褐色砂質シル ト
主 列 P3048-P3049-P3050-P3051
'3052‐ P3053-P3054‐ P3055-P3056

P3052 4072 ピット J Q15 0771 0293 円形 U字形 こぶい黄褐色砂質シル ト
主 列 P3048P3049P3050P3051
)3052-P3053-P3054‐ P3055-P3056
覚乱底に検出

P3053 3048 ピット 1 Q16 1100 0725 0312 円形 U字形 こぶい黄褐色砂質ンル ト = 
列 P3048P3049P3050P3051

)3052-P3053-P3054-P3055-P3056

P3054 I143003 ピット 1 Q16 0914 0619 0094 楕円形 U字形 こぶい黄褐色砂質シル ト
芽3003か ら独立、柱列 P3048P3049

'3050-P3051-P3052-P3053-P3054
'3055-P3056

3049 ピット 1 Q16 0743 0631 円形 U字形 こぶい黄褐色砂質シル ト
主 列 P3048P3049P3050P3051
)3052-P3053-P3054-P3055-P3056

P3056 3050 ピット 1 0355 0319 0164 円形 U字形 こぶい黄褐色砂質シル ト
位 列 P3048-P3049‐ P3050-P3051
P3052-P3053‐P3054‐ P3055-P3056

P3057 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3001 M4 0903 0507 0207 楕円髭 浅いU字光 こぶい黄褐色砂質シルト
P3058 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3001 av14・ N4 0811 0628 楕円形 浅いU字形 こぶい黄褐魚砂奮シル ト

P3059 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3001 0703 0637 0113 楕円形 浅いU字形 tぶい黄褐色砂資シル ト

P3060 桐ヤ緯0物跡緯穴 2 0571 0478 0154 楕円形 浅いU宰受 こぶい黄褐色砂質シルト

P3061 3110 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3002 0521 0454 0143 円形 浅いU字形
主痕 :険貢色t●土
里土 :暗褐色中粒砂
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表 11 3区 遺構一覧表 2

遺構番号
現場通
し番号 遺構性格 面 折属趣構 長軸 lIYl) 短軸 (m) の深さ航 )

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3062 3114 掘立柱建物跡柱穴 2 0461 0408 0164 円形 甍いU字形
痕
土

柱
哩

淡黄色粘土

暗褐色砂

P3063 3113 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3002 0491 0412 0079 円形 曳いU字形
痕

土

腟

照
オリーブ褐色砂質シル ト
黒褐色シル ト

P3064 3115 掘立柱建物跡柱穴 2 S33002 0285 0252 円形 支いU字形
痕
土

柱
埋

淡黄色粘土
黒褐色砂質シル ト

P3065 掘立緯懲物跡構穴 2 SB3006 0382 0361 0529 円形 u字形 悟褐缶砂 暫 シル ト 廷石あり
P3066 3497 翻立柱建物跡柱久 2 SB3006 0366 0328 0348 円形 U宇形 髯褐色砂質シル ト
P3067 3501 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3006 0445 0322 0571 円形 U字形 ぶい黄褐色砂質シル ト

掘立柱建物跡柱六 2 SB3006 0337 0305 円 彬 U字形 晋褐 色砂資 シル ト

P3069 3347 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3005 0478 0427 0368 円形 言段 U字彬 天黄褐色砂質シル ト

3475 紀立柱建物跡緯穴 2 SB3005 0407 (0187) 0283 円諺 U字形 ミ色括■冒シル ト 北側を撹乱に切られる
P3071 3346 掘立柱建物跡柱穴 2 0494 0488 0257 円形 U字形 黒褐色シル ト
P3072 3474 据立柱建物跡柱穴 2 S33005 0628 0430 0390 F整楕円形 W字彬 ミ褐色シルト
P3073 3336 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3004 0488 0476 0413 円 形 U字形 掲灰色砂質シル ト

P307判 3338 捌立柱建物跡柱穴 2 SB3004 910 0489 0258 円形 V字形 にぶい黄褐色砂質シル ト

3327 侃立柱建物跡柱六 2 1・ Pll 0427 0414 0399 円形 V字形 lFl灰色砂質シルト
333 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3004 0507 0396 0376 楕円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

P3077 掘立柱建物跡柱穴 2 0533 0361 0209 楕円形 W字形 灰黄褐色砂質ンル ト

3334 掘立柱建物跡緯穴 2 SB300コ 0408 0388 0299 円形 U字形 にぶい苦褐角砂暫シル ト

P3079 3031 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 0618 0391 円形 皿形 黒色シル ト

P3080 3032 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 0590 0536 0156 橋円形 皿形 黒褐色シル ト

P3031 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 0598 0585 0233 桔円形 皿形 黒褐色シル ト

P3082 3034 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 0575 0548 0221 円形 皿形 黒褐色シル ト
P3083 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 0394 0349 0200 円形 皿 形 雲褐色シル ト

3036 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 12 0361 円形 皿 形 黒褐色粘土質シル ト
P3085 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 D13・ Plこ 0719 0508 0312 橋円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト

P3086 3041 掘立緯建物跡緯穴 2 SB3003 13 0394 0342 0113 円形 皿 形 黒褐色粘土質ンル ト

P3087 棚立柱建物跡柱穴 2 SB3003 13 0534 0099 円形 皿形 票褐色シル ト

3039 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3003 0490 0532 楕円形 皿形 黒色シル ト

P3089 竪穴住居跡柱穴 2 S13002 3 0594 0836 円形 有段 U字乃 黒褐色砂質シル ト

P3090 4034 竪穴住居跡ピット 2 S13002 3ヾ 0370 (0191) 0509 円形 有段 U字形 黒褐色シル ト
「r5拡張で検出、第 2面 S13002の ビット
)3089に 切られる

P3091 4033 竪穴住居跡ピット 2 S13002 0351 0345 0837 円形 宮段 U字彪 ミ褐色砂質シルト rr5拡張で検出、第 2面 S13002の ピット

3448 堅穴住居跡 ピット 2 3ヾ 0561 0543 円形 U字形 ミ褐色砂奮シル ト 礎石あ り
P3093 3449 竪穴住居跡 ピット 3 0390 0364 0432 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト SK3006に切られる
P3094 3450 竪穴住居跡 ピット 2 S13003 0465 0416 0186 円形 皿形 尊唇色砂質シル ト

P3095 3460 竪穴住居跡 ピット 2 S13003 0363 0227 円形 皿 形 ミ褐負砂暫シル ト

P3096 3308 竪穴住居跡柱久 2 3 0412 円形 U字形 ミ褐色砂 麓石あ り

3451 竪穴住居跡ピット S13003 0490 0394 0179 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3098 3310 竪穴住居跡 ピット 2 S13003 0416 0405 0527 円 形 U字形 ミ褐色砂 礎石あり
P3099 3493 竪宏住居跡柱穴 S13003 0365 0588 円形 U字形 黒掲色砂質シル ト 継石あり
P3100 3311 竪穴住居跡ピット 2 S13003 0395 0291 楕円形 皿 形

P3101 3313 竪穴住居跡柱穴 2 S13003 0464 0441 0507 円形 U写形 黒褐色シル ト Efあ り
P3102 3431 竪穴住居跡 ピット 2 S13004 0655 0446 0817 橋円形 U字形 巽色粘土質シル ト

P3103 3736 竪穴倖居跡 ピット 2 S13004 0377 0411 円 形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3104 竪穴住居跡 ピット 2 S13004 0443 0811 円形

`整

U字形 黒褐色砂質シル ト
P3105 3737 墾穴住居跡 ピット 2 S13004 0434 0418 円形 U字形 肇褐色砂質シル ト

P3106 3435 竪穴住居跡ピット 2 N3・ 4 0434 ll1 2031 0427 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
P3107 3529 竪穴住居跡ピット 2 S13004 0470 0393 0630 橋円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3108 竪穴住居跡 ビット 2 S13004 0493 0466 0761 円形 U宰形 ミ褐色粘土質シル ト
P3109 竪穴住居跡 ビッ 2 0354 0399 円形 皿形 ミ褐色砂質シルト

3433 竪穴住居跡 ピット 2 0504 0476 0452 円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト

P3111 3735 事穴 r■ 居跡 ピッ ト 2 S1300珀 3ヾ 10397) 0205 円形 U字形 黒褐色砂質 シル ト P3110に切られる
P3112 竪穴住居跡ピット 2 S1300コ 0621 0424 0236 橋円形 ull形 黒褐色砂質シル ト

3 3356 撃穴住居跡ピット S13005 0507 0480 糖円形 U字形 ミ褐負砂管シルト
P3114 3357 竪久住居跡 ビッ ト 2 S13005 0728 0720 楕円形 宮段 U字形 黒褐色砂質シル ト

5 竪穴住居跡ピット 2 0426 0426 0640 円形 U字形 黒褐色粘土賓シル ト

6 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 0712 0465 0668 不 HIg形 U字形 黒褐色砂質シル ト
P3117 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 0508 0421 0801 円形 U字形 票褐色砂質シル ト

8 堅穴住居跡 ピット 2 S13005 0466 0388 0509 不整形 U字形 黒褐色砂質シル ト
P3119 3359 竪穴住居跡ピット 2 0454 0433 0724 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3120 3458 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 0488 0412 0497 円形 U字形 褐色砂質シル ト

P3 1 3362 竪穴住居跡ピット 2 S13005 0862 0679 0760 不整形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3122 3457 竪久住居跡ビット 2 S13005 0655 0618 0801 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
P3123 3360 竪六住居跡 ピット 2 S13005 0693 0623 0832 橋円形 U字形 agね秒質シルト
P3124 3361 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 0744 (05231 0731 不整形 U宇形 偶色砂質シル ト
P3125 3363 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 10503) (0177) 0100 円形 U字形 褐色砂質シル ト

3366 竪京住居跡 ビッ ト 2 S13005 0523 (0311) 楕円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト

P3127 3368 竪久住居BIIピ ット 2 S13005 0571 0536 0702 円形 U字形 掲色砂質シル ト 罐石あ り

3367 竪穴住居跡ピット 2 S13005 0636 0599 0792 不整円形 不整形 ミ褐色砂箇シル ト

P3129 3365 竪穴住居跡 ピット 2 0500 102491 0451 円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト
P3130 3427 竪穴住居跡ビット 2 S13005 0386 0282 0412 橋円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3131 3426 竪穴住居跡ピット 2 S13005 0430 0553 糖円形 U字形 亀褐缶砂管 シル ト

3428 竪穴住居跡 ビット 2 S13005 0282 0473 橋円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3364 竪穴住居跡ピット 2 S13005 0549 0524 0420 不整円形 U字形 肇褐色砂質シル ト

P3134 竪穴住居跡ビット 2 0543 0505 0619 円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト

5 3374 竪穴住居跡ピット 2 S13005 0473 0423 0291 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

響穴住居跡ピット S13005 4 0504 0447 円形 U字形 ミ褐色砂質シルト
P3137 竪穴住居跡 ビット 2 S13005 4'04 (0782) 0495 0425 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト 石あり、P3137と P3138に区分

3372 竪穴住居跡 ピット 2 4ヾ・04 (07821 0495 0556 楕円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト 石あ り、P3137と P3138に 区分
P3139 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 4 (05321 10505) 不整形 U字形 音褐色砂質シル ト

3373 竪穴住居跡ピット 2 S13005 10345) 0337 0386 楕円形 皿形 ミ褐色砂質シルト
1 3539 竪穴住居跡ピット 2 S13005 4 0739 0406 0541 楕円形 宙段U字形 掲色砂質シル ト

P3142 3530 竪穴住居跡ビッ 2 S13005 4 10398) 0390 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

-231-



表 12 3区 遺構一覧表 3

遺構番号
し番号

遺構性格 面 所属遺構 Grid 長軸 lln) 短軸 lm)
確認面から
の深さ lm) 平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

2 S13005 0286 (02191 0425 円形 U字形 黒褐色砂奮シル ト

4 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 (0 25Cll 0488 円形 U7形 黒褐色砂質シル ト 住居内清から独立

3353 騨穴住 居跡 ピ ッ ト 2 S13005 0457 0337 0521 不整円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P 6 3738 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 0346 0316 0383 円 形 U字 形 培褐 負砂 暫 シル ト

7 堅穴住居跡 ピット 2 S13005 0470 0456 不整円形 U字形 票褐色砂質シル ト

P31“ 3739 竪穴住居跡 ピッ ト 2 S13005 Nコ 0362 0315 0318 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

9 3740 竪穴住居跡 ピット 2 S13005 0346 0337 0456 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

3094 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 1164 0711 0275 橋円形 皿 形 ミ褐色砂質シルト
P3151 3514 2 S13006 0615 0508 0586 円形 U字形 黒褐色砂管ンル ト 霊右 あ り

竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0768 0573 0567 楕円形 U字形 黒褐色砂資シル ト 疑石あ り

3516 薯穴住 居跡 ピ ッ ト 2 S13006 0783 0391 0125 楕円形 皿 形 曽褐色砂質シル ト

3515 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0369 0333 0135 円 形 皿 形 ミ褐負砂 質 シル ト 礎石あり

P 3506 堅穴住居跡 ピット 2 S13006 0367 円形 U字形 昂灰色砂質シル ト 礎石あり

P3156 3513 堅穴住居跡 ピット 2 S13006 0407 0388 0310 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3116 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0853 0765 円形 U字形 黒褐色粘土質シル ト

竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0678 0741 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト 麓石あり

P3159 2 S13006 1074 (0 85tJl 0787 不整円形 U字形 黒褐色砂質ンル ト

P 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0393 10387 0139 円形 皿 形 ミ褐色砂質シルト
竪穴住居跡 ピット 2 S13006 (04901 0187 楕円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト

P3 3518 竪穴住居跡 ビット 2 S13006 0377 0323 0522 円 形 U字形 ミ褐缶砂 管 シル ト 礎石あり

P 3517 塞穴住居跡 ピット 2 S13006 0317 (0249) 0303 円形 U字形 〔ぶい貢褐色砂質シル ト

P3164 3096 竪穴住居跡ピット 2 S13006 0364 0333 円形 U字形 黒褐色魅土質シル ト

3098 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0368 0359 0237 円形 U字形

響穴柱居淋ピット S13006 0304 0194 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3092 竪穴住居跡 ビッ ト 2 S13006 0731 0692 円 形 U宰形 侶灰負砂管シル ト

P 3100 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0366 0320 0195 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3169 3104 竪穴住居跡ピット 2 S13006 057, 0696 円形 肯段 U字形 黒褐色砂質シル ト

竪穴住居跡ピット 2 S13006 0432 0375 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

1 3105 竪穴住居跡 ピット 2 0333 0115 円形 皿形 にぶい黄褐色砂質シル ト

2 竪穴住居跡 ピツト 2 S13006 1044 0776 0752 糖円形 宮農 U字形 協灰色砂質シル ト

P 3528 竪穴住居跡ピット 2 S13006 0357 0184 円形 Ell形 灰黄褐色砂質シル ト

P3174 3107 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0594 0575 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3108 竪穴住居跡 ピット 2 S13006 0453 0345 0234 円 形 宮段 U字形 灰黄褐色砂質ンル ト

P 3109 零穴住居跡 ピット 2 0428 0391 0152 円形 nll形 者褐色砂質シル ト

P3177 3106 竪京住居跡 ピ ッ ト 2 S13006 0300 円形 Ell形 灰黄褐色砂箇シル ト

3438 竪穴住居跡 ピット 2 S1301 0438 0422 0370 円形 U宇形 晋褐色砂

9 3239 馨穴 住居跡料 穴 2 S1301 0520 0430 0360 楕円形 U字形 著褐色砂

3383 竪穴住居跡 ピット 2 0243 円 形 皿 形 増褐色砂

P 3382 堅穴住居跡 ピット 2 S13011 0316 0296 0260 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3182 3439 竪穴住居跡 ピット 2 S13011 0463 0434 0308 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト 縫石あり

竪穴住居跡 ピット S13011 0291 0313 円形 U字形 暗褐色砂 鍵石 あ り

P3184 3959 竪穴住居跡 ピット 2 S13009 0495 0418 円形 有段 U字形 にぶい黄褐色砂質シル ト

P3185 3958 竪久住居跡 ビッ ト 2 0372 0361 0337 円形 U字形 著灰嵩色砂質シル ト

P3186 竪穴住居跡 ピット S13009 0651 0329 楕円形 皿 形 晋灰貢色砂資シル ト

P3187 3957 竪穴住居跡 ピット 2 S13009 D2・ 3 0260 0220 0278 円形 U字形 音灰黄色砂質シル ト

P3188 3955 竪穴住居跡ピット S13009 0296 0293 円 形 皿 形 営灰黄色砂質シル ト

P3189 3292 事穴住居跡ピット 2 P3 0284 0104 円形 U字形 天黄褐色砂質シル ト

P3100 3288 竪久住居 跡 ビ ッ ト 0371 0327 0387 円形 U字罷 天黄褐色細粒砂

P3191 3289 竪穴住居跡ピット 2 S13001 0367 0092 円形 U字形 戻貢褐色砂資シル ト

P3192 3407 馨欠住居跡ピット S13001 0528 0470 0276 円形 皿 形 黒褐色砂質ンル ト

'D3005を
切る

P3193 3063 竪穴住居跡柱穴 2 S13012 0689 0477 不整形 u掌形 培褐徹砂 管 シル ト

P3194 4080 竪穴住居跡柱六 2 S13012 0407 0382 0464 円形 U字形 場色砂質シル ト 確石あり

P3195 3461 竪穴住居跡柱穴 2 S13012 0362 0358 0444 円髭 U字形 掲色砂質シル ト 瀞石あり

P3196 3067 竪穴住居跡柱久 2 S13012 0365 円形 U字形

P3197 零穴倖居跡緯穴 2 S13012 0538 0456 0448 橋円形 U字形 死黄褐色砂質シル ト

P3198 3066 竪穴住居跡柱穴 2 S13012 (0644〕 105901 0470 不整形 U学形 階褐負砂質シル ト SK3029と P3198に分離

P3199 堅穴住居跡 ピット 2 S13012 0282 0264 0097 円形 皿形 悟褐色砂質ンル ト

P3200 3299 竪穴住居跡柱六 2 0592 0387 円形 U字形 こぶい黄褐色砂
3269 竪穴住居跡 ピット 2 S130 048町 0459 0063 円形 皿形 ミ揚徹砂 暫 シル ト

P3202 3468 竪穴住居跡 ピット 2 0777 0413 円形 U字形 死黄褐色砂質シル ト

P3203 3416 竪穴住居跡 ビッ ト 2 0537 円形 罐形 三ポい黄褐色砂

P3204 3262 竪穴住居跡ピット 2 0296 027 0400 円形 U写形 ミ褐色砂
P3205 326判 審穴律 居跡 ピッ ト 2 S130 0989 105481 0435 不整円形 自段 U字形 疋黄褐色砂質シル ト

P3206 竪穴住居跡 ピット 2 0392 lC1 3671 0132 繕円形 Ell形 黒褐色砂質ンル ト

P3207 394コ 竪穴住居跡 ピット 2 S130 0392 0367 0307 不整円形 U字形 灰黄褐色砂

P3208 竪穴住居跡 ビツ ト 2 S13010 0397 0367 0181 不整形 皿形 票褐色砂質シル ト

3415 竪穴住居跡 ピット 2 S13010 1010 0417 0105 楕円形 tll形 窯褐色砂資シル「

P3210 3731 零穴住 居跡 ピッ ト 2 S13010 0124 (0644) 0293 楕円形 U字形 黒色シル ト

P3211 竪久住居跡 ビット 2 S13010 0581 0474 椿円形 皿 形 黒色シル ト

P3212 3936 堅六住居跡 ピット 2 S13010 0437 0427 0171 円形 U字形 暗褐色砂

3941 竪穴住居跡 ピット 2 S13010 0423 0630 糖円形 U字形 嗜褐色砂

P3214 竪穴住居跡 ピット 2 S13010 0384 0328 0239 不整円形 U字形 婚褐色砂

P3215 竪穴住居跡ピット 2 S13010 0377 0340 0 不整円形 皿 形 著褐色砂

P3216 3271 竪寮住居跡ビット 2 S13010 0385 0313 0 3 椿円形 U掌形 呈缶 シル ト

P3217 墾穴住居跡ピット 2 S13010 0546 0505 0 2 円形 U字形 雫褐色砂質シル ト

P321 竪穴住居跡 ピット 2 S13010 0326 0294 0 7 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3219 3170 竪穴住居跡 ピッ ト 2 S13007 0445 0359 楕円形 皿形 黒褐色砂 質 シル ト

3541 馨穴律居跡ピット S13007 0354 0296 0455 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3221 竪久住居跡 ビッ ト 2 S13007 10391) 0368 0136 権円彬 皿 形

P3222 3387 竪穴住居跡 ピッ ト 2 0534 0428 0516 楕円形 U字形 ミ褐色砂質シルト
P3223 3231 竪穴住居跡 ピット 2 0569 0404 0497 楕円形 U字形 天黄褐色砂質シル ト

P3224 3413 竪穴住居跡 ピット 2

`0555】

0480 0542 円形 U字形 '3224と P3225に 区分

P3225 3413 畢穴住居跡 ピット S13007 (0555) 0480 0542 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト )3224と P3225に 区分

P3226 3714 竪久住居跡 ビツ ト 2 (0278】 0275 円形 肯段 U宰彬 灰黄IIS色砂質シル ト
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表 13 3区 遺構一覧表 4

量構番月
現場通
し番号

遺構性格 面 所属遺構 長軸 (m) 短軸 ω
確認面から
の深きイllll

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3227 3417 竪穴住居跡ピ 2 S13007 0443 (0348) 0556 不整円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

P3228 2 )8,9 1006 0613 0396 円形 U字形 吹黄掲色砂管シル ト P3228と P3229に 区分

P3229 3396 竪穴住居跡 ピット S13007 0286 0267 0368 円形 有段 U字形 灰黄褐色砂箕シル ト
'3228と

P3229に 区分

3453 竪久住后跡 ビツ ト 2 S13007 (0236) (014J 0176 円形 U字形 叉黄褐色砂質シル ト

P3231 3526 竪穴住居跡 ピット 2 8 0580 (0185】 円 形 u宰形 灰黄褐色砂質シル ト

P3232 3414 堅穴住居跡 ピット 2 S13007 0362 0346 0431 円形 U字形 黒褐色砂質ンル ト 「11に切 られる、P3233を切る

P3233 3230 竪穴住居跡ピット (0389〕 (0214) 0135 楕円形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト

P3234 竪穴住居跡 ピット 2 S13007 0517 0189 不黎 円形 皿形 褐灰色砂質シル ト

P3235 竪穴住居跡 ピット 2 S13007 0683 (0286) 0493 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト '3235と P3236に 区の
P3236 竪穴住居跡ピツ ト 2 0683 (0286) 0229 円形 U字形 B灰色砂質シルト D3235と P3236に 区分

P3237 竪穴住居跡ピット S13007 0456 0335 0457 楕円形 U字形 陽灰色砂質シル ト

P3238 3175 薯穴住居跡 ピ ッ ト 2 S13007 0376 0453 不整円形 有段U字丼 褐灰色砂質シル ト

P3239 竪穴住居跡ピット 2 0333 0293 円 形 有rCu字 汗 掲灰色砂質シル ト

P3240 339〕 箋穴住居跡 ピット 2 S13007 0470 0457 橋円形 有段U字舟 票褐色粘土質シアレト

3173 竪穴住居跡ピット 0355 0342 不整円形 皿形 lB灰色砂質シルト
P3242 355, 竪穴住居跡ピット 2 S13007 0455 円形 U字形 黒褐色砂質ンル ト

P3243 3172 零穴住居跡 ピット 2 S13007 0524 0464 0352 不整円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3244 3398 竪水住居跡 ビット 2 0422 0438 不整円形 U字形 鰯灰色砂質シル ト

P3245 竪穴住居跡ピット 0368 0322 0125 円形 Ell形 場灰色砂質シル ト

竪穴住居跡ピット 2 S13007 0225 0182 楕円形 Hl形 ミ褐色砂質シルト
P3247 3174 竪穴住居跡ピット 2 S13007 0252 0147 円 形 U字形

3509 翠穴住居跡 ピット 2 S13007 0281 0268 0150 円形 Ell形 喝灰色砂質シル ト

P3249 3510 竪穴住居跡 ピット S13007 0217 0190 0107 円形 皿形 雲褐色砂質シル ト

P3250 3525 竪穴住居跡ピッ ト 2 S13007 0339 0336 0216 円形 U字形 く褐色砂質シル ト

P3251 3229 宰穴住居跡ピット 2 S13007 08,9 0522 0395 0161 橋円形 皿形 弼灰色砂質シル ト

P3252 竪穴住居跡 ビッ ト 2 0362 0346 不整楕円干 U字形

P3253 3478 竪穴住居跡ピット S13008 P12 0605 0272 円形 皿 形 黒色砂質シル ト

P3254 竪穴住居跡ビット S13008 P12 0578 0504 0181 不整円形 皿形 ミ色砂質シルト
P3255 3481 竪穴住居跡 ピット 2 S13003 P12 0448 不整円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

2 S13008 0485 0473 0205 円形 皿形 ミ色砂質シルト
P3257 竪穴住居跡 ビッ ト 2 S13008 P12 0326 0205 円形 皿 形 望褐色砂質シル ト

竪穴住居跡 ピット 2 S13008 P13 0408 0415 円形 皿形 ミ褐色砂質シルト
P3259 3483 竪穴住居跡 ピット 2 S13008 0375 0318 0425 円形 U字形 薫褐色砂質シル ト

竪穴住居跡中央土坑 2 S13008 0539 050コ 0261 円形 皿形 ミ褐色砂質シル ト

P3261 3484 竪穴住居跡 ピッ ト 2 S13008 13 0383 0369 0396 円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト

竪穴住居跡 ピット 2 S13008 0769 0556 0354 橋円形 U宇形 ミ褐色砂質シルト
'K3054に

切られる
3486 竪穴住居跡 ピット 2 S13008 12 0437 0426 0278 円形 U宇形 婁褐色砂質シル ト

P3264 竪穴住居跡 ピット S13008 12 0513 0219 不整 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3265 3465 ピット 2 M3 0263 円形 U字形
痕
方

柱
隠

にぶい黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂管シル ト 西側を Tr5に切られる

P3266 3358 ピット 2 0426 0382 0230 円形 皿 形 灰黄褐色砂質シル ト

P3267 ピット 2 0351 0194 円形 不整皿形 陽灰色砂質シル ト

3237 ツ ト 2 0311 円 形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

3150 ピット 2 0778 0714 0157 不整楕円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト

P3270 3151 2 10678) 0547 0135 橋円形 皿 形 嗜褐色砂質シル ト

P3271 3057 ピット 2 0779 0733 012判 円形 陽灰色砂資シル ト SK3007を切る

P3272 3523 ピット 2 0357 0320 0265 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト SK3007を切る

P3273 ピット 2 0513 0325 糖円形 整ヽU字形 肇褐角砂 管 シル ト SK3007を切る

P3274 3290 ピット 2 0859 0774 025コ 円形 皿形 票褐色砂質シル ト

P3275 3287 ピット 2 0553 0075 円形 不整皿形 場灰色砂質シル ト

P3276 3285 ピット 2 0316 0275 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3277 3282 ピット 2 0561 0498 円形 皿形 え黄褐色砂質シルト
P3278 3419 ピット 2 0541 0312 0027 緒円形 皿 形 黒褐角砂管シル ト

3420 ピット 2 P3 0389 0297 0076 楕円形 皿形 ミ褐色砂質シアレト

P3280 3196 ビット 2 4 (0532) 0283 楕円形 有段U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

P3281 ピ 2 4 0623 0576 0101 楕円形 皿形 月黄褐色砂質シル ト

P3282 3132 ピット 2 4 0425 0369 円 形 U掌形 こぶい黄褐色砂質シル ト

3156 ピット 2 0580 0480 0228 楕円形 U字形
層

層
灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色居土奮シル ト

P3284 3155 ビット 2 0764 0539 0772 楕円形 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂賀シル ト
黒褐色砂質シル ト

P3285 ピット 2 0256 0250 0110 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3286 ピット 2 0465 0329 0233 橋円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3287 ビット 2 0309 0256 円形 皿 形 黒褐色VJ7奮 シル ト

P3288 3160 ピット 2 0414 0395 0206 円形 U子形 黒褐色砂資シル ト

ピット 2 0408 0864 0372 円形 U字形 庚黄掲色砂質シル ト

ピット 2 0444 0426 0734 円 形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3291 3167 ピット 2 0625 0469 0179 下整楕円舟 皿形 灰黄褐色砂質シル ト

P3292 3352 ビット 2 10399) 0268 0113 整ヽ楕円尭 皿形 巽褐色砂質ンル ト

P3293 3403 ピット 2 0351 0350 0615 円形 U写形 黒褐色粘土質シル ト

3137 ピット 2 0597 0432 0111 橋円形 皿形 又黄褐色砂質シル ト

P3295 3140 ピット 2 0737 0718 0713 円 形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3296 3177 ピット 2 0464 0412 0242 円形 U字形 暗褐色砂質シル ト

P3297 ビット 2 0357 0316 0659 円形 U字形 黒褐色砂質シフレト P3298を切る

3185 ピット 2 0758 0512 0576 楕円形 不整 U字形 黒褐色砂質シル ト P3297に切られる

P3299 ピット 2 0423 0371 脩円形 U字形 暗褐色砂質シル ト

P3300 3200 ピット 2 04・ 5 0779 0660 0179 結円形 皿 形

P3301 3087 掘立柱建物跡柱穴 2 0858 0691 0318 不整楕円形 有段 U字元 票褐色シル ト 旧 3627を吸収
】3301吸 い 3627 据立柱建物跡柱穴 2 SB3007 円形 有段U字罪 里褐色シル ト P3801(日 3087)に 吸収

3008 掘立柱建物跡柱穴 2 0558 0494 0350 楕円形 U宇形 喝灰色砂 質 シル ト

掘立柱建物跡柱穴 2 SB3007 0618 0404 0223 橋円形 有段U字尭 天黄褐色砂質ンル ト

P3304 掘立柱建物跡柱穴 2 SB3007 0463 0429 0253 円 形 U字形 P3310に 切られる

P3305 3283 ピット 2 0626 0299 円形 有段U字帰 場灰色砂質シル ト

233



表 14 3区 遺構一覧表 5

遼構番号
現場通
し番号

遺構性格 面 折属遺精 Grld 長軸 lml 短軸 (nll 柾
ｍ鰤囃

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備 考

3274 ピット 2 0325 円 形 皿 形 悟庚色砂質シル ト

P3307 3275 ピット 2 0311 0266 0116 円形 皿形 掲灰色砂質シル ト

P3308 どット 2 0380 0348 0140 円形 皿髭 lB灰色砂質シルト
P3309 3278 ピット 2 0333 0307 0098 円形 皿形 褐灰色砂質シル ト

P33 3280 2 0658 0565 0297 橋円形 有段U字形 掲灰色砂質シル ト P3304を切る

3009 ピット 2 0394 0362 円形 皿形 吹黄褐色砂質シル ト

3235 ピット 2 0519 0453 0496 橋 円形 gttU字形 黒褐色砂 質 シル ト

P33 3 3192 2 M5'N5 0627 0527 0184 楕円形 U字形 巽褐色砂質シル ト 礫を含む イ礎石ではない ?Ⅲ

3191 ピット 2 1ヽ5・ N5 0532 0466 0363 円 形 U掌形 黒協色砂質シル ト

5 3131 ツ ト 2 M5'N5 0623 0551 0304 円形 U字形 黒褐色砂賀シル ト

P3316 3130 どット 2 10536) 0364 0203 糖円形 U字形 黒褐色砂質シル ト P3317に切られる
P3317 3129 ピット 2 0536 0483 0403 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト P3316を切る、SK3016を 切る

P3318 3082 2 0573 0472 0411 橋円形 下整U字形 黒褐色7J/N質 シル ト

P3319 3189 ピット 2 0475 0454 円形 U字形 睫黄褐色砂質シル ト

P3320 3190 ピット 2 0629 0607 0605 円形 宙段U7形 黒褐色砂質シル ト

P3321 3549 どット 2 0477 (0349) 0342 橋円形 U字形 黒褐色砂質シル ト 東側を暗渠排水に切 られる

P3322 3545 ピット 2 0433 0408 円 形 U字形 要褐 簡 1/N質 シル ト

P3323 3546 ツ ト 2 0593 0509 0219 円形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト P3324を切る

P3324 3547 どット 2 0555 (0520) 円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト P3323に切られる

P3325 ピット 2 0409 0270 円形 U宇形 黒褐色砂質シル ト P3326を切 る

P3326 3198 ピット 2 0401 0328 0153 円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト P3325に切 られる

P3327 3550 ピット 2 0519 0503 0279 円 形 U宰形 爽黄褐色砂奮シル ト

P3328 3232 ピット 2 ⊃5,6 0532 0384 円形 写段 U字形 黒褐色砂質シル Ⅲ

3227 どット 2 0263 0105 円形 不整皿形 巽褐色砂質シル ト 耕作溝に切 られる

P3330 3224 ピット 2 0207 円影 皿形 にぶい黄褐色砂質シル ト

P3331 3405 ピット 2 0555 0330 円形 写段 U字形 陽灰色砂質ンル ト

P3332 3325 ピット 2 P4・ 5 0591 059 0106 円形 皿形 8灰色砂質シルト
P3333 3326 ピット 2 0347 0325 0197 円形 U字形 陽灰色砂質シル ト

P3334 3315 ピット 2 0327 0288 0158 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

3316 ピット 2 P5 0452 0410 円 形 u字影 8灰色砂質シル ト

P3336 3317 ツ ト 2 0340 0303 0214 円形 U字形 雲褐色粘土資シル ト

P3337 3319 ピット 2 0310 0268 円形 U字形
上層 :褐灰色砂
下層 :黒褐色粘土質シル ト

P3338 ピット 2 0368 0351 0495 円籠 U字形 褐灰色砂

P3339 3321 ピット 2 0263 0239 円 形 U字形 囁灰色 VJ/N

P3340 ツ ト 2 0351 0309 円形 U字形 昂灰色砂質シル ト

P334, 3202 どット 2 0533 0435 0600 円形 U字形 ミ褐色砂質シルト
P3342 3203 ピット 2 0388 0 円形 皿 形 にぶい黄褐色砂質ンル ト

P3343 ビット 2 0271 0 楕円形 皿形 黒褐色粘土質シル ト

P3344 ピット 2 0347 0259 0 口 影 皿 形 にぶい責褐色砂質シルト P3345を 切る

P3346 3205 ピット 2 0415 0303 0 円形 all形 黒褐色砂質シル ト P3344に 切られる

P3346 どット 2 0666 0477 0218 橋円形 肯段 U字光 にぶい黄褐色砂質シルト
P3347 3210 ピット 2 0452 0279 円形 U字形 音褐缶砂 管 シル ト

P3348 3212 ビット 2 0339 0245 0125 円形 皿形 唇褐色7J/N質シル ト

P3349 ピット 2 0330 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3350 3208 ピット 2 0391 0381 0034 円形 Ell形

P3351 ピット 2 0308 0295 0157 円形 U字形 曽褐色砂質シル ト

P3352 3214 ピット 2 0540 0341 0270 不整権円形 U字形 悟揚負砂管シル ト

P3353 3111 ビット 2 0385 0377 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3354 3112 ピット 2 0697 0518 0584 楕円形 肯段 U字光 ミ褐色砂質シルト
P3355 3217 ピット 2 0558 0519 0578 円形 U宇形 天黄褐色砂質ンル ト

P3356 3234 ピット 2 0383 0262 0067 円形 皿形 死黄褐色砂

3218 ピット 2 0424 0403 0343 円 形 U掌形 死黄褐色砂質シル ト

P3358 3219 ピット 2 0330 0320 0370 円形 U字形 黒褐色砂質シアレト

3220 どット 2 0431 0427 0101 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3360 3222 ピット 2 0437 0285 0072 楕円形 皿形 にぶい黄褐色砂質シル ト

P3361 3225 ビット 2 0419 円形 all形 褐灰色砂質シル ト

P3362 3221 ピット 2 0110 円 形 皿 形 悟灰色砂質シル ト

P3363 3241 ピット 2 055 円形 U字形 暗褐色砂質シル ト

どット 2 039 0129 円形 U字彬 増褐色砂賀シル ト

P3365 3447 ピット 2 0410 10373) 0103 円形 Ell形 褐灰色砂質シル ト

P3366 3975 2 D7・ 8 0558 0465 橋円形 皿 形 渇灰色砂質シル ト

P3367 ピット 2 )7・ 8 0382 0381 円 形 U字形 黒褐色砂奮シル ト

P3368 3270 ピット 2 D7・ 8 0379 0337 0231 円 形 U宇形 陽灰色砂質シル「 S13009を切る

P3369 どット 2 0455 0217 円形 皿形 庚黄褐色砂質シル ト

P3370 ピット 2 0325 0288 0302 円形 U字形 黒褐負砂暫 シル ト

P3371 3261 2 0691 067] 0653 円形 U字形 黒褐色粘土質シル ト

P3372 3948 ピット 2 0814 0159 円形 皿 形 吹養褐色砂質シル ト

P3373 ピット 2 0374 0344 0296 円 形 U7形 黒褐色砂賀 シル ト

P3374 3949 2 0648 0514 円形 不整U字影 暗褐色砂質シル ト P3375に切られる
P3375 ピット 2 0498 0432 0304 円 形 皿形 陽灰角砂 管 シル ト P3374を 切る

P3376 3349 ツ ト 2 0635 0531 0058 不整円形 有段U字形 陽灰色砂質シル ト

P3377 ツ ト 2 0722 0351 不整円形 gttU字影 陽灰色砂質シル ト

P3378 3267 ピット 2 0419 0379 0387 円形 U字形 黒褐色粘土質シル ト

P3379 2 0432 0098 円形 皿形 暗褐色砂質シル ト

P3380 ピット 2 0784 不攀円形 皿 影 陽灰徹秒質シル ト

P3381 ピット 2 0523 0519 0313 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

P3382 3251 どット 2 0677 0611 0078 円形 皿形 旧灰色砂質シル ト

P3383 3707 ピット 2 0385 0374 0184 円形 皿 形 にぶい黄橙色砂質ンル ト

P3384 2 0361 0182 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

P3385 ピット 2 0274 0271 0512 円 形 U字形 里褐色砂管ンル ト

P3386 ピット 2 0203 0090 橋円形 皿形 埓灰色砂賀シル ト

どット 2 0293 円形 皿形 G灰色砂質シルト
P3388 ピット 2 0374 0172 円 形 皿形 里褐缶 V1/N暫 シル ト
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表 15 3区 遺構一覧表 6

量構番号
現場逼
し番号

遺構性格 面 所属遺構 長軸 (m) 短軸 (llll

lE認 面から
の深さイnll

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3389 3255 ツ ト 2 0447 0103 円 形 盤 形 褐灰色砂質シル ト
P3390 3253 ピット 2 0637 0584 0233 円形 皿 形

P3391 325“ ピット 2 0654 0127 円形 皿形 喝灰色砂質シル ト
P3392 3247 ビット 2 0348 0175 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3243 ピット 2 0406 0328 0142 円形 皿 形 天黄褐色砂質シル ト
ピット 2 0787 0518 0164 脩円形 皿 形 天黄褐色砂質シル ト

P3395 ビット 2 0412 0260 0264 橋円形 U字形 場灰色砂質ンル ト
P3396 3127 ピット 2 0517 0494 0204 円 形 皿形 黒褐色砂質シル ト
P3397 3126 ピット 2 0405 0357 0179 円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト
P3398 3124 どット 2 0328 0297 0149 円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト
P3399 3470 ピット 2 0504 0431 円形 U字形 場灰色砂質シル ト 謹石あり

3442 ツ ト 2 ,K3039広 0267 円形 守段 U字形 g灰色砂質シルト
P3401 3440 ピット 2 ⅢK3039広 0444 0369 0498 円彬 下整 u学形 B灰角砂管シルト

3422 ピット 2 0043 0595 楕円形 皿形 周灰色砂質シル ト
P3403 ピット 2 0496 10285) 0056 円形 皿形 吹黄褐色砂管シル ト rrlに切 られ る

3301 ピット 2 09・ 10 (0653) lC1 1 77) 0339 円 形 U字形 灰貢褐色砂箕シル ト Trlに切 られる、P3405を切る
3446 ビ ッ 2 (0291 10105Ⅲ 0325 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト Trlに切 られる、P3404に切られる

P3406 3348 ツ ト 2 0455 0063 円形 Ell形 天黄褐缶砂管シル ト

3476 ピ 2 0491 0401 円形 U字形 黒褐色粘土質シル ト

2 0375 0312 0254 円形 U字形 喝灰色砂質シル ト

3337 ピット 2 010,Pl( 0715 0324 橋円形 U字形 褐灰色砂質シル ト
P3410 3473 ピット 2 P9。 10 0341 0250 円形 富段 V字形 天黄褐色砂質シル ト
P3411 ピット 2 0697 0667 0468 円形 U字形 にぶい黄褐色砂質シル ト P3412・ P3413を切る
P3412 3504 ピット 2 0511 円 形 U字形 灰貢褐色砂質シル ト P3411に 切られる
P3413 3502 ビット 2 10 821Jl 0774 0257 楕円形 皿 形 天黄褐色砂質シル ト P3411に 切られる
P3414 3340 ピット 2 0273 0232 0218 円形 U字彬 こぶい黄褐色砂質ンル ト
P3415 3499 ピット 2 P10 0339 円形 U宰形 G灰色砂質シルト
P3416 3341 ビット 2 0387 0361 0125 円形 U字形 褐灰色砂奮シル ト
P3417 3339 ピット 2 0384 0369 0254 円 形 U字形 灰貢褐色砂質シル ト
P3418 3120 ピット 2 0329 0097 円形 皿形 腸灰色砂質シル ト
P3419 3118 ピット 2 0681 0502 0159 下整楕円形 皿 形 灰苦褐缶砂管シル ト

P3420 3119 ピット 2 ,01 0735 0523 0111 不整惰円形 不整皿形 聞灰色砂質シル ト
3238 ピット 2 0437 0165 下整橋円形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト

P3422 3330 ピット 2 (0772) 10216〕 楕円形 皿形 医貢褐 色砂 質 シル ト 隣作溝に切 られる
ピット 2 0574 10402】 不整形 Ell形 災黄褐色砂質シル ト 耕作溝に切られる

P3424 3329 ピット 2 0669 0481 0077 楕円形 all形 更黄褐色砂管シル ト
P3425 4081 ピット 2 12 0563 0449 0223 卜整精円形 不整皿形 灰貢褐色砂資シル ト
P3426 3333 ビット 2 0448 0118 円形 ull形 旧反色粘土質シル ト 研作溝に切られる
P3427 ピット 2 0559 0275 円形 宮段 U宰干 場灰色砂質シル ト
P3428 3293 ピット 2 0265 0203 0122 円形 皿 形 天貢褐色砂質シル ト セクション図・写真なし
P3429 3231 ビット 2 0482 0441 0099 円形 皿形 死黄楊色砂箇シル ト
P3430 3418 ピット 2 0685 0592 0378 不整円形 富段 U字形 匂灰色粘土資シル ト
P3431 3006 ピ ッ 2 0429 0373 0144 円形 皿 形 弓灰色粘土質シル ト
P3432 ピット 2 P 0447 0354 0145 不整円形 皿 形 場灰負砂暫シル ト

P3433 3040 ビット 2 13 0208 0203 0126 円形 U宇形 場灰色砂質シル ト
3492 0671 0628 0093 不整円形 皿形 黒褐色粘土質シル ト

3042 ピット 2 0414 0150 不整円形 U字形 ミ褐色粘土質シル ト
P3436 ピット 円形 U字形 i土質シル ト
P3437 ピット 2 Pl 0325 0304 0208 円形 U字形 8灰色砂管シル ト

P3438 3500 ピット 2 S(3053 0832 0332 円形 不整皿形 にぶい黄褐色粘土質シル ト
P3439 3044 ピット P15 0492 0223 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3656 据立柱建物跡柱穴 3 S33008 〕4・ 5 0389 0377 0393 円形 U学形 黒褐色砂質シル ト
P3441 3658 掘立柱建物跡柱穴 3 SB3008 0470 0383 0372 不整円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
P3442 3819 掘立柱建物跡柱穴 3 SB3008 D4・ P4 0611 0424 円形 宵段U字形 襄揚色シル ト
P3443 a318 掘立柱建物跡緯穴 3 SB3008 0541 円形 Ell形 黒褐色砂質シル ト

3981 3 S13014 3 0487 0531 円形 U字形 巽褐色砂質シル ト 建石あ り、旧 4035を吸収
4035 竪穴住居跡 ピット 3 3ヾ 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト P3444(日 398nに吸収

P3445 竪穴住居跡 ピット 3 S13014 3 0442 (0290Ⅲ 円形 Ell形 悟掲色砂質シル ト
P3446 竪穴住居跡 ピット 3 S13014 0729 0486 0191 橋円形 有段 U字形 天黄褐色砂奮シル ト SD30191S13014周 届 )を 切る
P3447 堅欠住居跡 ピット S13014 N3 0487 0443 円 形 U字形 喝灰色砂資シル ト SK3005底 面に検出
P3448 3983 竪穴住居跡ピット 3 S13014 0655 0510 0409 橋円形 U字形 死黄褐色砂質シル ト 醇石あり
P3449 竪穴住居跡 ピッ ト 3 S13014 0461 0066 橋円形 皿 形 G灰角砂管シルト
P3450 竪穴住居跡 ピット 3 S13014 0475 0439 0378 円形 U写形 黄褐色砂質シル ト
P345 竪宏住居跡 ピット 3 S13014 0548 0510 0102 円形 皿 形 掲灰色砂質シル ト 砕3452を切る
P3452 堅穴住居跡 ピット S13014 10419〕 0569 糖円形 U字形 黒色砂質シル ト P3451に 切られる

竪穴住居跡 ピット 3 S13014 円形 U字形 黒色砂質シル ト P3452(日 3864)に吸収、掘 り残 し
P3453 3863 竪穴住居跡ピット 3 S13014 0471 0382 0103 円形 皿形 庚黄揚徹砂管シル ト

P3454 3862 竪穴住居跡 ピット 3 S13014 0481 0458 0047 円形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト
P3455 3861 竪宏住居跡 ピット 3 S1301“

`0467Ⅲ

0452 0608 円形 U字形 叉黄褐色砂質シル ト

3867 堅穴住居跡 ピット 3 S1301判 0969 0553 0420 精円形 有段U字形 黄褐色砂質シル ト

'D30191S13014同
溝 )を切る

P3457 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0748 0738 0386 円 形 V字形 黄褐色砂質シル ト ,K3075と こ切らオlる
P3458 4005 竪穴住居跡ピッ ト 3 S13015 0585 0579 0483 円形 宮段 U字形

|
黄褐色砂質シル ト P3457と 接する、礫あり

3195 響穴住居跡ピット 3 S13015 0883 0716 不整円形 肯段 U字形 黄褐色砂質シル ト
4021 竪久住居跡 ビット 3 S13015 0308 0286 円形 皿形 黄褐色砂質シル ト

P3461 4024 堅穴住居跡 ピット 3 S13015 0292 0269 円形 皿形 黄褐色砂質シル ト
P3462 4020 竪穴任居跡 ビツ , 3 S13015 0354 0315 0236 円形 U字形 黄褐色砂質シル ト ,K3077炭 に検出
P3463 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0433 0416 円形 皿 形 黄褐色砂質シル ト

3187 竪穴住居跡柱穴 3 S13015 0890 0738 橋円形 何段U字形 黄褐色砂質シル ト と柱穴
P3465 4023 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0509 0488 0087 円形 U字形 黄褐色砂質シル ト 卜型甕出土、SD3020を切る
P3466 3186 竪穴住居跡柱穴 3 0744 0701 橋円形 段U字形 黒褐負砂管シル ト 緯 大

4002 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0382 0307 0101 円形 皿 形 ミ褐色砂質シル ト '3468を切る
P3468 4018 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0664 0443 0571 円形 U字形 母灰色砂質シル ト '3467に切 られる、P3469を切る
P3469 4019 事穴住居跡ピッ ト 3 S13015 0375 (0297) 円形 U字形 ミ褐色砂質シル ト )3468に切 られる
P3470 竪穴住居跡ピッ ト 3 S13015 0442 0403 0617 円形 U字形 え黄褐色砂質シルト
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表 16 3区 遺構一覧表 7

遺構番号
し番号

遺構性格 面 所属遺構 G�d 民軸 (m) CHIA(lnl
確認面から

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P347 3445 3 S13015 (0381) 0310 0221 円形 U字形 喝灰色砂質シル ト P3472を 切る
P3472 3184 竪穴住居跡ピット 3 S13015 0548 0448 0555 rli円 形 U字形 場灰色砂質ンル ト R3471に切らオ■る

P3473 3183 堅穴住居跡 ピット 3 S13015 0463 (0318) 0583 楕円形 言段 U字形 灰貢褐色砂 質 シル ト P3474に 切られる

P3474 3182 3 S13015 0608 (0307) 0056 不整精円形 Ell形 喝灰色砂質シル ト P3473・ P3475を切る
P3475 3181 堅穴住居跡 ピット 3 S13015 0315 0241 円 影 U掌形 黒褐缶秒質シル ト P3474に切 られる

P3476 179 零穴住居跡 ピット 3 S13015 0659 0532 0695 楕円形 U字形 灰貢褐色砂質シル ト

P3477 3178 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0475 (0403) 0657 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト 婚渠J,水に切 られる

P3473 3138 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0851 0512 0536 楕円形 有段 U字形 嗜褐色砂質シル ト

P3479 4007 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0482 0503 橋円形 宮段U字形 黒褐色砂質シル ト P3480に 切られる
P3480 竪穴住居跡 ピット 3 S13015 0922 0527 糖円形 宮段U字形 天黄褐色砂質シフレト P3479を 切る

P3481 4004 馨穴住居跡 ピット 3 S13015 0661 0440 0502 楕円形 U字形 寄灰色砂賃シル ト

P3482 3463 竪穴住居跡 内 ビッ ト 3 S13013 (0544) 0472 円形 U字形 にぶい黄褐色砂質シルト 暗渠排7kに切られる
P3483 3717 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0290 (0238) 0168 椿円形 u掌影 場灰色砂雪シル ト 「rlに切 られる

P348瑠 3822 審穴倅居跡ピット 3 S13013 (0558) 0246 橋円形 U字形 黒褐色砂賀シル ト そ渠,「水に切られる、周溝SD3022を切る
P3485 竪穴住居跡 ビット 3 S13013 0775 0568 橋円形 U字形 災黄褐色砂質シル ト SD3022を切る、P34882t・ 切る

P3486 4044 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0443 0441 0572 円形 U字形 天黄褐色砂質シル ト
黒色土層を掘 り下げた面で検出、P3485
を切る

4067 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0306 0574 円 形 u宰形 更蓋揚色砂質シル ト 黒色土層を掘 り下げた面で検出

P3488 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 1099 0727 楕円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
黒色土層を掘り下げた面で検出、P3485・
P3486・ P3487に切らオ■る

P3489 3833 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0379 0342 0513 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
礎石あ り、P3490の柱痕に相当、P3429'
P3491を 切る (P3489は 単独のピッ トで

あるべき )

P3490 竪穴住居跡ピット 3 S13013 10544) 0532 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
P3489の 掘方に相当、SD3022に切られ
る、P3491に切られる

3843 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0887 0561 0457 楕円形 U字形 死黄褐色砂質シル ト
P3489に 切 ら れ る、P3490を 切 る、

P3492 3645 竪穴住居跡ピット 3 S13013 (0664) 0616 0510 積円形 U字形 黒褐色砂質シル ト
薙石 あ り、P3490。 P3493に 切 られ る、
,D3026を 切る

P3493 3646 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0476 0475 0548 円 形 u宰形 にぶい蓋褐色砂管シルト D3492・ P3494を 切る、SD3026を切る

P349盟 3832 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0368 10239〕 0182 円形 U字形 掲灰色砂質シル ト
P3493・ SD3926に 切られる、SD3027え

P3495 3831 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0396 0395 0268 円形 U字形 黒褐色砂 質 シル「

P3496 3729 竪宏住居跡 ピッ ト 3 S13013 0635 不整円形 宮段 U字形 にぶい黄褐色砂質シルト
P3497 3825 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0440 円 形 U字形 庚曽褐角砂暫 シル ト

P3498 3830 事穴 住居跡 ピッ ト 3 S13013 0613 0513 円形 富段V字形 黒褐色砂資ンル ト '3499を 切る

P3499 4043 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0502 0474 0394 不整円形 U字形 褐灰色砂質シル ト
唆化マ ンガン・酸化鉄層を掘 り下げて彰
と、P3498に切 られる

P3500 3829 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0556 (0284) 0120 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト
段化マンガン・酸化鉄沈着層を掘 り下げた
面で給出

P3501 4042 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0556 0528 0228 楕円形 U字形 にぶい黄橙色砂質シル ト 〕3500に切られる、P3499と 接する
4039 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0377 0581 円形 U字形 灰黄褐色砂質シァレト 亀色土層を縄 り下げた面で検出

P3503 3642 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0410 0596 円形 U字形 灰貢褐色 砂質 シル ト 礎石あ り

P350瑠 3845 竪久住居跡 ビッ ト 3 S13013 0532 0507 0435 円形 U字形 掲灰色砂質シル ト P3505を 切る
3845 竪穴住居跡ピッ ト 3 S13013 lC1 5 1 5) 0470 円 形 U字形 悪灰角砂質シル ト 礎石あ り、P3504に切 られる

P3506 3640 馨穴住居訴ピット S13013 0541 0519 円形 U字形 陽灰色砂質シル ト

3 S13013 0474 0439 0563 円形 U字形 賜灰色砂質シル ト P3508を切る
P3508 3639 堅穴住居跡 ピット 3 S13013 0532 0491 0490 円形 U字形 褐灰色砂質ンル ト 楚石あ り、P3507に切 られる

P3509 3915 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0610 0523 0610 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

3715 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0549 0486 精円形 u字形 睫嵩IIg.色砂管シル ト

P3511 4040 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 lC1 437) 0420 0568 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト
駿化マンガン・酸化鉄沈着層を掘 り下げて
険出、SD3023に切られる

P35 3716 堅穴住居跡ピット 3 S13013 0433 0426 0405 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

P35 4046 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0444 0489 円形 U字形 黒掲色砂質シル ト
酸化マンガン・駿化欽沈着層を掘 り下げて

検出

3835 専穴 I● 居跡 ピッ ト S13013 0736 0480 円形 U字形 灰黄褐色砂質ンル ト SD3025を切る

P3515 4041 竪穴住居跡 ピット 3 S13013 0555 0361 円形 U字形 褐灰色砂質シルト
酸化マンガン・酸化鉄沈着層を掘 り下げて

検出

P35 3662 3 S13013 1093 0749 0218 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

P35 3916 竪穴住居跡ピット 3 S13013 0603 0434 円形 U字形 薫褐缶粘 十暫 シル ト P3516の 底面に検出

ピット 3 0575 0422 0160 楕円形 皿形
上匿 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂奮シル ト

P35 3900 ピット 0469 0345 0139 橋円形 皿形 ミ褐色砂質シルト
P3520 3873 3 0592 円形 皿形 ミ褐色砂質シルト
P3521 3871 ピット 3 3 0517 0505 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

P3522 4049 ピット 3 0494 (0248) 0168 橋円形 皿形 G灰色砂質シルト 瞥渠排7kとこ切 られる

P3523 3870 ピット 3 3 0401 0335 0448 円形 U字形
上層 :にぶい黄橙色砂質シアレト

下層 :黒褐色砂質シル ト

P3524 3914 3 3 0468 0451 0332 円形 皿諺 ミ褐色砂質シルト
P3525 3869 ピット 3 3 0303 0217 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3526 3991 ピット 3 2 0427 0.449 円形 U字形
層

層
褐灰色砂質シル ト
黒掲色砂雷シル ト

P3527 3990 ピット 3 2 0523 0415 0397 楕円形 有段 U字形
層

層
褐灰色砂質シアレト
黒褐色砂質シル ト

3913 ピット 3 0440 0285 005J 楕円形 V字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色砂質ンル ト

P3529 3912 ピット 3 2ヾ・ 3 0472 10328) 0462 楕円形 U字形
上層 :にぶい黄橙色砂質シアレト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

ピット 3 0504 0443 円 形 u字形 ミ褐色砂管シル ト

P3531 3904 ピット 3 0428 0291 円形 U字形
層

層
灰貢褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

3903 ピット 3 2ヾ・ 3 0423 0021 楕円形 不整皿形 弓灰色砂質シル ト

P3533 3993 ピット 3 (0439) (0129〕 0238 糖円形 有段 U字形
=ぶ

い黄褐色砂質シルト
ピット 3 0396 0313 0432 椿円形 U宰形 暗褐負砂雪シル ト

3995 ピット )3 0328 円形 皿形 陽灰色砂質シル ト

P3536 3746 ピット 3 0416 0499 円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シルト
下層 :にぶい黄褐色砂質シル ト

P3537 ピット 3 0432 (0339〕 0345 橋円形 U字形 褐灰色砂質シル ト Trlに切られる
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表 17 3区 遺構一覧表 8

遺構番号
通

号

場
番

現
し 遺構性格 面 所属遺構 長軸 (m 短朝(Ⅲ

避認面から
平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3538 3855 ピット 3 0597 0497 0450 楕円形 逆台形
上層 :灰貢褐色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

P3539 3841 ピット 3 0674 0140 円形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト

3918 ピット 3 0534 0466 0206 円形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト

P3541 3919 ツ ト 3 3 0583 0473 0214 円形 不整皿形

3562 ピット 3 う2,P2 0744 0195 円形 皿 形 にぶい芸褐色砂資シル ト

P3543 3743 3 )2 0377 0293 0394 橋円形 U字形 黒褐色粘土質シル ト

P3544 3566 ツ ト 3 0412 021 精 田形 盤 形 にぶい黄橙色粘土質シル ト

P3545 3742 ピット '2 0492 032判 0248 楕円形 U字形 にぶい黄褐色砂質シル ト 院列 P3545P3546P3547P3548
P3546 3839 3 '2 0418 0289 楕円形 有段 U字形 旧灰色粘土質シル ト 硫

'I P3545-P3546‐
P3547‐ P3548

P3547 ピット 3 )2 0389 0325 0309 円形 不整U字形 灰黄褐色粘土質ンル ト 硫夕」P3545-P3546-P3547‐ P3548
3744 ビット 3 '2 0296 0306 円形 U字形 灰黄褐色粘土質シル ト 硫列 P3545P3546P3547P3548

ツ ト 3 0730 0112 円 形 皿 形 更黄褐色粘十質シル ト

P3550 3598 ピット 3 0331 0326 0187 円 形 灰天褐色粘土賀シル ト 杭列 P3550-P3551-P3552
P3551 3 0304 円形 皿形 灰黄褐色粘土質シル ト 慌列 P3550P355卜 P3552
P3552 3844 ピット 3 0309 0302 円 形 不整U字形 灰黄褐色粘土質シル ト 杭列 P3550-P3551-P3552

P3553 ピット 3 2・ 03 0463 0428 0429 円形 U字形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

P3554 3911 ピット 3 0393 0305 0140 橋円形 にぶい黄橙色砂 P3555を切る

P3555 3910 ピット 3 3 0305 0296 0178 円形 皿形
上層 !に ぶい黄橙色砂
下層 :黒褐色砂質シル ト

P3554を切る

P3556 ピット '2 0396 0317 0291 円形 V字形 にぶい黄橙色砂

P3557 ピット 3 3 0345 0312 0179 円形 逆台形 弼灰色砂質シル ト P3558に切 られ る

P3558 ピット 3 0396 0371 0550 円形 逆台形 天貢褐色砂質シル ト P3557を切る

P3559 3905 ピット 3 〕2 0392 0350 0271 円形 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト

黒褐色砂質ンル ト
杭列 P3556‐ P3557P3558P3559

P3560 3857 ピット 3 )2
(0675) (0438) 0200 楕円形 al形

上層 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :褐灰色f1/N質シル ト

P3561 3722 ピット 0417 円形 U字形
上層 :灰貢褐色砂資シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

3723 ピット 3 )3 0353 0322 0221 円形 不整 U字形 にぶい黄橙色砂質シル ト 廷石あ り

P3563 3856 ピット )3 071判 橋円形 al形 天黄褐色砂質シル ト

P3564 ピット 3 3 0529 0478 0304 円形 有段 U字形
上層 !褐灰色砂質シル ト

下層 :黒褐色砂質ンル ト

P3565 3555 ピット 3 3 0453 0410 円形 盤形
上層 :に ぶい黄橙色砂
下層 :黒褐色砂質シル ト

ピット 3 3 0329 0325 0327 円形 U字形
層
層

上
下

にぶい黄橙色砂
黒褐色砂質シル ト

P3567 3837 ビット 3 D3 0377 (0234) 0162 円形 U字形 こぶい黄橙色砂

ピット 3 0508 0475 0379 円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト

下層 :褐灰色砂質シル ト

P3569 ピット 3 3 0515 0513 0462 円形 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト

褐灰色砂質シル ト

P3570 3964 ピット 3 0588 0527 0549 円形 U字形 掲灰色砂

P3571 3747 ツ ト 3 3 0342 0292 0121 円 形 U宰形 婁褐色砂質シル ト

P3572 ピット 3 )3 0262 0255 0053 円形 皿形 写灰色砂質シル ト

P3573 3567 3 0359 0356 0264 円形 U字形 ミ褐色砂質シルト
P3574 3568 ピット 3 0726 0626 0111 楕円形 皿形 写灰色砂質シル ト P3576を切る

P3575 3569 ピット 3 0434 0335 0456 橋円形 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト
黒褐負砂管シル ト

P3576を切る

P3576 3570 ビット 0407 0362 0261 円形 V字形 弓灰色砂質シル ト P3574・ P3575に切られる

P3577 3858 3 0342 0287 0355 円形 V字形 死黄褐色砂質シル ト SK3065を切る

3977 ビット 3 02・ 3 0440 0410 0498 円形 U字形
層
層

上

下
にぶい黄橙色砂
黒褐色砂質シル ト

柱 列 P3578-P3579-P3580-P3581
P3582-P3582-P3583‐ P3584-P3585

P3579 ピット 3 0869 0695 0351 不整楕円形 不整形
上層 :褐灰色砂質シル ト

下層 :灰黄褐色砂質シル ト
柱 コJ P3578-P3579-P3580-P3581
P3582-P3582-P3583-P3584‐P3585

P3580 3556 ピット 3 0446 0282 円形 U字形 にぶい黄橙色砂質シル ト
柱  列 P3578-P3579‐ P3580‐ P3581
P3582‐ P3582-P3583-P3584-P3585

P3581 3573 ピット 3 0362 0320 円形 皿形 褐灰色砂質シル ト
柱 テ」P3578-P3579‐ P3580-P3581
P3582‐ P3582-P3583-P3584-P3585

P3582 3577 ピット 3 0381 0426 円形 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐負粘十質シル ト

柱 列 P3578‐ P3579‐ P3580-P3581
P3582-P3582-P3583-P3584-P3585

P3583 3581 ピット 3 0555 0437 0331 楕円形 U字形 褐灰色砂質シル ト
柱  列 P3578-P3579-P3580-P3581
P3582-P3582-P3583‐ P3584‐ P3585

P3584 3583 ピット 3 0583 0437 0118 楕円形 皿形 褐灰色砂質シル ト
柱  列 P3578-P3579-P3580-P3581
P3582-P3532-P3583-P3584-P3585

P3585 3749 ピット 3 0403 0264 楕円形 皿形 黒褐色砂質ンル ト

P3586 3748 ピット 3 D3・ 4 0638 0488 0243 楕円形 皿形
層

層

上

下
にぶい黄橙色砂質シル ト
褐灰負継土管シル ト

P3585に切られ る

P3587 3557 ピット 0573 0416 0270 橋円形 U字形 黒褐色砂貿シル ト P3588を切る

P3588 3558 3 0542 0471 0398 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト P3587に 切られる

P3589 3961 ピット 3 0377 0368 0381 円形 U字形
柱痕 :に ぶい黄橙色砂質シル ト
礎石下 :暗オリープ褐砂質シル ト

健石あり

ピット 3 0496 0476 0348 円形 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト
褐灰色砂質シル ト

P3591 ピット 3 0545 10397) 0369 楕円形 U字形 黒褐色砂質シル ト '3592に 切られる

3572 ピット 3 0515 0471 056と 円形 U字形
層
層

上
下

灰貢褐色砂資シル ト
褐灰色砂質シル ト '3591を切る

P3593 357均 ピット 3 0517 0471 0384 円形 U字形
層
層

上

下
灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

3578 ピット 3 0741 0557 0492 楕円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :褐灰色砂質シル ト

P3595 3575 ピット 3 0524 0471 0363 円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト

下層 i褐灰色砂質シル ト

P3596 3580 ビット 3 0434 0415 0529 円形 U字彬 黒褐色砂質シル ト

P3597 3587 ピット 3 0318 0311 0179 円形 U字形 明黄褐色砂質シル ト

3745 ピット 3 0440 0325 0186 橋円形 U字形 掲灰色砂質シル ト

P3599 3584 ピット 3 0614 0574 0452 円形 U字形
上層 :に ぶい黄橙色砂質シル ト

下層 :黒褐色粘土質シル ト
P3600に切 られる

P3600 3585 ビット 3 0583 0486 糟円形 皿形 弼灰色砂質シル ト P3599を切る、P3601に 切られる
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表 18 3区 遺構一覧表 9

遺構番号
現場通
し番号

遺構性格 面 所属遺構 Grid 長軸 (ml 短軸 (m)
確認面から
の深さ (m)

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3601 3586 ピット 3 0527 0509 0108 円形 皿形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

P3600を切る

ピット 3 03・ P3 0255 0037 円 形 皿 形 こぶい黄緒色砂箇ンルト

P3603 3842 ピット 3 0518 0188 円形 有段U字形
上層 :灰貢褐色砂資シル ト
下層 :褐灰色41s土質シル ト

3634 ピット 3 P3・ 4 0568 0124 円形 不整皿形 こぶい黄橙色砂質シル ト

P3605 3589 ピ 0442 0108 円形 all形 疋黄褐色粘土質シル ト

P3606 3 0634 円形 Itll形 死黄褐色粘土質ンル ト

3728 ピット 3 0377 0141 楕円形 U字形 天貢褐 色粘 土質 シル ト

P3608 3971 ピット 3 0274 0239 0131 円形 U字形 え黄褐色粘土質シルト

P3609 ピット 3 0441 0284 0177 楕円形 U字形
上層 !灰黄褐色粘土質シル ト
下層 :黒色粘土質ンル ト

P3610 ピット 3 0464 0181 楕円形 U字形
上層 :灰黄褐色粘土質シル ト
下層 t黒色粘土質シル ト

3608 ピット 3 0467 0337 0143 橋円形 罐形 庚黄褐色粘土質シル ト

ピット 3 P3 0377 0325 0136 円 形 v掌形 灰黄褐負粘十質シル ト 杭列 P36 2‐P3613-P3614-P36 5

P3613 3597 ピット 3 0389 0336 0322 楕円形 V字形
上層 :灰黄褐色粘土質シル ト
下層 :1こ ぶい黄褐色粘土質ンルト 克列 P3612P3613P3614P3615

P36 3598 ピット 3 0343 0328 0037 円形 皿形 灰貢褐色粘 土箕 シル ト 杭列 P36 2-P3613‐ P3614-P36 5

3599 ピット 3 0302 0292 0043 円形 皿形 灰黄褐色粘土質ンル ト 売列 P3612-P3613-P3614-P36 5

P3616 3600 ピット 3 P3 0287 0253 円 形 v宰形 嘘黄褐 色粘 士管 シル ト 冗夕H P36 6-P3617-P3618
P3617 ピット 3 P3 0241 0234 0273 円 形 U字形 灰黄褐色粘上質ンル ト 杭列 P36 6-P3617-P3618
P3618 3603 3 0281 0230 0337 円形 逆台形 災黄褐色粘土質シル ト 杭冽IP3616 P3617 P3618
P3619 3592 ピット 3 0216 0199 0060 円形 U字形 にぶい黄橙色砂質シル ト

P3620 3596 ピット 3 P3 0498 0068 橋円形 Ell形 災黄褐色粘土質シル ト

P3621 3602 ピット 3 P3 0247 0230 0264 円形 U宰形 灰黄褐色粘土管シル ト

P3622 3604 ビット 3 P3 0377 0306 0535 橋円形 U字形
層
層

上
下

灰貢褐色砂質シル ト
黒褐色 4・ ar土質シル ト

P3623 3605 ピット 3 0199 0190 円形 ull形 にぶい黄褐色砂質シル ト

P3624 ピット 3 ふ江4 0363 0348 0273 円形 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒揚負砂管シル ト

4048 ピット 3 さ江4 0345 0112 円 形 皿 形 票褐色砂質シル ト

P3626 ビット 3 江ヽ4 0502 0466 0485 円形 有段 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

P3627 4031 ピット 3 0374 0306 0371 不整円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

P3628 ビット 3 0505 0455 惰円形 不整皿形
上層 !灰黄褐色砂質シル ト
下層 :褐灰色砂質シル ト

P3628(4037)を 吸収

)3628吸W 4037 ピット 3 楕円形 不整皿形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :褐灰色砂質シル ト

P3623(4036)に 吸収

P3629 4052 ピット 3 0546 0686 楕円形 W字形 黒褐色砂質ンル ト

P3630 4011 ピット 3 N4・ 5 0397 0346 0554 円形 U字形
届
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

P3631 4047 ピット 3 0430 0092 円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト 覇側を暗渠排水に切 られる

P3632 4017 ピット 3 0568 0555 0303 円形 皿形 喝灰色砂 賀 シル ト

P3633 3929 ピット 3 0459 0365 0190 円形 U字形 天黄褐色砂質シル ト

P3634 4015 ピット 3 0713 0569 0163 楕円形 W字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

P3635 4014 ピット 3 N4・ 5 0478 0402 0570 円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト

下層 :褐灰色砂質シル ト

P3636 3718 ピ ッ 3 0358 0353 0376 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

P3637 3953 ピット 3 0261 0075 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

3654 ピット 3 0355 0156 円形 不整皿形 掲灰色砂質シル ト

3751 ピット 3 )4・ P判 0423 0311 0136 糖円形 宮段 U字影 にぶい黄褐色砂箇シルト
P3640 ピット 3 0373 0300 0126 楕円形 ull形 にぶい貢褐色砂賀シル ト

P3641 3636 ビット 3 0495 0470 0182 円形 不整形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト

褐灰色砂質シル ト

P3642 3754 ピット 3 0433 0394 0165 円形 皿形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐角粘十暫シル ト

P3643 3755 ピット 3 0835 0138 橋円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

3628 ビット 3 0407 0354 0257 不整楕円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

3625 ピット 3 0745 0199 楕円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

3611 ピット 3 P3 0312 0312 0180 円形 U字形
層
層

上
下

灰茨褐色砂質シル ト
黒褐負結十雪シル ト 売アI P3646-P3647-P3648-P3649-P3650

P3647 3629 ピット 3 P4 0281 0217 円形 V字形 灰貢褐色砂質シル ト 売列 P3646P3647'3648P3649P3650
P3648 3626 ビット 3 0289 0279 円形 V字罷 黒褐色粘土質シル ト iコ IP3646 P3647-P3648_P3649-P365C

P3649 3846 ピット 3 0427 0374 0479 橋円形 有段 U字形
上層 :掲灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

杭列 P3646P3647P3648P3649P365C

P3650 3624 ピット 3 0361 0351 0200 円形 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

杭列P3646-P3647‐ P3648-P3649‐ P365(

P3651 3847 ビット 3 0435 037] 0541 円形 U字彬 B灰色括■質シルト
P3652 3621 ピット 3 0626 0509 橋 円形 皿形 灰貢褐色砂質シル ト

P3653 3753 ピット 3 0312 0307 0246 円形 U字形 灰黄褐色砂質シル ト

3620 ピット 3 0303 0292 0076 円形 皿形 褐灰色砂

3630 ピット 0528 0375 0160 橋円形 皿形 褐灰色砂質シル ト

P3656 ビット 3 0471 0388 糖円形 皿 形 日灰色砂質シル ト

P3657 3631 ピット 3 0317 0146 円形 有段U字形
上層 :灰貢褐色砂質シアレト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

ピット 3 0386 0223 楕円形 有段U字形 天黄褐色砂質シル ト

P3659 ピット 3 0537 0418 010塑 橋円形 皿形 天黄褐色砂質シル ト

3632 ピット 3 0493 10394) 0245 円形 盤形
上層 :に ぶい黄橙色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

用水略跡に切られる

P3661 3633 ピット 3 0428 0380 0416 円形 U字形
上層 :灰黄幅色砂質シアレト

下層 :黒帽色砂質シル ト
用水路跡に切 られる

P3662 3616 ピット 3 P4・ Q4 0416 0369 0498 円形 U字形
層
層

上
下

灰貢褐色砂質シル ト

黒褐色粘土質シル ト
主根遺存、樹種同定

P3663 ピット 0264 0225 0057 円形 ll形 こぶい黄橙色砂質シル ト

P3664 3617 ビット 3 0571 0523 0158 円形 皿形 S灰色砂質シル ト

P3665 3999 ピット 3 ふ江5 0546 044覧 0592 円形 有段 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト
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表 19 3区 遺構一覧表 10

自構番号
現場通
し番号

遺構性格 面 所属遺構 長軸 (m 短軸 llnl
確認面から
の深さイnll

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3666 4009 ピット 3 5ヾ 0313 0116 円形 皿形
層
層

上
下

灰黄掲色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

P3667 4025 ツ ト 3 0477 0473 0354 楕円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3668 3543 ビット 3 0689 0435 0339 橋円形 皿形 黒褐色砂質シル ト P3668(3370】 を吸H又

'3668吸 島 3370 ピ ッ 3 )5 0000 権円形 有段 U字予 黒褐色砂質シル ト P3668(3643)に 吸収

P3669 3876 ピット 3 〕5 0522 0488 0121 楕円形 皿形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
暗褐色粘土質シル ト

P3670 3879 3 )5 0441 0435 0306 円形 皿形 褐色砂質シル ト

P3671 3875 ピット 3 〕5 0565 0386 円形 有段U字舟 にぶい黄褐色砂質シルト 笥側を Trlに 切られる

P3672 3877 ピット 3 0555 0482 0305 円形 不整U字形
上層 :に ぶい褐色砂質シル ト
下層 :褐灰色砂質シル ト

S13006周 溝に切 られる

P3673 3878 ピ 3 0283 0259 円形 皿形 G灰色砂質シルト S13006周 溝に切 られる

P3674 3826 3 0530 0513 0048 円形 V字形 掲灰色砂質シル ト

P3675 ピット 3 0499 0190 橋円形 皿形 天黄褐色砂質シル ト |ヒ制を暗薬排水を切られる
P3676 3807 ピット 3 0450 0440 0495 円形 U字彬

P3677 3651 ピット 3 0661 0107 楕円形 不整皿形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色粘土奮シル ト

P3678 3652 ピット 3 0618 0562 0405 円形 有段U字形
層
屠

上

下
灰黄褐色砂質シル ト
褐灰色砂質シル ト

ピット 3 円形 不整皿形 S灰負砂質シルト

P3680 3713 ビット 3 0517 0488 円形 U字形
層

層
褐灰色砂質シル ト
灰黄褐色Ff17質ンル ト

P3681 3813 ピット 3 0549 0547 円形 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

Trl拡 張 -1で深さを確認、旧 4061を 吸収

P3681吸 Ji 4061 ビット 3 円 形 P3681(日 3813)に 吸収

P3682 ビット 3 0495 0487 0427 円形 U字形
層

層

上

下
にぶい黄橙色砂質シル ト
黒 4・S色粘十奮シル ト

P3683 3838 ビット 3 0417 0315 楕円形 皿形 腸灰色砂資シル ト

P3684 3806 ピット 3 0446 0436 017瑠 円形 V字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

P3685 ピット 3 0558 0552 円形 U字形 黒褐色粘土質シル ト 直径 34cm大の大型礫を含む

P3686 3809 ピット 3 D5・ 6 0681 0647 0378 円形 U字形
上層 :褐灰色砂質シル ト

下層 :黒掲色砂質シル ト

P3687 3808 ピット 3 0558 0471 0370 楕円形 U字形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :黒掲色粘土質シル ト

P3688 3720 ビット 3 0534 0456 0265 惰円形 U字形 褐灰色砂質シル ト

P3689 3804 ピット 3 )5・ 6 0470 0428 0137 円形 皿 形

P3690 3853 ビット 3 0493 0478 0213 円形 皿形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

P3691 3657 ビット 3 0376 0352 0215 円形 U字形 [ぶ い貢種色砂箕 シル ト

3815 ピット 3 0399 0342 0107 円形 U字形 褐灰色砂質シル ト P3695に 切られる

3814 ピット 3 0422 0338 0189 糟円形 U字形 天苦褐缶7J/1管シル ト

3803 ピット 3 0464 0406 0212 円形 皿形 ミ褐色砂資シルト

P3695 3659 ピット 3 0401 0399 0141 円形 皿形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

P3692を 切る

ピット 3 0374 0351 0266 円形 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト
黒掲色砂質シル ト

3816 ピット 3 0407 0097 円形 皿形
層
層

上
下

にぶい黄橙色砂質シル ト
黒掲色粘十管シル ト

P3698 3801 どット 3 0470 0377 0410 楕円形 U字形 偶灰色砂資シル ト ξ側を暗渠排水に切られる
P3699 3802 ピット 3 0582 0129 円形 阻形 灰黄褐色砂質シル ト

P3700 ピット 3 05'P5 0559 0123 楕円形 Ell形
層
層

上

下
灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト 'K3079に

切られる

P3701 3817 ビット 3 05・ 6 0540 0082 円形 不幣皿形 にぶい黄綺色砂質シル ト

P3702 3794 ピット 3 0485 0415 0479 橋円形 U字形
層
層

上
下

褐灰色砂質シル ト
黒褐色括土質シル ト

西側を暗渠排水に切 られる

P3703 3767 3 05・ 5 0437 10202) 0047 楕円形 不整皿形 にぶい黄橙色砂質シル ト 西側を暗渠排水に切 られる

P3704 ピット 3 (0647) (0405) 0052 橋円形 皿形 褐灰色砂質シル ト
西側を暗渠排水に切られる、P3705にリ
られる

3766 ツ ト 3 0503 0448 橋円形 不整皿形 にぶい貢橙色砂質シル ト P3704を切る

P3706 3787 ピット 3 0536 0531 0377 円形 U字形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :灰黄褐色砂質シル ト

P3707 3789 ビット 3 0345 0289 0220 橋円形 U字形 にぶい黄橙色砂質シルト
3780 ビット 3 0784 0675 0269 桔円形 有段U字光 褐灰色砂質シル ト

ピット 3 0362 0356 0267 円形 U字形 弓灰色砂質シル ト

P3710 3777 ピ ッ 3 0307 0295 0152 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3711 3770 3 0595 0582 0077 円形 不整皿形 喝灰色粘土箕シル ト

P3712 3778 ピット 3 P5 0387 0363 0220 円形 U字形 掲灰色粘土質シル ト 遭物痕を切る

P3713 3854 ピット 3 0350 0415 円形 有段U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

楚石あ り

P371コ 3771 ピット 3 0432 0404 0271 円形 U字彬 更黄褐色砂質シル ト

P3715 3985 ピット 3 ⊇5 0305 0272 0102 円形 U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂
黒褐色粘土質シル ト

P3716と 接する

P3716 3986 ピット 3 0302 0284 0309 円形 U字形
層
眉

上

下
にぶい黄褐色砂質シル ト
黒褐色砂質シル ト

P3715と 接する

P3717 3773 ピット 3 032判 0220 円 形 U学形 B灰色砂管シルト

P3718 ピット 3 0559 0455 円形 皿形 局灰色砂質シル ト

P3719 3774 ピット 3 0372 (0196) 0237 円形 U字形
上層 :に ぶい黄橙色粘土質ンル ト

下層 :黒褐色粘土質シル ト
南側を Tr6に切 られる

P3720 ピット 3 0527 0444 0450 円形 有段 U字形
層
層

上
下

にぶい黄褐色砂質シル ト

黒褐色粘土質シル ト

P3721 4065 ピット 3 0233 円形 U字形 にぶい黄褐色砂質シル ト

P3722 3810 ピット 3 0366 0222 円形 V字形 黒褐色砂質シル ト

P3723 3786 ピット 3 0616 0616 0394 円形 U宇形 黒褐色砂貿シル ト

P3724 3663 ピット 3 0581 0525 0077 円形 不整皿形 にぶい黄橙色砂質シルト

P3725 3785 ピット 3 0610 0573 0301 円形 U字形
層
層

上

下
暗褐色砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト

P3726 3784 ピット 3 0693 0616 0123 円形 盤形

P3727 3783 ピット 3 0326 0331 0176 円形 写段U字形 天黄褐色砂資シル ト 3728を切る

P3728 3732 ピット 3 0579 0120 楕円形 不整皿形 ら灰色砂質シルト P3727ιこ切らオlる
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表 20 3区 遺構一覧表 11

遺構番号 し番号 遺構性格 面 折属遺植 Crid 長軸 (ml Ctt llal
確認面から
の深さ lall

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

P3729 3952 3 0414 lC1 277〕 0212 円形 皿 形 にぶい苦緒色砂管シル ト 栗側 を暗集排水 に切 られ る

P3730 3848 ツ ト 3 0795 0775 0407 不整楕円形 U字形 雲褐色粘土質シル ト 東側を暗渠排水に切られる

P3731 3849 ピット 0332 0288 0116 円形 U字形 にぶい黄橙色砂 饉物痕を切る、ピットのみ遺構扱い

P3732 3852 0250 0210 0259 円 形 V字形 にぶい黄橙色砂

P3733 ピット 3 0754 0599 0190 楯円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト

P3734 3851 ピット 0406 0363 0273 円形 U字形
上層 :帽灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

P3735 ピット 3 Э7・ P7 0692 0389 0184 橋円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3736 3669 0443 0425 0128 円 彬 皿 形 掲灰色砂質シル ト

P3737 3670 どット 0482 0452 0195 円 形 皿形 灰黄褐色砂質シル ト

P3738 ピット 07・ P7 0537 0514 0311 円形 U字形
上層 i灰黄褐色砂質ンル ト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

P3739 3923 ピット 3 P7 0270 0267 0118 円形 皿形 褐灰色砂質シル ト

P3740 3671 ピット 3 0363 0062 円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :黒褐色粘土質シル ト

P3741 3701 ピット 3 0604 0564 0558 円形 肯段 U字影 襄褐色括土質シル ト

P3742 ピット P7・ 8 0386 0371 0166 円形 U字形
層
層

上
下

灰貢褐色砂資シル ト
褐灰色砂質シル ト

P3743 3928 P7 0338 0314 0161 円 形 u掌形 天黄褐色粘土質シルト
P3744 ツ ト 3 P7 0550 0412 橋円形 皿形 灰貢褐色粘土質シル ト

P3745 3917 ピ 3 0251 0100 円形 皿形 電灰色砂質シル ト

P3746 3666 3 0470 0441 0241 円形 V字形 場灰色砂 質 シル ト

P3747 ピット 3 P7 0299 0298 0200 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P37“ 3881 ピット 3 P7 0298 0296 円形 U字形 要褐色秒質シル ト

P3749 どット a 0474 0385 0443 円形 U宇形 黒褐色砂質シル ト 礎石あり

P3750 ピット 3 0460 0403 0139 円形 皿形 喝灰色砂質シル ト

P3751 3680 3 0451 0391 0256 円 形 皿形 黒褐色粘土質シル ト

P3752 3708 ピット 3 0364 0278 円形 l ll形 黒褐色砂質シル ト

ピット 0610 0452 楕円形 皿 形 ミ揚色砂管シル ト

P3754 3885 ピット 3 0488 0427 0110 円形 皿形 黒褐色砂箕シル ト

P3755 3703 ピット 0489 0482 円形 U字形
層
層

上
下

灰貢褐色砂質ンル ト

黒褐色粘土質ンル ト

P3756 ピット 3 0401 0384 0069 円形 皿形 え黄褐色砂質シルト
P3757 3886 ピ 3 0706 0242 0041 糖円形 皿形 死黄褐色砂奮シル ト

P3758 3542 ピット 3 0366 0337 0072 円形 皿形 電灰色砂質シル「

P3759 ピット 3 0445 0412 0229 円形 U字形 死黄褐色砂質シル ト

P3760 3889 ピット 3 0281 0281 0171 円形 U字形 母灰色砂質シル ト

3891 ピット 3 0315 0309 0086 円形 皿 形 黒褐色砂質シル ト

P3762 3892 ピット 3 0715 0450 0045 楕円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3763 3711 ビット 3 0482 0116 楕円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3764 3893 ピット 3 0472 008珀 不整箱円形 不整皿形 黒褐色砂質シル ト

P3765 3733 ピット 3 0738 0672 円形 ll l形 黒褐色砂質シル ト

ピット 3 0678 0550 0073 下整楕円形 不整皿形 灰貢褐色砂質シル ト

P3767 3874 ピット 0565 009コ 糖円形 皿形 旧灰色砂質シル ト

P3768 3691 ビット 3 0390 0068 桔円形 不整皿形 黒褐色砂質シル ト

3695 ピット 3 0785 0567 0083 円形 nll形 黒褐色砂質シル ト

P3770 3690 ピット 3 0454 0380 円形 不整皿形 巽褐色砂質シル ト

P3771 3692 ピット 3 0374 0347 0041 円形 皿形 場灰色砂質シル ト

P3772 3688 ビット 0495 0127 円形 U字形 G灰色砂質シルト

'3773
3687 ビット 3 P8・ 08 0454 0449 0105 円 形 皿形 褐灰色砂質シル ト

P3774 3686 ピット 3 P8・ 08 0418 不整精円形 U字形 天黄褐色砂質シル ト

P3775 ピット 3 0571 0545 0423 円形 盲段 U字形 写灰色砂質シル ト

P3776 3938 3 044コ 0358 0064 楕円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3777 ピット 3 0311 0293 円形 U字形 掲灰色砂質ンル ト

P3778 3683 ピット 3 0306 0277 0272 円形 U宰形 黒褐 FII粘 十管 シル ト

P3779 3682 どット 3 0266 0415 円形 U字形 黒褐色砂質シル ト

P3780 3681 ピット 3 橋円形 ぼ段U字形 ミ褐色砂質シルト
P3781 3896 3 P8・ 9 0445 0313 0259 橋円形 U字形 灰貢 褐 色砂 質 シル ト

3712 ピット 3 0679 0635 0046 円形 皿形 黒褐色砂質シル ト

P3783 373判 ピット 3 0397 0329 円形 有段U字形
上層 :灰黄褐色砂質シルト
下層 :褐灰色砂質シルト

P3784 405コ ピット 4 0783 0412 0107 橋円形 黒褐色粘土賓シル ト rr5拡 張で検出

P3785 4 0551 0217 円形 浅いU字形 窯褐色粘土資シル ト Tr5拡張で検出
P3786 4056 ピット 4 0314 0393 0138 円形 浅いU字形 黒褐色粘土質シル ト Tr5拡張で検出

P3787 4058 ピット 4 0379 0128 円形 著穆fl砂管シル ト rri拡張■で検出、第 3面からの掘り込み

P3788 4059 ピット 0384 0368 0357 惰円形 V字形 黒褐色砂質シル ト
Trl拡張 ■ で検出、第 3面からの掘 り,

み、杭穴か

P3789 4060 4 0416 0399 0096 円形 浅いU字形 陽灰色砂資シル ト 「fl拡張 ■ で検出

4028 ピット 1 0720 (0268) 0033 橋円形 ? 皿形 褐灰色砂質シル ト

P3791 4027 ピット 4 11 0330 0321 0143 円形 鳴いU字形 掲灰色砂質シル ト

P3792 4063 ピット 4 5 0850 0420 0203 禰円形 浅いU字元 陽灰色砂質シル ト 「r7で検出

P3793 ピット 3 0252 0238 0093 円形 浅いU字罪 雲褐色粘土質シル ト 「r6拡張

P3794 4062 ビット 4 0453 0453 0053 円形 浅いU字形 黒褐色砂資シル ト 「r8で検出

SD3001 3305 竪穴住居跡壁溝 2 S13002
M3
N2・ 3

4912 0485 0103 溝状 浅いU字形 瞥褐色砂質シル ト

SD3002 3540 竪穴住居跡小溝 2 S13002 M3,N3 2830 0092 溝状 隻いU字形 雫褐色砂質シル ト

SD3003 3984 竪穴住居跡小溝 2 S13002 M3・ N3 2105 0552 0085 溝状 唆いUttJf7 を褐色砂管ンルト

竪穴住居跡壁溝 2 S13009 02・ 3 3321 0763 0126 隅丸長万形
止閉 1→ >送

浅い U字形
一部酔燎 黒褐色砂質シル ト

'13009(十

日3524)か ら独立

SD3005 竪穴住居跡壁溝 2 S13001 3442 0335 0105 溝状 曳いU字形

3355 竪穴住居跡壁溝 2 S13005 N4・ 04 5944 0460 0150 嚢いU字形 黒褐色砂質シル ト

SD3007 3377 竪穴住居跡壁溝 2 S13006
N5
04・ 5

7902 0380 0061 溝状、孤J 完いU字形 ミ褐色砂質シル ト

SD3008 3997 竪穴住居跡野溝 S13011 7491 麦いU字形 ミ褐色7J/N質 シルト
SD3009 3939 2 S13010 07・ 8 5130 0591 0085 曳いU字形 瞥褐色砂

SD3010 3402 竪穴住居跡壁濫 2 麦いU字形 黒褐色砂質シル ト
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表 21 3区 遺構一覧表 12

遺構番号
現場通
し番号

遺構性格 面 所属通構 長軸 (Inl 霊轍 lml
の深き Id

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備 考

堅穴住居跡小溝 2 S13007 0340 0065 隻い U7κ ミ褐色砂質シル「

SD30 3399 竪穴住居跡小溝 2 S13007 1770 0352 0069 晩いUttκ 黒褐色砂質シル ト

3390 竪穴住居跡小溝 2 S13007 0740 0134 0104 曽状、狐期 宅いu宰十 ミ褐色砂雪シル ト

SD301コ 3406 竪穴住居跡小漆 2 S13007 4060 0350 0080 安いU字帝 黒褐色砂質シル ト 日3406か ら独立

竪穴住居跡小層 2 S13007 3102 0372 0104 徳状、孤J 隻いU字丼 要褐色砂質シル ト

SD3016 3402 竪久住居跡小溝 2 S13007
08。 9
P8'9 3762 0344 0053 溝状、孤状 浅いU字形 黒褐色砂質シル ト 十日3402か ら独立

SD3017 竪穴住居跡壁溝 2 S13007 P8・ 9 2168 0278 0087 割犬、孤耶 宅いU字丼 望褐色砂質ンル ト

SD3018 3533 竪穴住居跡壁溝 2 S13007
08・ 9
P8,9 6010 0142 0070 環 状 曳いU字形 砦褐色砂質シル ト

SD3019 3309 竪穴住居跡壁溝 3 S13014 N2・ 3 0310 楕円形 曳いU字形 黒褐色砂質シル ト ■3003に 切られる

4001 竪穴住居跡壁溝 3 S130 N4・ 5 7073 0492 0071 環状 寅いU字形 黒褐色砂質シル ト

SD3021 3649 竪穴住居跡壁漏 3 S13013 04・ P4 8419 0470 0051 孤状 衰いU字帝 G灰色砂奮シル ト ,D3021イ 十日3650】 を吸 J7

D3021吸灯 竪穴住居跡小溝 3 3 04・ P4 孤状 隻�` U宇汚 黒褐色砂質シル ト ,D3021(十日3649)に 吸収

,D3022 3648 竪穴住居跡小溝 3 S130 3 4622 0340 0057 孤状 隻いU字形 ミ褐色砂質シルト
3648 竪穴住居跡小溝 3 S13013 1192 0278 孤状 Sttfl砂 雪シルト

SD302コ 3947 馨穴住居跡小溝 S130 5122 0350 0037 孤状 麦いU字形 G灰色砂質ンルト 〕3507に切られる

SD3025 3978 竪久住居跡小濤 3 S130 3 04・P4 3778 0580 0128 孤状 麦いU字帝 ミ褐色砂質シル ト

SD3026 3647 竪穴住居跡小濫 3 S130 3 4306 0310 0059 孤状 麦いU字形 3492・ P3493に 切 られる、SD3027を切る

SD3027 3979 竪穴住居跡小溝 3 S130 3 3318 1170 0185 孤】犬 支いU字形 ミ褐色砂質シルト
S13001 3001 竪穴住居跡 2 3442 2665 0024 目丸長方形 焼 形 ≧褐色砂奮シル ト 黄色砂層を切つて構築

3054 竪穴住居跡 2
1ヽ2・ 3

N2・ 3 (1767) 0100 (円形 ) 盤 形 ミ褐色砂質シル ト 周濤を有する、東側は調査区外に延びる

S13003 3055 竪穴住居跡 2 5689 円形 盤形 同濤未検出

S13004 竪穴住居跡 2 4758 4261 円形 盤形 ミ褐色砂質シル ト S13005を切る

S13005 3011 馨穴住居跡 Ч4・04 7491 7147 0371 円形 有段盤形 黒褐色砂質シル ト S13004に切られる

S13006 3012 竪穴住居跡 2
N5
04・ 5

7902 7437 0132 円形 盤 形 黒褐色砂質シル ト S13015を切る

S13007 3013 竪穴住居跡 2
03・ 9
P8。 9

79と 7 6106 0074 楕円形 盤 形 黒褐色砂質シル ト

S13008 3014 竪穴住居跡 2
P12・ 13
012・ 13

6155 0192 不整円形 盤 形 黒褐色砂質シル ト 周溝未検出、決水砂による破壊を受ける

S13009 3524 竪穴住居跡 2 02・ 3 3321 2639 0 鶴丸長万形 盤 形 黒褐色砂資シル ト 小型、幅の不均質な周濡を有する

S13010 竪穴住居跡 2 D7・ 8 6349 5846 0 楕円形 盤 形 黒褐色砂質シル ト

S13011 3996 竪穴住居跡 2 4539 4179 0 円形 盤 形 黒褐色砂質シル ト

S13012 3930 竪穴住居跡 4260 3850 0088 (円形 盤形 黒褐色砂質シル ト

S13013 3638 竪穴住居跡 3 D4・ P4 8419 8283 0166 不整円形 盤形 黒褐色砂質シル ト
S13005に切られる、黒褐色の酸化マンガン沈着層
が上面を覆う、周溝を有する、複数回の拡張あり

S13014 竪穴住居 跡 3 N2,3 5259 4880 0072 不整円形 盤形 巽褐色砂質シル ト

S13015 竪穴住居跡 3 N4・ 5 7073 6917 円 形 盤形 黒褐色砂質シル ト ,13006に 切 られ る

3030 土坑 1 1794 1739 円形 浅いU字形 票褐色砂質シル ト 礫集中

SK3002 3027 土坑 1 1465 1207 不移円形 肇褐色砂奮シル ト 礫集中

SK3003 3004 土筑 2 0751 0665 009 楕円形 曳いU写形 雪灰色 砂資 シル「 小生土器集中、土器棺墓か

SK3004 3291 土坑 2 1275 0794 橋円形 隻いU字形 天黄褐色砂質シル ト

竪穴住居跡中央土坑 2 S13003 2278 1693 円 形 宅い U字形 肇褐負砂 冒 シル ト

SK3006 3060 t筑 2646 0465 円形 安いU字形 詈褐色砂質シル ト

SK3007 土坑 2 N3・03 9318 0873 0281 溝状 践いU字形 黒掲色砂質シル ト

SK3008 3058 土坑 2 6475 0322 構状 浅いU字形 喝灰色砂 質 シル ト

SK3009 3005 土坑 2 P2・ 3 5681 0673 0101 溝状 浅いU字形 褐灰色砂質シル ト

SK3010 3827 土坑 2 P3・ 03 2316 0841 0340 細長い

楕円形
浅いU字形 黒褐色粘土質シル ト

SK3011 3378 土坑 2 卜14 1160 0742 0086 橋円形 安いU字帝 黒褐色砂質シル ト

SK3012 3152 土坑 2 1284 0204 不整円形 妄い U字形 ミ褐色砂賀シル ト

SK3013 3136 土坑 2 W4・ 5 3461 1214 0304 隅丸方形 安ヤヽU字形 黒褐色砂質シル ト 畳物集中、S13015を 切る

SK3014 3284 土坑 2 p3・ 判 1161 0824 0270 不整権円帝 G庚負砂暫シルト

SK3015 3273 十境 2 1289 楕円形 究▼`U字舟 昂灰色砂質ンル ト

SK3016 3128 土坑 2 1178 1001 0333 不整円髭 甍いU字形 黒褐色砂質シル ト

SK3017 土坑 2 W5・ 6 1655 0167 不整円形 隻し` U宇形 昭褐色砂質シル ト

SK3018 3090 竪穴住居跡中央土坑 2 S13006 5ヾ・ 05 1326 1243 0493 円形 完いU字形 庚黄褐色砂質シル ト

SK3019 3215 土坑 2 1087 0875 0273 精円彬 濃いu掌″ 悠灰負砂質シル ト S13006を 切る

SK3020 土In‐ 2 2965 2903 0201 不整形 浅いU字形 円灰色砂質シル ト 上器集中

SK3021 3323 土坑 2 1176 0778 0094 楕円髭 浅いU字形 灰黄褐色砂質シル ト

SK3022 3207 土坑 2 0930 0908 0213 円形 浅いU字形 窯褐色砂 質 ンル ト

SK3023 3992 竪穴住居跡中央土坑 2 S13011 0600 0425 0226 橋円形 浅いU字形 黒褐色砂質シル ト

SK3024 3443 土坑 2 2338 0746 0186 不整楕円形 侶灰色砂管シル ト 重物 あ り

SK3025 3454 土In‐ 2 0894 (0530) 0158 不密楕円形 浅いU字形 灰黄褐色砂質ンル ト 目物あり

SK3026 3065 竪穴住居跡土坑 2 222 1035 0139 不整四角形 浅いU字形 暗褐色砂質シル ト SK3064を切る、直とに撹乱を笠ける

SK3027 3064 竪穴住居跡土坑 2 S13012 P6 1250 0755 不整四角形 浅いU字形 暗褐色砂質シル ト
罰釧片出上、SK3065に切 られ る、直上に
時乱を受ける

SK3028 3069 竪穴住居跡土坑 2 S130 0672 0116 不整四角形 培褐負 砂管 シル ト

SK3029 3066 寧穴住居跡土琉 2 S130 367 0774 不整四角形 腹いU字形 暗褐色砂質ンル ト SK3029と P3198に 分Ha

SK3030 3343 土坑 2 0938 0169 不整糖円形 礎いU字形 と褐色砂質シルト
SK3031 3973 土坑 2 (1201Ⅲ 0735 0071 楕円形 浅いU字形 壻褐色砂質シル ト P3372に切られる

SK3032 3266 堅穴住居跡中央土ザ 2 S13010 08 0152 円形 浅いU字形 黒褐色砂質シル ト

SK3033 3927 土坑 2 (1167 0211 不整楕円形 天黄褐徹砂管 シル ト 撹乱に上面・北側を切 られる

SK3034 土坑 2 3134 2567 0137 不整形 浅いU字形 灰黄褐色砂質シル ト

SK3035 3171 竪穴住居跡中央土サ 2 S13007 1001 0805 0374 橋円形 浅いU字形 曽褐色シル ト

SK3036 3527 竪穴住居跡中央土ザ 2 S13007 1203 0574 0296 楕円形 浅いU字形 電灰色 砂質 シル ト

SK3037 土坑 2 N9。 10 4228 1275 0256 溝状 隻いU字舟 灰黄褐色砂質シル ト 化側は調査区外に延びる

SK3038 3471 土坑 2 1393 不裕糟円

'
喧いu字平 ミ褐fl砂管シル ト

SK3039 3302 土坑 2 99・ P9 3001 0290 不整四角形 隻ヤ`U字尭 喝灰色砂質シル ト S13007を 切る

SK3040 3494 土 lll 2 1794 046均 0505 溝状 喰いU字尭 場灰色砂質シル ト 弁作跡の下層に検出

SK3041 3495 土坑 2 (2247Ⅲ 0977 0298 溝状 浅いU字形 天黄褐色砂質シル ト llf作跡の下層に検出、P3068を 切る

SK3042 3345 土坑 2
010'11
P10・ 11

2465 1555 0181 不整楕円形 浅いU字形 掲灰色砂質シル ト

SK3043 3421 土筑 0997 073“ 0125 不整橋円形 隻いU字尭 悟褐色砂質ンル ト
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表 22 3区 遺構一覧表 13

遺構番号
現場通

遺構性格 面 所属遺構 長軸 lllll C軸 (ml
確認面から
の深き十111

平面形 断面形 埋土 (主体土 ) 備考

SK3044 3117 土坑 2 1040 0912 不整円形 麦いU写形

SK3045 3017 土坑 2 2954 1687 0168 長方形 麦いU字形 褐灰色砂質シル ト 暗渠排水に切られる

SK3046 土坑 2 1015 066コ 0030 惰円形 い U字形 場庚負 V1/N質 シル ト SX3003を 切る、土坑菜の可能性あ七

SK3047 3016 土坑 2 3743 2671 0140 不整三角形 麦いU字形 弓灰色砂資シル ト 弥生中期再杯出土

SK3048 3535 土坑 2 1830 1708 0319 不整円形 麦いU字形 灰黄褐色砂質シル ト

3019 土 坑 2 2729 2632 0273 隅丸長方形 麦いU字形 灰黄褐色砂質シル ト

SK3050 3015 土坑 2 1061 0056Ⅲ 0305 不整箱円形 喪いU字形 唇褐色砂質シル ト 土器集中、Trlに北半分を切られる

SK305 3488 竪穴住居跡中央土坊 2 S13008 0891 結円形 宅いU宰形 肇褐色砂質シル ト

SK3052 竪穴住居跡中央土坑 2 S13008 2・ 13 1098 0208 楕円形 麦いU7形 雲褐缶砂 管 シル ト

SK3053 土坑 2 3132 3106 不整長方形 灰黄褐色砂質シル ト S13008に接する

SK3054 3503 土坑 2 (2948) (2153) 不整形 雲褐角秒質シル ト S13008を 切る

SK3055 3051 土坑 2 287判 1390 瓢箪形 麦いU字形 要褐色砂質シル ト 土器集中、中世以降か

3052 土坑 2 1426 不整箱円形 衰いU字形 黒褐色砂質シル ト 土器集中

SK3057 土 坑 3 1111 0735 不整惰円形 麦いU字形 営褐色砂質シル ト 植物痕の可能性

SK3058 3899 土坑 3 1 074判 楕円形 麦いU字形 褐灰色砂質シル ト

SK3059 3901 土坑 1735 0228 濫】犬 にぶい黄褐色砂質シルト

SK3060 3312 竪穴住居跡中央土坊 3 S1301判 0795 0680 0108 惰円形 貴いU字形 場灰色砂質シル ト SK3061を切る

SK306J 3982 罫穴住居跡中央土筑 3 S13014 070コ 0114 緒円形 隻いU字形 黒褐色砂質シル ト SK3060に切られる
SK3062 3902 土坑 3 1388 (0809) 隅丸長方形 皿形 営掲 fI砂管 シル ト

SK3063 土坑 3 1335 0838 脩円形 盤形 黒褐色砂質シル ト SK3062に接する

SK3064 3725 十1/‐ 3 0885 (0837】 0100 結円彬 皿形 砦褐色砂質シル ト P3564に切られる

SK3065 3576 土坑 3 1 473 0963 0181 隅丸長方形 麦いU字形
層
層

上
下

にぶい黄橙色砂質ンル ト
褐灰色砂質シル ト

SK3066 4010 土坑 3 M4・ N4 (1834) 0278 0022 溝状 麦いU字形 営褐角砂 管 シル ト

SK3067 土坑 3 1069 (034J 0126 惰円形 皿形 悟褐色砂質ンル ト 】ヒ側をTrlに切られる

;K3068 竪穴住居跡中央土坑 3 S13013 (1244) 1205 0123 不整楕円形 写段 U字形 瞥褐色砂質シル ト
旧 3834が 旧 3965の 一 部 を 吸 収 して

SK3068と なる、SK3068が S(3069を 切る

SK3068 3965 竪穴住居跡中央土坑 3 S13013 D4 0000 不整楕円形 写段 U字形 瞥褐色砂質シル ト
SK3068と SK3069の 2基 に 分 割、
SK3068が SK3069を切る

SK3069 3965 竪穴住居跡中央土坑 3 S13013 1229 (0891) 0376 楕円形 U字形 黄褐色砂質シル ト
S(3068 と SK3069の 2基 に 分 割、
SK3069は SK3068に切られる

SK3070 竪穴住居跡土坑 3 S13013 2195 (1215) 0371 橋円形 不整皿形 天貢褐色砂質シル ト 胃溝群 を切 る

SK3071 3641 竪穴住居跡土坑 3 S13013 ⊃4・ P4 (2267】 1041 005均 不整形 皿形 黒褐色砂質シル ト P3504・ P3505を切る、周溝範囲にのみ広がる

SK3072 3635 土坑 3 〕4・ P4 1040 088判 0125 惰円形 盤形 黒褐色砂質シル ト

SK3073 3618 土坑 3 10873) 0750 0296 糖円形 麦いU字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト
下層 :に ぶい黄褐色砂質シル ト

SK3074 4013 土坑 3 江ヽ5 (1302) 0447 0087 橋円形 皿形 晋掲色砂資シル「 1ヒ側は調査区外に延びる

SK3075 3139 竪穴住居跡土坑 3 S130と 5 1410 0105 糖円形 麦いU字形 曽褐色砂質シル ト P3457に切られる、SD3027を切る

SK3076 3089 讐穴住居跡中央土坑 3 S13015 (0786) 0782 0332 不整楕円形 U字形 営楊角砂 管 シル ト I「側を暗渠緋フkに 切られる

SK3077 3188 墾穴住居跡土坑 3 S13015 (1461 0988 0149 不整楕円形 皿形 詈褐色砂質シル ト SD3027を切る

3719 土坑 0263 桔円形 不整皿形 黒褐色砂質シル ト

SK3079 土坑 3 2217 0712 0161 細長い
皿形 lHt褐 色砂質シル ト

SK3080 3972 土坑 3 P4・ 5 0982 0900 0299 不整楕円形 皿形 曽褐缶砂 質 シル ト 贖物痛 の可含レ袢

SK3081 土坑 3 P4・ 5 0923 0886 0238 円形 U字形 喝灰色砂質シル ト 悟渠排7kに切られる

S(3082 3699 土坑 3 P7 0718 0123 不整楕円形 U字形
上層 :灰黄褐色砂質シル ト

下層 :黒褐色砂質シル ト
植物痕の可能性

SK3083 土坑 3 0911 075コ 0445 不整楕円形

`整

U字形
層
層

上
下

灰黄褐色砂質シル ト

黒褐色砂質シル ト
憧物痕の可能性

3696 土坑 3 0835 円形 守段U字形
層

層
灰黄褐色砂質シル ト
褐灰獅 J/N質 シル ト

歯物痕の可能性

SK3085 土坑 3 910・ 11 0871 0555 0245 楕円形 霊いU字形
上層 :褐灰色砂質シル ト
下層 :黒褐色砂質シル ト

SK3086 3998 土坑 3 (1645) 0350 細長い箔円形 U字形 褐灰色砂質シル ト
Tr3に 切 られる、黒色土層を掘 り下げた面
で検出、土器片微量

SK3087 4079 土坑 4 P14 1160 1 0100 円形 Itl形 嗜褐色砂質シル ト ｒ
明

Ｔ
不

1拡張-4で 検出、礫集中遺構、時代
第 2面以前のものの可能性が高い

SX3001 3021 木棺墓 2 1866 0928 0181 隅丸長方形 盤形
木棺部 :黒褐色ンル ト

掘方 :暗褐色砂質シル ト

SX3002 木棺墓 2 1085 0125 隅丸長方形 盤形
木棺部 :黒褐色シル ト

掘方 :暗褐色砂質シル ト

SX3003 3023 木棺墓 2 2415 1410 0139 隅丸長方形 盤形
木棺部 :黒褐色シル ト

掘方 :暗褐色砂質シル ト
SK3049に 切られる、水晶玉出土

3512 木棺墓 2 N10・ 01( 2605 1326 0074 隅丸長方形 盤形
木棺部 :黒褐色シル ト
掘方 :暗褐負砂質ンル ト

辱ち込み
番号なし

自然地形の
(5217) (2621) 台形状 浅いU字形 黒色シル ト、明黄灰色砂

rrl拡張 ■ で検出、礫 と砂を比較的多く
含む、酸化鉄洗着、弥生時代以前の川縁

朋
０２

勝
３。

番号なし
自然地形の

4 Pll 4358 不整楕円形 浅いU字形 黒色シル ト、明黄灰色砂
rrl拡 張 3で検出、やや大型の礫を多く

含む、弥生時代以前の再堆積層

勘
０３

秘
３。

番号なし
自然地形の
落ち込み

4 14 (8909) (■398) 0139 不整形 傾斜面 黒色シル ト、明黄灰色砂
Tri拡張 4で検出、弥生時代以前の自然
地形の落ち込み

尉木痕3001 番号なし 倒木痕 4 07・ P7 2130 不整楕円形 U字形 Trl拡張 2で検此

尉糠 300Z 番号なし 倒木痕 4 P12・ 01Z 2901 2829 不整楕円形 U字形 TrI拡張 3で検出

倒木痕300C 3053 倒木痕 4
P17・ 18
017・ 18

4690 1961 不整形 U字形 黒色土・ 黄褐色砂 Tr2拡 張で風倒木痕 と確認
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第 2章 奈免羅・西の前遺跡出土遺物の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

今回の分析調査では、奈免羅 。西の前遺跡 Ⅱ 3区で検出された構築時期不明の P3662柱根の樹

種同定および年代測定を実施した。また、同じく3区 S13012内 SK3027か ら出土した銅釧について

蛍光X線分析を実施した。

第 1節 P3662柱 根 の年代 と樹 種

第 1項 調査 目的

3区で検出された P3662柱根は、層位的には弥生時代中期の遺構検出面に相当するが、供出する

遺物がなく、年代等を特定することができなかった。そこで、柱根について放射性炭素年代測定を実

施し年代に関する情報を得ることにした。また、樹種同定をおこない、当該期の木材利用に関する情

報を得ることも合わせて実施した。

第 2項 試料 と方法

調査対象である柱根は、芯持丸木の木取りで、試料は柱根上部の残存する外側の年輪部分より採取

した。

1.放射性炭素年代測定

土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗

浄などにより物理的に除去する。その後 HClに より炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに より腐植酸

等アルカリ可溶成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去をおこ

なう (酸・アルカリ 。酸処理 )。

試料をバイコール管に入れ、lgの酸化銅 (Ⅱ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を

真空にして封 じきり、500℃ (30分 )850℃ (2時間 )で加熱する。液体窒素と液体窒素十エタノール

の温度差を利用 し、真空ラインにて C02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製した C02

と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを 650℃ で 10時間以上加熱し、グラフア

イトを生成する。

化学処理後のグラフアイ ト・鉄粉混合試料を内径 lmmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオ

ン源に装着 し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C―AMS専用装

置 lNEC Pelletron 9SDH-2)を 使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 lNISTlか

ら提供されるシュウ酸 (HOX― Ⅱ)と バックグラウンド試料の測定もおこなう。また、測定中同時に
13c/12cの

測定もおこなうため、この値を用いてδ 13Cを算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBYの半減期 5568年を使用する。また、測定年代は 1950年を基点 と

した年代 (BP)で あ り、誤差は標準偏差 (One sigma68%)とこ相当する年代である。なお、暦年較正

は、 RAD10CARBON CALIBRAT10N PROGRAWI CALIB REV5,02(Copynght 1986-2005 M Stuiver and P」
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Reimenを用い、誤差として標準偏差 (One sigmaを用いる。

暦年較正 とは、大気中の
14c濃

度が一定で半減期が 5568年 として算出された年代値に対 し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の
14c濃

度の変動、及び半減期の違い (14cの 半減期

5730± 40年 )を較正することである。暦年較正に関しては、本来 10年単位で表すのが通例である

が、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するた

め、1年単位で表している。試料が木材であることから、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を

用いる。

暦年較正は、測定誤差σ、2σ 双方の値を計算する。σは統計的に真の値が 68%の 確率で存在する

範囲、2σ は真の値が 95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、 σ、2σ の範囲

をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示 したものである。

2.樹種同定

剃刀の刃を用いて木口 (横断面 )・ 柾目 (放射断面 )・ 板目 (接線断面 )の 3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール (抱水クロラール ,ア ラビアゴム粉末 ,グ リセリン ,蒸留水の混合液 )で封入し、プ

レパラー トを作製する。生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本および独

立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。なお、木材組

織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)や Wheeler他 (1998)を参考にする。また、日本産木材の組織

配列については、林 (1991)や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定結果

放射性炭素年代測定および暦年較正結果を表 23に 示す。P3662柱 根の補正年代は、2,060±

30BPを 示す。また、測定誤差をσとして計算させた暦年較正結果は、calBC2,204-2,040の 範囲を示す。

表 23 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

地 区
遺物名

樹種

測定年代

侶Pl

‐３

‰

補正年代

lBP)

暦年較正年代 (cal)

誤差 cal BC/AD cal BP 相対比

3区
3616柱根

クリ
2040± 30 -2326± 055 2060± 30

(2,064± 29)

cal    BC   154

cal    BC    l13

３７

４２ IAAA
91451

0857
ＢＣ

ＡＤ

６９

‐５

caI    BP  2,118

cal    BP   l,964

0952
0048

1)測 定年代値の算出には、Libけ の半減期 5568年を使用。
2)BP年代値は、 1950年 を基点として何年前であるかを示す。

3)BP年代に付記 した誤差は、測定誤差 o(測定値の 68%が入る範囲)を年代値に換算 した値。
1)暦年較正計算には、RADIOCARBON CALIBRAT10N PROGRAM CALIB ttW5 02(Cowigllt 1986 2005 M StuWerand P」 Reimer)を 使用 している。
2)暦年較正計算に1甫正年代の括弧内の丸める前の値を使用 している。
3)暦年較正結果は 1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように 1桁目を丸めていない。
4)暦年較正の誤差 σは、統計的に真の値が入る確率 68%、 2σ が 95%で ある

5)暦年較正相対比は、 σ、2σ のそれぞれを 1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示 したものである。
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(2)樹種同定結果

柱根の樹種は、落菜広棄樹のクリに同定された。以下に解剖学的特徴等を記す。

・クリ 確βJttη∽

『

餌att Sieb et Zucc)ブ ナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は 3～ 4列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。

図97 木材

1.ク リ(3区 P3662柱根)

a:木 口,b:柾 目,c:板目

■■■■■■ 300μ mia
200μ mib,c

4.考察

3区より出土した P3662柱根の樹種は落葉広葉樹のクリであった。また、年代値は、補正年代値

で 2060± 30BP、 暦年較正結果では 2σ で最も相対比が高い値で cal BC 169-17を 示した。

今回の年代値は、春成 。今村編 (2004)。 西本編 (2006・ 2007)の暦年較正結果と考古学編年との対

応を参照すると、弥生時代中期～後期前半の時期に相当することが推定される。調査区内で検出され

ている竪穴住居跡が弥生時代中期後葉に相当することとも同調的な結果といえる。また、県内では、

日本海沿岸部の沖積地に位置する青谷上寺地遺跡において、弥生時代中期から古墳時代にかけての年

代測定結果が多数蓄積されてきている (鳥取県埋蔵文化財センター ,2009)。 これらの年代値には、今

回の年代値と類似する値が確認されることから、今後、考古編年に基づく地域間での比較検討が課題

である。

一方、柱根の樹種であるクリは、二次林などに普通に見られる落葉高木であり、木材は重硬で強度。

耐朽性が高い材質を有する。したがって、柱材としては適材といえる。本地域では、建築材の樹種同

定結果が少ないものの、日本海沿岸部では、秋里遺跡 (鳥取市 )の弥生時代後期～古墳時代初頭の柱

材にスギを主体としてヒノキが混じる組成が確認されている (財団法人鳥取県教育文化財団 ,1990)。

また、先述の青谷上寺地遺跡では弥生時代中期～古墳時代初頭にかけての建築部材にスギが多用され

ていることが確認されている。このように沿岸部に位置する遺跡では針葉樹材が多用されている傾向

があり、今回の結果とは異なる。地域間での木材利用のあり方の違いについては、今後、さらに情報

の蓄積が必要である。

-245



第 2節 銅釧の蛍光 X線分析

第 1項 調査目的

今回分析対象とする銅釧は、弥生時代中期後葉に比定される竪穴住居跡内の土坑から出土してお

り、北部九州など当時の先進地域と何らかの関連を考えられる勢力が因幡南東部に存在し、この地が

交易の拠点となっていた可能性を示唆する遺物である。そこで、今回は非破壊で蛍光 X線分析をお

こない、その材質に関する情報を得ることとする。

第 2項 試料 と方法

分析対象資料は、奈免羅 。西の前遺跡Ⅱ-3区竪穴住居跡 S13012内 の上坑 SK3027よ り出土した銅

釧で、供出した弥生土器から弥生時代中期後葉のものと考えられている。

分析装置はエネルギー分散型蛍光 X線分析装置である (株 )堀 場製作所製分析顕微鏡 XGT―

5000Type Ⅱを使用した。装置の仕様は、X線管が最大 50kV、 1.00mAの ロジウム lRhlタ ーゲット、

X線ビーム径が 100 μ mま たは 10μ m、 検出器は高純度 Si検 出器 lXerophylで、検出可能元素は

ナトリウム lNa～ウラン lUlで ある。また、試料ステージを走査させながら測定する元素マッピン

グ分析も可能である。

分析に先立って予め元素マッピング分析をおこない、特徴的な箇所を 5ケ 所選びポイント分析を

おこなった。測定条件は、50kV、 0。 10～ 0,20mA(自動設定 )、 ビーム径 100 μ m、 測定時間 3000s

に設定し、非破壊でおこなった。定量分析は、MBH Analytical社 の32X LB141batch Alを用いて補正

したフアンダメンタル・パラメーター法 (以下 FP法 )とこよる半定量分析を装置付属ソフトでおこなっ

た。定量値の解釈については大まかな参考値程度にとどめておくべきである。

第 3項 結果および考察

図 98に 5ケ 所 la～ e)の分析ポイントを示した元素マッピング図、図 99に ポイント分析のスペク

トル図、表 24に ポイント分析により得られた FP法による半定量分析結果を示す。ケイ素、鉄等土

砂に多く含まれる元素を除くと、銅 (Cul、 スズ (Snl、 鉛 lPb)が主に検出され、他にニッケル lNり、ヒ

素 lAs)、 銀 lAgl、 アンチモン (Sbl、 ビスマス lBOが検出された。

分析の結果、銅、スズ、鉛を中心とした組成であることが判明した。また、ニッケル、ヒ素、銀、

アンチモン、ビスマスといった元素については、微量であることから鉱石から分離しきれなかった不

純物と考えられる。半定量分析であること、かつ非破壊分析で錆の上からの測定であることから、分

析結果より厳密な組成比については検討すべきではないが、全体的にスズの割合が高い傾向が見られ

た。これは古代青銅器の非破壊での蛍光 X線分析では見られる傾向であり、埋蔵環境中に銅が溶け

出す脱銅化現象によるものであることが村上ら (2003)に よって指摘されている。以上より、定性的

には Cu― Sn―Pbの銅合金、すなわち青銅の一種に分類するのが妥当と考えられる。
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図98 有鉤銅釧の元素マッピング図

図99 ポイント分析スペクトル図
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表 24 半定量分析結果 (massO/o)

析

ン

分

イポ
As Ag

3067 964
549
495 8039

d 535 7738 004

036

卜:定量できず (ピークのみ検出 )
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第 3 括

第 1節 2区 大 溝 につ い て

島田裕弘

2区で検出された SD2012・ SD2013・ SD2014の 3条の大溝はその規模 と遺物量から、2区の調査

を象徴する遺構であるといえる。 1986年 に実施された奈免羅・西の前遺跡第 1次調査では同時期 と

みられる溝状遺構が検出されてお り、これ との関連性が高いと考える。本節では、当調査における調

査所見を再整理 し、第 1次調査 との比較を主 とした若千の考察をおこなう。

1.大溝調査概要

遺構の検出と帰属  第 2面調査において、調査区東部で検出された 3本の大清は、検出基盤層に

酷似する埋土のために検出が困難 と判断 し、27層 (北部では 2-8層 )除去後の第 2面遺構 として調

査を実施 した。 しか し、断面観察から層位上の帰属はその他の第 2面遺構 と同じ 26層 除去面 とな

ることが確認された。27層 は調査区南部に向かって厚 く堆積 してお り、それに伴い検出面は南に下

がることになるが、プランが確認できない以上は面を下げざるを得なかった。最も低い南端部では溝

上層部を 400/Oほ ど削った段階でようや く検出するに至った。

新旧関係と時期  切 り合い関係 と出土遺物の時期観から推定される大溝の機能時期は以下の通 りで

ある。

SD2012:弥 生時代後期中葉以前 ?～弥生時代後期後葉 (弥生時代終末期前半 )

SD2014:弥 生時代後期後葉～弥生時代終末期後半 (古墳時代前期前葉 )

SD2013:弥 生時代終末期後半～古墳時代前期前葉 (古墳時代前期中葉 )

遺物時期からは SD2012と SD2014が併存 しても問題なさそうだが、遺物は時期幅を持つため確定

的ではない。同じ大溝同士である SD2013と SD2014が切 り合い関係を持つことから、各溝は微妙に

時期を違えて一本ずつ存在 していたと考えたい。ただし、同位置 。同方向にわざわざ新 しい溝を掘 り

直す目的は不明である。

溝の機能  大清の掘削には大変 /d― 労力が必要である。固く締った砂礫層 。湧水のある粘土層等の上

質に関わらず深 く掘 り込む目的は溝底面の平坦化にあるといえ、その目的は水を流すために他ならな

いと考える。 これは SD2014に 機能層が確認されたことで実証された。計測値からは北東方向へ下が

る傾斜が想定され、流れの先約 100mに は八東川がある。当時の八東川本流が現在の位置 と大き く

変わらない と仮定するなら、大溝は八東川に接続する排水路 としての機能を持 っていたと推定され

る。SD2013・ SD2014で は明確な機能層は確認できなかったが、大溝の類似性を考えると同じく水

路 としての機能を持っていた可能性が高いと考える。加えて、SD2014で は流れを維持・管理 してい

た可能性が示されている。単に排水 目的だけの清なら常時水流があるとは考えにくい。全貌が明らか

で /d‐ い以上憶測でしかないが、常時流れがあったとなるとこれらの大溝は水源 と八東川 とを接続する

長大な水路 となる可能性があるのではないだろうか。

溝の廃絶について  大溝は全て人為的な埋め立てによって廃絶する。礫質が強い埋め立て土はその

位置の基盤層 (27層・28層 )と 類似することから、供給源はす ぐ近 くと考えられる。溝開削時の掘

削土を利用 して溝に沿って築かれていたであろう堤か、あるいは次の溝の掘削土をそのまま埋め立て

総立早
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に使用したのかもしれない。溝埋め立て時の特徴 として多量の土器が埋め (捨て )ら れることが挙げ

られる。残存率の高い土器が集中して出土する状況からは、土器をまとめて廃棄する状況が窺える。

器種比率は甕が高く、煤が付着する個体もみられる。そのような生活用具にまじって、SD2014で は

祭祀用の器とされる羽状文小壼が割れながらも完形に近い状態で複数個体出土している点が注目され

る。清廃絶時の埋め立てに伴って、不用品の廃棄行為だけでなく溝に対する祭祀行為がおこなわれた

ことを示唆するものである。

2.第 1次調査検出の溝状遺構との関連性について

概要 2区の北東約 50mの地点で 1986年 に実施された奈免羅・西の前遺跡の第 1次調査 (以下奈

免羅 I)に おいて、南西から北東方向に走る 5条の溝が検出されている。このうち第 1号溝状遺構

(以下 1号溝 )と 第 4号溝状遺構 (以下 4号溝 )は北東側、八東川方向への流れを持つ溝 とされ、「弥

生時代後期後半～古墳時代初頭」の土器が大量に出土している。ともに、「弥生時代後期後半の開削

で弥生時代末期乃至古墳時代初頭」に廃絶するとされており、今回の調査 (以下奈免羅 Ⅱ)で検出さ

れた 3条の大清との共通点が非常に多い。この清状遺構と大溝の関連性を検討 したい。奈免羅 I報

告によると、第 2号・第 5号溝状遺構も同時期の溝とされているが、2号溝は小規模であること、5

号溝は延長が不明なことから比較できないと判断し、ここでは取 り扱わないこととする。

a.遺構法量と位置の比較  図 100は奈免羅Ⅱの調査区設定図に遺構図を合成したものである。奈

免羅 Iの報告書掲載図には座標情報が記載されていないため、当時の工事図面に記載された水路と方

位を手がかりに位置合わせをおこなった。主軸方向について、1号溝とSD2013・ SD2012が N35°

一Eに近い値を示している。ただし、1号溝が直線的に延びるとするなら、その延長位置は奈免羅Ⅱの

2区の東側になることになり、どの溝にも対応しえない。4号溝は主軸がその他の溝と大きく異なる。

直線状に延びてしまうと、2区の西側に外れてしまう。これに対して奈免羅Ⅱの大溝 3本はそのまま

北東方向に延びるとなると、奈免羅 I調査区内に入ってきそうである。法量値はあくまで検出面基準

の数値なので参考程度であるが、清幅に関しては 4号清とSD2013が約 2mと 最も近い数値を示す。

b.埋土と遺物出土状況の比較  溝埋土と土器出土状況に関して比較する。奈免羅Ⅱでは埋土観察

と遺物の残存状況から、溝の廃絶はヒトによる埋め立てと結論付けられた。一方、奈免羅 I掲載図か

らは、溝底には砂質土ベル トが挟まる黒色土が 30cm程度堆積し、そこからは遺物が出土 しないこと、

土器類が大量に含まれるその上位層は巨礫が含まれていることが読み取れ、さらに上位層については

「短期間に堆積 したものと考えられる」とされている。以上の状況は、下層部は遺物の含まれない機

能層、上層部は廃絶に際して埋め立て行為による人為層と読み替えることができる。したがって、奈

免羅 Iと 奈免羅Ⅱの溝の埋没過程は同じである可能性が高い。

c.出 土遺物の比較  出土土器についての時期比較をおこなう。掲載遺物を概観したところ、1号溝・

4号溝ともに弥生時代後期後葉から古墳時代前期前葉の土器が出土している。甕の口縁形態から判断

して、4号清の方がやや新しい様相といえる。外来系土器に関しては、両遺構とも北近畿系高lThと み

られる椀形の邦部 lPo125。 126・ 167)が ある。加えて、1号溝出土の器台 (Po154)も 北近畿系と思

われる。遺物の時期幅と北近畿系土器が共出している点は本調査の大溝と全く同じといえる。奈免羅

Ⅱでは最も新 しい SD2013の廃絶が古墳時代前期前葉から中葉とされており、4号溝と近い時期を示

す溝といえる。
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d.溝底の比較  調査所見に基づき、全ての溝が八東川に向かって流れているとの前提のもと、溝

底の標高値から連続性の検討をおこなう。奈免羅 Iで は標高の定義が記載されていないが、T.R値 と

仮定して検討を進める。 1号溝の底面標高値は 45.180mと なっており、既に奈免羅Ⅱのどの溝より

も高い。よって接続することはありえない。4号溝では 44.860mである。SD2012・ SD2013の 2本

に接続の可能性がある。

3.結論 ―まとめにかえて一

奈免羅 I。 奈免羅 Ⅱの溝データを比較検討した結果、以下の事象が判明した。

a.溝の主軸方向からは接続の可能性が見出せない。繋がるとすればどこかで曲がる必要がある。例

えば SD2012・ SD2014は 東側に緩やかに湾曲しており、溝は必ずしも直線に延びるとは限らないこ

とを示す。そして、もう一つ注目される点は、主軸値が N35° E辺 りに集中している点である。溝

の終端部は確認されていないため推測に過ぎないが、検出状況のまま北東方向に直線的に延びるとす

れば、八東川の流れに逆らって鋭角に接続することになる。通常であれば想定が難しい状況であるが、

溝底の標高値は全て北東、すなわち八東川に向かって下がる傾斜を示している点から、流向は間違い

ないものと考える。

b.全ての溝は埋め立てられて廃絶する。埋め立て土には大量の礫と共に残存率の高い土器が含まれ

る。SD2014と 1号溝では下層に遺物を含まない機能層が確認される。清機能時には、少なくとも捨

て場としての機能は想定できない。

c.出土遺物時期の検討では、1号溝とSD2014が弥生時代終末期を中心とする要素が強 く、4号溝

とSD2013が共に古墳時代前期前葉の要素が強い。

d.溝の連続性を検討する上で、川への排水を想定する以上、溝底の標高値の比較が最重要点である。

接続する可能性があるのは 4号溝とSD2012も しくは SD2013で ある。

以上のことから総合的に判断すると、繋がる可能性のある溝は、奈免羅 Iの 4号溝と奈免羅 Ⅱの

SD2013と なる。ただし、この場合はどこかの時点で SD2013が 東へ由がる必要がある。清の機能に

関しては、その勾配が示すように八東川に接続する水路の可能性が高いだろう。機能層から遺物が出

土しない点はやはり溝の運用管理に関わるものと考える。

この検討を通 して、もう一つ重要なことがみえてくる。それは標高値が大きく異なる 1号溝の存

在である。積み上げたデータが確かなら、奈免羅Ⅱの大溝とは遺物の時期と主軸値を同じくしながら

緊がりえないと結論付けられる。これの意味するところは、大規模な溝が一定間隔を空けて複数条並

走している可能性である。このような溝を新たに掘 り直 しながらも継続的に維持する意義について

は、農業における灌漑目的、あるいは防御的意味役割を担う環濠など、いくつかの可能性を挙げるこ

とができる。しかし、現段階では当該期の集落 。生産域のいずれも発見されていないため、これ以上

の具体的な根拠を伴った検討は不可能である。しかし、途方もない労力を費やして掘削される大清が、

この地の集団にとって重要な意味を持っていたことは間違いのないところである。弥生時代後期中葉

から古墳時代前期中葉にかけて、そのような大規模工事を実行できる集団が確かにこの地に根付いて

いたことを示せたのは大きな成果といえよう。

註 1 山桝雅美 1986『奈免羅 。西の前遺跡』船岡町教育委員会
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第 2節 奈免 羅 。西 の前遺跡 出土弥 生 土器群 の様相

島田裕弘

1.抽 出遺物からみた遺跡概要

本調査において整理用コンテナ 148箱分の遺物が出上した。整理後の遺物量内訳は、抽出遺物 57

箱 (土器 54箱・石器 2箱 。その他 1箱 )・ 未抽出 101箱 (土器 89箱・石器類 10箱 。その他 2箱 )

である。本書掲載の抽出遺物 249点のうち、土器は 190点である。本節では土器を中心にその時代

観と傾向を概観する。

遺物数からみた調査概要は以下のようになる。

1区  掲載遺物は 5点。種別内訳は土器 1点、石器 4点である。時期がわかる遺物は古墳時代前

期と推定される土器 1点のみである。 1区では出土遺物自体が極めて少なく掲載遺物を除き図化可能

な個体が皆無で、抽出遺物の少なさはこれに比例している。

2区  掲載遺物は 163点。種別内訳は土器 152点・土製品 2点・石器 5点・石製品 4点である。

時期は弥生時代後期前葉から古墳時代終末期までの幅がみられ、その中でも弥生時代後期後葉から古

墳時代前期前葉に中心がある。2区では土器類の多さが特筆され、その要因は大量の土器が出土した

3条の大溝によるところが大きい。大溝遺物は残存率の高い個体が多く、本調査を代表する資料群と

なっている。その他の遺構では溝と同時期とされる建物が 2棟検出されたが、周辺のピット類の分

布は限定的である。調査所見からは調査区北東側に遺構が広がる可能性が指摘されており、近隣に集

落が展開する可能性が示されている。遺物量の多さから考えてもその可能性は十分にあるといえる。

3区  掲載遺物は 81点。種別内訳は土器 37点・石器 39点・石製品 4点・青銅器 1点である。時

期は弥生時代中期中葉から後葉にかけてである。3区では 15棟もの竪穴住居跡が検出され、当該期

の集落が広範囲に展開していることが確認された。後世の撹乱により遺構面の残 りが悪かったため、

遺跡規模に反して遺物量は少ない。また、住居の密集度や拡張のための建替えなどの遺構所見に反し、

土器から想定される集落の存続期間はかなり限定的である。遺物の傾向として、土器類と共に石器類

の多さが特筆される。詳細ついては次節にて解説するが、石斧・

叩石 。台石 。石包丁・砥石等、生活に密着 した石器類が多数確認

されている。

2.抽出遺物概要

土器の時期は調査区によって明確に分かれる。このため、3区

出上の一群 (弥生時代中期中葉～後葉 )と 2区出土の一群 (弥生

時代後期～古墳時代前期 )とこ分けて概観する。 1区 については時

期的に 2区 と重複するため割愛する。

(1)3区の弥生土器群  器種内訳は壺 13点・甕 19点・器台 1

点 。高郵 4点である。時期は弥生時代中期中葉から後葉にかけて

である。時期幅が限定的なため顕著な器形変化はみられない。遺

物時期の判定は、主に口縁端部の断面形、「垂下傾向からT字形

への変化」に注目しておこない、補足的要素として内面ケズリの

達する高さ、装飾の多寡等も参考にした。

表 25 掲載遺物内訳表
遺物種別内訳

※水晶製算盤玉 42個 (1981～ -42)は 1点扱い

土器器種内訳

I区 2区 3区 計

土 器 1 152

土製品 2 2

石 器 5

石製品 4 4

青銅器 1

計 5 81

1区 2区 3区 計

一霊 13

甕 1 19

器台

高不 4

蓋

低脚杯 2 2

鉢 3 3

甑形土器 2 2

コップ形土器 I 1

その他 5 5

計 1
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a.器面調整と装飾  壺・甕では主な調整は、外面はハケ調整もしくはミガキ、内面はケズリ及び

ハケ調整である。装飾は、弥生時代中期の大きな特徴である凹線文 。擬凹線文を基本としている。こ

れに加えて、縦方向のキザミや、各種浮文を貼 り付ける個体がある。甕では頸のくびれ部に指頭圧痕

が明瞭な貼付突帯をめぐらせる個体がある。このほかに、特徴的な装飾として、貝殻腹縁を使用 した

文様がある。サルボウ貝などの貝殻の放射肋を利用 し、器壁に対して斜めに当てて押 し引 くことに

より幅の広い櫛描き状の文様を陰刻する。文様は原体の当て方と押 し引きの度合いによって変化す

る。押し付けただけの刺突文から波状文を思わせるうね りを持たせるものまで様々なパターンがみら

れる。これらの文様は、主に肩部～体部上半に帯状に配される。これに関連する特殊な例として、甕

(201)に みられる、器面調整と刺突施文を同時におこなう手法がある。体部外面には縦方向のハケ調

整 (原体は貝殻腹縁の可能性もあるが判別不能 )と 体部最大径よりやや下に右上がりの刺突文が施さ

れる。この刺突文 とハケの単位は対応しており、ハケ 1単位の開始時あるいは終了時に原体を強く

押し付けることによって貝殻腹縁による刺突文風の文様が陰刻される。文様とハケメの接続方向か

ら、一連の調整であることは明らかで、縦方向の調整に伴う施文であることがわかる。通常の貝殻腹

縁による押し引き文は器に対して外周をめぐらせるように配するため、器面調整とは次の工程で別原

体により横方向に押し引かれる。本例とは作業工程的に大きく異なる。この調整時施文法が確認でき

たのはこの 1例のみのため評価はできないが。完成形態が同じであっても調整・施文の過程が大き

く異なる場合があることが判明した。

b.特記遺物  3区 における特徴的な遺物として次のものが挙げられる。複数状の突帯や棒状浮文

を組み合わせた過剰な装飾が施される無頸壷 (179)、 脚台に配された線刻絵画とも鋸歯文ともつかな

い三角文様が特徴的な器台 (212)、 共に弥生時代中期中葉の要素の強い個体である。水差形土器 (211)

や、肩部に波状文と貝殻腹縁による刺突文を組み合わせた文様を 2段にわたってめぐらせる壷 (202)

などはやや新しい様相を示すが、それでも弥生時代中期後半段階に収まる。

(2)2区の土器群  器種内訳は壷 32点 。甕 53点・器台 22点・高邪 2点。蓋 10点 。低脚郷 2点・

鉢 3点・甑形土器 2点・コップ形土器 1点である。時期は弥生時代後期前半から古墳時代前期中葉

にかけてである。このほかに新しい土器では須恵器 (古墳時代後期～終末期 )が 5点あるが、大きく

時期がずれるため、本節では取り扱わない。弥生時代から古墳時代にかけての大きな変化に合わせる

かのように土器形態に変化が現れる。また、外来系土器が複数確認される点が特筆される。帰属時期

の判定は、主に甕と器台の形態の変遷に注目しておこなった。3区出土の弥生時代中期の上器 と比べ

ると、明らかな小型化が認められる。

a.器種別概要

壺  バリエーションが多く、形態について連続的な変遷をみることができない。古い一群では甕と

壷の判別が困難な個体も多い。また他器種にみられない要素として、口縁部ないし肩部への限定的な

施文がある。竹管文 3個 (113)。 貝殻腹縁による羽状文 1単位 (117・ 120)な どがそれにあたり、正面

一方向からしか見えないように施文されるのが特徴で、117の ように口縁内面 。外面に施文される場

合でもこの法則は当てはまる。これらは全て大清 (SD2014)か らの出土個体である。文様 とい うより

は何か記号的な意味があるのかもしれない。貝殻原体の文様については 3区 と同様、肩部への施文

例が多い。大きく上下に振れながら帯状に連続する文様が多く、波状志向が強いように思われる。そ

のほかでは 121・ 122・ 123のような、過剰な装飾が施される小壺類が特徴的である。
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弥生時代終末期から古墳時代前期にかけての新しい要素を示す個体として、直口壷や肩部に突帯を

持つ壼がある。その中でも口縁端部に外傾する平坦面を明瞭に持つ 95はさらに新 しい様相を示すと

みられ、時期は古墳時代前期中葉まで下る可能性がある。

甕  最も個体数の多い器種である。時期による形態変化は次の点に現れる。口縁部では屈曲部から

端部にかけての立ち上がりの発達・角度変化 。施文の消長・下端部の張り出しの発達・口縁端部平坦

面の出現など。体部以下では球胴化 。底部の退化 (尖底～丸底化 )。 その他では器壁の薄手化、胎土

の精良化など。これらの要素から推定される甕の時期幅は弥生時代後期前半から古墳時代前期前葉ま

でで、数量比からは弥生時代後期後半から終末期前半が中心となることがわかる。少数ながら、壷同

様に貝殻原体による押し引き文が施文される個体がある。

器台  確認された器台は全て鼓形器合である。時期が下るにつれ、筒部が短く、日縁・脚台端部は

拡張 。発達し、径が大きくなる。平行線文やスタンプ文で装飾される個体もみられる。時期幅は弥生

時代後期後葉から終末期後半までである。42・ 158に みられる筒部の詰まり具合と端部の開きなどは

かなり新しい要素といえる。古墳時代前期前葉まで下るかもしれない。

高不  掲載個体数は器台と同数あるが、一定の傾向を捉えるのは難 しく、時期は判定しにくい。不

部の形態は、屈曲部に稜を持つものと椀形のものに大別される。北近畿系 。吉備系とみられる外来系

土器があるのが大きな特徴である。時期は弥生時代後期中葉から終末期までと推測される。

蓋  口径は 10cm内外、天丼部につまみを備え、基本的に内外面ともミガキを施す丁寧な作りであ

る。蓋単体での時期決定は困難である。

その他  当該期のその他の器種としては低脚必。鉢。甑形土器・コップ形土器がある。鉢 (162)は 形状・

製作技法共に他個体との共通性がなく特異な個体である。半球状の椀形の体部はこの個体の他に見当

たらない、台部の作りもまた特徴的である。小さな底部の周縁に高台状に粘土紐を貼り足して台部を

作る。裏側からには貼り付け痕が明瞭に残る。台は脚状ではなく平底を維持しており、低脚郷のよう

な郷系統とは明らかに違う系譜のように思われる。内外面にミガキを施すことから、仕上げを意識し

ているものと思われるが、ややいびつな器形や口縁端部のまとめかたなどからは、全体的な作りは粗

雑な感じを受ける。

b.特記遺物  2区 の特記遺物として羽状文小壷とスタンプ文土器・外来系土器が挙げられる。

羽状文小壺  SD2014か ら出土した 121・ 122・ 123がそれにあたる。精緻な作りの小壼をベースと

して、日縁部には平行沈線文を、体部には貝殻腹縁刺突による羽状文を複数段めぐらせる。外面全面

に装飾が及ぶ特異な外観を持つ。この小壼は『青谷上寺地遺跡 3』 では「加飾された小型の土器」と

して紹介されており、直接の系譜で結ぶのは難しいとしながらも、施文や法量などの共通性から機能

面において台付装飾壺との関連性が指摘されている。時期は台付装飾壼より後出、「松井編年Ⅷ oⅨ

期～古墳時代前期」とされる。

スタンプ文土器  掲載遺物では器台 145。 46・ 152)、 壺 (123)、 高郵 (15)の 5個体にスタンプ文が

確認できる。文様詳細は、45・ 46・ 152が同心円文系 145。 152:二重圏同心円文、46・ 152:二重圏同

心円文 )、 123が半載竹管文である。15に 見られるスタンプ文は非常に特殊である。高野口縁部に上

下 2段に種類の違うスタンプ文をめぐらせる。上段は左右非対称の S字状文。下段は一見鋸歯文の

ように見えるが、実に手の込んだ文様である。三角形の枠の中に正方形の列点を山形に配し、その内

側に 2重の三角を配する。この三角文は類例がなく、奈免羅 。西の前遺跡のオリジナルスタンプ文
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である。このような複雑な文様をスタンプで表現するのは簡単ではないはずである。果たしてどのよ

うな意味が込められているのであろうか。

外来系土器  北近畿系と吉備系に大別される。

北近畿系  高不 (82・ 108・ 148)に 北近畿系の様相がみられる。浅い椀形の不部が特徴で、日縁付

近は緩 く屈曲し有段口縁状となる。82は 胎土観察からオリジナルに忠実に再現された模倣品の可能

性が示されている。一方、SD2014か ら出土 した 148はほば完形に復元された。胎土が特徴的な個体

で、在地系土器の褐色系胎土とは異なり、乳白色の胎土を持つ。器形とあわせて考えると、丹後から

の搬入品である可能性が高い。このほかに、北近畿 。北陸からの搬入品の可能性のあるものとして、

壷 (93・ 96)、 コップ型土器 (160)が 挙げられる。93・ 96は その特徴から合付装飾壷から派生した重と

考えられる。台付装飾壼は山陰での出土例が多い器種で、当遺跡の近隣では青谷上寺地遺跡で多数出

土している。それらを当遺跡出土品と比較すると、プロポーションまたは過剰な施文などに共通性が

みられるが、施文詳細や突帯形態など台付装飾壺を決定づける部分には差異がみられ、直接的な関連

を見出すのは難しい。台付装飾壺は地方への伝播の過程で各要素が大きく変化するとされており、当

遺跡出土品はむしろ地方の模倣品に近いといえる。したがって、地方での変容品が逆にこちらに持ち

込まれた可能性が挙げられる。

吉備系  高邪 (53・ 141・ 142・ 143)に 吉備系の様相がみられる。郷部の屈曲部のシャープな稜から

外反しつつ立ち上がる口縁と、口縁外面に施文されるヘラ描き斜格子文とを特徴とする。弥生時代後

期中葉から後葉に属する遺物と考えられる。搬入品かどうかの判断はできない。

3.ま とめ  本書掲載土器を再度整理することで、今回出土した 2区 と3区の土器群はそれぞれに

重要な意味を持つ資料群であることがわかった。

3区では、個体数は少ないものの集落 (住居 )に伴った土器であるという点が重要である。その時

期が弥生時代中期中葉から後葉にかけての短期間に限定されること、他の混入品がほとんどみられな

いことから、集落に対する一括性が強い資料群といえる。

2区では大溝から出土した大量の土器がやはり鍵である。その中心は弥生時代後期後葉から古墳時

代前期前葉、弥生時代から古墳時代への過渡期の土器群である。溝からの出土である以上、ある程度

の時期幅を想定しなければならないが、同様の溝が 3条存在し、遺物から時期差を判定することが

できた点が重要といえる。

奈免羅・西の前遺跡の土器は山陰の土器の典型的な部分を持ちつつも北近畿系 。吉備系などの外

来系土器の共伴が目立つ。北近畿 。吉備とも地理的には隣接しているが、丹後からの搬入品となると

やや距離が遠い。そのような遠方との交流を持っていたことを示すことができたのは大きな成果であ

る。そして、北近畿との関わりについては、搬入品だけでなくオリジナルに忠実な模倣品と思しき個

体が確認されたことにより、二人を含めた人の移動を視野に入れて考える必要がありそうである。

調査地周辺の同時期の集落遺跡では、丸山遺跡・万代寺遺跡がある。共に弥生時代中期から古墳時

代前期の土器が多数出土している。奈免羅 。西の前遺跡の南西約 lkmに位置する丸山遺跡出土土器

とは、肩部への貝殻腹縁を利用した施文やスタンプ文土器のほか、吉備系高野と思しき個体の出土な

ど、共通点の多さが注目される。さらに、高邪に注目するなら、丸山遺跡の出土個体数は非常に多い

ように思える。一方、奈免羅・西の前遺跡の 2区において、高邪は器台と同数の 22個体抽出されて
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お り、こちらもまた器種構成の主たる一角を占めている。元来、山陰は高邦の比率が低い地域 とされ

ているが、この数量を考えた場合決 して少ないとはいえないだろう。外来系土器における高郷の比率

が高いことも考えると、その理由は不明ながらも、高邪がこの周辺を特徴づける一つの要素 となりそ

うである。地理的に考えてもやはり吉備の影響を外すことはできないだろう。

2区・3区の上器観察を通 して、弥生時代中期段階にはみ られなかった北近畿 。吉備系の上器が、

弥生時代後期から古墳時代前期には頻出するようになることがわかった。精度の高い模倣品の存在

は、これが単なる交易の結果 としてだけでなく、この時期に人の移動が活発化 したことを物語ってい

る。交易の活発化にせよ、人の移動の活発化にせよ、 このような活動の背景には、国境付近の集落、

クニの存在感の高まり、発言力の高まりを想定できるのではないだろうか。

本節は 2010年 2月 10日 におこなわれた奈免羅・西の前遺跡遺物検討会の内容に基づき、補足デ

ータを加えて取 りまとめたものである。上器の所見については財団法人鳥取県教育文化財団 松井潔

氏の教示によるところが特に大きく、山陰系土器のほか、外来系土器や台付装飾壷についても丁寧に

解説 していただいた。記 して感謝いたします。

註 1 河合章行他 2009「第 5章 総括 第 1節 弥生時代後期～古墳時代前期初頭の甕について」『青谷上寺地遺跡

10-第 9次発掘調査報告書―』鳥取県埋蔵文化財センター調査報告 27鳥取県埋蔵文化財センター
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第 3節 奈免羅・ 西の前遺跡 出土石器の様相

結城 香

1.出土石器の概要

本調査においては人為的な加工痕を有する279点の石器・石製品が出土した。調査区毎にみると 1

区 13点、2区 20点、3区 246点で、このうち実測図を掲載したものは 56個体 97点である。主要

な石器類については肉眼による石材鑑定を行った。鑑定結果については出土石器一覧表に示す。(表

26・ 27・ 28)

本節では石材と石器の関係について検討を行う。主対象は出土数の多い 3区出上の石器・石製品で

ある。3区では弥生時代中期後葉の集落を確認しており、石器類は概ね集落と同時期に属するとみら

れる。また、特殊な石器類では、黒曜石剥片、水品製小玉、碧玉製管玉がある。これらについては後

述する。

2.石材について

出土石器一覧表に示した石材 (岩石 )|ま 多種で、石器も多彩である。石材と石器の関係を示すため、

最初に主要な岩石の形成過程と特徴を簡単に整理しておく。

各岩石 (石材)の特徴

a.火成岩  マグマが冷え固まった岩石である。冷え固まる速度と構成鉱物により分類される。地

表面で急速に冷やされた火山岩と地中深くでゆっくり冷やされた深成岩に分けられる。

・安山岩  地表に出たマグマが急速に冷やされてできた火山岩である。含まれる鉱物により更に細

分される。

b.堆積岩  堆積岩の多くは流水によって運ばれてきた砕屑物 (風化や浸食により細かくされた岩

石の粒子 )が堆積し固結した岩石である。堆積物や成因によって生物岩や蒸発岩等に細分される。

・泥岩 (新第三紀 ) 粒径 1/25611n以下の泥 (粘土 )砕屑物が固結した岩石である。硬質であるが脆

く、割れ面は薄く貝殻のようになる。石器に使用した場合、打撃加工によって鋭い刃部を製作する

ことに適している。

頁岩とは泥石より剥離性が高 く、堆積時の葉理が剥離面となるものを指す。地質上、頁岩は泥岩

の一つとすることができるので、出土石類一覧表 (表 26～ 28)で は、泥岩に対応する石材として、

頁岩という表記を使用している。

(新第二紀は地質時代区分である。概ね 2400万年前から 170万年前。)

・泥岩 (古紀 ) 上記と同様であるが形成時期が異なる。新第二紀より前。

・砂岩 (新第二紀) 砂 (粒径 2～ 1/16mmの 砕屑物 )が 固結した岩石。泥岩よりも目が粗く軟らかい。

・砂岩 (古紀 ) 上記と同様であるが岩石が形成された時期が異なる。新第二紀より前。

c.変成岩  岩石が高い温度や圧力による変成作用を受け、鉱物成分や鉱物構造が変化して別の岩

石となったもの。

・粘板岩  泥岩が弱い変成を受けたもの。再結晶作用のため、薄板状に剥離しやすい特性を持つ。

・緑色岩  火山岩が弱い変成を受けた岩石である。片理ははっきりしない。

・千枚岩  粘板岩より変成の進んでいる岩石である。薄く葉片状に剥がれやすい特性をもつ。
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緑色片岩

総数231点

14

望音石水ルンフ

石器内訳表

記号 :地質名

■ 一M6 :黒色泥岩

■ ―TI :剪断泥質岩

■ ―TS :砂岩

:石材鑑定名

:買岩(新第二紀)

:頁岩(吉紀)

:砂岩

岩石内訳表

記号 :地質名    :石材鑑定名

■ ―Hb :緑色千枚岩(三):緑色千枚岩

■ 一HI :泥質千枚岩(三):泥質千枚岩

■|― Sb :緑色片岩(三) :緑色片岩

図102 岩石・石器内訳表及び調査地周辺地質図

記号 :地質名   :石材鑑定名

■ ―Vh :輝石角閃石安山岩:輝石角閃石安山岩
////   :ホ ルンフェルス:菫青石ホルンフェルス

::=   :強粘土化帯

―――一  :断層
※(三 )―三郡変成岩
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平行な配列を持つ岩石片理の発達によリペラペラと剥がれるので板状に加工しやすい。

・緑色片岩 緑色で平行に薄く剥がれやすい岩石である。千枚岩より変成が進んでいる。

・菫青石ホルンフェルス  菫青石が含まれるホルンフェルスである。ホルンフェルスとは砂岩や泥

岩などがマグマからの熱変成作用を受け、硬く緻密になった岩石である。

3。 地質図からみた石材分布

次に調査地周辺の石材分布について考える。図 102に 八東川流域の地質図を示す。地質図による

と八東川の左岸 (南側 )と 右岸 (北側 )で は断層を挟んで岩石の質が異なることがわかる。右岸側には、

黒色泥岩・輝石角閃石安山岩・剪断泥質岩・砂岩・緑色片岩等の岩石層が広がる。左岸側には三郡変

成岩に属する、泥質千枚岩・緑色千枚岩の岩石層が広がる。八東川はこの断層上を東から西にかけて

流れている川である。

八東川の右岸、調査地付近には剪断泥質岩・緑色片岩の一部が変成作用を受けたホルンフェルス層、

同じく調査地東側の若桜町付近には黒色泥岩の強粘土化を示す一帯があり、良質な石材が採取できる

環境にある。

石器の材料となる岩石は八東川流域に存在しており、これらの石材が調査地付近で比較的容易に入

手できる環境であったことがわかる。

4.石器と石材の関係について

石器、石製品のうち主要な器種について、石材と器種の関係を石器内訳表に示した (図 102)。 各

石器は使用痕 。加工痕を観察し下記のように区分した。個体数が多いものや、石材との関係が示せる

石器について整理する。

石槍  3点 出土した。頁岩製 2点、菫青石ホルンフェルス製 1点である。敲打により成形され刃部

をなす石器。先端が三角形状に尖る両刃の石器を本調査では石槍とした。刃部を製作するのに適し

た頁岩と硬質な菫青石ホルンフェルスを用いられている。

石包丁  20点出上した。千枚岩・粘板岩製が 6点で最多で、以下緑色岩製 5点、緑色片岩製 2点、

頁岩製 1点である。

薄い板状に加工した石材を、半月形や長方形に成形し、長軸方向の一側縁に研磨によって刃部を

作る。穿孔があり、紐を通して使用されていたとされる。出土品は 5cmか ら最大で 1 7clnを はかる。

穿孔がなく、作りも粗い状態の未製品も出土している。板状の石器である石包丁の製作には、千枚

岩、粘板岩の薄く剥離する特徴が活かされている。

石斧  27点出土した。うち頁岩製 23点が最多で、以下安山岩製 。粘板岩製・緑色片岩製 。菫青

石ホルンフェルス製が各 1点である。打撃 。研磨により成形する。刃部は片刃と両刃がある。木製

の柄を付けて用いたとされ、土の掘削や樹木の伐採等に使用された。

当遺跡出土例では、ほぼ長方形に整形した個体が多いのが特徴である。長軸方向の側面には、直線

を意識したと思われる丁寧な調整を施す例もある。短軸方向の一側面には、敲打・研磨による刃部

を作る。刃部を製作するのに適した頁岩製が多数を占める。

台石  12点 出土した。うち安山岩製 7点が最多で、以下閃緑岩製 2点、黒雲母花南岩製・砂岩製・
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表 26 出土石器類一覧表 1
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表 27 出土石器類一覧表 2
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表 28 出土石器類一覧表 3

種   別
鑑定岩石名

:新 ‐新第二紀 :古 =古組
岩石種類 頭

ｍ
唱

lfmⅢ
隣
ｍ

撃
∩

調査区
出上位置

メリッド/層位 /遺構

上

号

取

番

物

号

選

番

198‐ 10
1水晶 / /SX3003

専盤玉

(水晶 ) /SX3003 3540
吾盤玉 3区

火成岩

英 (水晶 //SX3003
吾盤玉

Э57

/SX3003 3540
火成を a区 /SX3003

D33
98-24

う(「 / /SX3003

955
/SX3003

3区

火成岩

/ /SX3003

石つ (水晶 〕 /SX3003

=盤
玉 石つ (水晶 3区

石夷 (水晶 〕 火成岩 198-38

/SX3003
専盤玉

/SX3003
下明 噂ね安 山岩 火成を 買

暉石安山岩 火成モ

郭 3区
不日 503

/ /S13007
不明 脈石英

7層 /

不明 3区
不明 12

堆積岩

買

貢

:古 04/黄灰
不明

/S13004
3区

堆績岩

不明 3区 /SK3020
501

ンルト岩
lt板岩 P2/第 1面上

下明 括板岩 9

lL/
下明 絡板岩 3区

352
変成岩 1929 佑板岩

3区
不明 緑色千殺岩

014/
不明 郭 単

7層 /

不日

3区
1

不明 不明

B53//SD1001
不明

不明 不明

B53/ /SD1001
不明

568

2000
不明 3区

不 明 2508
不明 /P3204

不明

-265-



頁岩製各 1点である。

上面に平坦面を有する直径 20cm以上のやや大型の石器。平坦面に凹みを有するものもある。本

調査では竪穴住居跡の床面で出土したものを合石とした。

叩石  7点 出土した。頁岩製・砂岩製が各 2点、以下安山岩製・閃緑岩製・菫青石ホルンフェルス

製が各 1点である。

手に握って使用し、物を潰したり叩いたりする道具。衝撃を受ける部分には打痕が残されている事

が多い。

砥石  32点出土 した。うち砂岩製 13点が最多で、以下頁岩製が 10点、流紋岩製・シル ト岩製

が各 2点、安山岩製 。角閃石製・粘板岩製・緑色岩製・菫青石ホルンフェルス製が各 1点である。

研磨に使用された石器。大型の砥石の研面は凹んだ平坦面となる。

3区 S13014か ら 4面の砥面を持つ砂岩製の大型砥石 (223)が出土している。主要な砥面に挟まれ

た平面部には、部分的に筋状の研痕が認められる。刃部調整痕と思われる。

石核  9点 出上した。全て頁岩製である。

剥片を剥がし取った後に残った原材。

剥片  38点 出土した。頁岩製 35点が最多で、菫青石ホルンフェルス製が 2点、粘板岩製 1点である。

主に打製石器の製作過程で生じる小片を指す。当遺跡出土の剥片は 0.9～ 1048ま でと大きさに

幅がみられる。大きな剥片は石器の素材となるもの。小さな剥片は刃部への調整剥離で生じたもの

と考えられる。

石鏃  3点 出土した。全て頁岩製である。

石製の鏃 (や じり)。 狩猟用の小型石器。石材を長方形もしくは柳棄形に成形し、微細な調整剥

離によって縁部に刃部を作る。

削器  17点 出土した。頁岩製 16点、菫青石ホルンフェルス製が 1点である。

調整剥離によって縁辺の一部に刃部を成形する。石斧や石鏃のように明確な分類はできないが、刃

部の調整が認められる石器を本調査では削器とした。

第 102図 に示 した岩石内訳表グラフからは、調査地周辺地質図と対応する石材を使用して多様

な石器が製作されていること、石材は特殊なもの (碧玉、黒曜石 )を 除いてはすべて当該地付近で

入手できることがわかる。石材として使用される石種は堆積岩である泥岩 (頁岩 )と 砂岩が多 く、

火成岩である安山岩、変成岩である粘板岩も多い。厳密に石材が石種と対応するわけではないが、

石器の器種毎にほぼ決まった石材が選ばれている。石鏃・石斧・叩石・削器等の硬度が必要な石器

については泥岩 (頁岩 )が用いられ、石包丁ような薄い板状の形状を特徴とする石器については緑

色千枚岩、緑色岩が用いられる傾向が認められる。

3区竪穴式住居跡 (S13006)の 中央土坑 (SK3018)か ら出土した石鏃 (181)|よ 、同遺構埋土を水洗

いして得られた頁岩製剥片と接合でき、住居内で石器の加工を行っていたことが確認された。調査

では、このほかに石包丁・石斧の未製品が多数出土している。石包丁の未製品の抽出遺物は3点ある。

敲打痕 。研磨痕はみられるものの調整が粗く、円孔は未穿孔もしくは穿孔途中である。この未製品

や加工のばらつきの多さも集落内での日常的な加工を裏付けているのではないか。
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掲載された地質図に示されていない石材を使用した石器 。石製品は収下のものがある。

黒曜石製剥片  ほとんど鉱物を含まないガラス質の火成岩。割ると非常に鋭い貝殻状の剥離面を示

す。肉眼鑑定では産地は特定できない。調査地の近辺では島根県の隠岐島で黒曜石を産出する。 1

区の中世以降耕作土からの出土のため、帰属時期は不明である。剥片は 2点、 1.lgと 0.2gの微細

破片である。

碧玉製管玉  4点 出土した。碧玉は微細な石英の結晶が集合した鉱物で、不純物である酸化・水酸

化鉄等を含むことによって不透明となり色調が変わる。肉眼鑑定では碧玉の産地は特定できない。

調査地の近辺では島根県の出雲花仙山で碧玉を産出する。管玉の穿孔方法が鉄針による個体もある

ことから古墳時代以降のものである可能性が高い。碧玉製の管玉は長さ 0.9か ら 2.95cm。 孔径は

0.1か ら0.Scmま でを測る。

緑色凝灰岩製管玉  1点 出土 した。竪穴式住居跡 (S13005)か らの出土である。緑色凝灰岩は火山

灰が地上や水中に堆積し、固結した岩石で、石材としては比較的柔らかく加工しやすい。穿孔具は

石針で、両面穿孔と推測される。長さ 2.3cm、 径 0.35cm、 孔径は 2mllで ある。

水晶製小玉  水晶とは鉱物である石英の中で特に無色透明のものを指す。3区木棺墓 6X3003)主

体部埋土の水洗によって、水晶製小玉が 42点検出された。形状は 2種に分類できる。胴部の張 り

出した稜線のある算盤玉形が 40点 と稜線のない丸型が 2点である。共伴する土器がないことから

遺構時期は不明であるが小玉の穿孔具が鉄針とみられることから弥生時代後期以降の可能性が高

い。したがって集落出土の石器類とは異なる時期と考えられる。算盤玉形は長さ 0,31か ら 0.6cm、

幅 0.33か ら0,46cmを はかる。丸型の水晶は長さ 0.31と 0.34cm、 幅は 0.33と 0,35cmを はかる。

いずれも小型である。

5。 まとめ

奈免羅。西の前遺跡は、八東川流域に分布する多様な石材を入手できる環境にあることがわかった。

石材と石器の関係の検討を通じて、弥生時代中期後葉の頃には、目的・用途に応じた石材を選択して、

集落内で石器の製作を行っていたことが判明した。八頭町のこれまでの発掘調査において、弥生時代

の集落とその出土石器の関係が、石材の産地と石器の加工地を含めて、このような形で示された例は

初めてではないだろうか。粗雑な概観をまとめただけのものではあるが、今後、他遺跡の出土例と比

較しつつ本稿の所見の妥当性を検証していきたい。

参考文献

田中英司 2004『石器実測法情報を書く技術』雄山閣

岡俊彦 2002『ポケット版 学研の図鑑⑦鉱物・岩石』学習研究社

益富壽之助 1955『原色岩石図版』保育社
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第 4節 奈 免 羅・ 西 の前遺跡 出土 の銅 釧

井汲 隆夫

1.Si301 2内 SK302ア の銅釧片の出土状況

奈免羅・西の前遺跡 Ⅱ-3区第 2面 S13012内 から青銅製の銅釧片が出土した。この資料は材質と

形状から有釣銅釧の可能性が高いとわかり、山陰地方 (鳥取 。島根両県 )で は初の出土、全国的にみ

ても 30遺跡日、80例 日となる貴重な発見となった。

出土地点は、3区第 2面 P2グ リッドの竪穴住居跡 S13012内 の SK3027である。SK3027は 、平

面形は不整四角形の浅い土坑で、規模は、長軸 125.Ocm、 短軸 75,5cm、 遺構確認面か らの深さは

7.3cmで ある。SK3027か ら口縁端部に凹線文を有する甕の口縁部片が出土しており、弥生時代中期

後葉 とみてよい。SK3027に切られる SK2026が この S13012の 中央土坑に相当し、遺構内には弥生

土器の甕片がつぶれた状態で遺存していた。この甕片は内面にハケ調整痕があり、体部の形状からも

弥生時代中期後葉頃の特徴を具えていた。

S13012竪 穴住居跡は、竪穴の掘方も壁清も残されていない状態であるが、周囲の弥生時代の竪穴

住居跡例をみるかぎり、平面形は円形と思われる。北側に位置するS130Hが、柱穴 4基、中央土坑

1基の組み合わせで円形を呈しており、規模的にも S13012と 近い。S130Hと S13012は 4基の主柱

穴 と 1基の中央土坑を有する点で共通性がある。また、この 4基の柱穴のうち 1基に礎石を備えて

いること、しかも、その礎石を有する柱穴の脇にもう一つ礎石を備えたピットを有する、という特徴

を共有する。S130Hは 南西側の柱穴の南、S13012は 北東側の柱穴の北に、それぞれピットをもつ。

この特徴は S13003の南側柱穴でも類似のパターンが見られるため、当該集落の竪穴住居にしばしば

作られる共通の構造物の跡であろう。この “礎石柱穴の脇に礎石ピットを有する竪穴住居跡 "が、こ

の集落の特性を明らかにする糸口になればと期待するが、今のところ有意な解釈には至っていない。

出土した銅釧片は、遺存状態 1割未満の細片であり、残存長 2.75cm、 幅 0.80cm、 厚さ 0.55cm、

重量 5,3gである。有鉤銅釧に 4箇所ある屈曲部分のうちの 1箇所とみられる。環部下面 (上面の可

能性もある)に は平坦面が作られ、有鉤銅釧が上下 2箇所に平坦面を加工するものが多いという特徴

に合致する。

2.奈免羅 。西の前遺跡出土銅釧の特徴

表 29に、これまで報告された 30遺跡の有鉤銅釧の出土例を記 し (こ のうち 10の 田能遺跡出土例

は有鉤ではない )、 図 103に その位置を示す。

過去の例を見る限り、有鉤銅釧は竪穴住居跡や墳丘墓、古墳からの出土が多い。出土遺跡の時期は、

弥生時代中期以降古墳時代後期までの期間に及ぶ。当遺跡出土の銅釧が鳥取県内では初の出土である

ことは先に述べたが、木製品等の膨大な遺物の出土量で注目される鳥取県東部の青谷上寺地遺跡では

有鉤銅釧は出土していない。青谷上寺地遺跡には、竪穴住居跡や墳墓の遺構がなく、個人の着装品と

思われる有鉤銅釧が出上しにくい条件であったことが影響しているとも思えるが、千代川水系の他の

集落跡でもこれまで出上しておらず、多数の竪穴住居跡や四隅突出型墳丘墓が検出された県西部の妻

木晩田遺跡等でも、やはり有釣銅釧の報告例はない。ならば、奈免羅 。西の前遺跡Ⅱの居住者ははた

して何者であったか、という疑間が生じる。

この疑間を少しでも解明するため、今回出土した銅釧について、熊本大学文学部教授の木下尚子教
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授に実見していただき、貴重な所見をいただいた。

木下教授からは、「銅質はよく、全面なめらかで、使い込まれた状況を残す」という指摘のほか、

形状的にも有釣銅釧の特徴を具えており、兵庫県尼崎市の田能遺跡出土例 (表 29No.10)、 佐賀県桜

馬場出土例 (表 29No.4)の B群 との類似がみられることが示された。また、本遺跡と同様に竪穴住居

跡から出土した当該地と最も近い出土地点である岡山県津山市荒神蛤遺跡出土例 (表 29No.7)と比較

し、形状が異なることを指摘されている。

総括的には、

「① 貝輪を模倣したものであることは明らかである。有鉤銅釧である可能性は高いが、田能例の

ような (鉤を有さない銅釧…筆者追記 )形状であった可能性もある。

② 西日本の初期の有鉤銅釧に共通した特徴をもつ。

③ こうした初期の貝輪系銅釧が鳥取県の内陸部で発見されたことは、この地が九州や瀬戸内側

と何らかの関係をもっていたことを示唆する。」

という所見を得た。

確かに、青銅の質も良く、蛍光 X線分析 (本報告書第 2章 )の成果にあるように、含有物中にわず

かに銀を含み、古墳時代以前の古い時代のものとみて間違いない。

木下教授は、有鉤銅釧の変遷について、『南島貝文化の研究 貝の道の考古学』(木下 1996)で総括

し、形状・材質等の特徴から、以下の I～ Vま での 5段階に区分できることを指摘した。

「 I 釣概念出現以前 :南海産貝輪に鉤概念の影響が及ぶ前の段階.貝輪模造銅釧が作られる。

銅質は非常に良い。

Ⅱ 有鉤銅釧の誕生 :南海産貝輪に鉤デザインがはい り,立岩型貝輪を下敷きにした有釣銅釧が

誕生する。銅釧は立岩型貝輪の特徴をとらえ,こ れにもとづいた形状の鉤

をもつ。銅質は一般に良い。

Ⅲ 変容 ■銅釧は立岩型貝輪の形状からはなれ,貝輪にはみられない形状をとったり,一

部を極端に強調したりする。いっぽうⅡ段階の銅釧の退化したものも登場する。

鋼質の低下がみられる.

Ⅳ 変容 2:銅釧は貝輪の形状から完全に離れる。環部のデフォルメや鉤の扁平化が進む.

V 変容 3:鉤が銅釧から独立し,極端に強調される。」(木下 1996)か ら抜粋

有釣銅釧の誕生と変容の流れを、(木下 1996)か ら一部改変 して、図 104の「貝輪系銅釧の変容」

に示す。この段階区分に当遺跡出土例をあてはめるのは、肝心の鉤の部分がないため困難であるが、

少なくとも銅質と作りでみる限り、Ⅱ段階かそれ以前の段階に収まる可能性が高く、時期的にみても、

弥生時代中期後葉とする土器の年代と矛盾しない。

3.有釣銅釧の出現と消滅

有釣銅釧は出土例が非常に少ないため、その意義を見出す作業は難航していたが、木下教授は前掲

書において、この有鉤銅釧を、貝輪・銅釧・石釧を含む弥生時代から古墳時代まで継続する貝輪系釧

(腕輪・腕飾 )総体の中に置くことで、「鉤の呪力」への崇敬があったことを指摘するに至った。以下

では、教授の論考中から有鉤銅釧に関連する貝輪系釧の系譜の概要を述べる。
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表 29 全国出土有鉤銅釧一覧表

所 在 地 遺 跡 名 遺構種類 個数 状態 特  徴 本下分類
共伴遺物

等の年代
文 献

長崎県 対馬市 佐護白岳 積石墓 (石棺 ) 2 花存 Ⅱ な生後期か
水野清―・樋口隆康・岡崎敬 1953『 対馬 玄海における絶島、対馬の考古

学的調査』東方考吉学叢刊乙種第 6冊 東亜考古学会

2‐ 1 長崎県 壱岐市
原の辻 (大サ地

区 )

甕棺 ? 3 枝片 Ⅱ
弥生中期中頃

～後期前半

安楽勉・藤田和裕 1978『原の辻遺跡』長崎県文化財調査報告書第 37集
長崎県教育委員会

長崎県 壱岐市 原の辻 (原地区 ) 釣片 Ⅱ
福岡一志・中尾篤志 2005『 原の辻遺跡 総集編 I』 原の辻遺跡調査事務所

調査報告譜第 30集 長崎県教育委員会

3 佐賀県 唐津市 桜馬場 甕棺 完 存 Ⅲ 体生後期前半

杉原理介・原口正三 1961「 佐賀県桜馬場遺跡J『 日本農耕文化の生成』

東京堂、唐津湾周辺遺跡調査委員会編 1982『末慮国・佐賀県唐津市―束

松浦郡の考古学的調査研究』六興出版

4 佐賀県 武雄市 茂 手 掘立柱建物跡 1 完存 上下に平坦面 Ⅱ
弥生後期後半
か

八坂誠他 1986『 茂手遺跡』六角川河川改修工事に伴 う埋蔵文化財発掘証

査報告書 (下巻 )武雄市文化財調査報告書第 15集 武雄市教育委員会

5 爵取県 八頭町
奈免羅 。西の前

遺跡 エ
竪穴 f■8跡 1 醐 キ 平lH面 あり Ⅱ ? 俎生中期後茶 本書

6 去島県 東広島市 浄福寺 2号 竪穴住居跡 〕
8割残

存
環部菱形 ] な生後期

山田繁樹他 1993『東広島ニュータウン遺跡群 Ⅱ』広島県埋蔵文化財調査

センター調査報告書第 97集 財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

7 司山県 津山市 荒神蛤 竪穴住居跡 1 破 片 Ⅱ 林生後期
小郷利幸・ 白石純 1999『荒神蛤遺跡』津山市埋蔵文化財発掘調査報告書

第 64集 津山市教育委員会

8 翻山員 岡山市 加茂政所 土壌 1 鉤片 環部五角形 Ⅲ ホ生後期後半
詮本和男他 1999『 加茂政所遺跡・高松原古才遺跡・立田遺跡』岡山県埋

載文化財発掘調査報告 138岡 山県教育委員会

9 葺知県 南国市 田村遺跡群 B3区 竪穴住居跡 鉤片
前田光雄 2004『 田村遺跡群 Ⅱ』高知県埋蔵文化財センター発掘調査報告

書第 35集 高知県教育委員会 ,(財 )高知県文化財団埋蔵文化財センター

兵庫県 尼崎市 隅能 木棺墓 1 完存
I

(鉤なし)

殉ヽ生中期～後

綴後半
ヨ能遺跡発掘調査委員会 1986『田能遺跡概報』

大阪府 大阪市 長原 lNG03 6次 竪穴住居跡 1 鉤 片 E
大庭重信他 2005F大 阪市平野区長原遺跡発掘調査報告 XⅡ 』財団法人大

阪市文化財協会

大阪府 東大阪市 巨摩廃寺 沼状遺構 ! 破 片 Ⅱ
小生中期末以

降

玉井功他 1981『 巨摩・瓜生堂』大阪府教育委員会・財団法人大阪府文化

財センター

大阪府 東大津市 要池 溝 1 ほぼ完 環部三角 皿 弥生～古墳 ″団法人大阪府文化財センター
`981『

考古展河内平野を掘る』

奈良県 奈良市 富雄丸山古墳 円墳 (粘土榔 ) 完 存 環部菱形 V鉤 2 古墳時代 賀ヽ晋 1982『富雄丸山古墳・西宮山古墳出土遺物』京都国立博物館

京都府 与謝野市 大風呂南 1号墳
台状基 (木棺直

葬 )

ヨ数真也他 2000『大風呂南墳墓群』岩滝町文化財調査報告書第 15集 岩

竜町教育委員会

福井県 鯖江市 西山公園 埋葬施設 ? 9 完存 Ⅲ 不明
斎藤優 1966「西山公園出土の銅釧」『福井県鯖江市王山・長泉寺山古墳群」

福井県教育委員会

17 衝川県 金沢市 南新保 C 方墳周溝 破片
伊藤雅文他 2002『金沢市南新保 C遺跡』石川県教育委員会・ (財 )石川県

埋蔵文化財センター

愛知県 名古屋市 三王山 環濠 2 異形 Ⅲ異形 弥生後期
水野裕之他 1999『埋蔵文化財調査報告書 30三王山遺跡 (第 1～ 5次 )』

名古屋市文化財調査報告 40

静岡県 静岡市 小黒 包含層 I 鉤片 環部帯状 Ⅳ
弥生終末～古

墳前期

天石夏実 2002「静清平野出上の銅釧・鉄釧・鉄環」『ふちゆ―る』No lC

平成 12年度静岡市文化財年報 静岡市教育委員会

静岡県 静岡市 陵府城内 竪穴住居跡 1 破片 コ 称生中期後半
岡村渉 2002『 特別史跡登呂遺跡発掘調査概要報告書 I』 静岡市埋蔵文t
財調査報告 60静岡市教育委員会

静岡県 静岡市 色金北第 6次 水田 ('F水 溝内 1 鉤片 W
鈴木悦之 2000「 曲金北遺跡J『ふちゅ―る』No 8平 成 10年度静岡市文

化財年報 静岡市教育委員会

静岡県 静岡市 登呂第 21次 包含層 破片 環部帯状 Ⅳ
岡村渉 2002『特別史跡登呂遺跡発掘調査概要報告書 I』 静岡市埋蔵文化

財調査報告 60静岡市教育委員会

静岡県 沼津市 卸幸町第 2次 竪穴住居跡 釣 片 Ⅳ 称生後期後半
瀬川裕市郎他 1980『御幸町遺跡第 2次調査概報』沼津市文化財調査報告

第 21集 沼津市教育委員会

静岡県 清水町 矢崎
包含層・竪穴住

居跡
環部帯状 Ⅳ 林生中～後期

江藤千萬樹 1937「駿河矢崎の弥生式遺跡調査略報―其の東日本弥生式文

化の様相に与える重要性に就て一J『考古学』第 8巻第 6号 東京考吉学会

静岡県 下田市 了仙寺洞穴 洞穴 1 鉤 片 曼部帯状 V小型
古墳時代後期

(6C?)

宮本達希 1984「伊豆半島南部における洞穴遺跡 と古墳」F静岡県考古学研

究』 16静 岡県考古学会

神奈川県 逗子市 也子 Nol A地点 方形周溝墓 ? 1 釣片 Ⅳ 吉墳時代前期
山本暉久・谷回肇 1999『池子遺跡群 X Nol■ 地点』かながわ考古学財

団調査報告 46財団法人かながわ考古学財団

27 神奈川県 逗子市 寺田 U区 竪穴住居跡 1 破 片 Ⅳ
赤星直忠他 1975『持田遺跡発掘調査報告 (本文編 )』 逗子市文化財調査報

告書第 6集 逗子市教育委員会

神奈川県 秦野市 星丸島 竪穴住居跡 1 鉤 片 環部帯状 Ⅳ
弥生中期末～

後期

伊東秀吉他 1976『根丸島遺跡第一次・第二次発掘調査概報』根丸遺跡話

査団

神奈川県 鎌倉市 手広八反目 竪穴住居跡 I 鉤片 Ⅳ 弥生後期前半 永井正憲他 1984『手広八反目遺跡発掘調査報告書』手広遺跡発掘調査団

千葉県 市原市 北旭台 竪穴住居跡 1 完存
環部丸み、上

下に平坦面
Ⅳ 古墳時代前期

木封和紀 1990『市原市】ヒ旭台遺跡』財団法人市原市文化財センター調査

報告書第 39集 財団法人市原市文化財センター

埼玉県 調霞市
宮台・宮原第 7

地点
土壊 1 破片 Ⅳ

瀧瀬芳之 2006「有鉤銅釧について」『朝霞市 宮台・宮原遺跡』埼玉県埋

蔵文化財調査事業国報告書 第 318集 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

鋳 型

福岡県 福岡市 香椎松原 1 環部菱形 Ⅳ 森貞次郎 1963「福岡県香権出上の銅釧鉛疱と銅釧の系譜」『考古学集刊』

福岡県 古賀市 浜山 B地点 竪穴住居跡 破片 Ill
弥生中期中頃
～後半

福岡県教育委員会 1982『浜山遺跡 B地点』

C 福岡県 筑前田」 宮ノ上 竪穴住居跡 1 林生時代後期 谷澤仁 1989「福岡県宮ノ上遺跡」『 日本考古学協会年報 401987年度』

※埼玉県・財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団、2006、 『宮台・宮原遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第 318集を元に木下尚子、 1996、 『南鳥貝文化の研究・貝の考古学』等を参
考に作成
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図103 有釣銅釧出上位置図

有鉤銅釧の起源が西南諸島近海で産するゴホウラ製の貝輪にあることは、静岡県矢崎遺跡出上の有

釣銅釧に対して、小林行雄 (1995『日本考古学概説』 東京創元社 )・ 江藤千高樹 (1973「駿河矢崎

の弥生式遺跡調査略報」『考古学』)が指摘したことで周知化された。縄文時代から弥生時代にかけ

て貝輪は日本全国で出土するが、ゴホウラガイ製の貝輪は加工が精密で、貝輪の中で最も仕上げが美

しいことで定評があり、特定の身分・地位等にあった者のみが着装したと推沢rさ れている。

ゴホウラガイは、奄美諸島、沖縄諸島から熱帯太平洋に分布する巻貝の一種である。学名は

mcOr�sヵtissimvs,Linnaeusと いい、腹足綱前鰯亜種中腹足ロソデボラ科 (ソ デガイ科、スイショ

ウガイ科とも )とこ分類される。サンゴ礁海底の砂地のうち比較的外洋に近い水深 10m程度の海底で

生息し、殻高 18cm前後にまで育つ。縄文・弥生時代を通じて食用とされるが、弥生時代では貝殻を

砂浜に埋めてしばらく放置し、その後掘り出されて南九州へ運ばれたと考えられている。南九州では

ゴホウラガイ等の南島産の貝類の粗加工がおこなわれ、その後、各地に運ばれたとみられる。

北部九州の貝輪はこれまでの遺跡出土例から以下のように「 I類 円環状貝輪」と「Ⅱ類 非円環状

貝輪」の 2類に分け、さらに貝の種別で細分化されている。

ゴホウラ貝輪は、表 30の、大友型 (佐賀県東松浦郡呼子町 大友遺跡 )、 諸岡型 (福 岡県福岡市博

多区 諸岡遺跡 )、 立岩型 (福岡県飯塚市立岩 立岩堀田遺跡 )、 土井ケ浜型 (山口県豊浦郡豊浦町 土井

ケ浜遺跡 )、 金隈型 (福岡県福岡市博多区金隈遺跡 )の 5型式が代表的である<()内 は指標遺跡 >。

このうち、立岩型のゴホウラ貝輪が青銅器に「材質転換」したものが有鉤銅釧である。青銅製に転

換し定着したのは、ゴホウラ貝輪のうちでは立岩型のみである。青銅製の有釣銅釧の鋳型が出土した

のは福岡県内の 3箇所であり、弥生時代中期～後期段階での有鉤銅釧の製作地は北部九州の福岡産

であった可能性が高い。ただし、弥生時代終末期から古墳時代以降に中部・東海地方に多い帯状の有

鉤銅釧は別系統であり、製作地も中部 。東海地方にあったとみられる。
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立岩型から派生 したものの一つである竹並型は、青銅製ではな く碧玉製 (も しくは緑色凝灰岩製 )

に転換され「鍬形石」 と/1-り 、これは古墳時代前期に近畿を中心に出現 し古墳時代終了と同時に消滅

する。諸岡型は、巻貝を輪切 りにした面に見られるうずまきの形状を維持 したまま弥生時代を通 して

着装品として残る。古墳時代前期の頃に、貝から玉に「材質転換」するのはゴホウラ貝輪だけでなく、

オオツタノハガイ製の貝輪、カサガイ製の貝輪、イモガイ製の貝輪で同時期に起きる。オオツタノハ

ガイ、カサガイ製のものが車輪石に、イモガイ製のものが石釧に「材質転換」 し、いずれも碧玉製あ

るいは緑色凝灰岩製 となる。 この系譜を表 31に示す。

ゴホウラ貝輪は、もともと貝輪であった頃から他の貝種に比べて非常に作 りが丁寧で、その神聖性

がうかがえるものであった。事実、佐賀県唐津市桜馬場遺跡 (表 29No.5)の ように、首長級の墳墓の

成人男子の右腕に多数はめられたよう状態で見つかった例がある。ゴホウラ貝輪が「材質転換」 した

先が弥生・古墳時代では特別神聖視されていた青銅 と碧玉であるという点は象徴的といえる。

単に材質が変わっただけでは /d― く、その後の有鉤銅釧は特異な変貌を遂げる。立岩型ゴホウラ貝輪

には本来突起があるのみで鉤状の曲が りはなかったが、「材質転換」 とともに突起が肥大化 し鉤が生

じ、その鉤が強調されてくる。木下教授は、これを有鉤銅釧の「変容」 と呼び、「鉤の呪力をもつ貝輪」

ゆえに生 じる現象であると解釈する。例えば、弥生土器や須恵器等ならば時代 とともに装飾の変化・

退化は生 じるものであるが、有鉤銅釧については鉤部分のみが強調され大きくなる。有鉤銅釧V段階

に比定される奈良県奈良市富雄丸山古墳出土の有鉤銅釧 (表 29No.14)|よ 、S字形釣状突起を 2個有

するタイプで、現在まででこの 1点 しか存在 しないが、「釣の呪力」を象徴的に示す最終形態 といえる。

貝輪着装習俗 自体は、北部九州を中心 として広 く分布 していたといえるが、有鉤銅釧 となると決 して

一般的とはいえない。有釣銅釧 自体が、貝輪の中で特殊なゴホウラ貝輪の立岩型から「材質転換」 し

たものであ り、さらに鉤の「変容」をもたらす呪術的性格を帯びていたということになると、本遺跡

例の着装者は、やはり“特殊な地位の者 "を想定せざるをえない。また、有鉤銅釧の出土例が当該地

付近にないという事実が、さらにこの特殊性を際立たせている。

ただし、奈免羅・西の前遺跡の有釣銅釧は破片の状態で出土 したものである。墳墓等にみられる「破

砕鏡」 とは異なるであろうが、意図的に破壊 した可能性も考えられる。もしそうなら、 この銅釧片は

本来有鉤銅釧を着装 していた “特殊な地位の者 "自 身ではな く、その人物の関係者がその「呪力」の

表30 九州弥生文化の貝輪分類

形態分類 貝輪の種類 (型式名 ) 使用する貝 (科名 ) 貝の生息域

I類

円環状貝輪

二枚貝貝輪

笠貝貝輪

イモガイ貝輪  (タテ型 )

ゴホウラ貝輪  (大友型 )

フネガイ、サルボウなど 〔フネガイ科〕     九州

タマキガイ、ベンケイガイなど 〔タマキガイ科〕 九州

マツバガイ 〔ツタノハガイ科〕         九州

オオツタノハ 〔ツタノハガイ科〕        南島

アンボンクロザメなど 〔イモガイ科〕     南島

ゴホウラ 〔ソデガイ科〕            南島

Ⅱ類     イモガイ貝輪

非円環状貝輪

ゴホウラ貝輪

(タ テ型 )

(ヨ コ型 )

(土井ヶ浜型 )

(金隅型 )

(諸岡型 )

(立岩型 )

(その他の形状 )

アンボンクロザメなど 〔イモガイ科〕

同上

ゴホウラ 〔ソデガイ科〕

同上

同上

同上

同上

南島

南島

南島

南島

南島

南島

南島
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図104 貝輪系銅釧の変容

一端を受け継いで保持していたとみることもできる。

有釣銅釧のⅣ段階の「変容 2」 では、環部が 2mm程度の扁平な帯状に加工された「帯状有釣銅釧」

が登場する。この環部が帯状となる銅釧は中部 。東海地方に偏る傾向があり、系統的には北部九州の

ものとは異なる。おそらく有釣銅釧から派生して中部。東海地域で独自に作られ始めたものであろう。

その「帯状有釣銅釧」を除くならば、他の有鉤銅釧の分布は、本遺跡出土例を合わせてみれば北部九

少H・ 山陰・北陸という日本海沿岸と、吉備・播磨。近畿という瀬戸内沿岸の分布を中心としており、「海
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上の道」の形がおぼろげながらみえてくる。

奈免羅・西の前遺跡出土の有鉤銅釧は、これらの貝輪の系譜の中では比較的古 く、段階的にはⅡ段

階かその前後の銅釧誕生前後の頃とみられる。また、形状 と材質から、北部九州あるいは近畿、瀬戸

内側 との関連性が深いという。

弥生時代中期の奈免羅・西の前遺跡の集落が、周防、長門、出雲、伯者の諸国を飛び越えて北部九

州 と結ばれているというのは意表をつかれる感があるが、弥生時代中期の段階では北部九州 と因幡の

千代川河国の港湾都市をつなぐ“海上の道 "が あったことは青谷上寺地遺跡の出土遺物をみても間違

いないところである。その道が千代川をさかのぼって八東川まで通 じていたとするなら、この八東川

と千代川の合流点に近い当該地には、重要な交易の拠点があってもおか しくはない。「船岡」 とい う

町名は江戸時代の船着場があったところについた名であ り、 この地名は道路網の整備されていない弥

生時代を考える際には軽視できない重要性を持つ。北部九州 と因幡を結ぶ “海上の道 "と 、瀬戸内・

近畿方向を結ぶ “陸上の道 "が、八頭町で “交差 "し ていたのであろうか。

4.多様な文化の
″
交差点

″
としての奈免羅 。西の前遺跡の弥生集落

奈免羅・西の前遺跡 Ⅱ-3区の集落跡 と同時期の遺跡 として、周辺に丸山遺跡 と万代寺遺跡がある。

丸山遺跡では弥生時代中期から後期にかけての竪穴住居跡が 2棟検出された。上層は古墳時代以降

の破壊によって失われ、床面 と柱穴の一部のみが残っている。住居外からの出土遺物には土器のほか、

石斧、石包丁、分銅形土製品等がみつかっている。 この丸山遺跡 と奈免羅・西の前遺跡 とは、距離的

に 2km強の位置にあ り、八東川南岸に広がるひとつなが りの集落 となる可能性がある。

日本全国での分銅形土製品の出土例は 2009年 までの報告例で 900点以上ある。その半数近 くを

岡山県が占め、鳥取県と愛媛県がそれに次 ぐ。時期的には弥生時代中期後葉から後期前葉の土器 と共

伴することが多い。鳥取県内からは約 130点が出土 し、このうち青谷上寺地遺跡からは 56点が出土

している。この分銅形土製品は祭祀具の一種 といわれるが用途等は不明である。少な くとも弥生時代

の吉備を中心に分布することは確実で、吉備 と交流の深かった地で出土することが多い。丸山遺跡出

土の分銅形土製品が吉備方面から直接もたらされたか青谷上寺地遺跡由来のものかは不明だが、位置

的にみても両地域を含む分銅形土製品の分布圏にあることは間違いない。また、岡山県加茂政所遺跡

では同じ弥生時代中期の集落跡から分銅形土製品と有鉤銅釧の両方が出土 してお り、有鉤銅釧 Ⅱ段階

表31「材質転換」する貝輪の系譜

弥生時代前期   弥生時代中期   弥生時代後期   古墳時代前期   古墳時代中期   古墳時代後期

ゴホウラ貝輪:土井ケ浜型 一―………

ゴホウラ貝輪:金隈型 ――……………

ゴホウラ貝輪:諸岡型 ――――――

(貝輪のまま)―… …… ……

(貝輪のまま)―…

…… 候 輪のまま)

「うずまきの呪力」

「うずまきの呪力J

‐―――一――「うずまきの呪力」

――‖卜……………‐IV――――――‐Vゴホウラ貝輪i立岩型   十一一→ ‖有鉤銅 911 ‐………‐「鉤の呪力」

―………「鉤の呪力」「材質転換」――→ 中部。東海 IV「帯状有鉤銅釧悩――

L竹 並型 ―一一一―「材質転換」一一一一‐鍬形石(碧玉製)―… …… …

オオツタノハガイ製の貝輪 ―――――「材質転換」

―

草輪石曙 玉製)一― ― ― 一―――― 一 … … … ……

|      「材質転換」      一部、銅製釧に

カサガイ製の貝輪       「材質転換」       車輪石(碧玉製)― ― ―― ― ― ―… …… ……… … ………

イモガイ製の貝輪       「材質転換」       石釧(碧玉製)― ―― ―… … … …… ……… …… … …… …
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と分銅形土製品とは時代的に同時とみることができる。

一方、八東川を隔てて対岸の丘陵地に広がる万代寺遺跡では、直径約 12mの 大型の竪穴住居跡 と

直径 2m前後の竪穴住居跡の 2棟が検出された。大型の竪穴住居跡は全体の約 4割が調査され、幅

約 30cmの壁溝を持ち、その溝に沿いながら柱穴が lm間隔で環状に並ぶ。一周すれば柱穴は全部で

16基程度が並ぶことになる。また、その内側にもう 1回 り柱穴が配され、これも lm間隔で推定 10

基程度が円形に並ぶ。出土 した弥生土器の甕・壺・高邪等は中期から後期のものと思われ、時代的に

は近いが、奈免羅・西の前遺跡で検出された竪穴住居跡には類似するものがない。奈免羅・西の前遺

跡の弥生中期集落 と万代寺遺跡の弥生中期集落 とは同じ千代川水系でも “異なる集団 "に 属するので

はないかと思われる。

また、丸山遺跡 と lkmと 離れていない破岩集落には、「破岩銅鐸Jの記録がある。 これは、鳥取県

で最古の、銅鐸についての文献記録 とされ、鳥取県立博物館所蔵の『因幡志』に絵入 りで記されてお

り、「八頭郡破岩村ノ山中ヨリ掘出シタル銅器」、「惣高二尺三寸許」の大きさと、胴部を 6つ の区画

に分けた袈裟欅文から、突線組式袈裟欅文銅鐸の可能性がある① これは、時代的には弥生時代後期頃

に比定されるタイプであ り、今回調査された奈免羅 。西の前遺跡 Ⅱ-3区の弥生中期後菓の集落 とは

若干時期差があるかもしれない。

青谷上寺地遺跡 と同じく千代川水系の弥生時代中期土器群の出土、北部九州 と瀬戸内とのつ /d~が り

を思わせる銅釧、山陰地方の中でも際立つ “特殊な地位の者 "、 銅釧出上の住居跡にみられる “礎石

柱穴の脇に礎石 ピットを有する堅穴住居跡 "、 丸山遺跡から出土 した分銅形土製品、「破岩銅鐸」の記録、

同時期で近い距離にあ りながら住居形態に相違のある “異なる集団 "万代寺遺跡等…。 これらの資料

から想定できるのは、“海上の道 "と “陸上の道 "を結ぶ “交差点 "に あって、文化的多様性を内包 し

たまま発展をとげる川のほとりの “クニ "の姿である。大きな “クニ "同士が関わ りあう時、交流の

場になるにせよ争い合 う場になるにせよ、その当事者は国境に近い小さな “クニ "自 身である。激動

の時代にあっては“辺境 "こ そが“最前線 "であり、ある意味“中心 "であったとみるべきかもしれない。

当時八東川南岸に広がっていた “クニ "の名は残っていないが、因幡・伯者を含めた周辺地域の中で

大きな存在感を示 していたと思われる。

最後に、度重なる八東川の氾濫 と洪水に遭いながら何度も開墾され直 した耕作土の底でそれでも遺

ってくれた小さな銅釧片に対 し、調査スタッフを代表 して感謝 と敬意を示 したい。
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写真図版1 1区 第1面。第2面。第3面

Tr,1南壁セクションロしから)第1面全景。道路状遺構日しから)

第2面 石垣・耕作土(北西から) 第3面完掘全景(西から)
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写真図版2 1区 第3面

SD1001完掘(西から)

SD1002完掘(北東から)

SD1001セクション(西から) SD1002・ P1001・ P1002セクション(北から)



写真図版3 1区 第4面

SD1005セクション(南西から)

SD1005完掘(西から)

第4面 上坑群完掘(南西から)



写真図版4 2区 基本層序
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写真図版5 2区 基本層序

tiミII'
Tr.1(西半吉Б)セクション

ロヒ東から)

Tr.3(北 半部)セクション

(北東から)

略的簡葛鶏



写真図版6 2区 第1面

第1面プラン検出

(東から)

第1面完掘全景

(東から)

第1面 耕作溝群完掘

(南東から)



写真図版7 2区 第1面

SK2027遺構・遺物検出状況

(北東から)

SK2024遺構・遺物検出状況

(西から)

SK2005遺 物検出状況

(北から)



写真図版8

SK2008・ SK2009・ SK2010プラン検出(北西から)

2区 第1面

10遺物検出状況2回 目(南東から) 3回 目(北西から)
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写真図版10 2区 第2面
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写真図版11 2区

SD2015セクションh(西から) SD2015セクションc(西から)

SB2001プ ラン検出
(西から)

SB2001完 掘

(西から)
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写真図版12 2区 第2面

S12001・ 土器だまり2003
プラン検出
(東から)

S12001完掘

(南から)

P2052セクション(南から) P2054セクション(西から)



写真図版13 2区 第2面
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土器だまり2003(S12001)遺物検出状況(46・ 47)(東 から)



写真図版14 2区 第2面

野
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SK2031・ SK2041完掘(北東から)

】
導
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監斜ぶ留□辟|!|■ tⅢ↓lti十 1エギ

SK2041セ クションc及び底面



写真図版15 2区 第2面

上器だまり2001遺物検出状況

(東から)

土器だまり2002遺物検出状況

(北東から)

SK2040セ クションb(南西から) SK2040遺物検出状況(54)(南から)



写真図版16 2区 第2面

%

SD2012,SD2013・ SD2014
プラン検出

(北東から)

SD2012。 SD2013完掘

(SD2014は掘削途中)

(北東から)

SD2012,SD2013完 掘

(SD2014は掘削途中)

(南西から)



写真図版17 2区 第2面

SD2012壁面と基盤層

(北東から)

SD2012(右 )。 SD2013(左 )

セクションa(Tr.5上 )

(南西から)

SD2012セクションc

(南西から)



写真図版18 2区 第2面

SD2012遺物検出状況

(73・ 74・ 75・ 83・ 84・ 85。 86・ 90・ 91)

(南西から)

SD2012遺物検出状況

(73・ 74・ 75。 83・ 84・ 85・ 86・ 90。 91)

(西から)

5D2012遺物検出状況1871

(南から)



写真図版19 2区 第2面

SD2013壁面と基盤層

(北東から)

SD2013セクションc

(南西から)

SD2013遺物検出状況(97)(南 から) SD2013遺物検出状況(102)(南 から)

に                     _



写真図版20 2区 第2面

SD2014完掘

(北東から)

SD2014壁面と基盤層

(北東から)

SD2014完掘

(南西から)



写真図版21 2区 第2面

!雛 :́ 一タ 一ォ
々
↑

SD2014セクションa

(南から)

SD2014セクションb

(南西から)

SD2012似生)。 SD2013・ SD2014(右 )

セクションd

(北東から)

■予 1帝ざ
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F叫 ドヾW世�l岬 熙itti

遺物検出状況(154)(南 から)



写真図版22 2区 第2面

SD2014遺物検出状況

(南西から)

SD2014遺物検出状況

(115。 127・ 138)

(北から)

SD2014遺物検出状況(133・ 134)(南 から) SD2014遺物検出状況(127)(北 から)



写真図版23 2区 第2面

籍 Ⅲ・:=¬

SD2014遺物検出状況(南から)

学■|14 if

驚

:鶴
で

一霙

SD2014遺物検出状況(117・ 147・ 153・ 160)(南 から) SD2014遺物検出状況(144・ 158)(



写真図版24 2区 第2面

SD2014遺物検出状況(121。 122)(西 から) SD2014遺物検出状況(157)(南西から)

SD2014遺物検出状況(148)9し から)

SD20141遺物検出状況(150)(西 から)

SD2014遺物検出状況(128。 136。 164)(南西から)

SD2014遺物検出状況(167)ロヒ東から)

SD2014遺物検出状況(139・ 155)(北西から) SD2014遺物検出状況(116)(東 から)



Tr.10第 3面プラン検出(北東から)

写真図版25 2区 第3面

Tr.13・Tr.14第 3面プラン検出(北から)

Tr.10南壁断面(北から) Tr.14東壁断面(北から)

Tr.15第 3面完掘(南東から)



写真図版26 3区 基本層序・第1面

Tr。 1セクション(北東から)

Tr.5セクション封ヒ端部詳細(東から)

第1面 暗褐色砂層プラン検出

(西から)



P8グリッド耕作土(暗褐色砂)遺物検出状況(247)(西 から)

写真図版27 3区 第1面 石器類

N5グリッド暗褐色砂層 遺物検出状況(230)(西 から)

P3グリッド暗褐色砂層 遺物検出状況(227)(南 から) P6グ リッド暗褐色砂層 遺物検出状況(228)(西 から)

1鋭絲 ′
l

Q2グリッド黄灰色砂層 遺物検出状況(239)(南から)P2グリッド黄灰色砂層 遺物検出状況(236)(南 から)

P3グリッド黄灰色砂層 遺物検出状況(238)(南 から) P3グリッド黄灰色砂層 遺物検出状況(235)(北 から)

l



写真図版28 3区 第1面・第2面

第1面 耕3001完掘(北から)

第1面 耕3002完掘(北西から)

第1面 耕3003完掘(北西から) 第2面 】ヒ西部(S13006周 辺)プラン検出(北から)



写真図版29 3区 第2面

第2面東側完掘(束から)

第2面西側完掘(北東から)

S13001完掘(西から)



写真図版30 3区 第2面

S13003完掘・Si300顔占床面検出(北東から)

下段礎石検出状況(西から)



写真図版31 3区 第2面

513005内 SD3006遺物検出状況

(東から)

S13004(右 )・ Si3005(左 )完掘

(北から)

割3006完掘(北から)

S13004焼成粘土塊検出状況(南から) 引3006遺物検出状況(南から)



写真図版32 3区 第2面

!■OΦ

S13007貼床面完掘9ヒ西から)

S13007内 SK3035遺物検出状況(190)

(北東から)

S13007下面完掘(南から)



写真図版33 3区 第2面

S13008完掘(南から)

86。 187・ 188)

S13008ワ句SK3051 況(183)(南 から)



写真図版34 3区 第2面

許 ・
Fi｀11(
譲l必―■.

S13009完掘個ヒ西から)

S13010完掘(南から)

勲 イ !■|:|● :

P3182・ P3183セクション(南から)

S13011完掘(東から)



写真図版35 3区 第2面

ⅢI典1  郵

S13012遺物検出状況

(北から)

S13012内 SK3027
銅釘検出状況(197)

(東から)

S13012内

SK3026遺 物検出状況(196)

日しから)

. 
―
 I―    : 

―
十l i lllぞ

S13012内 P3195セクション及び礎石検出状況(南から)



写真図版36 3区 第2面。第3面

SB3001完掘(北から) SB3002完掘(北から)

SB3003完掘(東から) SB3003内 P3079遺物検出状況(169)(東 から)

SB3004完掘(東から) SB3005完掘(西から)

SB3006完掘(西から)

難麦∵ 帝ず
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s, 鞣
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第3面南西根lSB3007付近完掘(北西から)



写真図版37 3区 第2面

SX3001～SX3003木棺墓群(北東から)

掘(東から)



写真図版38 3区 第2面

SX3003木棺部完掘(西から) SX3003掘方完掘(西から)

SX3004木棺部完掘況(南西から) SX3004掘方完掘(南西から)

SX3001～SX3004木棺墓群完掘(北西から)



SK3003遺 物検出状況(199・ 200X東から)

写真図版39 3区 第2面

SK3003完掘(東から)

SK3007遺物検出状況(201X西 から) SK3008完掘(西から)

SK3013遺物検出状況(202・ 203・ 204)(南東から)SK3010遺物検出状況(南から)

ラン検出

(西から)

SK3013遺物検出状況(202)(南 西から) SK3020遺物検出状況(205～209)(北西から)



写真図版40 3区 第2面

5K3039完 掘(北から) SK3046完掘(南西から)

SK3047遺物検出状況(210X南 から)

尊

SK3049完掘(西から)

SK3053セ クション(北西から)

SK3056遺物検出状況(214215。 216)(北東から)

SK3055遺物検出状況(211・ 212)(南から)

第3面 P3662柱根検出状況(南から)



写真図版41 3区 第3面

第3面西側完掘(北東から)



写真図版42 3区 第3面
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S13013・ 5B3008完掘(西から)

S13013完掘(南から)

S13013プラン検出(南東から) Si301 3壁溝・小溝セクション(南から)



写真図版43 3区 第3面

S13013・ S13014・

(Si3002・ S13009:多缶2E蜀 )テ老〕冨

(南西から)

S13014完掘

(南から)

S13014貼床面遺物検出状況(東から) S13014内 P3444セクション及び礎石検出状況 (′ 南から)



写真図版44 3区 第3面

蛍 .ヽ

醜

S13015完掘(南から)

Si301 5完掘(西から)

S13015内 P3481(中 央土坑脇ピット)セクシヨン(南から)Si301 5内 P3465遺物検出状況(224)(南 から)



写真図版45 3区 第4面

Tr.3拡張 第4面完掘(南から)
Tr.1拡張2第4面完掘 (西から)

Tr.6拡張 第4面完掘(北から) Tr.8第 4面完掘(西から)

第4面 トレンチ調査終了及び第2・ 3面遺構全景(西から)



写真図版46 1区・2区 出土遺物

lJ tt SD1001、 2～ 5:1区 抽出遺構外
6。 7⊇ 区第6層、8～ 10:2区 第7層

０

‐



写真図版47 2区 出土遺物



写真図版48 2区 出土遺物

22

18・ 92区 第7層、20～222区 第5層、23つ区 第8層

20

０

‐

18

19



写真図版49 2区 出土遺物

32

24:2優【SK2027、 25´V28:2層至SK2024、 29:2口至SK2005
30・ 31:2Dtt SK2026、 32:2優至SK2006



写真図版50 2区 出土遺物

33-36:2優至SK2010、 37-42:2優こSD2015
43・ 442区 S12001内土器だまり2003

36

42



写真図版51 2区 出土遺物

53                                  52

45～492区 S12001内土器だまり2003、 50～532区 SK2031

48



写真図版52 2区 出土遺物

59

60

54・ 552区 SK2040、 56～62⊇区土器だまり2001



写真図版53 2区 出土遺物

74                                80

63～682区 土器だまり2002、 69～802区 SD2012



写真図版54 2区 出土遺物

81

86

81～89:2匝こSD2012



写真図版55 2区 出土遺物

95‐

96

92

93

97

94



写真図版56 2区 出土遺物

101

102

107

99～ 108:2匠至SD2013



写真図版57 2区 出土遺物

116

109～ 112:2区 SD2013、 113へ 1́1612区 SD2014



写真図版58 2区 出土遺物

117～ 122:2匠至SD2014



写真図版59 2区 出土遺物

130

123～ 13012区壁SD2014

124

■



写真図版60 2区 出土遺物

131´彰137:2区 SD2014



写真図版61 2区 出土遺物

146

139～ 146:2優至SD2014



写真図版62 2区 出土遺物

147～ 155:2匠こSD2014



写真図版63 2区 出土遺物

162

156～ 162:2Dtt SD2014



写真図版64 2区 出土遺物

163-168:2鬱 至SD2014



写真図版65 3区 出土遺物

175

16913区 SB3003内 P3079、 170:3区 S13001

171:3E【 SB3003、 172-176:3Ett Si3005

174



写真図版66 3区 出土遺物

177-132:3層 【Si3006

182



写真図版67 3区 出土遺物

189

183-189:3EI Si3008



写真図版68 3区 出土遺物

196

191´V193:3EI S13007、 194:3EI S13009、 195:3E【 S13011

196:3区 S13012内 5K3026、 197:3区 S13012内 SK3027

195

|

197



写真図版69 3区 出土遺物
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201

198:3EK SX3003、 199・ 20013厄至SK3003、 20113EK SK3007

199



写真図版70 3区 出土遺物

206

202～ 204:3EI SK3013、 205-208:3優 【SK3020



写真図版71 3区 出土遺物

212文様展開図

209:3優至SK3020、 210:3Dtt SK3047、 211´し213:3E【 SK3055

210

212



写真図版72 3区 出土遺物

215

214～216:3口K SK3056、 217-222:3口至S13013



写真図版73 3区 出土遺物

227

226

223:3区 S13014、 224・ 225:3区 S13015、 226・ 227:3区 暗褐色砂層



写真図版74 3区 出土遺物

228～2323区 暗褐色砂層、2343区 黄灰色砂層



写真図版75 3区 出土遺物

240

235～ 2403区 黄灰色砂層、241・ 2423区 撹乱



写真図版76 3区 出土遺物

245

243ハΨ246・ 248:3区 撹乱、247・ 249:3区 十日耕T/F土

249
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県道河原イ

ンター線道

路改良工事

に伴う発掘
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所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奈免羅 。西の前

遺跡 Ⅱ

l区

2区

3区

耕作地

溝

耕作地

集落跡

大溝群

地

跡

作

落

域

耕

集

墓

弥生。古墳

～中世

弥生時代後

期～古墳時

代後期

弥生時代中

期中棄～後

葉・平安

溝・土坑・ピット

耕作土・石垣

大溝3基・溝 1基

竪穴住居跡 1棟

掘立柱建物跡 1棟

・布掘建物跡?1棟・

土坑・ピット・耕作

跡

掘立柱建物跡8棟

竪穴住居跡15棟

触菊里型住居 11殉

木格墓4基。土坑・

ピット・耕作溝群

黒曜石剥片

弥生時代中期 壼・甕・高不・

器台・水指し。蓋

弥生時代石器 石鏃。石槍・石

包丁・石鍬・石斧・石錘。砥石・

石皿。日
「 き石

弥生時代中期後葉 銅釧

弥生時代後期～古墳時代前期

壼・甕。高郷・器台・蓋。低脚郷・

甑形土器・スタンプ文土器

古墳時代後期 須恵器蓋郵・

横瓶

八頭町最大の弥生時代

中期の集落跡

全国 30例 目の銅釧

(有釣銅釧)出土

木棺墓から42点の水

晶製小玉出土

弥生時代終末期の大型

溝群とそれに伴う多数

の土器群の出土

八東川付近産出の石材

で多彩な石器を製作し

たことを確認。
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